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序

茨城県は，産業⑳経済の発展に伴う広域流通機構の整備と，県立

の普遍的な発展を図るために　県内の交通体系の整備を進めており

ます。

主要地方道水戸茂木線遠路改良工事もその一環として計画された

ものですが　その予定地内には　多　の埋蔵文化財包蔵地が確認さ

れています。

財団法人茨城県教育財団は9　茨城県から埋蔵文化財発掘調査につ

いての委託を受け9　主要地方道水戸茂木線道路改良工事地内に所在

する埋蔵文化財の発掘調査を実施してまいりました。

本書は，平成5年4月から相月にかけて調査を行った上入野遺弧

青木遺凱　後側遺跡及び前側遺跡の調査成果を収録したものであり

ます。本書が学術的な資料としてはもとより，教育0又化向上のl一

助として広く活用されますことを希望いたします。

なお9　発掘調査及び整理に当たり9　委託者である茨城県から賜り

ました多大なる御協力に対し，深く感謝申し上げます。

また，茨城県教育委員会　常北町教育委員会をはじめ，関係各機

関及び関係各位から御指導◎御協力いただきましたことに，衷心よ

り感謝の意を表します。

平成8年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　橋　本



例

1本書は，茨城県の委託により財団法人茨城県教育財団が平成5年4月から10月まで発掘調査を実施した上

入野遺跡∴青木遺跡，後側遺跡及び前側遺跡の発掘調査報告書である○遺跡の所在地は，次のとおりである。

上入野遺跡　茨城県東茨城郡常北町大字上入野字表前888－1ほか

青木遺跡　　茨城県東茨城郡常北町大字上入野字加波河内735ほか

後側遺跡　　茨城県東茨城郡常北町大字上入野宇宿脇2，151ほか

前側遺跡　　茨城県東茨城郡常北町大字上入野字仲内2，47レ2ほか

なお，同時に調査した仲郷遺跡については，一部調査が終了していないため，別途に報告する。

2　上入野遺眺青木遺眺後側遺眺前側遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は，次のとおりで

ある。

理　　　 事　　　 長
磯 田　　　 勇 昭和63年 6 月～平成 7 年 3 月

橋 本　　　 呂 平成 7 年 4 月～

副　　 理　　 事　　 長

角　 田　　 芳 夫 平成 3 年 7 月 ～平成 6 年 3 月

小 林　　 秀 文 平 成 6 年 4 月～

中 島　　 弘 光 平 成 7 年 4 月～

専　　 務　　 理　　 事 中 島　　 弘 光 平成 5 年 4 月～平成 7 年 3 月

常　　 務　　 理　　 事 一 木　　 邦 彦 平成 7 年 4 月 ～

事　　 務　　 局　　 長
藤 枝　　 冒 一 平 成 4 年 4 月～平 成 7 年 3 月

奈 藤　　 紀 彦 平 成 7 年 4 月～

埋 蔵 文 化 財 部 長 安 蔵　　 幸 重 平成 5 年 4 月～
l埋 蔵 文 化 財 部 長 代 理 河 野　　 佑 司 平成 6 年 4 月 ～

企
課　　　　　　 長 水 飼　　 敏 夫 平 成 4 年 4 月 ～

画 課　 長　 代　 理 根 本　　 達 夫 平 成 7 年 4 月～　 （平成 6 年 4 月 ～平成 7 年 3 月　 係長）

管 主　 任　 調　 査　 員 川 井　　 正 一 平成 5 年 4 月～平成 6 年 3 月

理

課
主　 任　 調　 査　 員 海 老 澤　　 稔 平成 6 年 4 月 ～

主　　　　　　 事 杉 山　　 秀 一 平成 4 年 4 月 ～平成 6 年 3 月

経

理

課

課　　　　　　 長 小 幡　　 弘 明 平 成 5 年 4 月～

主　　　　　　 査 鈴 木　　 三 郎 平成 7 年 4 月～　 （平成 5 年 4 月 ～平成 7 年 3 月　 課 長代理）

課　 長　 代　 理 大 高　　 春 夫 平成 7 年 4 月～　 （平成 6 年 4 月～平成 7 年 3 月　 係長 ）

主　　　　　　 任 飯 島　　 康 司 平成 4 年 4 月 ～平成 6 年 3 月

主　　　　　　 任

主　　　　　　 事

小 池　　　 孝 平 成 7 年 4 月 ～

軍 司　　 浩 作 平成 5 年 4 月～

調

査

課

整
理
課

課 長 （部長 兼 務） 安 蔵　　 尊 重 平成 5 年 4 月～

調 査 第 三 班 長 根 本　　 康 弘 平成 5 年 4 月 ～

主　 任　 調　 査　 員 萩 野 谷　　 悟 平 成 5 年 4 月 ～平成 5 年 10月調査

調　　 査　　 員 梶 山　　 雅 彦 平 成 5 年 4 月「平 成 5 年 10月調査

課　　　　　　 長 山 本　　 静 男 平成 7 年 4 月～

主　 任　 調　 査　 員 池 田　　 晃 一 平成 7 年 4 月 ～平成 8 年 3 月 整理 ◎執筆 ◎編集



3　本書で使用した記号等については，凡例を参照されたい。

4　本書の作成にあたり，灰粕陶器については愛知県陶磁資料館学芸課長柴垣勇夫氏に，奈良◎平安時代の土

器については常陸太田第一高等学校教諭浅井哲也氏に，掘立柱建物跡については埼玉県埋蔵文化財調査事業

団主任調査員田中広明氏に，近世陶磁器については窯業史博物館学芸部長河野一也氏に御指導いただいた。

5　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。

6　遺跡の概略

ふ　 り　が　 な しゅようちはうどうみともてぎせんどうろかいりょうこうじちないまいぞうぶんかざいちょうさほうこくしょ

書　　　　 名 主要地方道水戸茂木線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書

副　 書　 名 上入野遺跡　 青木遺跡　 後側遺跡．前側遺跡

巻　　　　 次 I．

シ リ　ー ズ名 茨城県教育財団文化財調査報告

シリーズ番号 第108集

編　 著　 者　 名 池田　 晃一

編　 集　 機　 関 財団法人　 茨城県教育財団

所　 在　 地 〒310　茨城県水戸市見和1丁目356番地の2　　 雷029－225－6587

発 行 年 月　日 1996（平成 8 ）年 3 月31日

ふ　 り　 が　 な

所　 収　 遺　 跡

ふ　　 り　　 が　　 な

所　　　 在　　　　 地
コ　ー　ド 北　 緯 東　 経 調査期間 調 査 面 積 調 査 原 因

かみ　いり　の　　い　せき
上 入 野 遺 跡

茨城県東茨城郡常北町大字

上入野字表前888－1ほか
08306－14

36度

26分19秒

140度

23分36秒

19930401′～

19931031

1，524粛

主要地方道

水戸茂木線

道路改良工

事に伴う発

掘調査

あお　　き　　　い　　せき
青　 木　 遺　 跡

茨城県東茨城郡常北町大字

・上入野字加波河内735ほか
08306－21

36度

26分23秒

140度

23分33秒
2，405適

うしろ　かわ　　い　　せき後　 側　 遺　 跡 茨城県東茨城郡常北町大字

上入野宇宿脇2，151ほか
08306－23

36度

26分21秒

140度

22分57秒
1，645I迂

まえ　かわ　　い　　せき
前　 側　 遺　 跡

茨城県東茨城郡常北町大字

上入野字仲内2，471－2ほか
08306－24

36度

26分19秒

140度

22分42秒
361撼

所 収 遺 跡 名 種　　 別 主 な時 代 主　　 な　　 遺　 構 主　 な　　 遺　 物 特　 記　 事　 項

上 入 野 遺 跡 集　 落　 跡 旧石器時代 土坑　　　　　 3 基

弥生土器

旧石器時代のものと

弥生時代 竪穴住居跡　　 1 軒 患われる土坑 3 基確

古墳時代 竪穴住居跡　　 7 軒 土師器 ◎石製模造品 認

奈良◎平安時代 竪穴住居跡　　 6 軒 須恵器 ◎紡錘車

青　 木　 遺　 跡

後　 側　 遺　 跡

前　 側　 遺　 跡

集　 落　 跡 古墳時代 竪穴住居跡　 12軒 土師器 ・鉄鉱 ・丸玉 奈良 ◎平安時代の3

城　 館　 跡

集　 落　 跡

集　 落　 跡

奈良◎平安時代

中世

竪穴住居跡　　 25軒 、土師器 ◎須恵器 ◎灰 基の大形土坑から

大形土坑　　　 3 基 和陶器 計3，000点以上 の土

堀　　　　　　 1 条 土師質土器 師器の皿 ・土宛・堵類

近世 井戸　　　　　 4 基 陶磁器 ◎瓦質土器 が出土

縄文時代 竪穴住居跡　 1 軒 縄文土器 ◎打製石斧 表土中から 石錆（丸

古墳時代 竪穴住居跡　　 2軒 土師器 ◎須恵器 ◎石 鞘）が出土

庇をもっ掘立柱建物

奈良・平安時代 竪穴住居跡　　 4 軒 鋳 （丸輌）

奈良e平安時代 竪穴住居跡　　 4 軒 土師器 ◎須恵器 ◎炭

掘立柱建物跡　 4 棟 化材 跡 1 棟と焼失家屋内

よりほぞ穴のある炭

化材出土



凡

1遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第IX系を原点とし，

青木遺跡　Ⅹ＝＋49，000m Y＝＋49，960m，後側遺跡

上人野遺跡　Ⅹ＝＋48，800m Y＝＋50，200m，

Ⅹ＝＋48，920m Y＝＋49，160m，前側遺跡　Ⅹ

＝＋48，800m Y＝＋48，720mの交点を基準点（Alal）

とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を40m四方の大

調査区に分割し，さらに，この大調査区を東西・南北に各々

10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北

から南へA，B，C……，西から東へ1，2，3……と

し，「Al区」，「B2区」のように呼称した。小調査区も同

様に北から南へa，b，C……j，西から東へ1，2，3・・

…・0とし，名称は，大調査区の名称を冠し，「Alal区」，

「B2b2区」のように呼称した。

1　　　　　2　　　　　3
2 3■5 67 8 p0

．
c

．
●
t

．
h
l

l ■〃■

第1図　調査区呼称方法概念図

2　土層，遺構，遺物に使用した記号は，次のとおりである。

土層　　　撹乱－K

遺構　　住居跡－SI　掘立柱建物跡－SB　土坑－SK　堀・構－SD　井戸－SE

性格不明遺構－SX　　ピットーPl～　撹乱－K

遺物　　土器－P　拓本土器－TP　土製品－DP　石器・石製品－Q　金属製品－M

3　土層，遺構，遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

遺構」＿」＝床硬化面

＝旧耕作土

＝炉・竃

＝黒色処理

●　土器　　□　石器・石製品　　○　土製品　　▲　金属製品

4　土層観察と遺物における色請の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）各遺構の実測図は，30分の1，60分の1，80分の1の縮尺で掲載した。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした0種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，

個々にスケールで表示した。

（3）「主軸方向」は，炉・竃をとおる軸線あるいは南北の柱穴を結ぶ軸線を主軸とし，その主軸が座標北か

らみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した。（例　N－100－E，N－100－W）

なお，〔〕を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，A－口径　B－器高　C一底径　D－高台・脚部径　Eq高台・脚部高とし，単位は

cmである。

なお，現存値は（）で，推定値は〔〕を付して示した。



1．

第2国　調査区位置図
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序

例　言

凡　例

第1章　調査経緯

第1節　調査に至る経過

第2節　調査経過

第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

第2節　歴史的環境

第3章　上入野遺跡

第1節　遺跡の概要

第2節　基本層序

第3節　遺構と遺物

1　竪穴住居跡

2　土坑

3　遺構外出土遺物

第4節　まとめ

第4章　青木遺跡

第1節　遺跡の概要

第2節　基本層序

第3節　遺構と遺物

1　竪穴住居跡

2　掘立柱建物跡

3　ピット群

4　土坑

5　地下式墳

6　堀及び溝

7　井戸

8　遺構外出土遺物

第4節　まとめ

第5章　後側遺跡

第1節　遺跡の概要

第2節　基本層序

第3節　遺構と遺物

1　竪穴住居跡



2　土坑

3　溝

4　井戸

5　遺構外出土遺物

第4節　まとめ

第6章　前側遺跡

第1節　遺跡の概要
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坑出土遺物

PL36　第4号土坑出土遺物

PL37　第4号土坑出土遺物

PL38　第36◎124◎125◎133号土坑出土遺物

PL39　第142◎198号土坑出土遺物

PL40　第198号土坑出土遺物

PL41第198◎199号土坑出土遺物

PL42　第199号土坑出土遺物

PL43　第199◎200号土坑出土遺物

PL44　第200号土坑，第1号地下式填，第1号堀

出土遺物

PL45　第1号堀，第2◎5号井戸，遺構外出土遺

物

PL46　遺港外，その他の出土遺物

後側遺跡

PL47　遺跡全景，遺構確認状況

PL48　第2号住居跡，第2号住居跡遺物出土状況，

第2号住居跡竃遺物出土状況

PL49　第3◎4号住居跡，第4号住居跡竃遺物出

土状況，第4号住居跡竃

PL50　第5号住居跡，第6号住居跡，第6号住居

跡遺物出土状況

PL51第8号住居跡，第8号住居跡炉，第8号住

居跡炉◎床下土層セクション

PL52　第11◎12号土坑，第13号土坑，第14号土坑，

第17号土坑，第45号土坑，第46号土坑

PL53　第53号土坑，第1号溝，第2号溝

PL54　第1号井戸，第2号井戸，調査終了風景

PL55　第1◎2号住居跡出土遺物

PL56　第2◎3◎4号住居跡出土遺物

PL57　第5◎6号住居跡出土遺物

PL58　第8号住居跡，第7⑳15◎17◎39◎45◎50

号土坑，第2号溝出土遺物

PL59　第1◎2号溝，第1◎2号井戸，遺構外出

土遺物

PL60　遺構外，その他の出土遺物

前側遺跡

PL61遺跡全景，遺構確認状況

PL62　第1号住居跡炭化材出土状況，第1号住居

跡ほぞ穴のある炭化材出土状況，第2号住

居跡遺物出土状況

PL63　第3号住居跡，第3号住居跡竃支脚出土状

況，第4号住居跡

PL64　第1号掘立柱建物跡遺構確認状況，第2号

掘立柱建物跡遺構確認状況，第3◎4号掘

立柱建物跡遺構確認状況

PL65　第2◎3号住居跡出土遺物

PL66　第4号住居跡，第1◎3◎4号掘立柱建物

跡，遺構外出土遺物



第五章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経過

主要地方道水戸茂木線は，茨城県水戸市と栃木県茂木町を結ぶ幹線道路として重要な役割を果している。し

かし，近年の自動車交通量の増加に伴い交通の混雑が著しく，かっ幅員狭小箇所は常に交通の危険にさらされ

ている現状にある。茨城県は，その早急な解消を目的として道路改良工事を計画した。

工事に先立ち，平成4年6月1日，茨城県は，茨城県教育委員会に工事予定地内における埋蔵文化財の所在

の有無及びその取り扱いについて照会した。そこで，茨城県教育委員会は同年10月27，28日に試掘調査を実施

した。その結果，工事予定地内に上入野遺跡，青木遺眺仲郷遺眺後側遺跡及び前側遺跡が存在することを

確認し，同年12月且4日，上入野遺跡ほか4遺跡が所在する旨茨城県に回答した。茨城県は，平成5年1則9日，

茨城県教育委員会にその取り扱いについて協議を求めた。同年2月2日，茨城県教育委員会は，茨城県に対し，

記録保存の措置を講ずる旨の回答を行い，調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

茨城県と茨城県教育財団は，埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結び，平成5年4月1日から同

年9月30日にかけて，上入野通臥青木遺臥仲郷遺眺後側遺跡及び前側遺跡の発掘調査を実施することと

なった。

第2節　調査経過

上入野遺眺青木遺眺仲郷遺眺後側遺跡及び前側遺跡の発掘調査は平成5年4月1日から平成5年9月

30日までの6か月間の予定で調査が開始されたが，表土除去の結果，遺構が多数確認されたことにより調査期

間を1か月間延長し，10月31日までの調査となった。

なお，仲郷遺跡については一部東員地のため調査が終了しておらず別途に報告することになった。以下，仲

郷遺跡を除く調査の経過について月ごとに略述する。

4　月　発掘調査開始にあたっての諸準備を行う。8日には現地踏査を行い，その後現場事務菰倉庫等を設

置した。16田から作業員を投入し，調査器材を搬入した。20日に発掘調査の円滑な進行と安全を祈願し

て鍬入れ式を挙行した。同日午後から，上入野遺眺青木遺眺後側遺跡及び前側遺跡の試掘調査を順

次行った。その結鼠各遺跡に竪穴住居跡等の遺構の存在が確認された。前側遺跡では，大形の据立柱

建物跡らしい落ち込みが見られ，面積も狭いことから人力による表土除去を実施することとした。

5　月　6，7日に前側遺跡の遺構確認作業を行った。11日に基準杭打ちを実施し，前側遺跡の遺構調査に入っ

た。並行して且9日から上入野遺跡の重機による表土除去と遺構確認作業を開始した。

6　月　雨天の田が多く，調査の進行が滞りがちであった。1日，上入野遺跡の表土除去，遺構確認作業終了。

翌2日から青木遺跡の重機による表土除去及び遺構確認作業を開始した。4日に上入野遺跡の基準杭打

ちを行い，7日から遺構調査を開始した。15日，前側遺跡の調査終了全景の写真撮影を行い，遺構調査

を終了した。17日，青木遺跡の表土除去及び遺構確認作業を終了し，続いて後側遺跡の表土除去及び遺

構確認作業に入った。同日，青木遺跡の基準杭打ちを実施した。28日，後側遺跡の基準杭打ちを行った。

7　月1日から青木遺跡の遺構調査に入った。8月までの問，上入野遺跡と青木遺跡の遺構調査が主体となった。
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8　月18日，上入野遺跡の遺構調査終了。23日，前側遺跡と上入野遺跡の航空写真撮影を実施した。青木遺

跡は，遺構が多く引き続き遺構調査を行った。

9　月　6日，現地において茨城県教育委員会（文化課），茨城県（道路建設課，水戸土木事務所），茨城県教

育財団の関係三者が集まり，今後の調査計画の変更（期間の延長）について協議した。11日から後側遺

跡の遺構調査に入った。25日には，後側遺跡を除き概ね調査を終了し，これまでの調査の成果をもとに

現地説明会を実施した。30軌　茨城県と調査計画の変更契約を結んだ。同日，青木遺跡の遺構調査終了。

後側遺跡は，引き続き遺構調査を行った。

10　月12日，後側遺跡の遺構調査終了。15日に青木遺跡と後側遺跡の航空写真撮影を実施した。補足調査終

了後，23日から撤収作業の準備を開始し，31日には現場事務所を閉鎖し，調査を完了した。
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第2章　位置　と環境

第且節　地理的環境

上入野遺臥青木遺凱後側道眺前側遺跡は，いずれも茨城県東茨城郡常北町上入野地区に所在する。

常北町は，茨城県のほぼ中央部に位置し言ヒは桂札束は那珂川をはさんで那珂町，南は水戸市及び笠間菰

西は七会村に接している。

常北町の地形は，西から東に丘陵性山地台地沖積低地に大別される。西部の丘陵性山地は，八溝山地の

南の鶏足山塊の東経部にあたり，標高200m程度の低山が連なる。鶏足山塊は，主に砂岩，貢岩の互層からな

り，一部にチャ可巨鞍石灰岩をはさんでいる。また，丘陵性山地周辺部には凝灰岩，砂岩，泥岩等からなる地

層が分布してお酌台地の基盤岩となっている。常北町の台地は，那珂西台地あるいは石塚台地と呼ばれる洪

積台地でありタ市街地の大部分がここに形成されている。台地は，標高40～50m程度で低地との比高は約20m

あり，急崖に囲まれている。町の東を南に流れる那珂川と東に流れる藤井胱西田川等の那珂川の支流群は，

台地を開析し沖積低地を形成している。低地は主に水田に利用されている。

上入野遺跡夕青木遺眺後側遺眺前側遺跡の所在する上入野地区は，常北町の南東部に位置し，東から繭

は水戸市藤井町及び成沢町に接している。各遺跡は，石塚台地南部のいわゆる上入野台地に立地する。上入野

台地は，北を流れる藤井川と南を流れる前沢川によって開折された西から東に延びる舌状台地である。台地の

南北幅は的鯛m　低地との比高は約20mで，台地の大部分は宅地及び畑地に利用されており，各遺跡の調査

前の現況は畑地であった。藤井川と前沢川は台地の東側で合流し，さらにその東で那珂川へと注いでいる。流

域には狭小な低地が形成され，現在は水田として利用されている。

主要地方道水戸茂木線の新路線は，水戸方面から台地の東端部南より台地に上がり，旧路線の北側の台地の

ほぼ中央部を西へ茂木方面へと向かっている。4遺跡は，その路線上に水戸側から上入野遺敵背未達臥　後

側遺眺前側遺跡の順に位置している。各遺跡問の位置関係は，台地東端部にある上入野遺跡から約250m北

西部に青木遺跡が，青木遺跡から約900m西に後側遺跡が，後側遺跡からさらに約500m西に前側遺跡がある。

参考文献

常北町史編さん委員会　『常北町史』1988年　3月

萩野谷悟「常北町上入野◎青木⑳仲郷◎後側◎前側遺跡の発掘調査」『常北の文化第17号』常北町

郷土文化研究会1994年　3月

第2節　歴史的環境

上入野遺跡，青木遺凱後側遺眺前側遺跡付近は，那珂川とその支流群によって開析された台地が発達し，

原始，古代より恰好な居住の場として利用されてきた。そのため，4遺跡周辺には，台地上を中心に多数の遺

跡が存在する。周辺の遺跡については発掘調査例が少ないためその詳細は必ずしも明らかではないが，この地

域の遺跡を時代を追って概観してみたい。
はるその　　　かたやま　　　にほんまつ　　むかいはら

旧石器時代の遺跡は，主に常北町の北部に位置する春園遺眺片山遺跡，二本松遺臥向原遺跡の4か所が
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知られている。いずれも石器が採集されているが，その時期や性格は不明である。また，上入野台地の北　那
にのさわ　　　　　　じゅうまんばら

珂川右岸の水戸市十万原付近の台地上にあるドゥゼンクボ遺跡＜9＞，二の沢遺跡＜10＞，十万原遺跡＜16＞

からも旧石器時代の石器が採集されている。

縄文時代の遺跡は，周辺の遺跡の中でも数が最も多く，山間部から台地の縁辺部まで広く分布している。常
おさか

北町内では，早期から晩期まで縄文時代の全期間を通して生活の拠点となった片山遺跡をはじめ，早期の小坂
みやかた　　やすど　　　　　　　なかのだ　　　　　　　なかづま　　　　　なかさい

宮方遺眺安渡遺眺　早◎前期の仲野田遺眺早◎中期の中妻遺跡＜6＞，那珂西遺跡＜且5＞，上大野台地上
せきね

に立地する中期の関根遺跡＜23＞とその西にあり一部が今回の調査対象となった同じく中期の後側遺跡＜3＞，
とのうち　てんじん　　　　　　　ましいはんごう

後期の外ノ内⑳天神遺跡＜5＞及び増井本郷遺跡＜21＞の10遺跡が知られている。さらに，周辺には十万原台
ふじいちょう　　　　　　　しみずだい

地に立地するドゥゼンクボ遺臥　二の沢遺眺　ニガサワ遺跡＜12＞，十万原遺跡，藤井町遺跡＜17＞，清水台

遺跡＜19＞，航跡＜20＞をはじめ，竃誌跡＜24＞，遥猿笑遠遺跡＜26＞，協鉢＜31＞，鳥巌遺

跡＜34＞など那珂川右岸の台地上に多数の遺跡が確認されている。
かざはやまえ

弥生時代になると遺跡数は少なくなり，常北町内では，片山遺跡のほか風隼前遺跡や那珂西台地上入野台

地などで後期の遺物が採集されている程度である。周辺には，ボンボン遺跡＜8＞，ドゥゼンクボ遺臥　馬場

尻遺跡等の水戸市飯富地区や十万原地区の那珂川右岸の台地縁辺部に立地した遺跡群がある。これらの遺跡か

らは，中期の土器がドゥゼンクボ遺跡で採集されている以外は，すべて後期の十王台式の土器が採集されてい

る。

古墳時代の前◎中期になっても常北町内の遺跡は，弥生時代と同様に数が少なく，風琴前遺跡や那珂西台地

上入野台地等で該期の遺物が確認されている程度である。後期になると本格的な集落形成が始まり，遺跡数は

増加する。石塚地内の風隼前遺跡からは，多量の後期の土器とともに石製模造品，滑石製の勾玉や臼玉などが
ましい　　　　　　かみあおやま　　　　ながみね　　　いしつか

出土している。また，増井古墳＜22＞，上青山古墳群，長峰古墳乳　石塚古墳群などの古墳群も造られるよう

になる。周辺にも多数の遺跡が確認されている。前期の遺物が採集されている二の沢遺跡，ニガサワ遺眺　馬
たかね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いいとみ

場尻遺跡のほか，後期の高根遺跡＜32＞や時期は明確ではないが清水台遺眺　成沢大塚遺跡，飯富遺跡＜28＞
にのさわ　　　　　　　　　　　　　　　　　しみずだい　　　　　　なるさわおおつか

などがある。また，二の沢古墳群＜11＞，ニガサワ古墳群＜13＞，清水台古墳群＜18＞，成沢大塚古墳群＜27＞，
つかやま　　　　　　　おおいした

塚山古墳群＜30＞，大井下古墳群＜33＞など多数の古墳群も築造されている。
はっこめ

奈良◎平安時代になると遺跡数はさらに増加し，申妻遺凱　北米遺跡＜7＞，那珂西遺跡，増井遺跡など常

北町内だけでも36か所もの遺跡が確認されている。上入野，青木，後胤　前側の4遺跡においてもこの時期の

住居跡等が調査されている。周辺にも前代に引き続き多数の遺跡が存在する。4遺跡の南東約6kmの那珂川右
だしわたり

岸の台地上には台渡廃寺跡（水戸市）がある。寺は「徳輪寺」，「仲寺」と呼ばれた那賀郡の「郡の寺」であり，

これまでの調査で塔跡，門跡，溝，工房眺　柵列等が確認されており，さらに寺の北側には那賀郡の郡街の存
あぼっけ

在が想定されている。また，南西約4kmの前沢川の上流域には木葉下窯跡群（水戸市）があり，現在までに1．

5km四方に金山支群，三ケ野支乳　高取山支群の3支群が確認されている。これらの窯跡は，8世紀初頭から

9世紀後半頃まで操業していたとみられ，各地に須恵器を供給していた。窯跡からは台渡廃寺に供給していた

とみられる瓦も出土しており，本窯跡は那賀郡衝や台渡廃寺とかかわりのある官窯としての性格を有していた

ものと考えられている。さらに，南東約3kmの那珂川右岸の台地上には，直径12～13mの範囲内に5基の火葬
いいとみ

骨を納めた蔵骨器が密集して発見されている飯富火葬墓跡（水戸市）＜29＞がある。

平安時代末から中世には，この地域は常陸大濠氏　那珂氏，佐竹氏の勢力下にあり，各種の抗争の舞台となっ
な

た。そのため，各氏の一族や臣下の武士たちの城館が各所に造られた。常北町内の石塚城跡や県指定史跡の那
かさい

珂西城＜14＞は，現在でも堀や土塁の跡を留めている。上入野地区でも小字名から3か所に城館の存在が推定
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しんせいかん

されており9周辺には神生館跡＜25＞をはじめさらに多くの城館が存在したものと思われる。また，前側遺跡

の約900m西の上入野台地西端部には小松寺があり，境内には平重盛のものと伝えられる墓がある。

近世になるとこの地域は水戸藩領となり，古来の農民に佐竹氏，大接氏江戸氏等の一族や家臣で帰農した

ものや戦国以降に移住した武士や農民が加わり近世の村を形成した。元禄期頃から常北町域の村々は茶の生産

が盛んになり，那珂川水運中継地としての河岸が置かれるなど娠わいをみせていた。

※　文中の〈　〉内の番号は，表1，第3図中の該当番号と同じである。

参考文献

茨城県教育委員会　『茨城県遺跡地図』1990年　3月

常北町史編さん委員会　『常北町史』1988年　3月

水戸市史編さん委員会　『水戸市史』1963年　9月

茨城県立歴史館『茨城県史料　考古資料編　先土器⑳縄文時代』1979年　3月

茨城県立歴史館『茨城県史料　考古資料編　弥生時代』1991年　3月

茨城県立歴史館『茨城県史料　考古資料編　古墳時代』1974年　2月

茨城県立歴史館『茨城県史料　考古資料編　奈良◎平安時代』1995年　3月

萩野谷悟「常北町上入野⑳青木◎仲郷⑳後側◎前側遺跡の発掘調査」『常北の文化第17号』常北町

郷土文化研究会1994年　3月

表1．上入野遺跡◎青木遺跡⑳後側遺跡◎前側遺跡周辺遺跡一覧表

番号
、血　　　 県遺跡！ 遺　 跡　 の　 時　 代 i番号

遺　 跡　 名 県遺跡
番　 号

遺　 跡　 の　 時　 代
鳩 、　　 番　 号 旧 ；縄 i弥 古 姦可 摘 旧 縄 弥 古 か平 中・近

1 上 人 野 遺 跡 4576 ○ ○ ○ ○ 18 清 水台古墳 群 120 ○ ○
2 青　 木　 遺　 跡 ○ ○ ○ 19 清 水 台 遺 跡 33 ○ ○ ○
3 後　 側　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ 20 南 駒 形 遺 跡 34 ○ ○ ○
4 前　 側　 遺　 跡 ○ 21 増井本 郷遺 跡 4581 ○ ○ ○
5 外ノ内・天神遺跡 4571 ○ ○ 22 増　 井　 古　 墳 292 ○
6 申　 妻　 遺　 跡 4577 ○ 23 関　 根　 遺　 跡 4575 ○ ○
7 北　 米　 遺　 跡 4578 ○ 24 塙　　 遺　　 跡 30 ○ ○ ○
8 ボ ンボ ン遺跡 2598 ○ 25 神　 生　 館　 跡 134 ○
9 ドゥゼンクボ遺跡 2597 ○ ○ ○ ○ ○ 26 成沢 大塚遺 跡 2641 ○ ○
10 二 の 沢 遺 跡 2599 ○ ○ ○ ○ ○ 27 成沢町大塚古墳群 2640 ○

11 二 の沢古墳群 2600 ○ 28 飯　 富　 遺　 跡 2618 ○ ○ ○ ○
12 ニガサ ワ遺 跡 2601 ○ ○ ○ ○ 29 飯 富火葬 墓跡 2618 ○
13 ニガサワ古墳群 2602 ○ 30 塚 山 古 墳 群 119 ○

14 那 珂 西 城 跡 293 ○ ○ 31 下　 宿　 遺　 跡 31 ○

15 那 珂 西 遺 跡 287 ○ ○ 32 高　 根　 遺　 跡 2605 ○ ○
16 十 万 原 遺 跡 2603 ○ ○ ○ ○ ○ 33 大井下 古墳 群 117 ○
17 藤 井 町 遺 跡 32 ○ ○ 34 馬 場 尻 ‾遺 跡 白642 ○ ○ ○ ○
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第3章　上入野遺跡

第1節　遺跡の概要

上人野遺跡は，藤井川と前沢川にはさまれた上入野台地の東側縁辺部

に立地する旧石器時代から奈良・平安時代にかけての複合遺跡である。

今回の調査区は，主要地方道水戸茂木線が台地に登る坂をはさんで，東

側の1区と西側の2区からなっており，調査面積は1，524Iが，現況は畑

地である。調査区の東側の低地は水田となっており，水田との比高は約

20mである。

今回の調査で確認した遺構は，弥生時代の竪穴住居跡1軒，古墳時代

の竪穴住居跡7軒，奈良・平安時代の竪穴住居跡6軒，時期不明の竪穴

住居跡6軒，旧石器時代の土坑3基，縄文時代の陥し穴と思われる土坑

2基，その他の土坑10基である。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）で11箱出土している。主な遺物

は，古墳時代から平安時代にかけての台付賓，器台，奮，坑甑高坑

壷，蓋等の土師器及び須恵器類で，その他弥生土器片，古墳時代の石製

模造品等が出土している。

第2節　基本層序

上入野遺跡の2区南部，Cla2区にテストピットを設定し，確認面か

ら1．7m掘り下げ，土層の堆積状況を観察した。

なお，当遺跡についてはローム層の垂鉱物分析及び火山ガラス比分析

を実施した。あわせて参照されたい。

（付章参照）

1層　明黄褐色ローム土層。厚さ8～13皿。

2層1層に比べ，やや黄色味がかった明黄褐色のローム土層。硬く

締まっている。厚さ10～14cm。

A

e

c

D
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第4図　上入野遺跡調査区設定図

3層　2層に比べ，さらに黄色味の強い明黄褐色のローム土層。硬く締まっている。厚さ10～23。皿。

4層　黄褐色ローム土層。灰色及び橙色スコリアを極微量含む。硬く締まっている。厚さ15～20。皿。

5層　省略（第14号土坑覆土上層）

6層　オリーブ褐色のローム土層。灰色スコリアを極微量含む0粘性強く，硬く締まっている。厚さ11～38皿。

7層　黄褐色ローム土層。赤城・鹿沼軽石（以下Ag－KPと略す）を中量含む。厚さ5～15cm。

8層　にぷい黄色ローム土層。Ag－KPを多量含む。厚さ4～8cm。

9層　上方が黄色，下方が黄橙色を呈すAg－KPの単純層。厚さ10～24cm。
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二〇層　オリーlブ褐色のロ・－ム目盛。灰色スコリアを極微量

含む。6層に比べ，色調が鮮やかで硬く締まっている。

厚さ4～11cm。

1且層　且0層よりややくすんだオリーブ褐色のローム土層。

灰色スコリアを極微量含む。粘性が強く，硬く締まっ

ている。厚さ12～20cm。

12層11層に比べ，鮮やかなオリーブ褐色のローム土層。

小礫を極微量含む。粘性が強く，硬く締まっている。

厚さ14～32cm。

13層　にぷい黄褐色ローム土層。灰白色スコリアを極微量

含む。粘性が強く，硬く締まっている。確認された厚

さ2～8cm。

且4層　省略（第且4号丑坑覆土下層）

15層　省略（第15号土坑覆土） 第5園　盗泉野遺跡遵奉豊層園

亜鉱物分析及び火山ガラス比分析の結果と上下の層序及び

その含有物からみてタ　且～3層は，立川ローム層のⅢ層からⅣ層に，4，6層は，立川ローム層の第Ⅱ黒色帯

に，7～9層昧　赤城◎鹿沼軽石層に相当すると考えられる。

第3節　遺構と遺物

且　竪穴住居跡

今回の調査では，弥生時代の竪穴住居跡1軒，古墳時代の竪穴住居跡

7軒，奈良・平安時代の竪穴住居跡6軒，時期不明の竪穴住居跡6軒，

計20軒の竪穴住居跡を確認した（SI－1～22，内SI－12，13は欠番）。

以下，遺構番号順に記載する。

第瑠号住居跡（第6図）

位置　調査1区の南部，Clg7区。

規模と平面形　西側が調査区外であるため，正確な規模と平面形は不明

である。調査できた部分から推定すると，一辺3．8mの方形か長方形

と恩われる。

主軸方向　〔N－100－E〕

壁　壁高は約8cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，耕作による撹乱が著しく，軟弱である。

覆土　2層からなる。撹乱が著しく堆積状況は不明である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

÷二二三二二千こ一一

0

遺物　覆土中から土師器の細片が3点だけ出土しているが，時期は不明　第6図．第粧号住居跡実測園

－10－
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である。

所見　本跡は，柱穴，炉，竃等が確認されず，遺物もほとんど出土しなかったが，その形状から住居跡として

扱った。時代は不明である。

第2号住居跡（第7図）

位置　調査1区の南部，Cle7区。

規模と平面形　西側が調査区外にあり，

正確な規模と平面形は不明である。

調査した東側部分から推定すると，

一辺4．1mの不整な方形あるいは長

方形と思われる。

主砧方向　〔N一二00－E〕

壁　壁高は5～且2cmで，外傾して立ち

上がる。

床　部分的にやや硬化した面が認めら

れたが，撹乱の影響のためか全体的

に軟弱である。付近の確認面ローム

と同様に北側に傾斜しており，緩や

かな凹凸がある。

く！
0　　　　　　　2m

』二二＿ニ＿＿＿　一二二ヒ＝＝＝＝』

第7区［第2号住居跡真測園
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覆土　撹乱が著しいが2層確認された。

覆土中にローム大ブロックを含むことから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子◎炭化材微量

2　暗褐色　極暗褐色土ブロック中量，ロームブロック◎ローム粒子少量

遺物　弥生土器片5息土師器片18息須恵器片2点及び鉄棒2点が出土している。弥生土器片は十王台式，

土師器片は平安時代のものと思われるが，いずれも細片で床面からの出土はなく，本跡に伴う遺物かは不明

である。

所農　本跡は，柱穴や竃の存在が確認されない点や床が傾斜している点など住居跡と断定するには疑問が残る。

時代は不明である。

第3号住居跡（第8図）

位置　調査且区中央部西側，Cla7区。

規模と平面形　本跡は，南東側の約3

分の1のコーナー部のみ確認された。

方形あるいは長方形と推定されるが，旦砲頂。2m

その正確な規模や平面形は不明である。

主軸方向　〔N－230－W〕

壁　壁は確認できなかった。 第8図　第3号住居跡実測図

－11－
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床　緩やかな凹凸はあるが，ほぼ平坦である。

覆土　1層のみ確認された。堆積状況は不明。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　覆土中から土師器片3点，須恵器片2点が出土しているが，いずれも細片である。

所見　本跡は，柱穴や炉等が確認されなかったが，床面の状況や調査した部分の平面形から住居跡として扱っ

た。時代は不明である。

第4号住居跡（第9図）

位置　調査1区の東部，CIc。区。

規模と平面形　踏み固められた床と壁の一部が確認されたが，撹乱が著しく，しかも東側が調査区外にあるた

め，その規模や平面形は不明である。

壁　壁高は確認された所では18皿あり，外傾して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，部分的に踏み固められている。

覆土　2層確認された。撹乱のため堆積状況は

不明である。

土層解説
1　黒色　ロームブロックeローム粒子少量，炭化物微量

2　黒色　炭化物・ローム粒子微量

遺物　覆土中から縄文土器片1点，弥生土器片

42息　土師器片23点及び須恵器片2点が出土

しているが，いずれも細片で，本跡に伴う遺

物は不明である。

所見　本跡は，柱穴　炉及び竃等が確認されて

いないが，床及び壁の状況から住居跡として

扱った。時代は不明である。
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第9図　第4号住居跡実測図

第5号住居跡（第10図）

位置　調査1区の東弧　Cla。区。

規模と平面形　東側が調査区外にあり，正確な規模と平面形は不明であるが，調査区東端部で北と南のコーナー部が確

認されたことから，一辺3。6mの方形であることが推定される。

主軸方向　N－450－E

壁　壁高は約14cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　中央部分がややくぼむがほぼ平坦である。あまり踏み固められておらず，全体的に軟弱である。

ピット1か所（Pl）。径約40cmの円形で，深さは45cmである。南西壁から70cm北側にあり，やや壁際から離れ過ぎて

いるようだが，位置から考えると出入り口施設に伴うピット（以下，出入り口ピットと称す）と思われる。

覆土　4層からなる。堆積状況は撹乱のため不明である。
土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土e炭化粒子◎ロームブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子eロームブロック微量

－12－



遺物　土師器片61点，須恵器片4点，縄文土器片1点，弥生土器片26点及び粘土塊1点が出土している。第10

図1の須恵器壷底部片と2の土師器嚢体部片は，出入り口ピットと南西壁間の覆土軋下層から出土している。

所見　本跡の時代は，出土遺物から平安時代（9世紀前半）と考えられる。本跡は，竃が確認されなかったが，

その形状から住居跡として扱った。出入り口ピットの位置から考えると，竃は調査区外の北東壁に付設され

ている可能性がある。

0　　　　　　　　　　　　2m

』　　　室

第柑図　第　号住居跡0出土遺物実測図
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第5号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 ′　備　　 考

第10図
士璽E B （11．の 高台付底部片。高台は幅広でハ 体部内 ◎外面横ナデ。 長石 e海綿骨針 P L 9

1 須 恵 器 D 〔17．釦 の字状に開き高台の内側が接地 灰白色 P 3　 5 ％

E　 l．0 する。休部は外傾 して立ち上がる。 良好 ・外面自然軸 覆土

2

嚢 B （18．0） 体部片。体部下位外面 は凹凸が 体部外面上部ナデ。 体部外面下 砂粒◎スコリア◎雲母 P L 9

土 師 器 顕著。体部中位上方に最大径を 部縦方向のへラ磨き。体部内面 にぷい黄橙色 P 2　 20％

有 し，体部上位は内傾する。 横ナデ。 普通 覆土

第6号住居跡（第11図）

位置　調査1区の中央部東側，Blj9区。

規模と平面形　東側が調査区外に，北側が農道部にあるため，正確な規模と平面形は不明である。ピットの配

置等から推定すると9　長軸〔5．0m〕，短軸〔4。4m〕の長方形と思われる。

主軸方向　〔N－250－W〕

壁　壁高は約12cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，北側部分は撹乱により踏み固められた面が削られているが9　コーナー部を除き全体的によく踏み

固められている。

だット　2か所（Pl～P2）。Plは，長径37cm，短径26cmの楕円形で，深さ52cmである。配置とその大きさか

ら主柱穴と考えられる。P2は，径25cmの円形で，深さ20cmである。位置からみて出入り口ピットと考えら

れる。

覆土　3層からなる。第2層がロームブロック層であることから埋め戻された可能性もある。

第m園　第　号住居跡実測図
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土層解説

1黒褐色　ロームブロック・ローム粒子・粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

2　褐　色　ロームブロック層

3　暗褐色　ロームブロック層，ローム粒子微量

遺物　覆土中から土師器片165点，須恵器片27点，縄文土器片1点及び弥生土器片27点が出土している。いず

れも細片である。

所見　調査部分では確認されなかったが，覆土中に粘土ブロックがあることから，未調査部分に竃があること

が推定される。本跡は，出土遺物が細片であるため詳細な時期を特定するのは困難であるが，遺物の主体を

占める時期が奈良・平安時代（8世紀後半）であることから該期の住居跡と考えられる。

」L
41．2m

C

④）　E
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第12図　第7・8号住居跡，第7号竜実測図
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重複関係　本跡は，第8号住居跡及び第五3号丑坑と重複している。本跡が第8号住居跡及び第13号土坑を掘り

込んでおり，本跡が3遺構の中で最も新しい。

規模と平面形　大部分が農道部や調査区外にありき　北壁の一部と竃部だけの調査であったため，正確な規模と

平面形は不明である。北東コーナー部が確認されたので，竃が壁の中央部に構築されていたとすれば北壁は

6．4m程度と推定される。平面形は方形あるいは長方形と思われる。

主軸方向　N－200－W

壁　壁高は20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦。粘土質で硬化している。

竃　北壁に付設されている。サブトレンチを入れて掘り方まで掘り下げたところ床下50cmまで粘土ブロックが

つまっており，竃の作り替えが行われたものとみられる。柚部は，床面上にそのまま粘土性のロームを積み

重ねて構築している。火床部は掘りくぼめられることなく，煙道部に向かって緩やかに傾斜している。煙道

部の突出もなく，立ち上がりは200程で極めて緩やかである。竃の覆土は18層からなる。第1～5層は，天

井部や柚部の流れ出した層。第9層は，天井部の崩落層。第10層は，灰層。第13層は，火床部の焼土層であ

る。第14～18層は，抽部である。

竃土層解説

1　にぷい黄橙色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロック・

炭化粒子。粘土ブロック微量

2　にぷい黄褐色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化物・粘土

ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化物・粘土

ブロック微量

4　褐　　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土ブ

ロック微量

5　褐　　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，焼土ブロック。

粘土粒子微量

9　暗赤褐色　焼土粒子◎焼土ブロック多量

10　褐　灰　色　焼土粒子少量

11暗赤褐色　焼土粒子。ローム粒子中量，焼土ブロック少量

12　黒　　　色　炭化粒子多量，焼土粒子微量

13　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土ブロック微量

14　明黄褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック。焼土粒子少量，

炭化物◎粘土ブロック微量

15　にぷい黄褐色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，焼土ブロック・

炭化粒子，粘土ブロック微量

16　黒　　　　色　含有物なし

6　暗　赤　褐　色　焼土ブロック。焼土粒子多量，ローム粒子少量　17　褐　　　　色　ローム粒子多量，ロームブロック中量焼土粒子。

7　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロック・

炭化粒子微量

8　暗　褐　色　焼土粒子多量，焼土ブロック・ローム粒子中量，

炭化物微量

炭化粒子微量

18　暗　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子中量，炭化粒子・粘土

ブロック微量

覆土　6層（第7～12層，第1～6層は重複する第8号住居跡覆土）からなる自然堆積と考えられる。

土層解説

7　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量

8　褐　　　　色　ロームブロック◎粘土ブロック層

9　にぷい黄褐色　焼土ブロック。ロームブロック少量，炭化物。粘土ブロック微量

10　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

11黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化物。粘土ブロック微量

12　オリーブ褐色　焼土粒子中量，ロームブロック少量，炭化物e粘土粒子微量

遺物　土師器片199点，須恵器片33点，弥生土器片7点及び粘土塊3点が出土している。第13図1の高台付杯

は覆土上層から出土している。9の蓋は竃覆土と床面から出土した破片が接合した。2，10の賓は，掘り方

覆土中から出土している。竃の作り替え時に埋め戻された土砂に混入したものと思われる。

所見　本跡は，出土遺物等から奈良。平安時代（8世紀後半）の住居跡と考えられる。

－16－



『二二

二、－‾三二一

一生豆≡I∈笥8

第13図　第7号住居跡出土遺物実測図

第7号住居跡出土遺物観察表
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図 版 番 号 器　 桂 計測値 （皿 ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 1 3図
高 台 付 杯 B （5．の 平 底 に ハ の字 状 に 開 く高 台 が 付 休 部 外 面 横 ナ デ 。 休 部 内 面 槙 方 白色拉・スコリア・雲母 P L 9

1 土 師 器 D 〔7月 く。 休 部 下 端 は 内 増 して 立 ち上 向 の 磨 き。 内 面 黒 色 処 理 。 に ぷ い 黄 橙 色 P 5　 40％

E　 l．2 が る。 普通 覆 土 上 層

2

窺 A （2 1調 口 縁 部 は強 く外 反 し， ロ 縁 端 部 ロ線 部 内 ・外 面 桟 ナ デ。 石 英 ・スコリア・雲 母 P L 9

土 師 器 B （ 2．の を 上 方 に つ まみ 上 げ る。 にぷ い褐 色

普 通

P 7　 5 ％

掘 り方 覆 土

3

喪 A 〔16．0〕 口綾 部 は 外反 し， 口 縁 端 部 を わ 口縁 部 内 ・外 面 構 ナ デ 。 石 英 ・長 石 ・雲母 P L 9

土 師 器 B （3．5） ず か に上 方 に つ ま み 上 げ る。 明 赤 褐 色

普 通

P 6　 5 ％

覆 土

4

土不 A　 13．8 平 底 。 休 部 は外 傾 して 立 ち 上 が ロ縁 部 ， 体 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 海綿 骨 針 ・小 礫 P L 9

須 恵 器 B　　 4．5

C　　 8．9

る。 ロ 綾 部 は わ ず か に 外反 す る。 底 部 回 転 へ ラ削 り。 灰 白色

普 通

P 9　 8 0％

覆 土

5

塔 A 〔12．の 器 高 が 低 い 皿 状 の 杯 。 平 底 。 体 口綾 部 ， 体 部 下 端 内 ・外 面 槙 ナ 石 英 ・長 石 ・スコリア P L 9

須 恵 器 B （2．3） 部 は わ ず か に外 傾 し て 立 ち 上 が デ 。 底 部 回 転 へ ラ削 り。 褐 灰 色 P lO　 40．％

C 〔9．の る。 良 好 覆 土

6

杯 A 〔1 3．の 平 底 。 体 部 は外 傾 して 直 線 的 に 口 縁 部 ， 体 部 内 ・外 面 槙 ナ デ 。 海 綿 骨 針 ・長 石 P L 9

須 恵 器 B　　 4，5 立 ち 上 が る。 休 部 下 端 外 面 へ ラ削 り後 ， ナ デ 。 灰 色 P l1 25％

C 〔8．2〕 底 部 回 転 へ ラ削 り。 良 好 覆 土

ー17－



図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形 の特徴 手法 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第13図 塔 A 〔14．3〕 休部 は内攣気味 に外傾 して立 ち 口縁部， 体部内 ・外面構 ナデ。 白色粒子 ・長 石 P L 9

7 須 恵 器 B （4．0） 上が る。 灰色

普通

P 13 15％

覆土

8

蓋 A 〔12．2〕 天井部 は平坦 で， 口縁 部 はや や 天井部回転 へ ラ削 り。 口縁 部上 長石 ・小礫 P L 9

須 恵 器 B　 l．8 丸み をおび， 端部 は大 き く屈 曲 面 へラ削 り後， ナデ。 口縁 屈曲 灰色，黒斑 P 12　 20％

す る。 部内 ・外面 ナデ。外面 自然 粕。 良好 覆土

9

蓋 I A　 14．5 偏平 な ボタ ン状 のつまみ。天井部 天井 部回転 へラ削 り。日録部内 ◎ 海綿骨針 ・小礫 P L 9

須 恵 器 B　　 3．0 は平 坦で，口縁 部 はやや丸み をお 外面 ナデ。 灰色 P 14　30％

び，ロ縁端部 はわずかに屈曲する。 良好 奄内 ・床面

10

賓 B （1．9） 上 げ底 気味の平底。 休部 は外 傾 底面 及び体部下端 へ ラ削 り。 底 小 礫 ・白色粒子 P L 9

須 恵 器 C　 12．7 して立 ち上 が る。 部 内面 ナデ。酸化炎焼成。 橙色

普通

P 8　 10％

掘 り方覆土

11

饗 B （3．3） 肩部片。緩 やか に内 攣 し， 頸 部 頸部付近 内外面槙ナ デ。 下 部 内 長 石・石英 ・スコリア P 16　 5 ％

灰軸陶器 頸部径 な2．功 に移行す る。 面平行叩 き。外面灰 柚。 外面 オ リーブ灰色 ．

内面灰 白色，黒斑

良好

覆土

12

饗 B （8．の 肩部片。緩 やかに内攣 し， 頸部 頸部付近外面 叩き後， 横 ナデ， 長石 ・石英 ・小礫 P L 9

須 恵 器 でやや肥厚す る。 内面 横ナ デ。下部外面平行叩 き。 灰色 P 17　 5 ％

外面 自然鞄。 良好 床面 ・覆土

13

餐 Å 〔24劇 口縁部片 。外傾 しなが ら外反 し， 内 ・外 面横ナ デ。内面 自然粕。 長石 ・石英 ・小礫 P L 9

須 恵 器

】

B （2．6） 端部 は上 方及 び下 方 にや や突 出 灰色 P 15　 1 ％

す る。 良好 覆土

第8号住居跡（第且2◎且4図）

位置　調査1区の中央部，Blh8区。

重複関係　本跡は，第7号住居跡及び第13号土坑と重複している。本跡が第7号住居跡に掘り込まれており，

本跡が古く，第且3号丑坑は，本跡の床面において確認されたことから本跡が新しい。

規模と平面形　南側を第7号住居跡に掘り込まれ，東側が農道部分に延びているため，正確な規模は不明であ

るが，炉の位置からみると一辺4．4m程度の方形と推定される。

主軸方向　〔N－750－W〕

壁　壁高は8cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。耕作による撹乱が著しく，黒色土とロームの貼り床が部分的に残る。

だッ睦　長径36皿，短径28cmの楕円形で，深さ18cmである。配置からすれば柱穴と考えられるがタ　掘り込みが

浅い点と他に柱穴が確認されなかったことを考えると柱穴とするには疑問が残る。

炉　中央部南西寄りに1か所地床炉が確認された。長径130cm，短径103cmの楕円形で，断面が皿状である。深

さ7cmで，覆土は2層からなる。

炉土層解説

1　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量

2　暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子多量

覆土　6層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

3　黒褐色　ローム粒子中量，ロームブロック微量

4　黒　　色　焼土粒子◎ローム粒子少量

5　黒　　色　焼土粒子・ローム粒子微量

6　極暗褐色　焼土粒子・ローム粒子・白色粒子少量



遺物　土師器片蟻点　縄文土器片1点及び弥生土器片7点が出土している。第14図1，2の寮と3の鉢は炉

付近の床面から，4の塊は覆土上層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代（5世紀前半）の住居跡と考えられる。

第相国　第　号鍾懐胎出立遺物実測図

第8号住居跡出土遺物観察表

が
柑
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図 版 番 号 器　 種 計 測値 （cm ） 器 形 の特 徴 手 法 の特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 14 図
賓 1 A 〔17 ．4〕 体 部 上 方 は内 傾 し， 頸 部 で 屈 曲 口縁 部 ， 頸 部 内 e 外 面 横 ナ デ。 砂 粒 e 長 石 ・石 英 P L 9

1 土 師 器 B （ 7 ．4） し， 目線 端 部 は強 く外 反 す る。 にぷ い橙 色

普 通

P 2 0 1 0 ％

床 面

2

聾 A 〔1 9．2〕 体 部 上 方 は 内 傾 し， 頸 部 で 屈 曲 口縁 部 内 ・外 面 ， 頸 部 外 面 横 ナ 砂 粒 ・スコリア・長 石 P L 9

土 師 器 B （8 ．3） し， 直線 的 に 外 傾 し， 口 縁 端 部 デ。 口縁 端 部 外 面 に 指 頭 圧 痕 を にぷ い黄 橙 色 P 2 1 10 ％

で外 反 す る。 残 す 。 普 通 床 面 ・覆 土

3

賓 A 〔30 ．6〕 わ ず か に 内攣 しな が ら外 傾 し， 口縁 部 内 ・外 面 ， 休 部 内 面 構 ナ 砂 粒 ・長 石 。小 礫 P L 9

土 師 器 B （8 ．4） 口縁 部 で 外 反 す る。 口 縁 部 は 折 デ 。 休 部 外 面 へ ラ削 り後 ， ナ デ 。 に ぷ い橙 色 P 19 15 ％

り返 しロ縁 で あ る。 普 通 床 面 ， 籾 痕 あ り

4

土宛 A　 12 ．9 体 部 は内 攣 して 立 ち 上 が り ， ロ 口 縁 部 内 ・外 面 槙 ナ デ 。 体 部 外 長 石 ・石 英 P L 9

土 師 器 B （ 8．2） 綾 部 との 境 に稜 が あ る。 日 録 部 ●面 へ ラ削 り後 ， へ ラ ナ デ 。 体 部 に ぷ い 赤 褐 色 P 1 8　 6 0 ％

は ほぼ 直 立 す る。 内面 ナ デ 後 放 射 状 の 磨 き。 普 通 覆 土 上 層

5

手 捏 土 器 B （ 2．4） や や 丸 み を 帯 び た 平 底 。 体 部 は 内 ・外 面 板 状 工 具 に よ る ナ デ 。 長 石 ・スコリア・雲 母 P L 9

土 師 器 C　　 4．0 底 部 か らわ ず か に 上 方 に 立 ち 上 体 部 外 面 に指 頭 圧 痕 を 残 す 。 橙 色 P lO 3 2 0％

が り， 日録 は屈 曲 して 外 傾 す る。 普 通 覆 土

－19－



第9号住居跡（第15図）

位置　調査1区の北部，Blf。区。

床　耕作による撹乱が著しく，痕跡が一部残る程度である。

ピット　径は約50皿の不整円形で，深さは床面から約40皿ある。性格は不明であるが竃との位置関係から考え

ると貯蔵穴である可能性もある。

竜　火床部の痕跡だけが確認されたが，周辺に竃の構築材が散乱しており，竃であることは間違いない。床が

南側にあることから北壁に付設されていたものと考えられる。その規模，構造等は不明である。

遺物　本跡上部の撹乱土中から土師器片118点，須恵器片41点，縄文土器片1点及び弥生土器片5点が出土し

ている。第15図1，2の杯も撹乱土中からの出土である。

所見　本跡は，竃火床部と床の一部及びピットが1か所確認されただけで，規模，平面形，壁及び覆土等は不

明である。ピットが貯蔵穴であれば主軸方向は北西一南東と推定される。時代は，上部の撹乱土中から出土

した遺物からみて平安時代（9世紀前半）と考えられる。

／　　／

二∴

第15図　第9号住居跡・出土遺物実測図

第9号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　橿 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第15図
杯 A 〔12．の 平底。休部は内轡気味に立ち上 ロ縁部，体部内・外面横ナデ。 長石・石英・小礫 P LlO

1 須恵器 B　　4．8 がり外傾し，ロ縁部で外反する。底部回転へラ削り。内面に撚糸 灰色 P22　20％

C 〔6．粛 の圧痕が残る。 普通 撹乱土

2

杯 B （2．の 平底。休部は直線的に立ち上が 体部内・外面構ナデ。底部糸切 長石・石英・スコリア P L lO

須恵器 C 〔8．5〕り，外傾する。 り後，回転へラ削り。 灰色

良好

P23 15％

撹乱土

ー20－



第臓考住居跡（第16◎17図）

位置　調査1区の北乳　Ble8区。

規模と平面形　北西部が撹乱され，東側が調査区外にあるため正確な規模は不明であるが9　出入り口部の位置

から推定するとタ　長軸〔5．6m〕，短軸3。6mの長方形と考えられる。

主軸方向　N－70－W

壁　壁高は20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，南壁際に出入り口部とみられる馬蹄形に巡るたかまりが確認された。出入り口部のたかまり

から中央部にかけて踏み締められた硬化面がある。

ぽッ匪　6か所（Pl～P6）。径12～34皿の円形で，深さは10～20cmである。P5は柱穴の可能性があるがタ　そ

の他はいずれも深さや形状から柱穴とは考えにくい。

貯蔵穴　入り日部の馬蹄形のたかまりの内側に確認され，径50cmの円形で　深さ鍼cmである。梯子ピットは確

認されなかったがタ　入り口部施設の下に設けられた貯蔵穴と考えられる。

覆丑．7層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　　色　焼土粒子・炭化材少量，ロームブロック・ローム粒子微量

2　黒　　色　ロームブロック。ローム粒子微量，焼土ブロック・焼土粒子極微量

3　黒　　色　ローム粒子少量

4　黒褐色　炭化材・ロームブロック・ローム粒子微量

5　極暗褐色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

6　黒褐色　ローム粒子少量，焼土ブロック・ロームブロック微量

7　黒褐色　炭化材・炭化物少量

遺物　土師器の痍1点と琢2点がほぼ完形で出土している。その他土師器片383息石製模造品6嵐　縄文土

器片1息弥生土器机07点及び粘土塊3点が出土している。第16図2の輝と5の塊は床面から出土してい

る。

所農　本跡は，炉が確認されていない。調査区外にある可能性もあるが一般的な位置に炉がなく9特殊な形態

を示しており，祭祀関係の建物あるいは工房などの可能性も考えられる。時代は出土遺物から古墳時代

（5世紀前半）のものである。

第且0号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手 法の特徴 胎土 ⑳色語巨 焼成 備　　 考

第16図
塔 A　 14．9 上 げ底状 の底 部が突 出 す る。 体 口縁 部内 ・外面， 休 部 内面 横 ナ 砂粒 ・雲母 ・スコリア P L lO

1 土 師 器 B　　 6．0 部 は内攣 して立 ち上 が り， 日録 デ。底 部内面磨 き。 体部 外 面下 にぷい黄橙 色 P 2 5　 8 5％

C　　 4．1 部 はやや外反 する。 位 へラ削 り後， ナデ。 普通 覆土

塔 A　 16．1 底部上 げ底。体部 は内 攣 して 立 口縁部 内 ・外面， 休部 内 面横 ナ 長石 ・石英 ・雲母 P L l O

2 土 師 器 B　　 6．3 ち上 が り， ロ綾部 はわ ずか に外 デ。底部 内面板状工具 によるナデ。 橙色 P 26　 8 0％

C　　 4．8 反 する。 体 部外面下位 へ ラ削 り後， ナデ。 普通 床面

琢 A 〔13．鎚 休部 は内攣 して立 ち上 が り， 口 口縁部内 ・外 面， 体 部 外面 槙 ナ 長石◎スコリア◎雲母 P L lO

3 土 師 器 B （5．3） 綾部 はやや内傾 す る。 デ。 休部内面 ナデ後， 放 射 状 の 明褐 色 P 2 7 10％

磨 き。 普通 覆土

4

塔 A 〔16．刀 体部 は内攣 して立ち上 が り， ロ ロ綾部 ，体部内 ・外 面板 状工 具 長石 ・石英 ・小礫 P L lO

土 師 器 B （ 5．6） 綾 部はわずか に外反 す る。 に よる桟 ナデ。 橙色

普通

P 2 8　 3 0％

覆土

5

塊 A　 1 2．7 丸底。 体部 は内攣 して立 ち上 が 口緑部 内 ◎外面横 ナデ。 休 部， 雲母 ・石英 ・スコリア P L lO

土 師 器 B　　 7．7 り，休部上位 で内偵 し，口縁 部 は 底部外面 ナデ後， 磨 き，内面 放 浅黄橙色 P 24　 98％

外反す る。口綾部 内面 に稜がある。 射状 の磨 き。 良好 床面
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第16図　第10号住居跡・出土遺物実測図（1）
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く＝コ⊂⊃川

第17図　第10号住居跡出土遺物実測図（2）

10cm

L＿　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（Ⅷ） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第16図高　　坪A　18．7坪部片。杯部は直線的に外傾し師部上位内・外面槙ナデ，下位長石・雲母・スコリアPLlO

6 土師器B（4．4）て開く。 内・外面ナデ後，横方向の磨き。灰褐色

普通

P3150％

覆土

7

高　　杯B（11．の脚部は円筒状で下方に膨らみが師部上位内・外面ナデ，下位外長石・石英・雲母PLlO

土師器 ある。師部は下方に稜があり，わ面へラ削り。脚部外面縦方向のにぷい黄橙色 P30　50％

ずかに内増しながら上方に開く。磨き。 普通 覆土

8

高　　杯B（8．め脚部片。円筒状で下方に膨らみ脚部外面は縦方向のナデ。裾部長石・石英・雲母PLlO

土師器 があり，裾部との接合部がくび外面は放射状のナデ。 にぷい橙色 P32　20％

れる。据部はハの字状に開く。 普通 覆土

9

柑 B（6．3）偏平な球形の休部片。 休部上位内面に明瞭な輪稜痕を長石・雲母・スコリアPLlO

土師器 残す。休部外面横方向の丁寧なにぷい褐色 P33　20％

磨き。 普通 覆土

10

喪B（2．の底部片。やや上げ底気味の平底。休部内面板状工具によるナデ。長石・石英・スコリアPLlO

土師器C　　5．2休部は強く外傾して立ち上がる。休部外面へラ削り後，ナデ。底にぷい橙色 P36　5％

部外面ナデ。 普通 覆土

第17図 窺 A〔18．0〕休部はやや縦長の球形で，口縁ロ縁部内・外面，休部内面槙ナ長石・スコリア・雲母PLlO

11 土師器B（17．の部は内啓気味に外傾する。 デ。休部外面板状工具による縦にぷい橙色 P34　20％

方向のナデ。 普通 覆土

12

窺B（16．8）休部は球形で，ロ線部は外傾すロ縁部内・外面検ナデ。休部内面板砂粒・雲母・スコリアPLlO

土師器 る。 状工具による粗い槙ナデ。体部外浅黄橙色 P35　30％

面上位縦方向，下位横方向のナデ。普通 覆土
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 。色調 ・焼成 備　　 考

第17図
手軽土器 A 〔6．6〕 平底。体部は内攣気味に立 ち上 口縁部は平縁，無調整で凹凸が 長石 ・スコリア P L lO

13 土 師 器 B　　 3．3 がり，口縁は直立する鉢形。 ある。体部内面は縦方向の指 ナ にぷい赤褐色 P 37　30％

C 〔4．4〕 デ，外面には全体的に指紋付着。 普通
i
覆土

図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値 巨 土 地点

備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm ） 厚さ（cm） 重 量伝う

14 剣形石製模造品 （7．4 ） 3．3 0．8 （32．3 ） 入 口部覆土 P L l l Q l　 滑石（緑色片岩） 先端部欠損 表面に擦痕 孔径2．0m m

15 剣形石製模造品 5．1 2．3 0．5 5．7 覆　　　 土 P L ll Q 3　 滑石 （緑色片岩） 表面 に擦痕　 孔径1．5m m

1 6 剣彩石製模造品 3．3 2．2 0．3 （3．6 ） 覆　　　 土 P L ll Q 2　 黒色 片岩　 基部欠損　 表面 に擦痕　 孔径2．0m m

1 7 双孔 円板 最 大 径　 2．7 0．4 5．0 入 口部覆土 P L l l Q 4　 滑石 （緑色片岩） 断面台形状 表面に擦痕 孔径2．0m m

18 双孔円板 最 大 径　 2．6 0．3 4．4 覆　　　 土 P L ll Q 5　 滑石 （緑色片岩） 表面に擦痕　 孔径1．8m m

19 双 孔円板 最 大 径　 3．1 0．4 5．8 覆　　　 土 P L l l Q 6　 滑石 （緑色片岩） 表面 に擦痕　 孔径2．0m nl

第m葛儲腰儲（第18図）

位置　調査1区の北端部，Blb。区。

規模藍平面形　東西両側が調査区外にあるため，正確な規模と平面形は不明である。南北の主軸最は，4．2m。

平面形は長方形あるいは方形である。

主軸方向　N－220－W

壁　壁高は10～20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦。壁際を除き良く踏み固められている。

魔　北壁に付設されている。煙道部が撹乱されておりタ　その形態は不明である。火床部はわずかに皿状にくぼ

んでいる。袖部は掘り方を黒色まで埋め戻し，その上に粘土質のロームを積んで構築されている。覆土は13

層からなる。第1～3層は，袖部。

竃土層解説

1　明黄褐色　粘土質ロームブロック層

2　黒　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
8　暗赤褐色　焼土粒子・粘土質ロームブロック多量，ローム粒子中

量，炭化物微量

3　褐　　色　焼土ブロック・粘土質ロームブロック多量，ローム　9　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子中量，焼土ブロック。炭化物微

ブロック中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量

4　暗褐色　焼土粒子。ローム粒子・粘土質ロームブロック多量，10　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子・灰中量

炭化物微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　11赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子e粘土質ロームブロック微

5　黒褐色　焼土粒子多量，ローム粒子中量，焼土ブロック少量　　　　　　　　　量

6　黒　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・焼土粒子。ローム　12　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子中量，ロームブロック少量，焼

ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土ブロック微量

7　明黄褐色　粘土質ロームブロック層　　　　　　　　　　　　　13　黒　　色　ローム粒子中量

覆土　3層からなる。第1層は，自然堆積。第29　3層は，。ームブロックが多く含まれていることから人為

堆積と考えられる。

土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

1　黒　　色　焼土粒子・ローム粒子微量

2　極暗褐色　ロームブロック・ローム粒子中量

3　暗褐色　ロームブロック多量，ローム粒子中量

遺物　覆土中から土師器片50点，須恵器片18点が出土している。第18図信　2の疎は床面から出土している。

所農　本跡は，出土遺物から奈良◎平安時代（8世紀後半）の住居跡である。
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第18図　第11号住居跡・出土遺物実測図

第11号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿　　；　　　！

L二一　十　二∃

図版番号 器　種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第18図 杯 A 〔13．4〕やや上げ底気味の平底。休部は 口綾部，体部内・外面植ナデ。 小礫・長石・石英 P L ll

1 須東器 B　　5．0 わずかに内攣しながら外傾する。底部内面渦巻き状のナデ。底部 灰色 P38　50％

C　　9．0 ロ綾部は直線的に開く。 回転へラ切り。 良好 床面

2

杯 A 〔14．8〕口綾部，休部片。休部は軽く内 口縁部，体郡内・外面構ナデ。 長石・石英 P Lll

須恵器 B （4．6）暫しながら外傾し，口線端部で 灰色 P39 10％

わずかに外反する。 良好 床面

3

蓋 A 〔16．4〕 天井部は平坦で口線部はやや丸 天井部回転へラ削り。ロ縁部内・砂粒・長石・スコリア PL ll

須恵器 B （2．4） みをおび，口縁端部は屈曲する。外面ナデ。 灰色 P40　40％

覆土

第14号住居跡（第19図）

位置　調査2区の南部，Cla。区。

規模と平面形　本跡は，床と竃の火床部を残すだけでしかも東側が調査区外に延びているため，規模と平面形

は不明である。

主軸方向　〔N－450－W〕

壁　床が緩やかに傾斜しているだけで，壁は確認できなかった。

床　耕作による撹乱が著しく，踏み固められた床が一部に確認されただけで，床の大部分は削平されている。

寵　赤色硬化した火床部と構築材の粘土が痕跡程度に残るのみである。火床部は，径38cmの不整円形で掘り込

みはない。

覆土　3層からなる。ローム大ブロックを含むことやその堆積状況から，人為堆積と思われる。
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土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

3　褐　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量，粘土ブロック微量

遺物　覆土中から土師器片48点，須恵器片1点，刀子1点，縄文土器片1点及び弥生土器片4点が出土してい

る。

所見　本跡は，出土遺物から奈良・平安時代（8世紀後半）の住居跡と考えられる。
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第19図　第14号住居跡・出土遺物実測図

第14号住居跡出土遺物観察表

、＿　上二二シ　　　ー二二正二＝ユ
2

S＝ち

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　i　　　　！

図版番号器　種計測値（①） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第19図 窺 A〔20．0〕休部上位は内傾する。ロ綾部は口綾部，体部内・外面槙ナデ。砂粒・長石・雲母PLll

1 土師器B（7．5）強く外反し，端部を軽く上方に にぷい橙色 P41　5％

つまみ上げる。 普通 覆土

2

窺 C（7．2）平底の底部片。休部は外傾して休部下位板状工具による縦方向長石・石英・スコリアTP1　5％

土師器 立ち上がる。 のナデ。底部に木葉痕。 褐色

普通

覆土

図版番号種　別
計　　　測　　　値

出土地点 備　　　　　　　　　　　　 考

長さ（c虚幅（cm）厚さ（cm）重量伝）

3 刀　　子（6．4）1．0 0．3 （6．0）覆　　　土PLllMl　鉄製　刀身基部及び茎部欠損
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第15号住居跡（第20・21図）

位置　調査2区の中央部東胤　Blg。区。

重複関係　本跡は，第16号住居跡と重複している0本跡が第16号住居跡を掘りんでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　東側が調査区外に延びているため，正確な規模と平面形は不明であるが，竃や柱穴の配置から

長軸4．6m，短軸4．4mの方形と推定される。

主軸方向　N－350－W

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿　　；　　　！

第20図　第15・16・18号住居跡実測図
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壁　壁高は22～28cmで，はぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認した壁際にはすべて壁溝が巡っており，ほぼ全周するものと考えられる。上幅約20cm，下幅約16cm，

深さ約12cmである。

床　はぼ平坦。ロームが混じる黒色土の貼床である。

ピット　径約30cmの不整円形で，深さは62cmである。位置や深さから，柱穴と考えられる。

竜　北西壁中央に付設されている。煙道部が撹乱されており，その形態は不明である。火床部は平坦で掘り込

みはない。柚部は黄色と白色の粘土で構築されている。竃西側がややくぼんでいる。覆土は4層からなる。

第1層は，天井部の崩落土層と考えられる。

千二∴

lll∴二二「「一号l

第21図　第15号住居跡出土遺物実測図
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竃土層解説

1　明褐色　黄色粘土。白色粘土層

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・黄色粘土ブロック・黒色土ブロック少量

3　極暗褐色　ローム粒子中量，粘土粒子少量

4　暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子中量

覆土　5層（第4～8層，第1層～3層は重複する第略且8号住居跡覆土）からなり，自然堆積である。
土層解説

4　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量

5　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子・ローム粒子・粘土ブロック少量

6　黒褐色　ローム粒子・ロームブロック少量，焼土粒子微量

7　暗褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

8　黒褐色　ロームブロック中量

遺物　覆土中から土師器片210点及び弥生土器片16点が出土している。第21図4の輝は竃南側の床鼠1の塔

と7の賓は竃西側の覆土下層から出土。9は覆土中から出土した軽石である。重さ賂Og。弥生土器片は混

入したものと考えられる。

所農　本跡はタ　出土遺物から古墳時代（6世紀後半）の住居跡である。

第15号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第21図
琢 A　 lO．8 丸底。体部は内攣 して立 ち上が 口縁部内 ・外面，体部内面横ナ 長石 ・石英 ・雲母 P L ll

1 土 師 器 B　　 3．9 り，ロ綾部は直立 し， 目線端部 デ。体部 ◎底部外面横方向のへ 橙色 P 43　100％

はわずかに外反する。 ラ削 り。 普通 覆土下層

2
i

塔 A 〔12．6〕 体部は内攣 して立ち上がり，口縁 口縁部内 ・外面，休部内面横 ナ 長石 ・スコリア P L ll

土 師 器 B （4．0） 部はわずかに内偵する。日録部 と

体部の境に段があり，沈線が巡る。

デ。体部外面横方向のへ ラ削 り にぷい樺色 P 44　20％

後，磨き。 普通 覆土

塔 A　 15．5 丸底。体部は内攣 して立 ち上が 口縁部内 ・外面，体部内面構ナ 小礫・長石・スコリア P L ll

3 土 師 器 B　　 5．2 り，口綾部はわずかに内偵する。 デ。体部 ・底部外面横方向のへ にぷい橙色 P 96　70％

ラ削 り。 普通 覆土中層

4

塔 A 〔14．1〕 丸底。体部は内攣 して立ち上が 口縁部内・外面横ナデ。体部内面 長石 P L ll

土 師 器 B　　 4．3 り，口縁部は直立する。 ナデ後，磨き。体部 ・底部外面へ にぷい黄橙色 P 97　30％

ラ削り後，ナデ。底部外面剥離。

内面黒色処理。

普通 床面

5

嚢 A 〔20．2〕 口綾部片。体部上位で内傾 し， 口線部内 ◎外面桟ナデ。体部外 長石◎スコリア◎雲母 P L ll

土 師 器 B （5．5） 目線部は外反する。 面上位板状工具による縦方向の にぷい黄橙色 P 45　 5 ％

ナデ。 普通 覆土

6

嚢 B （15．5） 体部下位，底部片占　不明瞭な小 体部内 ・外面ナデ。底部外面 へ 砂粒 ・長石 ・石英 P L ll

土 師 器 C　　 6．0 さな平底。体部は内攣 して立ち ラ削り後，ナデ。外面全体に二 橙色 P 99　30％

上がる。 次焼成による肌荒れ。 普通 覆土中層

7

嚢 B （18．6） 体部下位，底部片。平底 で，体 体部内面輪積痕，板状工具による 小礫 ◎砂粒 P L ll

土 師 器 C　　 6．0 部はわずかに内攣 して直線的に 榛ナデ。外面縦方向のナデ，二次 にぷい橙色 P 98　40％

立ち上がる。 焼成による肌荒れ。底部木葉痕。 普通 覆土下層

8

☆竺E

須 恵 器

B （1．5） 肩部片。肩部は内攣 してほぼ水

平。

肩部内 ・外面ナデ。外面自然粕。 長石 ・スコリア

灰色

普通

P L ll

P 46　 5 ％

覆土

第柑号住居跡（第20◎22図）

位置　調査2区の中央部東側，Blf。区。

重複関係　本跡は，第15，膵及び18号住居跡と重複している。本跡が第15及び17号住居跡に掘り込まれており，

本跡が古い。第18号住居跡との関係はタ　撹乱のため確認できなかった。
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規模と平面形　他の遺構との重複のため，南北軸の長さが不明である。一辺3

mの方形か短軸3mの長方形と推定される。

主軸方向　〔N－300－W〕

壁　壁高は10cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。特に踏み固められた硬化面は確認できなかった。

覆土　1層（第3層，第1・2層は重複する第18号住居跡覆土）のみ確認された。

土層解説

3　黒褐色　ロームブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片152点及び弥生土器片12点が出土している。いずれも細片である。

所見　本跡を住居跡として扱ったが，炉やピットもなく一般的な住居跡とする

には疑問が残る。時期は，重複関係から6世紀後半の住居跡である第15及び

17号住居跡より古いことは確かである。遺物が細片であるため明確ではないが，

第16号住居跡出土遺物観察表

二＿二二グ

0　　　　　　5clm

j　　！　」

第22図　第16号住居跡

出土遺物実測図

古墳時代中期と考えられる。

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器 形の特徴 手法 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 22図
凄 B （ 3．㊥ 平底の底部片 。休部 は外傾 して 体部 内 ・外面横 ナデ。 底 部 に二 長 石 ・石英 ・雲 母 T P 2　 3 ％

1 土 師 器 C　　 5．8 立ち上が る。 重写 しにな った木葉痕。 黒褐色

普通

覆土

第17号住居跡（第23～28図）

位置　調査2区の中央部，Ble3区。

重複関係　本跡は，第16，18及び19号住居跡と重複している。本跡が第16，18及び19号住居跡を掘り込んでお

り，4遺構の中で本跡が最も新しい。

規模と平面形　東コーナー部が調査区外だが，長軸7．2m，短軸7．0mの方形と思われる。

主軸方向　N－320－W

壁　壁高は20～25cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南西壁の中央部を除き，ほぼ全周すると思われる。上幅約17cm，下幅約6C恥　深さ約20cmである。

床　はぼ平坦で，コーナー部を除いて全体的に硬く踏み締められている。

ピット　7か所（Pl～P7）。P6，P7は撹乱の可能性がある。P．～P4は，径30～50cmの円形で，深さ50～

65皿である。配置から，いずれも主柱穴と考えられる。P5は，径約55cmの円形で，深さ30皿である。位置か

らみて出入り口ピットと考えられる。

寵　北西壁中央に付設されている。煙道部は，壁より約20cm突出している。袖部は，にぷい黄橙色の粘土によっ

て構築されており，煙道部付近の天井部がわずかに残る。火床部は掘り込まれておらず平坦である。火床部及

び抽部内壁は焼けて赤色硬化している。覆土は25層からなる。第4及び11層は，天井部の崩落層と考えられる。

覆土　6層からなり，自然堆積と考えられる。

寵土層解説

1　黒　褐　色　焼土ブロック・焼土粒子・炭化物・ローム粒子微

量

2　褐　　　色　粘土粒子中量，焼土粒子・粘土ブロック少量，ロー

ム粒子微量

3　褐　　　色　粘土ブロック多量

4　にぷい褐色　粘土を主体とする層

5　黒　褐　色　焼土粒子・粘土粒子少量，焼土ブロック微量

6　黒　褐　色　灰多量，焼土粒子少量

7　褐　　　色　ローム粒子中量

8　黒　褐　色　粘土ブロック・粘土粒子少量

9　暗赤褐色　粘土ブロック・粘土粒子中量，焼土ブロック・焼土

粒子少量

10　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子少量

11明　褐　色　焼けた粘土ブロック層

12　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，粘土ブロック少量

13　暗赤褐色　焼土ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量

14　極暗赤褐色　焼土ブロック・焼土粒子・粘土ブロック・粘土粒子

少量

15　暗赤褐色　焼土ブロック中量，焼土粒子・粘土ブロック少量

16　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・ロームブロッ

ク・粘土粒子微量
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17　黒褐色　ローム粒子・粘土ブロック・粘土粒子少星焼土粒子微量　22　褐　色　粘土極めて多量，焼土ブロック・焼土粒子微量

18　黒褐色　粘土ブロック・粘土粒子中島焼土粒子・ローム粒子教皇　23　黒褐色　粘土中量，焼土ブロック少量，焼土粒子微量

19　暗褐色　粘土ブロック少量，粘土粒子微量　　　　　　　　　24　黒褐色　粘土ブロック中島焼土ブロック機土粒子少邑炭化物数量
20　明褐色　粘土多量，黒色土少量　　　　　　　　　　　25　時赤褐色　粘土粒子中量，焼土ブロック・焼土粒子・粘土プロッ
21褐灰色　粘土極めて多量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク少量

覆土14層（第2～15層，第1層は重複する第19号住居跡覆土）からなる。第10～15層は自然堆積。第8，9

層は，ロームブロックが多量に含まれることから人為堆積と考えられる。また，第5－7層は，灰層で，本

跡が廃絶後半埋没した段階でくぼ地を利用して何かを燃やしたものと考えられる。

覆土土層解説

2　黒褐色　焼土ブロック・焼土粒子・ローム粒子・粘土ブロック

少量，炭化物微量

3　黒褐色　焼土ブロック・焼土粒子・ローム粒子・粘土ブロック微量

4　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化材微量

5　黒褐色　灰多量，炭化物中量，焼土粒子・ローム粒子少量，土

ブロック微量

6　黒褐色　炭化材・灰多量，焼土ブロック・焼土粒子少量，ロム

ブロック・ローム粒子微量

7　黒褐色　灰多量，炭化物中量，焼土粒子微量

8　黒褐色　ロームブロック多量，ローム粒子中羞

9　黒褐色　ローム大ブロック多量，ローム粒子中量

10　黒褐色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

11暗褐色　ロー粒子中量，ロームブロック少量

12　黒褐色　炭化材多量，焼土粒子・ローム粒子少量

13　黒褐色　ローム拉子中邑炭化物少皇族土ブロック微量

14　黒褐色　ローム粒子中量

15　黒褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

遺物　覆土中から土師器片995点，須恵器片1点，石製模造品1点，支脚2点，刀子1点，弥生土器片143点，

石嫉1点，紡錘車1点及び鉄棒1点が出土している。第26図1の杯はPlの柱穴と西壁間の床面から，7の

塔は竃西側の北壁際覆土中層から，正位に置かれたような状況で出土している。19の甑は1の杯の20cm南

の床面から逆位に伏せたような状況で出土している。その他，覆土中から炭化材が出土しており，柱材と

思われるものの樹種同定を行ったところ，クヌギあるいはアベマキであるとの結果を得た（付章参照）。ま

た，弥生土器片，石嫉及び紡錘車は重複する第18号住居跡に伴う遺物である可能性が高い。

所見　本跡は，炭化材の出土から焼失家屋であると思われる。時代は，出土遺物から古墳時代（6世

紀後半）の住居跡である。

二三一÷＿一三千菊芋
もl

第23図　第17号住居跡竜実測図

第17号住居跡出土遺物観察表

1nl

L＿　　；　　　！

図版番号器　種計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第26図

1

杯A〔14．6〕丸底。休部は内増して立ち上が口線部内・外面槙ナデ。体部内小礫・スコリア・雲母PL12

土師器B　　6．2り，ロ綾部との境に突出した稜面ナデ。休部外面へラ削り。灰褐色 P5170％

がある。口縁部は内債する。 普通 床面

2

杯A　13．0平底に近い丸底。休部は内暫し□縁部内・外面，休部内面礁ナスコリア PL12

土師器B（4．5）て立ち上がり，ロ綾部との境にデ。休部外面へラ削り。 にぷい黄橙色P48　80％

稜がある。ロ縁部は内偵する。． 普通 床面・覆土
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第24図　第17・19号住居跡実測図（1）

ー32－



－33－



辱J
ノ

ニ至虚…ii－：

第26図　第17号住居跡出土遺物実測図（1）
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第27図　第17号住居跡出土遺物実測図（2）
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図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第26図
塔 A 〔15．0〕 丸底。体部は内攣 して立 ち上 が 口縁部内 ・外面構ナデ。 体部内 長石・雲母・スコリア P L 12

3 土 師 器 B　　 4．8 り，ロ綾部 との境に‾稜がある。 面放射状の磨き，外面へラ削り。 にぷい褐色 P lOO　60％

口縁部は直立する。 内面黒色処理。 普通 覆土下層

4

塔 Å 〔12．9〕 口縁部，体部片。体部 は内攣 し 口縁部内 ・外面，体部内面横ナ 砂粒・スコリア・雲母 P L 12

土 師 器 B （3．9） て立ち上がり，目線部 との境 に デ。体部外面へラ削り。 灰褐色 P 53　30％

稜がある。日録部は内偵する。 普通 覆土

5

塔 A 〔15．4〕 口縁部，休部片。体部 は内攣 し ロ縁部内 。外面，休部内面槙 ナ 長石 ・雲母 P L 12

土 師 器 B （3．6） て立ち上が り，口縁部は直立す デ。体部外面へラ削り。 内面， 黒褐色 P 55　20％

る。口縁部内側に稜がある。 目線部外面黒色処理。 普通 覆土

6

塔 A 〔14．6〕 ロ縁部，体部片。休部は内攣 し 口縁部内 ・外面，体部内面積 ナ 長石・雲母・スコリア P L 12

土 師 器 B （3．0） て立ち上がり，口縁部は直立す デ。体部外面へラ削 り。内面， にぷい黄褐色 P 54　20％

る。 ロ縁部外面黒色処理。 普通 覆土

7

塔 A　 14．5 体部は内攣して立ち上が り， 口 口縁部内・外面構ナデ。体部内面 砂粒 ・石英 ・雲母 P L 12

土 師 器 B　 4．0 綾部はやや外傾する。 ナデ，後放射状の磨 き，外面へ ラ 黒褐色 P 49　70％

削 り。体部外面肌荒れ。内・外面黒

色処理。

普通

′

覆土中層

8

塔 A 15．4 体部は内攣 して立ち上 がり， 口 口縁部内e外面横ナデ。体部内面 砂粒 。石英 e雲母 P L 12

土 師 器 B　 4．0 縁部は直立する。

i

ナデ後激射状の磨 き，外面へラ 黒褐色 P 50　60％

削り。休部外面肌荒れ。内・外面黒

色処理。

普通 覆土下層

9

疎 A 〔16．0〕 体部は内攣 して立ち上が り， 口 口縁部内 。外面，体部内面構ナ 石英 ・長石 ・雲母 P L 12

土 師 器 B　　 3．7 縁部は直立する。 デ。体部外面へラ削 り。 内 ◎外 黒色 P lO1 40％

面黒色処理。 普通 出入 り口ピット内

10

士宛 A　 9．0 平底に近い丸底。体部 は内攣 し 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 長石・スコリア。雲母 P L 12

土 師 器 B　　 3．4 て立ち上がり，口綾部 はやや内 面ナデ後，放射状の磨 き，外面 黒褐色 P 47　95％

傾する。 へラ削り。内 ◎外面黒色処理。 普通 床面

11

塊 A 〔14．3〕 口綾部，体部片。体部 は内攣 し 口縁部外面積ナデ。ロ縁部，体 長石 ・スコリア P L 12

土 師 器 B （5．6） て立ち上がり，日録部 はやや内 部内面ナデ後，磨 き。体部外面 灰黄褐色 P 56 10％

傾する。 へラ削 り。 普通 覆土

13

饗 A　 34．8 底部欠損。体部は内攣 して立ち 目線部内 の外面横ナデ。体部内 長石 ・石英 ・雲母 P L 12

土 師 器 B （33．1） 上がり，休部上位 に最大径があ 面斜方向のナデ，外面上位構 ナ にぷい橙色 P lO2　60％

る。目線部は外反 し， ロ縁端部

は下方に突出する。

デ，下位縦方向のナデ。 普通 覆土下層

第27図 饗 A 〔18．1〕 体部はわずかに内攣 して立ち上 口縁部内 ・外面横ナデ。 体部内 小礫 ・長石 P L 12

14

15

16

17

18

土 師 器

嚢

B （14．6）

A 〔22。鎚

がり，休部と頸部の境に稜があ 面斜方向の板状工具によるナデ， にぷい褐色 P 61　20％

る。口縁部は外反する。 外面縦方向のへラ削り。 普通 覆土

体部はわずかに内攣 して立ち上 日経部内 ◎外面横ナデ。体部外 長石 ・スコリア P L 12

土 師 器

蜜

B （15．の

A 16．7

がり，口綾部は外反する。

細長い体部の嚢。体部 は内攣 し

面縦方向のへラ削り。 体部内面 浅黄橙色 P 60 15％

肌荒れ。 普通 覆土

日録部内 ◎外面横ナデ。体部外 長石 ・石英 ・雲母 P L 13

土 師 器

聾

B （25．6）

A 〔17．2〕

て立ち上が り，体部上位で内傾 面縦方向のへラ削 り。

口縁部，頸部内 ・外面， 体部内

橙色 P 58　70％

し，ロ綾部は外反する。 普通 覆土

口縁部，体部上位片。体部上位 砂粒 ・長石 e石英 P L 12

土 師 器

甑

B （13．2）

A 〔26．鎚

は内傾 し，頸部が直立する。 口 面横ナデ。体部外面肌荒れ。

口縁部内 ・外面，体部内面構ナ

淡橙色 P 59　30％

縁部は外反 し，ロ綾部上面がほ

ぼ水平である。

ロ綾部，体部上位片。体部は直

普通

長石 ・雲母

覆土下層

P L 13

土 師 器 B （6．6） 立 し，ロ縁部は外傾する。 デ。体部外面縦方向のへラ削り。 にぷい黄橙色

普通

P 63 10％

覆土
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第28図　第17号住居跡出土遺物実測図（3）

I鹿鳩
26

5cm

トー－ト－・‥」

図版番号 器　 種 計測値（①） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第27図
甑 A　 27，0 無底式。休部は内饗して立ち上 口縁部内・外面槙ナデ。体部内・ 長石・雲母・スコリア P L 13

19 土 師 器 B　 24．1 がり，口縁に向かって直線的に 外面縦方向の磨き。 にぷい橙色 P66　80％

C 〔8．1〕 開く。口縁部は外反する。 普通 床面

20

高　　 坪 B （3．5） 師部片。杯部上位，脚部欠損。 口線部，休部外面ナデ。内 ・外 長石 ・石英 P L 13

須 恵 器 脚部には透かしあり。杯部は外 面自然粕。 オリーブ黒色 P 67 15％

傾して立ち上がり，ロ綾部との

境に稜がある。

良好 覆土

図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm ） 厚さ（cId 重量も）

21 支　　 脚 （5．7） 5．1 （104．2） 壁　 港　 内 P L 13　D P 2　 土製　 側面へラ削り　 二次焼成による肌荒れ

22 支　　 脚 （7．6） （4．3） （64．3） 覆　　　 土 P L 13　 D P 3　 土製　 下部中空　 側面へラ削り　 二次焼成

第28図 23 紡 錘 車 最大径　　 3．7 2．0 （14．5） 覆　　　 土 P L 13　 D P l 土製　 孔径7．0m　 器面全体に円形の刺突文

24 石製模造品 （ 3，3） （2．2） 0．4 （ 2．2） ピ ッ ト内 P u 3　 Q lO　凝灰岩　 表面に擦痕　 孔径1．5m皿　双孔円坂か

25 石　　 錬 （ 2．8） 2．8 0．4 （ 2，0） 覆　　　 土 P L 13　Q 9　 メノウ

26 刀　　 子 （8．4 ） 1．0 0．4 （ 8．7） 覆　　　 土 P L 13　M 2　鉄製　 茎部一部欠損

第18号住居跡（第20・29図）

位置　調査2区中央部東側，Blf。区。

重複関係　本跡は，第16及び17号住居跡と重複している。第17号住居跡が本跡を掘り込んでおり，本跡が古い。

第16号住居跡との関係は，撹乱のため確認できなかった。

規模と平面形　本跡は，第17号住居跡と耕作のための撹乱によって掘り込まれ，さらに住居跡の東側が調査区

外にあることから，その規模は不明である。わずかに残る南壁は直線状であることから，平面形は方形ある

いは長方形になると推定される。

主軸方向　〔N－300－W〕（あるいはN－600－E）

壁　壁高は約6cmで，外傾して立ち上がる。

床　撹乱のため遺存状態は不良である。遺存部分は，ほぼ平坦である。

ピット　2か所（Pl～P2）。Plは，長径50cm，短径34cmの楕円形で，深さ40cmである。P2は，径30cmの円形で，深

さ20cmである。Plは主柱穴と考えられる。

覆土　2層からなる。堆積状況から自然堆

積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

ー

藍‥モミ、

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　i　　　　」

第29図　第18号住居跡出土遺物実測図
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遺物　覆土中からは，弥生土器片3点が出土しただけである。第29図1及び2は，壷の休部片である。附加条

2種（附加1条）の縄文が羽状に施されている。なお，重複している第17号住居跡の覆土中からは多量の弥

生土器片とともに石銀と紡錘車が出土しており，本跡に伴う遺物である可能性が高い。

所見　本跡は，出土遺物から弥生時代後期（十王台式期）の住居跡と考えられる。

第19号住居跡（第24・25・30図）

位置　調査2区の中央部，Bldz区。

重複関係　本跡は，第17号住居跡と重複している。本跡が第17号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　南側を第17号住居跡に掘り込まれているため，南北軸の長さが明確ではないが柱穴の位置から

推定すると，一辺5．1mの隅丸方形と推定される。

主軸方向　N－280－W（あるいはN－620－E）

壁　壁高は10～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　耕作による撹乱が著しく，黒色土とロームの貼床が部分的に残る。

ピット　4か所（Pl～P4）。径20～50cmの円形あるいは楕円形で，深さは45～50cmである。配置からいずれ

も主柱穴と考えられる。

覆土1層のみ確認された。堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒色　ロームブロック・ローム粒子少量

遺物　覆土中から土師器片93点，縄文土器片2点及び弥生土器片85点が出土している。第30図4の台付嚢は西

壁際の床面から横位の状態で出土している。

所見　本跡は，住居跡として扱ったが，炉が確認されておらず一般的な住居跡とは異なっている。時代は，出

土遺物から古墳時代（4世紀後半）と考えられる。

第30図　第19号住居跡出土遺物実測図

一38－



第19号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（血） 器形の特徴 手法 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 30図 高　　 杯 B （6．0） 脚部片。埼こ部上位，脚部下位 欠損。 杯部内 ・外面磨 き。 脚 部 内 面 ナ 長 石・スコリア・雲 母 P L 13

1 土 師 器 脚部 はハの字状 に下方へ開 く。塔 デ， 外面縦方向の磨 き。 にぷい橙色 P 68　 5 0％

部は皿状 に開 く。脚部に 3 孔ある。 良好 床面

2

台 付 窺 D 〔10．1〕 台部片。台部 はハ の字 状 に下 方 台部 内面 ナデ，外面 上 位 斜位 の 長石 ・石英・スコリア P L 13

土 師 器 E （ 5．1） へ開 き，端 部を内側 に折 り返す。 パ ケ目整形， 下位斜 位 の パ ケ 目 にぷ い橙色 P 72　 5 ％

整形後，ナデ。 普通 覆土

3

台 付 窺 A 〔14．4〕 口綾部片。 休部上 位 は頸 部 に 向 ロ縁部内 ・外面槙 ナ デ。 休 部上 長 石 ・雲母 P L 14

土 師 器 B （8．2） か って内傾 する。 ロ綾 部 はい わ 位 内面縦方向 のナデ。 休 部 外面 にぷい橙 色 P 7 0　 5 ％

ゆる S 字状 で口線 端 部 は斜 め上

方に外反す る。

羽状 のパケ 目整形。 良好 床面

4

台 付 喪 A　 15．9 台部はハの字状 に開 き， 端 部 を ロ縁部 内 ・外面槙 ナデ。 体 部 内 長石 ・雲母 ・スコリア P L 14

土 師 器 B　 24．7 内側に折 り返す。 休 部 は外 傾 し 面 ナデ，外面羽状のパ ケ目整 形。 休部　 黒褐色 P 6 9　 90％

D　　 9，7 て立 ち上 が り中位 に最 大径 が あ 台部内面 ナデ， 外面 上位 斜 位 の 台部　 にぷ い橙色 床面

E　　 5．8 る。 ロ縁部 は いわ ゆ る S 字 状 で

ロ縁端部 は外傾 す る。

パケ 目整形，下位槙 ナデ。 普 通

第20号住居跡（第31図）

位置　調査2区の北部，Bla4区。

規模と平面形　東側が調査区外に延びているため，正確な規模や平面形は不明であるが，一辺が4．2mの方形

か長方形になると推定される。ややコーナー部の角度が開いており不整形となる。

主軸方向　〔N－80－W〕

2m

j　　　　；　　　！

第31図　第20号住居跡・出土遺物実測図
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壁　壁高は杭皿で　外傾して立ち上がる。

床　餅佃こよる撹乱が著しく，良好な床面は確認できなかった。

覆土　且層のみ確認された。堆積状況は不明である。

土層解説

1　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・ローム粒子微量

遺物　覆土中から土師器片33息　縄文土器片6点及び弥生土器片2点が出土している。第31図1，2の琢及び

4普　5の高塚は床面から出土している。6は覆土中から出土した須恵器の賓の体部片で暫　外面に平行叩きが

施されている。

所農　本跡は，住居跡として扱ったが，竃や柱穴等が確認されず一般的な住居跡とは異なっている。時代は，

出土遺物から古墳時代（6世紀前半）と思われる。

第20号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（C皿） 器形 の特徴 手法 の特徴 胎土 e色調 。焼成 備　　 考

第31図 塔 A 〔19．1〕 丸底。体部 は内攣 して 立 ち上 が 口縁部 内 ・外面横 ナ デ。 体 部 内 砂粒 ◎小礫 ◎雲母 P L 14

1 土 師 器 B　　 7．4 り，口縁部 は外傾 して開 く。 面 ナデ，外面 上位縦方 向のナデ， 橙色 P 73　40％

下位へ ラ削 り後，ナデ。 不良 床面

2

塔 A 〔15．6〕 体部 は内攣 して立 ち上 が り， 口 口縁部 内 ・外面構 ナデも体部内 ・ 長石 ・石英 P L 14

土 師 器 B （4．の 縁部 はわずかに内傾す る。 外面 ナデ。 明褐色

普通

P 74　 20％

床面

3

塔 A 〔12．刀 小径 の平底。体 部 は 内攣 して立 口縁部 内 e 外面横 ナ デ。 体 部 外 長 石 ・石英 。雲母 P L 14

土 師 器 B　　 5．1 ち上が り， 口縁 部 はわ ず か に内 面 ナデ， 内面 ナデ， 後放 射 状 の 橙色 P 75　 30％

C　　 3．2 傾す る。 磨 き。 普通 覆土

4

高　　 塀 A　 20．8 師部片。杯部 は外 傾 して上 方 に 口縁部，体部 内 ・外面 ナデ。 長石 ・石英 。雲母 P L 14

土 師 器 B （6．0） 逆 ハの字 状に開 く。 明褐色

普通

P 76　30％

床面

5

高　　 塀 D　 12．7 林部欠損。 脚部 は短 く， 下方 に 脚 部外面縦方 向の磨 き， 内面 指 長石 ・石英 ・雲母 P L 14

土 師 器 E （6．9） ハ の字状 に開 く。 裾部 は大 き く 頑痕。裾 部内 の外面 ナデ。 にぷい橙色 P 77　 40％

開 いて はぼ水平 にな る。 普通 床面

第那◎鍼考住居跡（第32図）

2か所の炉があるため，2軒の住居跡としたが，明確に分けることができないことから，一括して扱う。

位置　調査1区の中央部，Cla8◎b9区。

床　撹乱が著しくタ　炉の周りに踏み固められた床が部分的に確認されただけである。床面に高低差はなく，ほ

ぼ平坦である。

ぽッ匪　6か所（Pl～P6）。Pl，P3及びP4は，径15～20cmの円形で，深さは5～20cmである。Plは，斜位に

掘り込まれている。P5は，径20皿の円形で9　深さは約75cm。P2は，径約50cmの不整円形で，深さ約25cm。

P6は，径約40cmの円形で，深さ約30cmである。規模や形状からすると，P5は主柱穴完　P2は貯蔵穴の可能

性があるが，その他のピットの性格は不明である。また9　これらのピットがどちらの住居跡に伴うものなの

かも不明である。

炉　第22号住居跡の炉は炉床の一部を残すだけで，規模や平面形などは不明である。

第2且号住居跡の炉は，長径50cm，短径35cmの楕円形を呈す地床炉である。皿状に12cm程掘りくぼめられて

いる。覆土はl層である。

炉土層解説

1極暗褐色　焼土粒子多量，炭化粒子・ローム粒子微量
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遺物　本跡内の撹乱土中から土師器片10点，弥生土器片11点が出土しているが，本跡に伴う遺物は不明である。

所見　本跡は，耕作による撹乱が著しく，炉と床の一部が確認されただけであるため，平面形，規模，主軸方

向，壁及び覆土等は不明である0また，2か所の炉があるため，2軒の住居跡として扱ったが，床面の高低

差等はなく・確実に2軒であったかは疑問が残る〇本跡の時期は，出土遺物もないため不明であるが，炉を

使用していることから，古墳時代中期以前と考えられる。
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第32図　第21・22号住居跡実測図

表2　上入野遺跡住居跡一覧表

／′／′亀
よ＼

住 居 跡

番　 号
位 置 主 軸 方 向 平 面 形

規　 模 （m ）

（長 軸 ×短 軸 ）

壁 高

（印 ）
床面

内　 部　 施　 設 炉

竃
覆 土 出　 土　 遺　 物

備　　　　 考

新 旧 関 係 （古 → 新 ）壁 溝 主柱穴 貯蔵穴 ビッ ト入 口

1 C l g T 〔N － 10。－ E 〕 〔方　　 形 〕 3．8 × 〔3 ．8〕 8 平 坦 不 明 土 師 器 3

2 C l e 7 〔N － 1 0 0－ E 〕 （不 整 方 形 〕 4．1 × 〔4．1〕 1 2 傾 斜 人 為 土 師 器 1 8 須 恵 器 2 弥
生 土 器 5 鉄 棒 2 礫 3

3 C l a ， 〔N － 2 0 0－ W 〕 【方　　 形 〕 － 平 坦 不 明 土 師 器 3 須 恵 器 2 縄 文
土 器 1 弥 生 土 器 2 8 礫 5

4 C I c 9 － － － 18 平 坦 不 明 土 師 器2 3 須恵 器 2 縄 文 土
器 1 弥 生 土器 4 2 礫 5

5 C la 9 N － 4 5 0－ E 方　　 形 3．6 ×3 ．6 14 平 坦 1 不 明 土 師器61 須意器 4 縄 文土 器
1 弥生土器2 6 粘土塊1 礫6 平 安 時 代 （9世 紀 前 半）

6 B l j g 〔N － 2 5。－ W 〕 〔長 方 形 〕 〔5．0 〕× 〔4．4〕 1 2 平 坦 1 1 人 為 土 師 器 16 5 須 恵 器2 7 縄文
土 器1 弥生 土 器2 7 礫2 6

奈 良 ・平 安 時 代 （8 世
紀 後 半 ）

7 B l h 9 N － 2 0 0－ W 〔方　　 形 〕 〔6．4〕× 〔6．4〕 2 0 平 坦 寵 1 自然
土 師器 1 99 須 恵器 お 弥 生
土器 7 粘 土 塊9 礫 亜

奈良 ・平安 時 代 （8世紀 後
半 ）S D 13→ S I8→ 本跡
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住居跡

番　 号
位 置 主軸方向 平 面 形

規　 模（m ）

（長軸 ×短軸）

壁 高

（皿）
床面

内　 部　 施　 設
炉

車
覆土 出　 土　 遺　 物

備　　　　 考

新旧関係 （古→新）
壁 溝 主柱穴貯蔵穴 ビット入 口

8 B lh 8 〔N － 75。－W 〕 〔方　　 形〕 4．4 ×〔4．4〕 8 平坦 1 炉 1 自 然
土師器 167 縄文土 器 1
弥生土器7 礫14

古墳時代 （5世紀 前半 ）

S D 13→本跡→SI7

9 B lf8 － － － 不明 1 竃 1
土師器118 須恵器41 縄 文
土器1 弥生土器5 礫11

平安時代（9世紀前半）

10 B le 8 N － 7 0－ W 〔長 方 形〕 5．6 ×3，6 20 平坦 1 6 自 然
土師苦認3 石製模造品6 縄文土器
1弥生土器107 粘土如 礫鵠

古墳時代（5世紀前半）

11 B lb 8 N －220－W 〔長 方 形〕 4．2 ×－ 20 平坦 竜 1
一部
人為

土師器 50 須 恵器 18 礫
30

奈良 ・平安時代 （8 世紀
後半）

14 C la 3 〔N －45。－W 〕
－ －

不明 寵 1 人 為 土師器亜 須恵器1 刀子1
縄文土器1 弥生土器4 礫2

奈良 時代 （8世紀後半）

15 B lg 3 N －350－W 〔方　　 形〕 〔4．6〕×〔4．4〕 28 平坦
ほぼ
全局

1 1 自 然
土師 器199　弥生 土器 16
軽石1 礫37

古墳時代（6世 紀 後半 ）
S I16→本跡

16 B lf3 （N －30。－W 〕 〔方　　 形〕 3．0 ×〔3．0〕 10 平坦
土師 器152　弥生 土器 12
礫 19

古墳時代中期 本跡→S I

15 ・17

17 B le 3 N －320－W 方　　 形 7．2 ×7．0 25 平坦 はぼ
全局 4 2 1 竃 1

一部
人為

土師苫労5 舶 割 石製操造品1 支l

2 刀子1 弥生土劉胡紡錘車1石鍍1

古墳時代（6世紀後半）S I

16 ・18 ・19→本跡

18 B lf3 〔N ニー300－ W 〕 － － 6 平坦 1 1 1 自 然 弥生土器3 礫 1
弥生時代後期 木鉢→S I

17

19 B ld l 〔N －280－ W 〕 〔隅丸 方形） 5，1 ×5．1 20 不明 4 不 明
土師器93 縄文土 器2　弥
生土器85 礫46

古墳時代（4世 紀後 半）
本跡→S I17

20 B 184 〔N － 8 0－W 〕 〔不整方形〕 4．2 ×一 6 平坦 不 明
土師器33 縄文土 器6　弥
生土器2 礫7 古墳時代（6世紀前半）

2 1 C lb9 － － －
平坦

1 4

炉 1

炉 1

土師 器10　弥生 土器 11
礫 2

22 C lae － － － 平坦

2　土　坑

当遺跡からは，土坑15基を確認した（SK－1～16，内SK－8は欠番）。時代が推定できる主なものを記

述し，他は一覧表に掲載した。

第1号土坑（第33図）

位置　調査1区の南部東側，Cli。区。

規模と平面形　長軸1．34m，短軸0．68mの隅丸長方形で，深さ40cmである。

長軸方向　N－750－E

壁面　はば垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる。2層ともロームブロックを含むことから人為堆積と考えられる。

：＿＿士三旦仙6m
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第33図　第1号土坑・出土遺物実測図
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土層解説

1にぷい黄褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　オリーブ褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物・ロームブロック微量

遺物　覆土中から土師器片32点，須恵器片3点及び弥生土器片1点が出土している。第33図1，2は土師器の

高台付塔片である。3は土師器の皿である。

所見　出土遺物から，平安時代（10世紀後半）の土坑と考えられる。

第1号土坑出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値（q血） 器形 の特徴 手法 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第33図

1

高 台付杯 A 〔16．の 平底 にハの字状 に開 く高 台 が付 ロ縁部，休部外面槙 ナ デ， 内面 石英 ・長石 P L 14

土 師 器 B　　 5．6 く。休部 は内増 して立 ち上が り， 磨 き， 黒色処理。底 部 回転 糸 切 にぷ い黄橙色 P 78　 50％

D　　 7．4

E　 l．2

ロ縁部は外反する。 り，高 台貼 り付 け後，ナデ。 普通 覆土

2

高台付杯 B （2．9） ハの字状 に開 く高 台部 片。 底部 内面 ナデ。 底部 外面 ，高台 長 石・スコリア・小礫 P L 14

土 師 器 D 〔8．㊥

E　 l．9

部 高台貼 り付 け後，ナデ。 灰褐 色

普通

P 79　20％

覆土

3

皿 A　 lO．8 底部 はわずか に突出 し， 休部 は ロ線 部，体部内 ・外 面横 ナデ。 砂粒 ・小礫 ・スコリア P L 1 4

土 師 器 B　　 2．9 内管 して立 ち上が る。 口縁 部 は 底部回転 糸切 り。 浅黄橙色 P lO 4　98％

C　　 5．5 直線的に外債 して開 く。 良好 覆土

第3号土坑（第34図）

位置　調査1区の南側中央部，Cle8区。

規模と平面形　長径2．1m，短径1．88mの楕円形で，深さ40cmである。

長径方向　N－50－E

壁面　はぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土1層からなる。ロームと黒色土がブロック状に含まれることから人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ロームブロック・ローム粒子中量，黒色土ブロック少量

遺物　覆土中から土師器片18点及び須恵器片3点が出土している。第34図1は内黒の土師器の杯片である。

所見　出土遺物が細片であるため，詳細な時期は不明であるが平安時代の土坑と考えられる。

1　㊨1

第34図　第3号土坑・出土遺物実測図
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第3号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（①） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第34図 杯 A 〔16．の 口綾部，体部片。休部は内轡 して 口縁部，体部外面槙 ナデ， 内面 長石 ・雲母 P 80 10％

1 土 師 器 B （4．2） 立ち上がり，口綾部 はわずかに

外反する。

磨き，黒色処理。 にぷい黄橙色

普通

覆土

第9号土坑（第35図）

位置　調査1区の中央部西際，Blj8区。

規模と平面形　長軸不明，短軸0．42mの細長い長方形で，深さ104cmである。土坑上部は破壊されているが，

土層セクションからみると短軸断面はロート状であったものと思われる。

長軸方向　N－640－W

壁面　ほぼ垂直に立ち上がり，短軸方向の壁は上部で外傾する。長軸方向の南東壁は上部でオーバーハングし

ている。

底面　平坦である。

覆土　9層からなる。自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　スコリア粒子中量，炭化粒子・ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，スコリア粒子・砂粒微量

3　暗褐色　ローム粒子多量

4　暗褐色　ローム粒子・スコリア粒子中量

微量

6　褐　色　ローム粒子多量，スコリア粒子少量

7　黄褐色　ローム粒子多量，スコリア粒子微量

8　暗褐色　ローム粒子多量，スコリア粒子少量

5　黄褐色　ローム粒子多量，スコリア粒子中量，Ag－KP粒子　9　黒褐色　ローム粒子少量，スコリア粒子微量

所見　出土遺物はなかったが，その形状と覆土及びその立地の状況から縄文時代の陥し穴と考えられる。

第13号土坑（第35図）

位置　調査1区の中央部，Blh9区。

重複関係　本跡は，第7及び8号住居跡と重複している。第7号住居跡の竃が本跡の上に構築されていること，

第35図　第9・13号土坑実測図

－44－

SK13

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l　＿＿＿　；　　　！



また，本跡が第8号住居跡に掘り込まれていることから，3遺構の中で本跡が最も古い。

規模と平面形　長軸2・6m，短軸0．9mの細長い長方形で，深さ140cmである。短軸断面はロート状である。

長軸方向　N－430－W

壁面　短軸方向の壁は，底面から約80cmのところまではほぼ垂直に，そこから上方は約450の角度で外傾し

て立ち上がる。長軸方向の壁は，上部で内偵しオーバーハングしている。

底面　ほぼ平坦である。

覆土12層からなる。自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　時オリーブ褐色

3　明黄褐色

4　オリーブ褐色

5　黄　褐　色

ローム粒子少量，スコリア粒子微量

ローム粒子中量，炭化粒子eロームブロック◎

スコリア粒子微量

ロームブロック多量，ローム粒子中量，スコリア

粒子微量

ローム粒子多量，スコリア粒子eAg－KP粒子

微量

ローム粒子多量，スコリア粒子少量，炭化粒子◎

Ag－KP粒子微量

7　黄　褐　色

8　極暗褐色

9　にぷい黄褐色

10　にぷい赤褐色

11黒　褐　色

12　黒　　　色

ローム粒子多量，スコリア粒子微量

ローム粒子◎スコリア粒子中量，ロームブロック◎

Ag－KP粒子微量

ローム粒子少量，スコリア粒子eAg－KP粒子微
量

スコリア粒子多量，ローム粒子少量，Ag－KP粒

子微量

スコリア粒子。Ag－KP粒子中量，ローム粒微量

ローム粒子eスコリア粒子eAg－KP粒子微量
6　明黄褐色　ローム粒子多量，スコリア粒子少量，炭化子微量

所魔　出土遺物はないが，その形状や覆土の状況から縄文時代の陥し穴と考えられる。

第掴号土坑（第36図）

位置　調査2区の南部，Cla2区。

規模と平面形　長径〔1．4m〕，短径〔1．04m〕の不整楕円形で，深さ120cmである。

長径方向　N－400－E

壁面　やや外傾して立ち上がる。

底面　日宇状である。

覆土　2層（第5◎14層）からなる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説（第1～4，6～13層の解説については「第2節　基本層序」参照）

5　黄　褐　色　灰色スコリア粒子極微量で，粘性普通，締まり極めて良い

14　オリーブ褐色　Ag－KPブロックeAg－KP粒子中量，小礫e灰色スコリア粒子微量で，粘性，締まりともに良い

所見　本跡は，基本層序観察時に確認された。出土遺物はないが，赤城◎鹿沼軽石層の約30cm上，立川ローム層

の第韮黒色帯に相当すると思われる第6層の上面から掘り込まれていることから旧石器時代の土坑と考えられる。

第用号土坑（第36図）

位置　調査2区の南部，第14号土坑の東隣，Cla2区。

規模と平面形・長径〔1．0m〕，短径0．36mの不定形で，深さ94cmである。

長径方向　N－450－E

壁面　やや外傾して立ち上がる。

底面　U字状で，南西方向に傾斜している。

覆土1層（第15層）からなる。人為堆積と考えられる。

土層解説（第1～4，6～13層の解説については「第2節　基本層序」参照）

15　黄褐色　Ag－KPブロック。Ag－KP粒子多量で，粘性，締まりともに良い

所見　本跡は，基本層序観察時に確認された。出土遺物はないが，赤城◎鹿沼軽石層の約30cm上立川ローム
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層の第Ⅱ黒色帯に相当すると恩われる第6層の下面から掘り込まれていることから，旧石器時代の土坑と考

えられる。

第柑号土坑（第36図）

位置　調査2区の南部，第15号土坑の南隣，Cla2区。

規模と平面形　長径1。3m，短径〔1．04m〕の不整楕円形で，深さ50cmである。
●

長径方向　N－120－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　U字状で，凹凸を有す。

覆土　4層（第16～19層）からなる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説（第1～4，6～13層の解説については「第2節　基本層序」参照）

16　明黄褐色　Ag－KP粒子多量，Ag－KPブロック少量で，粘性なく，締まり良い

17　黄　　色　Ag－KPブロック層で，粘性弱く，締まり良い

18　オリーブ褐色　Ag－KP粒子少量で，粘性，締まりともに良い

19　黄　褐　色　Ag－KP粒子多量，Ag－KPブロック微量で，粘性普通，締まり良い

所見　本跡は，基本層序観察時に確認された。出土遺物はないが，第9層の赤城◎鹿沼軽石下層から掘り込ま

れていることから，旧石器時代の土坑と考えられる。
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第3　図　第摘～用号土坑実測図

表3　上入野遺跡土坑一覧表

土坑

番号
位置

長径方向

（長軸方向）
平面形

規　　　　 模

壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

新 旧関係（古→新）

図版

番号
長径×短径（m ） 深 さ（0m）

1 C lio N －750－E 隅丸長方形 1．34 ×0．68 40 垂 直 平坦 人為 土師器32 須恵器3 弥生土器 1 平安時代 （10世紀後半） 33

2 C lg9 N － 9 0－W 不整長方形 2．2 ×1．8 20 垂直 平坦 人為 土師器21 須恵器 1 弥生土器4 37

3 C le8 N － 5 0－E 不整長方形 2．1 ×1．88 40 垂直 平坦 人為 土師器18 須恵器3 平安時代 34

4 C la 8 N －450 －W 不 整 円 形 1．3 ×1．14 20 垂直 鍋底 人為 土師器28 縄文土器1 弥生土器3 37
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土 坑

番号
位置

長径方向

（長軸方向）
平面形

規　　　　 模

壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

新 旧関係 （古→新）

図版

番号長径×短径（m ） 深 さ（cm）

5 C lg9 N －540－ E 不整円形 0．86 ×0．76 34 外傾 U 字状 人為 土 師器5 粘土塊 1 37

6 B lg8 － 円　　 形 0 ．9 ×0．9 24 垂直 平坦 人為 須恵器2 37

7 B lg9 N －850－ E 不整長方形 2．14 ×1．26 14 垂直 平坦 人為 土師器5 須恵器5 弥生土器2 37

9 B lj8 N －640－ W 長 方 形 不明 ×0．42 104 垂直 平坦 自然 縄文時代の陥 し穴 35

10 B lj3 －
円　　 形 1．0 ×1．0 30 垂直 鍋底 人為 土師器1 37

11 B 9i3 －
円　　 形 1．05 ×1．05 44 垂直 平坦 人為 土師器23 須恵器5 弥生土器4 縄文土器1 37

12 B lh2 － 不整円形 0．65 ×0．6 5 40 垂直 段差 自然 土 師器 1 37

13 B lh9 N －430－W 不整長方形 2．6 ×0．9 140 垂直 平坦 自然 縄文時代の陥し穴 ，本跡→SI8→SI7 35

14 C la2 N －400－ E 不整楕円形 〔1．4〕×〔1．04 〕 120 外傾 U 字状 人為 旧石器時代 36

15 C la 2 N －450－ E 不 定 形 〔1月〕×0．36 94 外傾 U 字状 人為 旧石器時代 36

16 C la2 N －120－ E 不整楕円形 1．3 ×〔1．04〕 50 外傾 U 字状 人為 旧石器時代 36
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SK－2　土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック多量，黒色土ブロック少量

SK－4　土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

SK－5　土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多量，ロームブロック中量

2　暗オリーブ褐色　ローム粒子多量，ロームブロック中量

3　オリーブ褐色　ローム粒子多量

4　黒　褐　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

SK－6　土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒　　　色　ローム粒子微量

3　褐　　　色　ロームブロック◎ロームブ粒子少量

SK－7　土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロックeロームブ粒子少量

SK－10　土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック◎ロームプ粒子中量

SK－11土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロックeロームブ粒子中量

SK－12　土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック◎ロームブ粒子少量

2　黒　　　色　ロームブロック◎ロームブ粒子微量

3　黒　　　色　ロームブロックeロームブ粒子中量

3　遺構外出土遺物（第38図）

当遺跡の遺構外からは，縄文時代から平安時代にかけての遺物が出土している。主な遺物を一覧表で記載す

る。

遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（①） 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎土 e色調 e焼成 備　　 考

第38図

1
深　　 鉢 厚 さ 1．2 屈曲 した体部片。横 位の隆帯上 に刻 みが施 され，隆帯 よ り上 方に は 繊維 ・砂粒 T P 6

縄文土器 沈線 によ る文様 を描 く。内面 には条痕文 が施 され る。 にぷい褐色　 普通 2 ％　　 表土

2
縄文土器

厚 さ　0．8 押圧縄 文 と円形竹管 の刺突文 によって文様 が措かれ る。 繊維 e石英 ◎砂粒

にぷ い橙色　 普通

T P 5

1 ％　　 表土

3
縄 文土器

厚 さ 1．0 撚糸文 が羽状 に施 される。 繊維

にぷ い橙色　 普通

T P l l

1 ％　　 表土

4
広　 口 壷 厚 さ　0．7 二段 の複合 口綾部片。複合 口縁下部 には棒状工具 によ る刺突文 が施 雲母 ・石英 ・長石 T P 4

弥生 土器 され る。 さ らに下部 には櫛歯状工 具に よる波状文が施 され る。 黒褐色　 普通 1 ％　　 表土

5

＝士ご雲亘 厚 さ　0．7 頸部片。頸部 に櫛歯状工具 による波状文が描か れ，下端 に は棒状工 長石 e 雲母 T P 8

弥生土 器 具 による刺突文 が施 され る。体部 には単節縄文が施 される。 灰褐色　 普通 1 ％　　 表土

6
広　 口 壷 厚 さ　0．5 口綾部片。地文 に附加条 1 種 （附加 2 条）の縄文施文後， 口縁下部 長石 ・雲母 ・石英 T P 7

弥生土 器 に隆帯が貼付 され る。隆帯上及 び口唇部 には押圧が施 され る。 にぷい橙色　 普通 2 ％　　 表土

7
・士望

弥生土器

厚 さ　0．8 体部片。附加条 2 種 （附加 1 条） の縄文 が羽状 に施 され る。 長 石◎スコリア◎雲母

にぷい橙色　 普通

T P 9

1 ％　　 表土

8
恵宝芝

弥生土器

厚 さ　0．6 体部片。 附加条 2 種 （附加 1 条） の縄文 が羽状 に施 され る。 長石 ・石英 ・雲母

暗赤褐色　 普通

T P lO

2 ％　　 表土

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法 の特 徴 胎土 ◎色調 e焼成 備　　 考

9

嚢 A 〔13．2〕 口綾部， 体部片。 体部 上 位 は 内 口縁部，体部上位 内面 横 方 向， スコ リア ◎長石 P L 1 4

土 師 器 B （4．の 傾 し， ロ綾部 は直 線 的 に外傾 す 口綾 部外面縦方 向， 体部 上 位 外 にぷ い黄橙色 P 8 5 1 0％

る。 面斜方 向のパ ケ目調整。 普通 表土

10

塔 B （4．1） 平底。体部 は内攣 して立 ち上 が 体部 内 ◎外面横 ナデ。 底 部 回転 長石 ◎石英 ◎スコリア P L 14

須 恵 器 C　　 8．0 り，直線的 に外傾 す る。 へ ラ切 り後，板状工 具 に よ るナ にぷ い褐色 P 84　 30％

デ。酸化炎焼 成。 普通 表土

11

杯 A 〔13．4〕 体部 は直線的 に外 傾 して立 ち上 口綾部，体部 内 ◎外面横 ナデ。 長石 ◎海綿骨針 P 86 10％

須 恵 器 B （3．の

C 〔1 0．9〕

が り， 口綾部 はわず か に外 反 す

る。

灰色

普通

表土
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図版番号 器　 種 計測値（m ） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第38図
杯 A 〔12．の 休部は直線的に外傾 し， 口線部 ロ綾部，体部内 ・外面桟ナデ。 長石 ・小礫 P 87 10％

12 須 恵 器 B （3．の はわずかに外反する。 灰色

良好

表土

ミ二三＝≡

第38図　遺構外出土遺物実測図
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図版番号 器　 種 計測値（Ⅷ） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第38図 蓋 B （4．6） 天井部は丸みをおびる。つ まみ 天井部回転へラ削 り。榛ナデ。 小礫 ・長石 P L 14

13 須 恵 器 は全体が高 く上部が大 きい。上 灰色 P 93　60％

面は扁平で周囲がややくぼむ。 良好 表土

14

盤 A　 16．0 平底にハの字状に開 く高台が付 口縁部，体部内 ・外面構 ナデ。 小礫 ・海綿骨針 P L 14

須 恵 器 B　　 3．9 く。体部は大きく開 き， 口縁部 底部回転へラ削り後，高台貼 り 灰オ リーブ色 ・黒 P 90　80％

D　 lO．0

E　　 L O

はにぷい稜をもって内側に屈曲

する。

付け。高台部内 ・外面構ナデ。 斑多数

良好

調査区外表採

15

盤 A 〔16．0〕 口縁部，体部片。体部 は大きく 口縁部，体部内 。外面槙ナデ。 長石 ・スコリア P 91　 5％

須 恵 器 B （1．9） 開き，口綾部は屈曲 して外反す

る。

黄灰色

良好

表土

16

聾 B （6．の 口縁部片。外反 しながら外傾 し， 口縁部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 P L 14

須 恵 器 口縁は上下に突出する。 灰色

良好

P 95　 2 ％

表土

17

皿 A 〔10．0〕 丸みをおびた平底。 休部 は直線 口縁部，体部内 ・外面槙 ナデ。 スコリア ・雲母 P L 14

土 師 器 B　　 2．1

C　　 6．3

的に外傾 してロ縁にいたる。 底部回転へラ切り。 浅黄橙色

普通

P 83　70％

表立

図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値 l 出土地点

備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm ） 幅 （cm ） 厚さ（cm） 重量 厄）

18 凹　　 石 10．9 10．2 6．2 （762．2） 表　　　 土 P L 1 4　 Q l l 礫岩

19 砥　　 石 7．8 5．3 0．9 （72．7） 表　　　 土 P L 14　 Q 1 7　凝灰岩

20 紡 錘 車 最 大 径　 5．1 1．7 53．4 表　　　 土 P L 14　 Q 13　 泥岩　 孔径9血 m

2 1 勾玉形石製糧品 3．5 2．5 0．7 10．5 表　　　 土 P L 14　 Q 14　 滑石 （緑色片岩）　 表面 に擦痕　 孔 径2．血m

22 有孔 円板 最 大 径 （2．5 ） 0．3 （ 1．9 ） 表　　　 採 P L 14　 Q 15　 滑石 （緑色片岩）　 表面 に擦痕　 孔径 2．h m

23 石製模造品 （3．7 ） （1．6 ） 0．2 （ 2．4 ） 表　　　 採 P L 14　 Q 16　 緑泥片岩　 全体形不明

第4節　　まとめ

上入野遺跡の訝査成果を時代ごとに記載してまとめとしたい。

（1）旧石器時代

調査2区の南部から第14撃　且5及び16号の3基の土坑を確認した。出土遺物はないが，掘り込まれた層位から
（1）　　　　　　　（2）

旧石器時代の土坑と考えられる。県内の旧石器時代の土坑としては日立市六ツケ塚遺跡，同市橋の作遺跡があ

る。3基の土坑はそれぞれ掘り込まれた層位が異なっており　第摘号土坑が立川ローム層の第Ⅱ黒色帯に相当

すると思われる6層の上面から　第蟻号土坑が同じく6層の下面から，第16号土坑が赤城◎鹿沼軽石下層の9

層上面から掘り込まれている。つまり，第且6号土坑→第15号土坑→第14号土坑の順に構築されており，その年

代は，9層が赤城◎鹿沼軽石層（Ag－KP）の下層であることと，姶良Tn火山灰（AT）が火山ガラス比

分析によって3，4層付近に確認されたことから，3基の土坑は，最も古い第16号土坑が約32，掴年近く前，

最も新しい第14号土坑でも約21，000年以前と考えることができる。土坑の用途については，形状から貯蔵穴や

陥し穴などが考えられるが，付近が小さな谷地形であるという立地条件や近くに縄文時代の陥し穴が確認され

たことから陥し穴の可能性が高いと思われる。
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（2）縄文時代

遺構は，第9号と第13号の2基の土坑を確認した。両者とも遺物は出土しなかったが，その形状と覆土の状

況から縄文時代の陥し穴と考えられる。縄文時代の遺物には土器片と凹石がある。土器片は，いずれも胎土に

繊維を含むことや文様が条痕文や押圧縄文であることから早期末葉の茅山下層式や前期初頭の花積下層式に比

定される。土坑の構築された時期もその頃とみることができる。

（3）弥生時代

遺構は，第18号住居跡1軒が後期の十王台式期のものと考えられる。遺物には，土器片，紡錘車及び石銀が

ある○土器片は細片が多く時期を特定するのが困難であるが，ほとんどが後期の十王台式のものである。他に

東中根式や二軒屋式，髭釜式等との関係が窺えるものがある。

（4）古墳時代

竪穴住居跡7軒を確認した。4期に分けることができる。

第1期（4世紀後半）

第19号住居跡が該期の遺構である。住居跡には炉がなく一般的な住居跡とは異なっている。本跡からはほぼ

完形のS字状打線の台付嚢が出土しているが，遺跡全体では本時期の遺物量は少なく，この時期，まだ本格的

な集落は形成されていなかったものと考えられる。

第2期（5世紀前半）

第8及び10号住居跡が該期の遺構である（第16号住居跡も本時期のものである可能性がある）。第8号住居

跡は炉を使用している。第10号住居跡は一般的な住居跡の位置に炉がないことや柱穴も明確でないことから祭

祀関係の建物あるいは工房跡などの可能性も考えられる。覆土内から石製模造品が出土していることと考えあ

わせて興味深い。

第3期（6世紀前半）

第20号住居跡が該期の遺構である。住居跡として扱ったが，調査範囲内からは竃や炉，柱穴等が確認されな

かった。一般的な住居跡とは異なっている。

第4期（6世紀後半）

第15及び17号住居跡が該期の遺構である。両住居跡とも比較的大型で，北壁中央部に竃を付設する。主軸方

向はN－350－WとN－320－Wで，ほぼ同じである。調査された住居跡のうち，壁溝が確認されているものは

この2軒だけであり，当遺跡の該期の住居跡の特徴ととらえられる。

（5）奈良◎平安時代

竪穴住居跡6軒と土坑2基を確認した。3期に分けることができる（第3号土坑は平安時代と考えたが，遺

物が細片であるため詳細な時期は不明である）。

第1期（8世紀後半）

第6，7，11及び14号住居跡が該期の遺構と考えられる。第7，11及び14号住居跡で竃が確認された。第14

号住居跡は推定プランのため明確ではないが，他の竃は北壁中央部に付設されている。主軸方向は第14号住居

跡を除いてN－2の～250－Wである。
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第2期（9世紀前半）

第5及び9号住居跡が該期の遺構である。第9号住居跡は竃火床と床の一部が確認されただけでプラン等は

明確でないが，第5号住居跡については主軸方向が他の時期の住居跡がほとんど北西方向にあるのに対してN－

450－Eと北東方向になるという大きな違いが見られる。また，規模の点でも一辺3．6mの方形で比較的小さい。

第3期（10世紀後半）

第1号土坑が該期の遺構である。本土坑の規模や形状，覆土の堆積状況などから墓境である可能性が高い。

以上をまとめると，上入野遺跡においては，今回の調査で旧石器時代の約32，000年前頃から平安時代（10世

紀後半）の約1，000年前頃までの長期間にわたる人々の生活の痕跡を確認することができた。旧石器時代，縄文

時代の間は狩猟の場として利用され，弥生時代以降になると住居が構築され居住の場として利用された。古墳

時代の5世紀前半及び6世紀と奈良◎平安時代の8世紀後半から10世紀後半にかけては多数の住居が構築され

たものとみられる。今回の調査は道路幅の調査であったため遺跡の全容はつかめなかったが，調査区内の遺構

の分布からみて調査区の東側に台地の縁辺部に沿って集落が形成されていたものと推定される。

注

（1）日立市教育委員会「日立市六ツケ塚遺跡発掘調査報告書」『日立市文化財調査報告第4集』1978年

3月

（2）日立市教育委員会「橋の作遺跡北の台横穴墓」『日立市文化財調査報告第9集』且982年　3月
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浅井哲也「茨城県内における奈良◎平安時代の土器（I◎Ⅱ）」『研究ノート　創刊号◎2号』茨城県教

育財団1992・93年　7月

茨城県立歴史館『茨城県史料考古資料編弥生時代』1991年　3月

樫村宣行「茨城県南部における鬼高式土器について」『研究ノート　2号』茨城県教育財団1993年
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第射溌　二浄水遺跡

第且節　遺跡の概要

青木遺跡は，上入野台地の東側，上入野遺跡から北西に約250m離れた地点に位置する。上入野遺跡との間

には北東側から入る緩やかな谷がある。今回の調査区は，主要地方道水戸茂木線（新）が南から西に大きくカー

プする所で，調査面積は2，405適である。現況はタ　畑地である。

当遺跡は，縄文時代から近世までの複合遺跡で，今回の調査で確認した遺構は撃　古墳時代の竪穴住居跡12軌

奈良⑳平安時代のノ竪穴住居跡25軋　時期不明の竪穴住居跡5軌　掘立柱建物跡1棟，ピット群3か嵐　縄文時

代の陥し穴1鼠　その他の土坑壷基　地下式墳1基，境1条，溝2条9　井戸4基である。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）で91箱出土している。主な遺物はタ　古墳時代から平安時代にかけての

幾言粍言隠　甑，高塚，盤，蓋等の土師器，須恵器類と申◎近怪の土師質土器，瓦質土器，陶磁器類で，なか

でも土師器の塔砂皿類は3基の土坑から完形あるいは器形が分かるものだけで700点以上出土している。その

他古墳時代の鉄鉱や丸玉，平安時代の灰粕陶器片等が出土している。

第2節　基本層序

青木遺跡の調査区中央部南風　B3C7◎d7区にテストピットを設定し確認面から2。3m掘り下げ夕　立層の堆積

状況を観察した。

1層　明黄褐色ローム土層。粘性は普通だが硬く締まっ

ている。厚さ4～8cm。

2層　黄褐色ローム上層。粘性は普通だが硬く締まっ

ている。厚さ13～18cm。

3層　オリーブ褐色ローム土層。粘性は普通だが硬く

締まっている。厚さ9～16cm。

4層　3層よりややくすんだオリーブ褐色ローム土層。

粘性，締まりともに強い。厚さⅢ～24cm。

5層　黄褐色ローム土層。Ag－KP層上層部。Ag－

KPを中量含む。粘性，締まり強い。厚さ4～16

C皿0

6層　上方が明るく下方がやや暗い黄色を呈すAg－

KPの単純層。Ag－KPの下層部。粘性は非

常に弱いが硬く締まっている。厚さ20～29cm。

7層　黄褐色ローム土層。礫を極微量含む。粘性が強

く，硬く締まっている。厚さ11～26cm。

8層　にぷい黄色ローム土層。粘性，締まりともに強

い。厚さ6～20cm。

9層　明黄褐色ローム土層。礫を微量含む。粘性強く，
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硬く締まっている。厚さ6～24cm。

10層　にぷい黄色ローム土層。礫を極微量含む。粘性強く，硬く締まっている。厚さ20～36cm。

11層　黄褐色ローム土層。礫を極微量含む。粘性強く，硬く締まっている。厚さ14～30皿。

12層　明黄褐色ローム土層。礫を極微量含む。粘性強く，硬く締まっている。厚さ6～18cm。

13層12層より暗い明黄褐色ローム土層。礫を微量含む。粘性，締まりともに非常に強い。厚さ18～26cm。

14層　灰オリーブ色の砂礫層。粘性，締まりともに非常に弱い。確認された厚さ15～20cm。

上下の層序及び含有物や土質を上入野遺跡の層序と比較すると，3・4層は，立川ローム層の第Ⅱ

黒色帯に，5・6層は，赤城・鹿沼軽石層に相当すると考えられる。

1　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　6

十

第40図　青木遺跡調査区設定図
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第3節　遺構と遺物

1　竪穴住居跡

今回の調査では普古墳時代の竪穴住居跡12軋奈良◎平安時代の竪穴住居跡25軒，時期不明の竪穴住居跡5

軋計42軒の竪穴住居跡を確認した（S巨1～52学内S上5，10，13，14，22，31，33，35，39，鴫47，50は

欠番）。以下9　遺構番号順に記載する。

第瑠号住居跡（第41◎42図）

位置　調査区の東端部北側，C6＆。区。

重複関係　本跡の覆土車に2層の貼床を確認し，その内の上層のものを第2号住居跡，下層のものを第3号住

居跡とした。構築された順序は，第且号住居跡→第3号住居跡→第2号住居跡である。

規模と平面形　北東側の大部分が調査区外に延びているため正確な規模と平面形は不明であるが，一辺約mm

の方形か長方形の大形の住居跡と考えられる。

主軸方向　〔N－470－W〕

壁　壁高は測～郷皿で　ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下にはすべて壁溝が巡っており，ほぼ全周するものと考えられる。上幅約24cm，下幅的

l om　深さ的鯛弧で，断面形はU字状である。

床　ほぼ平坦。

ぽッ　　径的堀越の円形で，深さは20cmである。性格は不明である。

覆土17層からなる。ロームブロックを多量に含む層は層4）があることから学一部人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗オリーブ褐色　ローム粒子少量，焼土粒子。炭化粒子微量

2　オリーブ褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量，焼土ブ

ロック・粘土粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子。炭化粒子・ローム

ブロック微量

4　時オリーブ褐色　ロームブロック多量，焼土粒子・ローム粒子・

粘土粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム粒子・炭化

粒子・粘土粒子微量

6　暗オリーブ褐色　ローム粒子中量，ロームブロック・粘土粒子e

焼土粒子・炭化粒子微量

7　黒　褐　色　ローム粒子少量，ロームブロック・粘土粒子・

焼土粒子・炭化粒子微量

8　オリーブ栂色　ローム粒子多量，ロームブロック・焼土粒子e

炭化粒子微量

9　黒　褐　色　　ローム粒子中量，焼土ブロック・ロームブロッ

ク・炭化物微量

10　暗灰黄色　　ローム粒子少量，焼土粒子。ロームブロック微

量

11暗　褐　色　　ローム粒子多量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量

12　暗オリーブ褐色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

13　黒　　　色　　ローム粒子少量

14　黒　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量

15　黒　褐　色　　ローム粒子中量

16　暗オリーブ褐色　　ローム粒子多量，ロームブロック少量

17　黒　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック少量

遺物　土師器片減点　須恵器片6息弥生土器片5点が出土している。第42図6の賓は南コーナー部付近の

床面上から出立している。

所農　本跡は昏　出土遺物から古墳時代（6世紀後半）の住居跡である。正確な規模や平面形が不明で9　その性

格を示唆するような遺物も出土していないが，当遺跡の同時期の住居跡の規模が一辺約4～5mであるのに

比べて，本跡は一辺が約11mもあり，非常に大規模であることから，あるいは，一般的な住居跡とは性格を

異にしていた可能性もある。
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瀧5
第42図　第1号住居跡出土遺物実測図

第1号住居跡出土遺物観察表

10cm

ト　　；　一二」

図版番号 器　種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

第42図 杯 A 〔13．㊥休部月綾部片。休部は内管して立ちロ線部内・外面桟ナデ。体部内長石・スコリア・雲母 P l lO％

1 土師器 B （3．の上がり，口綾部との境に突出した稜面ナデ後，放射状の磨き。体部外灰黄褐色 覆土

がある。□縁部はわずかに外反する。面へラ削り。内面黒色処理。 普通

2

杯 A 〔11．粛体部月縁部片。休部は内轡して立ち口緑部内・外面，休部内面磨き。石英・雲母 P2　10％

土師器 B （4．0）上がり，ロ縁部との境に突出した稜休部外面へラ削り。休部内面， にぷい赤褐色 覆土

がある。口縁部はやや内傾する。 ロ綾部外面黒色処理。 普通

3

土不 A 〔13．4〕休部，口縁部片。休部は内増し日録部内・外面槙ナデ。体部内長石・雲母・スコリアP 3　15％

土師器 B （3．2）て立ち上がり，口綾部は内偵す

る。

面放射状の磨き。休部外面へラ橙色 覆土

削り。 普通

4

杯 A 〔15．2〕体部，口縁都片。休部は内増しロ線部内・外面構ナデ。体部内砂粒・スコリア・雲母 P 4　10％

土師器 B （4．のて立ち上がり，口綾部は内傾す

る。

面放射状の磨き。休部外面へラ灰黄色 覆土

削り。 普通

5

高　　 杯 B （8．の脚部，杯底部片。脚部は円錐台塔底部内面ナデ，外面へラ削り。砂粒・スコリア・雲母 PL30

土師器 E （5．の形で裾部で大きく開く。杯底部脚部内面ナデ，外面へラ削り。 橙色 P5　50％

は皿状である。 普通 S I3貼床下

6

窺 A 〔20．4〕休部上位，口綾部片。休部中位 口線部内・外面，休部内面槙ナ砂粒・石英・雲 PL30

土師器 B （15，の に最大径がある。ロ綾部は外反デ。休部外面へラ削り後，ナデ。母 P 6　20％

するd 橙色 床面

第2号住居跡（第41図）

位置　調査区の東端部北側，C6a。区。

重複関係　本跡は，第1号住居跡の覆土中の2層の貼床の内の上層のものである。本跡が第1号住居跡及び第

3号住居跡（下層の貼床）の上に構築されており最も新しい。

床　南東側に傾斜している。黒色土とローム土が斑状に貼られており，硬く締まっている。

覆土　2層（土層18・19，土層1～17は重複する第1号住居跡覆土）からなり，自然堆積である。

土層解説

18　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

19　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少産

遺物　土師器片47点，弥生土器片2点が出土しているが，いずれも細片である。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代（6世紀後半）のものと考えられる。第1号及び第3号住居跡の外側に
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床面が延びていないことから，第1及び3号住居跡のくぼ地を利用して床を貼ったものと思われる。住居跡

として扱ったが，床面が傾斜している点から一般的な住居跡とは考えにくい。

第3号住居跡（第41・43図）

位置　調査区の東端部北側，C6a。区。

重複関係　本跡は，第1号住居跡の覆土中の2層の貼床の内の下層のものである。本跡は第1号住居跡より新

しく，第2号住居跡（上層の貼床）より古い。

床　中央部がくぼみ，皿状に傾斜している。黒色土とローム土が斑状に貼られており，一部硬く締まっている。

覆土　3層（土層20～22，土層1～19は重複する第1及び2号住居跡覆土）からなり，自然堆積である。

土層解説

20　黒褐色　ローム粒子少量

21黒褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

22　黒　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片33点，須恵器片3点，土製支脚1点が出土して　一

いる。第43図1の杯と2の支脚は本跡の貼床の床面から出土し

ている。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代（6世紀後半）のものである。

第2号住居跡と同様に第1号住居跡の外側に床面が延びてい
10cm

L－　l　　　－」

ないことから，第1号住居跡が半哩没した時点でそのくぼ地

を利用して床を貼ったものと思われる。住居跡として扱った　第43図　第3号住居出土遺物実測図

が，床面が傾斜している点から一般的な住居跡とは考えにくい。

第3号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　 種 計測値（皿） 器形の特徴 手法 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第43図 杯 A 〔12．8 休部， 口線 部片。休 部 は内 攣 し 口縁部内 ・外面槙 ナ デ。 体部 内 砂粒 ・スコ リア P 7　 20％

1 土 師 器 B （ 5．の て立 ち上 が り，ロ綾部 との境 に稜 面 ナデ後，放射状 の磨 き。 休 部 灰黄褐色 S I 3 貼床面

があ る。 ロ縁部 は外反す る。 外面 へ ラ削 り。内 ・外面黒色処理， 普通

図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm ） 厚さ（cm） 重量伝）

2 支　　 脚 （ 5．8 ） 3．5 3．4 （59．3 ） 貼　 床　 面 P L 30　 D P l 土製　 側面へラ削り指頭痕　 二次焼成

第4号住居跡（第44～46図）

位置　調査区の東端部南側，C6bl区。

規模と平面形　南西側が調査区外に延びているため正確な規模と平面形は不明であるが，竃や柱穴の配置から

一辺7．8mの方形と推定される。

主軸方向　N－360－W

壁　壁高は20～30皿で，はぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下にはすべて壁溝が巡っており，ほぼ全周するものと考えられる。上幅約30cm，下幅約14

皿，深さ約8cmで，断面形は方形である。

床　はぼ平坦。床面全体が硬く踏み締められている。
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第44図　第4号住居跡実測図

0 2m

ト　一一一十一－一　一1

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは径約70cmの不整円形で，深さは80cmである。中位に段が有り，下位が細く

なる。P2は長径65cm，短径50cmの楕円形で，深さは105cmである。位置や深さから両者とも柱穴と考えられ

る。

竜　北西壁に付設されており，抽部や天井部の一部が比較的良く残っており，煙道も確認した。柚部，天井部

は明褐色粘土によって構築されている。火床部は掘り込みがなく平坦である。火床及び柚部内壁は焼けて赤

色硬化している。火床部の奥は掘り込まれて一段低くなっており，そこから煙道部につながり外傾して立ち

上がる。煙道部は壁より約40cm突出している。覆土は，17層からなる。土層5は天井部の崩落土層と考えら

れる。
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A

第45図　第4号住居跡竜・出土遺物実測図（1）
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竜土層解説

1極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量　10　時赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量
2　暗褐色　粘土ブロック・粘土粒子中量

3　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子少量

4　褐　　色　粘土粒子多量

5　明褐色　粘土ブロック多量

6　時褐色　粘土粒子少量

7　褐　　色　粘土ブロック・粘土粒子中量

8　褐　　色　焼土粒子中量，粘土粒子少量

9　褐　　色　粘土ブロック・粘土粒子少量

11暗褐色

12　時赤褐色

13　時赤福色

14　栂　　色

15　時赤褐色

16　黒褐色

17　時赤褐色

粘土ブロック中量，焼土ブロック少量

粘土ブロック・焼土粒子中量

粘土粒子中量，炭化物・焼土粒子少量

粘土粒子多量，焼土粒子少量

焼土粒子多量

焼土ブロック・焼土粒子中量

焼土粒子中量，ローム粒子少量

覆土　6層からなる。ロームの大ブロックを含む層（土層2）があることから

一部人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微塵

2　黒褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・

炭化粒子微量

3　黒　色　ローム粒子少量，焼土ブロック・

焼土粒子教皇

4　暗褐色　ロームブロック・ローム粒子中量

5　暗褐色　ローム粒子中量

6　暗褐色　ロームプロッタ・ローム粒子中量，

粘土ブロック少量

遺物　土師器片297点，須恵器片5点，土製支脚1点，縄文土器片1点及び弥生

土器片1点が出土している。第45図7と8の聾は，7が竃抽部や竃東側の床面

から，8が竃西側の床面から出土している。9の支脚は，北と南の壁溝の覆土

9

0
0

l　　　‥j

5cm

内から二つに割れて出土している。また，竃の覆土内から植物の種子が出土し　　第46図　第4号住居跡

たため，同定を行ったところ，モモであることが判明した（付章参照）。　　　　出土遺物実測図（2）

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代（7世紀前半）の住居跡である。竃が比較的良く残っており，当時の本

地域の竃の構造を知る参考となる。

第4号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（①） 器 形の特徴 手法 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第45図
杯 A 〔16調 休部， 口縁部片。 休 部 は内増 し ロ線部 内 ・外面構 ナデ。 体部 内 長石 ・石英・スコリア P L 3 0

1 土 師 器 B （4．5） て立ち上が り， ロ綾 部 は 直立 し 面 ナデ。休 部外面 へ ラ削 り。 内 にぷ い黄橙色 P 9　 45％

た後， わずか に外反 す る。 面黒色処理。 普通 覆土中層

2

杯

土 師 器

A 〔14．乃 底部 一口縁 部片。丸 底 。 休 部 は 口縁部内 ・外面 槙 ナデ。 体 部 内 砂粒・スコリア・雲母 P L 30

B　　 3．9 内轡 して立 ち上が り， ロ縁 部 と 面 ナデ。休部外面 へラ削 り。内 ・ 黒色 P lO　 30％

の境 に突 出 した稜が あ る。 ロ綾

部は外反す る。

外面 黒色処理。 普通 覆土上 層

3

塔 A 〔12．◎ 休部， 口縁部片。 休 部 は内暫 し ロ線部 内 ・外面横 ナデ。 体 部内 砂粒 ・長石 ・石英 P ll 15％

土 師 器 B （3．の て立ち上が り，口線 部 との境 に 面 ナデ。休部外 面へ ラ削り。内 ・ 黒色 覆土上層

稜 があ る。 ロ綾部 は外 反 す る。 外面黒色処理。 普通

4

杯 A 〔12．4〕 休部，口綾部片。休 部 は内増 して 口縁部内 ・外面 槙 ナデ。 体 郡 内 長石 ・スコリア・雲母 P 12　 5 ％

土 師 器 B （3．2） 立 ち上が り，口縁部 との境 に突 出

した稜があ る。ロ綾部 は直立する。

面 ナデ。 橙色

普通

覆土

5

杯 A 〔15．切 口綾部片。休部 との境 に稜 が あ ロ縁部 内 ・外面横 ナ デ。 内 ・外 石 英 ・長石 P 13 10％

土 師 器 B （2，の り， 口綾部 は外反 す る。 面黒色処 理。 黒褐 色

普通

覆土

6

蛸 A 〔16．刀 休部， 口綾 部片。 休 部 は 内増 し 口縁部 内 ・外面槙 ナデ。 体 部 内 長石 ・スコリア・石英 P L 3 0

土 師 器 B （10．の て立 ち上 が り，休 部 上 位 に最 大 面縦方向 のナデ。 休 部 外面 へ ラ にぷ い橙色 P 14　 30％

径が ある。 口綾部 は直 立 す る。 削 り。 普通 覆土 中層

7

窺 A　 19．1 体部， 口綾部片 。休 部 中位 に最 口線 部内 ・外面， 休 部 内面 槙 ナ 長石・スコリア・雲母 P L 3 0

土 師 器 B （22．の 大径があ り， ロ縁郡 と の境 にわ デ。休部 外面へ ラ削 り後 ，ナデ。 にぷい橙色 P 15　 60％

ずかに稜があ る。 口綾 部 は外 債

す る。

給横痕 を残 す。 普通 床面

外面煤付 着
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第45図

8

饗 A 〔19．1〕 休部，口縁部片。体部 は内攣 し 口縁部内 ・外面，休部内面上位 長石 ・石英 ・雲母 P L 30

土 師 器 B （35．0） て立ち上がり，休部中位に最大 横ナデ，下位縦方向のナデ。 体 にぷい橙色 P 16　50％

径がある。口綾部 との境にわず

かに稜がありロ綾部は外反する。

部外面ナデ。輪積痕を残す。 普通 床面

外面煤付着

図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（皿） 幅（cm ） 厚さ（皿） 重量伝）

第46図　 9 支　　 脚 18．4 8．5 4．1 602．7 覆 土 下 層 P L 30　D P 2　 土製　 芯材抜き取り孔　 側面指頭痕　 二次焼成

第6号住居跡（第47図）

位置　調査区の東部南側，C5a。区。

規模と平面形　床面と竃の火床部及び壁溝の一部が確認された。南西側が調査区外に延びているため正確な規

槙と平面形は不明である。竃や壁溝の位置から平面

形は方形か長方形と推定される。

主軸方向　〔N－50－W〕

壁溝　住居の南東部にわずかに痕跡を確認した。上幅

約12cm，下幅約5cm，深さ約4cmである。

床　ほぼ平坦。竃の前面を中心に良く踏み固められて

いる。

竃　北壁に付設されている。火床部が残るだけでその

形態は不明である。火床部は赤色硬化しており，前

面にくぼみがある。

遺物　土師器片25点，須恵器片2点，縄文土器片1点

及び弥生土器片27点が出土しているが，いずれも細

片である。

所見　本跡は，出土遺物から奈良・平安時代の住居跡

と考えられるが，遺物が細片であるため詳細な時期

は不明である。

濃望mL二r
O 2m

虻二』こここ二二＿＿二こ二二二」

第舶国　策　号住居跡実測図

第訝考住居跡（第48図）

位置　調査区の東部南側，C5a。区。

重複関係　本跡は，第8号住居跡と重複している。本跡が第8号住居跡の上に構築されており，本跡が新しい。

床　ほぼ平坦。ロームと黒色土が混じる貼床である。

魔　床面への焼丑の広がりから北壁に付設されていたものと考えられる。火床部は床面から約6cm掘りくぼ

められており撃　覆土がわずかに残る。覆土は，6層からなる。土層1は天井部の崩落土層と考えられる。

竃土層解説

1　明褐色　粘土層

2　黒褐色　白色粘土ブロック◎白色粘土粒子中量，焼土粒子微量
3　黒褐色　焼土粒子の明褐色粘土粒子中量，白色粘土ブロック◎白

色粘土粒子少量

4　黒褐色　焼土粒子中量，焼土ブロック少量

5　灰赤褐色　灰多量，焼土粒子中量，焼土ブロック少量

6　赤褐色　焼土層
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遺物　土師器片113点，須恵器片16点，弥生土器片2点及び鉄津2点が出土している。第48図3の杯は竃覆土

内から，5の皿及び6の高台付塔は床面からの出土である。

所見　本跡は，床の一部及び竃の火床部を残すだけであるため，規模，平面形，主軸方向，壁及び覆土等は不

明である。出土遺物から平安時代（10～12世紀）の住居跡と考えられる。

＝召　＼－l亡＝＝雪

第48図　第7号住居跡・出土遺物実測図

第7号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（m ） 器形 の特徴 手法 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 4 8図
杯 A 〔13．6〕 底部～口綾部片。平 底。 休部 は ロ縁部， 体部内 ・外面 槙 ナ デ。 長石 ・ス コリア P L 3 0

1 土 師 器 B （ 4．5） 内督 して立ち上が り， ロ線端 部 底部回転 糸切 り。 ロク ロ成形 。 褐灰色 P 17　 5 0％

C　　 5．2 は外反す る。 内面黒色処理。 普通 覆土

2

杯 A 〔14．2〕 休部， 口綾部片。 体 部 は 内啓 し ロ綾部，休部外面横 ナデ。 休部 長石 ・雲母 P 18 15％

土 師 器 B　　 4．2 て立 ち上が り， ロ線 部 は わず か 内面 ナデ後，磨 き。 ロタロ成 形 。 にぷい黄橙色 覆土

に外反す る。 内面黒色処理。 普通

3

杯 A 〔12．5〕 休部，口綾部片。 休部 は内攣 し 口縁部，休 部内面槙方向 の磨 き。 砂粒 ・長石 ・石英 P 1 9 10％

土 師 器 B （ 3．0） て立ち上が り， ロ綾部 はわ ずか

に外傾 する。

休部外面桟 ナデ。内面黒色処理。 にぷ い黄 橙色

普通

竜覆土

4

皿 A 〔9．の 休部， 口綾部片。 休 部 は 内轡 し 口綾部，体部 内 ・外 面 横 ナ デ。 長石 ・石英 ・雲母 P 20　 20％

土 師 器 B （ 1，の て立 ち上が り， 口縁 部 は わず か

に外反す る。

ロクロ成形。 橙色

普通

覆土

ー65－



図版番号 器　 種 計測値（皿） 器 形の特徴 手法の特徴 胎土 。色調 。焼成 備　　 考

第48図 皿 B （1．1） 底部片。底部 は平底 で， 体 部 と 底部回転 へ ラ切 り。 長石 ・石英 ・雲母 P 21　 20％

5 土 師 器 C 〔7．2〕 の境に稜が あ る。体 部 は 内攣 し

て立 ち上が る。

にぷ い黄橙色

普通

／

床 面

6

高台付杯 A 〔16．0〕 高 台部 ～ 口縁部 片。 平底 に八 の 口縁部，体部 内面 ナデ後，放射状 長石・スコリア・雲母 P L 3 0

土 師 器 B　　 6．0 字状 に開 く高台 が付 く。 体 部 は の磨 き。 口縁部， 体部 外 面横 ナ にぷい橙色 P 22　60％

D　　 7．3

E　 l．4

内攣 して立 ち上 が り， ロ縁 端部

が わず かに外傾す る。

デ。 ロクロ成形。内面黒色処理。 普通 床面

7

鉢 B （6．1） 底部，体部 片。平底 。 体 部 は内 体部 内面 ナデ。休部 外 面横 方 向 長石 ・石英 e雲 母 P L 30

土 師 器 C 〔12．2〕 攣 して立 ち上 が る。 の へラ削 り。 にぷい橙色

普通

P 25　 20％

覆土

外面 煤付着

第8号住贋跡（第49～51図）

位置　調査区の東部南側　B毎区。

重複関係　本跡は，第7号及び第11号住居跡と重複している。本跡が第7号住居跡の床下に構築され，第11号

住居跡に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　西側の約4分の1が第11号住居跡に掘り込まれているが，長軸4．8m，短軸4．6mの方形である。

主軸方向　N－380－W

壁　壁高は20～28cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁のうち，南西壁を除いて壁溝が巡っている。上幅約20cm，下幅約10cm，深さ約6cmで，断

面形は逆台形である。

床　はぼ平坦。入り口部と思われる南東壁中央部から北西壁にかけて帯状に良く踏み固められている。

ピット　4か所（P2～P。）。P2は径約20cmの不整円形で，深さは75cmである。P4は長径約30cm，短径約20cm

の不整楕円形で，深さは15cmである。位置や深さからみて，P2は主柱穴，P4は出入り口ピットと考えられ

る。その他のピットの性格は不明である。

覆土　9層からなる。堆積状況から自然堆積と考えられる。

1　黒褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・白色　6　黒褐色　黒色土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量

粘土粒子・黒色土粒子微量　　　　　　　　　　　　　7　黒褐色　ローム粒子多量，ロームブロック中量，黒色土粒子少

3　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　量

4　黒　　色　炭化物・ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　8　黒褐色　ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック・ロームブロック・　9　暗赤褐色　ローム粒子多量

黒色土粒子少量

遺物　土師器片255点，須恵器片14点，灰粕陶器片1点，弥生土器片23点及び支脚1点が出土している。第49

図1の杯は東コーナー部，2の塊は北コーナー部の床面から出土している。また，末焼成の支脚が覆土中か

ら出土している。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代（6世紀後半）の住居跡である。
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一ノ

第49図　第8号住居跡出土遺物実測図

第8号住居跡出土遺物観察表

10cm

ヒ＿　　　　＿二∃

図版番号 器　種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第49図
杯 A 〔13．3〕休部，口綾部片。休部は内攣し 口縁部内・外面槙ナデ。体部外 長石・スコリア・雲母 P L30

1 土師器 B （2．の て立ち上がり，ロ縁端部は直立 面へラ削り。内面黒色処理。 浅黄橙色 P27 10％

する。 普通 床面

2

頭 A 〔9．0 休部，ロ縁部片。休部上位で内 口縁部内・外面，体部内面横ナ 砂粒・長石・雲母 P L30

土師器 B （5．0）傾し，口綾部は直立する。 デ。休部外面へラ削り。 にぷい橙色

普通

P37　5％

床面

3

凄 A 〔18．0〕ロ綾部片。休部と口縁部との境 ロ縁部内・外面横ナデ。 砂粒・石英・雲母 P L30

土師器 B （4．2）にわずかに稜がある。口綾部は にぷい橙色 P34　5％

外反する。 普通 覆土

4

窺 A 〔14．の 休部上位，ロ綾部片。休部上位 口縁部内・外面，休部内面槙ナ 小礫・砂粒・雲母 P L30

土師器 B （6．1）は内偵し，ロ綾部との境に稜が デ。 にぷい橙色 P35　5％

ある。ロ縁部は強く外反する。 普通 覆土中層

5

甑 A 〔25．刀 休部上位，ロ綾部片。休部はわ ロ縁部内・外面，休部内面ナデ 砂粒・長石・スコリア P L30

土師器 B （6．6）ずかに外傾し，口綾部との境に 後，横方向の磨き。休部外面へ にぷい黄橙色 P33 10％

沈線が巡る。ロ縁部は外反する。ラ削り。 普通 覆土中層

6

高　　 坪 B （2，8）脚部片。据部で八の字状に大き脚部内・外面槙ナデ。 長石・石英 P L30

須恵器 C 〔8．◎ く開く。福部先端に沈線が巡る。 灰色

良好

P38 10％

覆土

図版番号 種　別
．計　　　 測　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（∂

7 支　　 脚 （10．3） 7．3 （5．8） 旬77．0 覆　　　 土 P L30　D P 3　土製　未焼成　砂粒・小礫多量
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第50図　第8・11号住居跡実測図（1）
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第51図　第8・11号住居跡（2）・第11号竜実測図

④

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿⊥＿　！

第9号住居跡（第52・53図）

位置　調査区の東部北側，B5i。区。

規模と平面形　長軸3．8m，短軸3．5mの長方形である。

主軸方向　N－240－W

壁　壁高は35～45cmで，はぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北壁の西側及び南西コーナー部を除いて壁溝が巡っており，はぼ全周する。上幅約25cm，下幅約8皿，

深さ4～12mで，断面形は逆台形である。
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床　ほぼ平坦。コーナー部及び壁際を除いて良く踏み固められている。

ぽッ匪　3か所（㌘1～㌘3）。いずれも径は約20cmの不整円形で，深さは22～25cmである。PlとP3は浅いがラ

位置からみて主柱穴と考えられる。またタ　P2は位置とともに周囲にわずかなたかまりがあること9　斜位に

揺られていることなどから出入りmピットと考えられる。

魔　北壁中央に付設されており，左袖部と天井部の一部を残す。黄灰白色粘土によって構築されている。床面

が竃の左右の壁の線まで延びており，火床部は壁の線の外側にある。火床部はやや低くなっているがしっか

りした掘り込みをもたない。煙道部は外傾して立ち上がる。覆土は，2且層からなる。

竃土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子・炭化粒子11黒　褐　色　ローム粒子。粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒

微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子少量，炭化12　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・粘土ブロック。炭

粒子微量

3　黒　　　色　粘土ブロック中量，ローム粒子微量

4　にぷい黄褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・粘土粒子中量，炭化

物微量

5　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子少量

6　灰黄褐色　粘土ブロック多量，ローム粒子中量，焼土粒子。

炭化物微量

7　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化物。灰白色

粘土ブロック微量

8　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子中量，粘土粒子少量

9　褐　灰　色　焼土粒子・ローム粒子。粘土粒子少量，炭化粒子

微量

10　黒　褐　色　焼土粒子。ローム粒子e粘土粒子微量

覆土　9層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック。ローム粒子微量

2　黒　褐　色　焼土粒子eロームブロック少量，炭化粒子e粘土

ブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子。黒色土粒子微量

4　黒　褐　色　焼土ブロック◎黒色土粒子少量，炭化物◎ローム

粒子微量

化粒子微量

13　橙　　　色　焼土ブロック多量，ローム粒子中量

14　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒

子微量

15　にぷい黄褐色　粘土ブロック多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

16　にぷい黄色　粘土ブロック多量，焼土ブロック少量，炭化物微量

17　黒　　　色　焼土粒子・ローム粒子少量，粘十粒子微量

18　赤　褐　色　焼土ブロック多量，ローム粒子中量

19　極暗褐色　焼土粒子多量，焼土ブロックeローム粒子中量，炭

化粒子微量

20　明黄褐色　ローム粒子多量

21黒　褐　色　ローム粒子多量，ロームブロック中量，焼土粒子e

炭化物微量

5　黒　褐　色　ローム粒子少量

6　黒　褐　色　焼土粒子。粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒

子微量

7　黒　褐　色　焼土ブロック◎粘土ブロック少量

8　極暗赤褐色　粘土ブロック少量，炭化物微量

9　極暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片206息　須恵器片53息　弥生土器片3点及び粘土塊6点が出土している。第53図1の賓と4の

高台付琢及び18の鉄鉱は南西コーナー部付近の床面から，10の塔は出入り口部付近の床面から，11の盤は南

東コーナー部付近の覆土下層から，それぞれ出土している。また9　2の賓は竃覆土内と住居中央部の覆土下

層出土の破片が接合した。略　膵は須恵器賓の体部片で，外面に平行叩きが施されている。

所農　本跡は9　出土遺物から奈良時代（8世紀後半）の住居跡である。

第9号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 。焼成 備　　 考

第53図 嚢 A 〔26．2〕 体部，ロ綾部片。体部は内攣 し 口縁部内 ・外面，体部外面構ナ 長石。スコリア・石英 P L 31

1 土 師 器 B （10．7） て立ち上がり，日録部は外反 し， デ。休部内面斜方向のナデ。体 浅畠橙色 P 40 10％

口縁端部は上下に突出する。 部外面に輪積痕を残す。 普通 床面

2

饗 Å 〔9．0〕 体部，口縁部片。体部上位で内 口縁部内 ・外面，体部内面横 ナ 砂粒・雲母・スコリア P L 30　－

土 師 器 B （5．0） 傾 し，日録部は外反する。 日録 デ。体部外面縦方向のナデ。 にぷい赤褐色 P 41 15％

端部をわずかにつ まみ上 げ，側

面に沈線を施す。

普通 竃覆土 ・覆土下層

－70－
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第52図　第9号住居跡・竜実測図
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図版番号 ！器 種 計測値（cm） 器形の特徴　 i　 手法 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第53図 嚢 A 〔21．2〕 口縁部片。 口綾 部は外反 し，口線　 口練乳　 体部内 e 外面横 ナデ。 砂粒e石英 ◎スコリア P L 3 1

3 土 師 器 B （4．2）

l

部 をわずか につ まみ上 げ る。 橙色

普通

P 42 10％

覆土上層

4

高台付塔 A 〔18．4〕 体部， 口縁部片。 体部 は外傾 し ロ綾部，体部 内 e 外面横 ナデ。 砂粒 ◎長石 P L 3 1

須 恵 器 B （4．2） て立 ち上が り， 口綾部 はわ ずか 黄灰色 P 44　 20％

に外反す る。 良好 床面

5

塔 A 〔14．功 体 部， 口縁部 片。 体 部 はわず か ロ綾部，体部内 e 外面横 ナデ。 砂粒 ◎海綿骨針 P 45 15％

須 恵 器 B （4．0） に内攣 して立 ち上 が り， 口綾部

は外傾す る。

灰 黄褐色

良好

壁構 内

6

塔 Å 〔12．0〕 体部， 口線部片。 体部 は外 傾 し ロ綾 部， 体部内 e 外 面横 ナデ。 長石 ◎海綿 骨針 P 46 1 5％

須 恵 器 B （3．の て立 ち上が り，直 線 的 に口線 部

に至 る。

にぷ い赤褐色

良好

覆土

7

杯 A 〔12．4〕 体部，口線部片。体 部 は外 傾 し 口綾部，体部 内 e外面横 ナデ。 長石 ◎海綿骨針 P 47 15％

須 恵 器 B （4．5） て立 ち上 が り， 直線 的 に 口綾部

に至 る。

灰 オ リーブ色

良 好

覆土

8

塔 ′ B （2．5） 休部，底部片。平底 。 体 部 は底 体 部内 ・外面横 ナデ。 底 部回 転 砂粒 ◎海綿 骨針 P 48　20％

須 恵 器 C 〔8．0〕 部 との境 に丸味 を も って 立 ち上

が る。

へ ラ削 り。 灰黄色

良好

覆土

9

土不 B （1．9） 体部，底部片。平底。 体部 は底 体部 内 ◎外面横 ナデ。 底 部 回 転 砂粒 e 海綿骨針 P 49 15％

須 恵 器 C 〔6．釦 部 との境 に稜 を もち， 内攣 して

立 ち上 がる。

へ ラ切 り。 オ リーブ灰色

良好

覆土 中層

10

塔 B （2．2） 休部，底部片。平 底。 体 部 は外 体部内 ◎外面横 ナデ。 底 部 回転
砂粒 ◎海綿骨針 l

P 5 0 15％

須 恵 器 C 〔8．6〕 傾 して立 ち上が る。 へ ラ削 り。 灰色

普通

床面

11

盤 A　 16．2 平底 にわずか に外 方 に開 く高 台 口綾部，体部 内 e 外面 桟 ナ デ。 砂粒 ◎海綿骨針 P L 3 1

須 恵 器 B　　 4．4 が付 く。体部 は外傾 し， 口縁 部 底部回転 へ ラ削 り後， 高 台 貼 り 灰色，黒斑 あ り P 52　 90％

D　　 8．7 は外反す る。全体 的 に歪 んで い 付 け。高台貼 り付 け後， ナ デ。 良好 覆土 下層

正　 1．1 る。 見込み部分 に自然粕付着。

12

蓋 A 〔18．4〕 口綾部，天井部片。 天井 部 は平 天井部 回転へ ラ削 り。口縁部内 ◎ 砂粒 ◎海綿骨針 P L 3 1

須 恵 器 B （3．4） 壇 でロ縁部 は丸味 をお び， 口縁 外面 ナデ。 灰 色 P 54　20％

端部 は屈曲す る。 良好 覆土下層

13

蓋 B （2．の 天井部片。中心部 が突 出 した逆 天井部 回転 へ ラ削 り後 ， つ まみ 石英 ◎海綿骨 針 P L 3 1

須 恵 器 台形状のつ まみ。 天井 部 は平 坦 貼 り付 け。 褐灰色 P 56　 20％

である。 良好 覆土下層

14

15

嚢 B （8．3）

B （10．6）

底部，体部片。 丸底。 体部 は内 体部，底部 内面指頭 痕 。 体 部 外 長石 ◎海綿骨針 P L 31

須 恵 器

士璽E

攣 して立 ち上 がる。

底部，体部片。平 底 に太 くて低

面平行叩 き。底部外面 へ ラ削 り。

体部 内 ◎外面桟 ナデ。 高 台貼 り

灰黄色

良 好

砂粒 e 海綿骨針

P 57　 20％

覆土下層

P L 3 1

須 恵 器 り 〔12．1〕 い高台が付 く。体 部 は内 攣 して 付 け後， ナデ。 極 暗褐 色 P 58 10％

E　 l．0 立 ち上が る。 良好 覆土中層

図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値 巨 土地点

備　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm ） 厚さ（cm） 重量（∂

18 鉄　　 鍍 （ 6．6） 1．1 0．7 （12．2） 床　　　 面 P L 46　M 2　 茎部片
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第日号値麿跡（第50051054図）

位置　調査区の東部南側，B5j9区。

重複関係　本跡は，第8号住居跡と重複している。本跡が第8号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　南西側の一部が調査区外に延びているが，一辺6．4mの方形とみられる。

主軸方向　N－370－W

壁　壁高は22～34皿で，はぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　部分的に確認した。上幅約20cm，下幅約8皿，深さ約10cmである。

床　ほぼ平坦。壁際やコーナー部を除いて良く踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。径は25～60cmの不整円形あるいは楕円形で，深さは25～64cmである。浅いものも

あるが，配置からみて主柱穴と考えられる。

寵　北西壁中央に付設されている。焚口部は凝灰岩の切石によって組まれていたとみられ，左袖部には切石が

直立した状態で，竃前面には天井部の切石が崩落した状態で出土している。また，右袖部には切石が立てら

れたと思われるピットがある。火床部は奥の方がやや低くなっているがほぼ平坦である。煙道部は約60cm突

出しており，緩やかに外傾して立ち上がる。覆土は，10層からなる。土層2は天井部の崩落丑層と考えられ

る。

寵土層解説
1黒褐色　黄褐色粘土ブロック多量　　　　　　　　　　　　　6　赤褐色　焼土粒子中量，粘土粒子eローム粒子少量
2　橙　色　粘土ブロック層　　　　　　　　　　　　　　　　　7　暗赤褐色　焼土ブロック◎焼土粒子中量，粘土ブロック少量
3　暗赤橙色　粘土ブロックe焼土粒子中量，焼土ブロック少量　　　8　極暗褐色　焼土ブロック◎炭化物◎ローム粒子◎粘土粒子微量
4　暗褐色　粘土ブロック◎焼土粒子eローム粒子少量　　　　　9　黒褐色　ローム粒子中量，粘土ブロック少量
5　黒褐色　炭化物中量，粘土ブロックの焼土ブロック少量　　　　10　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子◎粘土粒子少量

覆土　5層（土層10～摘　土層1～9は重複する第8号住居跡覆土）からなる。ロームブロックを多量に含む

層（土層12）があることから，一部人為堆積と考えられる。

土層解説

10　黒褐色　焼土粒子少量，焼土ブロック◎ローム粒子。炭化粒子　12　暗褐色　ロームブロック多量，焼土粒子◎ローム粒子少量

微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13　明褐色　粘土ブロック◎粘土粒子多量，ローム粒子少量，焼土

11黒褐色　焼土ブロックeロームブロック少量，焼土粒子◎ロー　　　　　　　プロック微量

ム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　暗褐色　粘土粒子多量，焼土ブロックの焼土粒子微量

遺物　土師器片754点，須恵器片29点，弥生土器片17点，丸玉1点，砥石1点，鉄鉱13点，不明鉄製品2点及

び鉄棒9点が出土している。第54図1の塔は竃西側の覆土下層から，2の塔は竃右袖部の壁際から，5の嚢

は竃西側の壁際の床面から出土している。また，P4柱穴の南側の床面から長茎で片刃の鉄鉱且3点がまとまっ

て出土している。

所農　本跡は，6世紀後半の第8号住居跡を掘り込んでいることと，出土遺物から古墳時代（7世紀前半）の

ものと考えられる。本跡からは，多量の鉄鉱，不明鉄製品や鉄棒などがまとまって出土しており，本跡が鉄

に何らかの関係のある住居跡と考えられる。

第m号住居跡出土遺物観察表

図版番号 甲　 種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第54図 土不 A 〔20．0〕 底部～口綾部片。丸底。体部は ロ綾部，体部内面磨き。口綾部， 長石 ・石英 ・雲母 P L 31

1 土 師 器 B　　 5．0 内攣して立ち上がり，口縁部は外 体部，底部外面へラ削り後磨き。 橙色 P 66　60％

傾する。 底部内面肌荒れ。 普通 覆土下層
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第54図　第11号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形 の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第54図 塔 A 〔14．0〕 体部， 日録部片。 体 部 は内 攣 し 口縁部 内 ・外 面槙 ナ デ。 体部 内 石英 ・長石 ・雲母 P L 3 1

2 土 師 器 B （4．1） て立 ち上が り， 口縁 部 は直 立 す 面 ナデ後，放射 状 の磨 き。 休 部 にぷ い橙色 P 67　 20％

る。 外面へ ラ削 り。 普通 竃柚部

3

塔 A 〔9．2〕 底部 ～日録部片。丸底 。体 部 は 内 ．口縁部内 ・外面， 体部 内面 積 ナ 長石 ・石英 P L 3 1

土 師 器 B　　 2．6 攣 して立 ち上が り，口縁部 との境 デ。 体部，底部外面 へ ラ削 り。 黒色 P 68　 20％

C 〔7．0〕 に沈線が巡 る。ロ縁部 は外傾する。 内 ・外面 黒色処理。 普通 覆土下層

4

高　　 塚 Å 〔9．0〕 脚部～ 口綾部 片。脚 部 はハ の字 口縁部 内 e 外面，体 部 内面 積 ナ 長石 ・雲母 。スコリア P L 3 1

土 師 器 B （1．7） 状に開 き，杯底 部は皿 状 で， 口 デ。休部，脚 部外面へ ラ削 り。 にぷ い橙色 P 70　 25％

D 〔6．5〕

E　 l．8

縁部は外傾す る。 普通 覆土 中層

口縁部煤 付着

5

饗 B （10．1） 底部， 休部片。底部 は平底 。 体 休部内面 ナデ。体 部外 面 縦方 向 砂粒 ・長石 ・石英 P L 3 1

土 師 器 C 〔5．の 部 は内攣 して立 ち上 が り， 体部 のへ ラ削 り。 明赤褐色 P 71 4 0％

上位 に最 大径があ る。 普通 床面

底部木葉痕 あ り

6

饗 Å 〔18．4〕 体部上位 ～口縁部片 。 休 部上 位 口縁部 内 ・外面横 ナデ。 体 部 内 長石 ・石英 ・雲母 P L 3 1

土 師 器 B （9．の は内傾 し， 口縁部 は外反 す る。 面斜方 向のナデ。体 部上 位 外面 橙色 P 72 10％

縦方向 のナデ。 普通 ピッ ト内

図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値 巨 土地点

備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm ） 厚さ（cm） 重量 伝）

7 丸　　 玉 最　 大　 径　 1．1 H 1．6 覆　　　 土 Q 7　 ホル ンフェルス　 孔径3．0m m

8 砥　　 石
l

11．2 4．2
l

5．4
1

34 4．0 l覆 土 下 層 l P L 3 1 Q 2　 砂岩

9 鉄　　 鍍 （15．2 ） 0．9 0．4 （16．3 ） 床　　　 面 P L 3 1 M 4　 先端部，基部欠損

10 鉄　　 錬 （15．2 ） O．9 0．6 （15．8 ） 床　　　 面 P L 3 1 M 5　 先端部，基部欠損

11 鉄　　 錬 （15．9 ） 1．0 0．5 （14．8 ） 床　　　 面 P L 31 M 6　 先端部，基部欠損

12 鉄　　 鉱 （15．0 ） 0．9 0．5 （13．8 ） 床　　　 面 P L 3 1 M 7　 先端部，基部欠損

13 鉄　　 鉱 （17．6 ） 1．0 0．5 （15．0 ） 床　　　 面 P L 3 1 M 8　 茎部一 部欠損

14 鉄　　 鉱 （17．0 ） 1．0 0．5 （16．0 ） 床　　　 面 P L 3 1 M 9　 先端部欠損

15 鉄　　 錬 （17．0 ） 0．8 0．6 （16．7 ） 床　　　 面 P L 3 1 M l O　基部欠損

16 鉄　　 鉱 （14．3 ） 1．1 0．6 （15．0 ） 床　　　 面 P L 3 1＿　M l l 茎部一部，基部欠損

17 鉄　　 鍍 （15．9 ） 0．9 0．5 （12．6 ） 床　　　 面 P L 3 1 M 12　 先端部，茎部一部，基部欠損

18 鉄　　 鍍 （13．4 ） 1．2 0．6 （14．3 ） 床　　　 面 P L 3 1 M 13　 先端部，基部欠損

19 鉄　　 鍍 （10．0 ） 0．9 0．5 （11．7 ） 床　　　 面 P L 3 1 M 14　 先端部，基部欠損

20 鉄　　 鍍 （16．9 ） 0．9 0．5 （13．3 ） 床　　　 面 P L 31 M 15　 先端部，茎部一部，基部欠損

21 鉄　　 錬 （11．5 ） 0．9 0．5 （10．2 ） 床　　　 面 P L 3 1 M 4 0　 茎部一部欠損

22 不明鉄製品 （ 9．5 ） 0．5 0．6 （13．6 ） 覆 土 中 層 P L 4 6　 M 16

第臓号住居跡（第55図）

位置　調査区の東部中央，B5h8区。

重複関係　本跡は，西コーナー部がわずかに第198号土坑と重複している。本跡が第198号土坑に掘り込まれて

おり，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．6m，短軸3．5mの方形である。

主軸方向　N－250－W

壁　壁高は20～26cmで，はば垂直に立ち上がる。

壁溝　出入り口の両側とみられる南壁の一部に確認した。上幅約20C恥　下幅約6C恥　深さ約5皿である。
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床　南西方向にわずかに傾斜しているが，ほぼ平坦である。一部耕作により撹乱されているが，出入り口部と

みられる南壁から竃前面にかけて全体的に踏み固められている。

陛ッ匪　径約32cmの円形で，深さは約且Ocmである。浅いくぼみ状であるが，位置からみて出入り口ピットと考

えられる。

魔　北壁中央に付設されている。袖部は黄褐色と白色の粘土で構築されており9　内壁は赤色硬化している。火

床部はほぼ平坦である。煙道部は撹乱されており明確ではないが，壁外にほとんど突出せず，立ち上がりほ

垂直に近いとみられる。覆土は9　且8層からなる。

竃土層解説

1　黒　褐　色　粘土粒子少量，炭化物微量

2　褐　　　色　粘土粒子中量，粘土ブロック。焼土粒子少量

3　褐　　　色　粘土ブロック。粘土粒子中量

4　黒　褐　色　粘土粒子中量，焼土ブロック少量

5　明　褐　色　粘土ブロック多量，焼土ブロック少量

6　にぷい赤褐色　粘土ブロック・焼土粒子中量

7　極暗褐色　粘土ブロック・焼土粒子中量，焼土ブロック少量

8　暗赤褐色　焼土ブロックe粘土粒子少量

9　暗赤褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量

覆土11層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

3　極暗褐色　粘土ブロック少量，ローム粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量

5　黒褐色　ローム粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

10　暗　褐　色　粘土ブロック中量，焼土粒子微量

11黒　褐　色　粘土粒子中量，焼土ブロック。炭化物微量

12　暗赤褐色　焼土ブロック・焼土粒子多量

13　暗赤褐色　粘土ブロックゆ焼土ブロック少量

14　黒　褐　色　粘土粒子・炭化物中量，焼土粒子少量

15　黒　褐　色　粘土粒子中量，粘土ブロック少量

16　褐　　　色　ローム粒子多量

17　黒　　　色　粘土粒子eローム粒子少量

18　黒　褐　色　ローム粒子少量，粘土ブロックeロームブロック微
＿巨象

月邑

6　黒　　色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

7　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子微量

8　極暗褐色　ロームブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量

9　黒褐色　ローム粒子中量，ロームブロック微量

10　黒褐色　焼土粒子母口ーム粒子微量

11黒褐色　ローム粒子多量，ロームブロック少量

遺物　土師器片227嵐　須恵器片23息　弥生土器片6点及び粘土塊3点が出土している。第55図1の饗は北コ

ーナー部の床面から，3の蓋は北コ細がナ一部壁際の覆土下層から出土している。4は須恵器の賓の体部片で，

外面に平行叩きが施され撃　内面の一部に当て異痕と恩われる布目の圧痕が残る。

所魔　本跡は9　出土遺物から奈良時代（8世紀後半）の住居跡と考えられる。

第且2号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 e色調 ・焼成 備　　 考

第55図
聾 A 〔26．2〕 体部上位，口縁部片。体部上位 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内・ 砂粒 。長石 ・石英 P L 32

1 土 師 器 B （15潮 は内傾し，口縁部は外反 する。 外面縦方向のナデ。 橙色 P 80　20％

口縁部側面に沈線を施す。 普通 床面

2

塔 A 〔15．4〕 底部～口縁部片。平底。 体部 は 口綾部，体部内 ・外面槙ナデ。 砂粒 ・スコリア P L 32

須 恵 器 B　　 4．6 外傾 して立ち上がり， 直線的 に 底部回転へラ切 り。 灰色 P 82　20％

C 〔9．房 口縁端部に至る。 良好 覆土

3

蓋 A 〔26．2〕 天井部，口縁部片。 天井部中心 天井部回転へラ削り。口縁部内 ・ 長石 ◎海綿骨針 P 84 10％

須 恵 器 B （2．9） が低くなり，狭い平坦面がある。

口縁端部は屈曲する。

外面横ナデ。 黄灰色

良好

覆土下層
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第臓号住居跡　第雄図）

位置　調査区の東部北胤　B5g9区。

重複関係　本跡はタ　第16号住居跡と第且22号土坑と重複している。本跡が第路号住居跡と第且22号土坑によって

掘り込まれてお娠　遺構の中で本跡が最も古い。

規模と平面形　本跡は，北東側の大部分が訝査区外に延びておりタ調査区内の南東側も第16号住居跡と第122

号土坑によって揺り込まれているため，南東壁の一部を確認しただけである。規模や平面形は不明である。

壁　壁高は38cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

覆土　3層からなり9　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　焼土粒子微量

3　黒褐色　焼土粒子中量，焼土ブロックe黒色土粒子少量

遺物　土師器片92嵐須恵器片6点が出土している。第56図2は須恵器の寮の体部片で撃外面に平行叩きが施

されている。

所農　本跡はタ　出土遺物から奈良時代（8世紀後半）の住居跡と考えられる。

第臓号住居跡（第56図）

位置　調査区の東部北胤　B5g8区。

重複関係　本跡札第15及び17号住居跡と重複している。本跡が第15号住居跡を掘り込んでおり　第膵号住居

跡に掘り込まれていることから，本跡は第15号住居跡より新しく，第17号住居跡よりも古い。

規模と平面形　北東側の大部分が調査区外に延びているため正確な規模と平面形は不明であるが暫　一辺が4。6

mの方形か長方形と推定される。

壁　壁高は約35cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された南西壁際にはすべて壁溝が巡っている。上幅約20cm　下幅的蟻cm　深さ約7cmで撃　断面形は

日宇状である。

床　ほぼ平坦である。

土層解説

4．黒　色　焼土粒子◎ローム粒子微量

5．黒　色　灰白色粘土粒子◎ローム粒子微量

7　褐　色　焼土粒子少量

8　黒褐色　焼土粒子中量，焼土ブロック少量

6　黒褐色　焼土粒子少亀　焼土ブロックの炭化粒子微量　　　　　9　暗褐色　焼土粒子少量

覆土・6層（土層4～9，土層1～3は重複する第15号住居跡の覆土）からなり9　自然堆積である。

遺物　土師器片6息須意器片1点が出土している。第56図1は須恵器の蜜の体部上位片である。外面に平

行叩きが施され学　自然粕が付着している。
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所見　出土遺物が少なく，いずれも細片で，遺物から詳細な時期は特定できない。重複関係についてみると，

本跡は，8世紀後半の第15号住居跡より新しく，9世紀前半の第17号住居跡より古いことから，時期は，8

世紀末から9世紀初頭に位置づけられるものと考えられる。

第柑号住居跡（第56図）

位置　調査区の東部北胤　B5g7区。

重複関係　本跡は，第16及び18号住居跡と重複している。本跡が第16及び18号住居跡を掘り込んでおり，本跡

が3遺構の中で最も新しい。

規模と平面形　南西コーナー部だけを確認できた。北東側が調査区外に延びているため規模と平面形は不明で

ある。

壁　壁高は22～24cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南西コーナー部を除いて確認された壁際にはすべて壁溝が巡っている。上幅約20C恥下幅約7C恥深

さ約12cmで，断面形は日学状である。

床　ほぼ平坦である。

覆土　7層（土層10～16，土層1～9は第15及び16号住居跡覆土）からなり，自然堆積である。

土層解説

10　黒　　色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

11黒褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

12　暗赤褐色　焼土粒子◎砂多量，黄白色粘土粒子少量

13　極暗褐色　焼土粒子◎ローム粒子◎砂少量

14　極暗褐色　ロームブロック◎ローム粒子少量，焼土粒子微量

15　黒　　色　ロームブロック◎ローム粒子少量

16　黒褐色　ロームブロック◎ローム粒子微量

遺物　土師器片54点，須意器片14点及び弥生土器片1点が出土してダいる。第56図3の盤は南西コーナー部付近

の覆土下層から出土している。

所農　本跡は，調査区内に竃が確認されなかったが，覆土中に竃の構築材と思われる粘土や砂が含まれている

ことから，竃が付設されていたと考えられる。時期は，出土遺物から平安時代（9世紀前半）の住居跡と考

えられる。

第17号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ◎色讃 ◎焼成 備　　 考

第56図

1

嚢 A 〔12．2〕 体部上位，目線部片。体部上位 日録部内 e外面槙ナデ。 砂粒 ・長石 P L 32

土 師 器 B （5．2） は内傾する。目線部は外反 し， 明赤褐色 P 803　20％

日縁端部は上方につまみ上 げら

れ，側面に沈線を施す。

普通 覆土中層

外面煤付着

2

賓 A 〔18．6〕 休部上位，ロ綾部片。目線部 は外 日録部内 ◎外面横ナデ。 長石 ・石英 P L 32

土 師 器 B （8．3） 反する。目線端部は上方につまみ にぷい赤褐色 P 804 10％

上げられ，側面に凹線を施す。 普通 覆土

3

盤 A 〔20．4〕 平底に下方でわずかに開 く高台 日録部，体部内 ◎外面横 ナデ。 小礫 ◎海綿骨針 P L 32

須 恵 器 B　　 3．9 が付 く。体部は外傾 し， 口綾部 底部回転へラ削り後， 高台貼 り 灰色 P 805　60％

D　 ll．6

E　 l．2

は外反する。 付け。 良好 覆土下層
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第柑号住居跡（第56図）

位置　調査区の東部北側，B5f7区。

重複関係　本跡は，第17号住居跡と重複している。本跡が第17号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

壁溝　南西コーナー部を除いて確認された壁際にわずかに痕跡が残る。

床　ロームブロックやローム粒子を含む黒褐色土の貼床で，ほぼ平坦である。

遺物　土師器片3点が出土しているが，いずれも細片である。

所見　本跡は，南西コーナー部とみられる床面と壁溝の一部が残るだけで，しかも北東側が調査区外に延びて

いるため，規模，平面形，主軸方軋　壁及び覆土等ほ不明である。第17号住居跡との重複関係から平安時代

（9世紀前半）より古いと考えられるが，出土遺物が少なく細片であるため，詳細な時期は不明である。

第臓考住居跡（第57◎58図）

位置　調査区の東部南側，B5i6区。

重複関係　本跡は，第20号住居跡と重複している。本跡が第20号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　南西コーナー部が調査区外にあるが，長軸3．2恥　短軸3．1mの方形とみられる。

主軸方向　N－200－W

壁　壁高は6～16cmで，外傾して立ち上がる。

床　黒褐色の貼床で，ほば平坦である。竃前面から中央付近にかけて踏み固められている。

寵　北西壁中央に付設されており，袖部から煙道部の上面にかけて黄褐色粘土が残っている。袖部は左抽部が

わずかに残る程度で，右袖部は耕作により撹乱されている。火床部はややくぼむがほぼ平坦である。煙道部

は撹乱されており形態は明確でないが，壁から約30cm突出している。覆土は，9層からなる。

竃土層解説

1黒褐色　焼土ブロックe焼土粒子◎炭化物少量　　　　　　　6　黒褐色　粘土粒子少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　焼土粒子eローム粒子少量　　　　　　　　　　　　7　黒褐色　ロームブロック中量，焼土粒子eローム粒子少量

3　黒褐色　焼土ブロック◎粘土ブロック中量，焼土粒子少量　　8　黒褐色　焼土ブロック◎焼土粒子中量，粘土粒子微量

4　黒褐色　焼土ブロック◎粘土粒子中量　　　　　　　　　　　9　黒褐色　粘土ブロック中量，粘土粒子少量

5　極暗褐色　焼土粒子e粘土粒子少量

覆土　3層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，焼土ブロック◎炭化粒子微量

2　黒褐色　焼土粒子◎ローム粒子少量，炭化物微量

3　黒　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片97点9　須恵器片13点き　灰粕陶器片2点及び粘土塊2点が出土している。第58図2の賓は竃の覆

土内から，3と4の嚢は南東コーナー部付近の床面から出土している。

所見　本跡は，8世紀後半の第20号住居跡の上に構築されていること及びその出土遺物から平安時代（10～12

世紀）の住居跡と考えられる。

第19号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 e色調 ◎焼成 備　　 考

第58図
高台付塔 B （2．5） 底部，体部片。高台部欠損。 平 体部内 ◎外面横ナデ。 底部高台 長石 ◎スコリア P 807　25％

1 土 師 器 底。体部は内攣 して立ち上がる。 貼り付け後，ナデ。ロクロ成形。 にぷい橙色

普通

覆土
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第58図　第19号住居跡出土遺物実測図

図版 番号 器　 種 計測値（皿） 器形 の特徴 手法 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 58図

2

喪 A 〔2 1．7〕 休部，ロ縁部 片。休 部 は内攣 して ロ縁部内 ・外面横 ナ デ。 体部 内 小礫 ・長石 ・スコリア P L 3 2

土 師 器 B （2 5．2） 立ち上 が り，わずか に外傾 して ロ 面斜 方向の ナデ。 休部 外面 縦 方 にぷ い橙色 P 8 15　 3 0％

縁 部に至 る。ロ綾部 との境 ににぷ

い稜があ る。ロ縁 部 は外反す る。

向のへ ラ削 り。平 行 叩 き目 の よ

うな圧痕 があ る。

普通 寵覆土

3

喪 A 〔17．の 休 部， ロ綾部片。 休 部 は内攣 し ロ縁部 内 ・外面槙 ナデ。 休 部 上 砂粒 ・スコ リア P L 3 2

土 師 器 B　 1 9．8 て立ち上が り，休 部上 位 に最 大 位外面 板状工具に よ る構 ナ デ， にぷ い黄橙色 P 8 16　 3 5％

C 〔10．6〕 径 がある。 口綾部 は外反 する。 下位縦方 向のへ ラ削 り。 ロ ク ロ

成形。

普通 床面

外面 煤付着

4

窺 B （11．5） 底部 ・休部 下位片。 丸底 。 休 部 休部 ・底部 外面平 行 叩 き， 内 面 長石 ・石英 P L 32

須 恵 器 は内増 して立 ち上が る。 の一部 にあて具痕 あ り。 灰オ リーブ色

黒斑あ り

良 好

P 8 1 1 1 5％

床面

自然粗 焼き台付着
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第m号住居跡（第57◎59図）

位置　調査区の東部南側，B5h5区。

重複関係　本跡は，第19号住居跡及び第124号土坑と重複している。本跡が第19号住居跡及び第124号土坑に掘

り込まれており，本跡が3遺構の中で最も古い。

規模と平面形　長軸3．9m，短軸3．8mの方形である。

主軸方向　N－170－W

壁　壁高は34～40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。壁際を除いて全体的に良く踏み固められている。

だッ匝　径約25cmの円形で，深さは床面から約27cmである。位置から柱穴と考えられる。

竃　北壁中央（竃1）とその西側（竃2）の2か所に竃がある。竃1は火床部と構築材の粘土をわずかに残す

だけで，袖部等はない。火床部はわずかにくぼみ，煙道部は壁から約20cm突出し，外傾して立ち上がる。竃

にはぷい褐色粘土によって構築されている。第124号土坑によって左袖部が破壊されているが右袖部が残っ

ている。火床部は平坦で，煙道部は外傾して立ち上がるが壁からわずかに突出する程度である。出土状況や

土層セクションからみて，竃1から竃2に作り替えられたと考えられる。覆土は，26層からなる。土層1～

11は竃2覆二L　土層12～26は竃1覆土及び竃2の構築材の流れ出しの層と考えられる。

壌土層解説

1　極暗褐色

2　明赤褐色

3　暗赤褐色

4　黒褐色

5　黒褐色

6　褐　　色

粘土ブロック

粘土ブロック

焼土粒子少量，

焼土粒子少量，

粘土粒子中量，

粘土粒子多量，
且
盛

7　暗赤褐色　焼土粒子中量，

ローム粒子少量，焼土粒子微量

焼土ブロック◎粘土粒子微量

焼土ブロック◎粘土粒子微量

焼土粒子少量，ローム粒子微量

粘土ブロック中量，焼土ブロック少

灰◎粘土粒子少量

8　赤褐色　粘土ブロック

9　黒　　色　焼土粒子微量

10　黒褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量

11黒褐色　粘土ブロック◎焼土ブロック中量

12　黒褐色　粘土ブロック◎ローム粒子中量，焼土ブロックe炭

化物微量

13　暗褐色　粘土粒子中量，粘土ブロック少量，焼土ブロック微
＿鼠
月邑

14　黒褐色　粘土粒子中量，焼土粒子e炭化物微量

15　褐　　色　焼土粒子多量，焼土ブロック中量
16　暗赤褐色

17　黒褐色

18　にぷい褐色

19　暗赤褐色

20　暗赤褐色

21暗赤褐色

粘土粒子中量，焼土粒子少量，粘土ブロック微量

粘土粒子少量，焼土粒子微量

粘土ブロック多量

焼土ブロック◎粘土粒子中量

粘土粒子多量，焼土ブロック少量

粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化物微量

22　黒褐色　粘土粒子e焼土粒子中量

23　褐　　色　粘土ブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

24　黒褐色　ローム粒子少量

25　暗赤褐色　粘土粒子◎焼土ブロック中量

26　極暗褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量

覆土　8層（土層4～11，土層1～3は重複する第19号住居跡覆土）からなる。ロームブロックを多量に含む

層（土層7）があることから一部人為堆積とみられる。

土層解説

4　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

5　黒　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒子微量

6　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

7　暗　褐　色　ロームブロック多量，焼土粒子◎炭化粒子微量

8　黒　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子◎炭化粒子微量

9　オリーブ褐色　ロームブロック◎ローム粒子多量

10　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

11黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片622点，須恵器片70息　縄文土器片4息　弥生土器片6息　鉄棒1点及び粘土塊5点が出土し

ている。第59図4の盤　5の蓋及び6の嚢は本跡の南西乳　第19号住居跡の竃周辺の貼床下から出土してい

る。

所見　本跡は，出土遺物から奈良時代（8世紀後半）の住居跡である。
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第5　図　第錮号住居跡出土遺物実測図

第20号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第59図 琢 A 〔15．郎 底部～日録部片。平底。体部は 口縁部，体部内◎外面横ナデ。 長石◎石英 P813　20％

1 土師器 B　　4．9

C 〔6．6〕

外傾して立ち上がり，口緑端部

に至る。

底部回転糸切り。ロクロ成形。 にぷい橙色

普通

撹乱土

2

皿 A　lO．1 平底。体部は内攣して立ち上が 目線部，体部内◎外面槙ナデ。 石英◎長石◎雲母 P814 10％

土師器 B　　2．4

C　　5．5

り，口綾部は外傾する。口縁部

内面ににぷい稜がある。

底部回転糸切り。 浅黄橙色

普通

撹乱土

3

土不 A 〔15．8〕体部，目線部片。体部は外傾し 口綾部，体部内◎外面横ナデ。 長石◎石英 P808 10％

須恵器 B （4．2）て立ち上がり，口綾部はわずか

に外反する。

灰黄色

良好

覆土

4

盤 A　22．4 底部～ロ綾部片。底部は皿状で，口綾部，体部内◎外面横ナデ。 砂粒◎長石 P L32

須恵器 B　　4．5 ハの字状に開く高台が付く。体 見込み部分に自然柚付着。 オリーブ灰色，黒 P809　40％

D 〔14．0〕部は外傾して立ち上がり，口縁 斑あり 覆土中層

E　 l．5 部はわずかに外反する。 良好 （S I19貼床下）

5

蓋 A 〔18．0〕日録部～つまみ部片。中央部が 天井部回転へラ削り。目線部内e 砂粒・長石 P L32

須恵器 B　　5．4 突出した宝珠形のつまみが付く。外面横ナデ。 灰色 P810　40％

天井部は平坦で，ロ縁端部は屈

曲する。

良好 覆土中層

（S I19貼床下）

6

嚢 B （10．5）休部上位片。休部上位は内傾す 外面自然粕付着。 砂粒◎長石 P812　5％

須恵器 る。 灰オリーブ色，黒

斑あり

良好

覆土中層

（S I19貼床下）
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第21号住居跡（第60図）

位置　調査区の東部南側，B5g。区。

床　竃の前面に硬化した床面の一部を確認した。ほぼ平坦である。

竃　赤色硬化した火床部の一部を確認した。規模や形態は不明であるが，床面の広がりから住居の北側に付設

されていたと考えられる。

遺物　土師器片48点，須恵器片2点及び鉄棒2点が出土している。第60図2の坪と3，4の高台付杯は床面か

ら出土している。5，6は土師器皿の底部片である。底部に回転糸切り痕を残す。

所見　本跡は，耕作による撹乱のため竃の火床部と床面の一部を残すだけである。規模，平面形，主軸方向，

壁及び覆土等は不明である。出土遺物から平安時代（10～12世紀）の住居跡と考えられる。

⑥④

＼、＼、＼、」亨ノノ完

2m

トー…・・十－　　」

＼と＝圭≡己

第60図　第21号住居跡・出土遺物実測図

第21号住居跡出土遺物観察表

5　　　　　虎感払　6

」　　　」　　　！

図版番号器　種計測値（Ⅷ） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第60図 杯 A〔14．8〕休部，口綾部片。休部は内攣しロ綾部，体部内・外面槙ナデ。砂粒・長石 P818　20％

1 土師器B　　3．3て立ち上がり，口縁部は外反す

る。

ロクロ成形。 浅黄橙色

普通

撹乱土

2

杯 A〔10，1〕休部，口綾部片。体部は内攣し口綾部，体部内・外面横ナデ。砂粒・長石 P81915％

土師器B（4．1）て立ち上がり，ロ綾部は外反す

る。

ロクロ成形。 灰黄褐色

普通

床面

3

高台付杯A〔9．2〕高台部～口縁部片。高台は八のロ綾部，体部内・外面横ナデ。長石・雲母 PL32

土師器B　　4，1字状に開き，休部は内増して立高台貼り付け後，ナデ。内面黒橙色 P820　40％

D　　5．5

E　1．2

ち上がる。口縁部はわずかに外

反する。

色処理。ロクロ成形。 普通 床面

4

高台付杯B（2．の高台部～休部片。高台は八の字体部内・外面槙ナデ。高台張り砂粒・長石・スコリアPL32

土師器D　　7．8状に開き，接地面に凹線を施す。付け後，ナデ。ロクロ成形。 橙色 P817　30％

E　l．4体部は内増して立ち上がる。 普通 床面
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第23号撞贋跡（第61◎62図）

位置　調査区の東部中央，B5f5区。

規模と平面形　長軸3。8mタ　短軸3。2mの長方形である。

主軸方向　N－170－W

壁　壁高は20～46cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　部分的に巡る。上幅約舗cm　下幅的用cm　深さ　～舗cmで　断面形はU字状あるいはⅤ字状である。

床　ほぼ平坦。繭東壁中央寄りにたかまりがある。位置から出入り口部と考えられる。

魔　北西壁中央に付設されている。浅黄色粘土によって構築されており，焚口部及び袖部の残りが良い。火床

部は皿状でわずかにくぼむ。煙道部は壁から的翻cm突出してお軋　緩やかに外傾して立ち上がる。覆土は，

蟻層からなる。土層10は焚Ⅲの天井乳　土層5◎12◎14は天井部の崩落土層と考えられる。

竃土層解説

1黒　褐　色　粘土ブロック。ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒　褐　色　粘土粒子多量，粘土ブロック。ローム粒子少量，

焼土粒子微量

3　黒　褐　色　焼土粒子多量，粘土粒子中量，ローム粒子少量，

炭化物微量

4　暗　褐　色　粘土粒子多量，粘土ブロックeローム粒子中量，

焼土粒子少量

5　灰黄褐色　粘土ブロック・粘土粒子多量，焼土粒子中量，ロ

ーム粒子少量

6　灰黄褐色　ローム粒子中量，粘土粒子少量，焼土粒子微量

7　極暗褐色　焼土粒子多量，焼土ブロック中量，ローム粒子少

鷺丑．8層からなりタ　自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　焼上粒子。ローム粒子少量，ロームブロック微量

2　暗褐色　黒色土ブロック中量，ロームブロック少量，焼土ブロ

ック微量

3　暗褐色　ロームブロック中量，焼士粒子。黒色土ブロック微量

4　黒褐色　黒色土ブロック中量，ローム粒子少量

8　黒　褐　色

9　暗　褐　色

10　浅　黄　色

11極暗赤褐色

12　暗赤褐色

13　暗赤褐色

14　赤　褐　色

15　暗赤褐色

量，炭化物微量

粘土ブロックeローム粒子少量，焼土粒子微量

粘土ブロックe焼土ブロックeロームブロック中量，

炭化物微量

粘土層

粘土粒子。焼土粒子微量

粘土ブロック多量，焼土粒子微量

粘土粒子微量

粘土層

粘土ブロック。焼土ブロック微量

16　極暗褐色　焼土ブロックeローム粒子微量

5　褐　色　黒色土ブロック。ローム粒子多量，ロームブロック中量

6　黒褐色　黒色土ブロック多量，ローム粒子中量

7　黒褐色　黒色土ブロック多量，ローム粒子少量

8　黒褐色　ロームブロック・ローム粒子中量

遺物　土師器片483息　須恵器片飢点　縄文土器片　息　弥生土器片　点及び粘土塊4点が出土している。第

62図2の輝は竃前の床面から，3の塔は竃覆土内から出土している。また，1の賓は竃左袖部前の覆土下層

と竃前の覆土中層の2か所から別々に出土したものが接合した。

所農　本跡は診　出土遺物から奈良時代（8世紀前半）の住居跡である。

第23号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器形 の特徴 手法 の特徴 胎士 e 色調 e 焼成 備　　 考

第62図 聾 B （24．2） 休 部片 。休部 は内 攣 して立 ち上 休 部内面，休部外面上位構 ナデ。 長石 e石英 e 雲母 P L 3 2

1 土 師 器 が り， 体部上位 に最大径がある。 体部外 面下位縦方向の磨 き。 灰黄褐色

普通

P 82 2　 3 0％

i覆土下層～中層

2

塔 A　 14．8 平底。休部 は外傾 して 立 ち上 が 口縁部， 体部内 ・外面 構 ナデ。 砂粒 ・海綿骨針 P L 32

須 恵 器 B　　 4．5 り， 口縁部 はわずかに外反す る。 底部回転 へ ラ切 り後， 外周 部 の 灰色 P 8 2 3　 8 0％

C　　 9．3 み回転 へラ削 り。 良好 床面

底部 へ ラ記 号あ り
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A

c

可　　　可

第61図　第23号住居跡・竃実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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0　　　　　　　　　　　　　　　1m

l i　　　　！

図版番号器　種計測値（cm）器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第62図
杯A　13．3平底。休部は直線的に外傾し，口縁部，体部内・外面横ナデ。砂粒・海綿骨針PL32

3須恵器B　　4．8ロ綾部はわずかに外反する。底部回転へラ切り後，手持ちへ灰色 P824　80％

C　　8．3 ラ削り。 良好 竃覆土
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二二：
第62図　第23号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値（①） 器形の特徴 手 法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第6 2図 杯 A 〔12．釦 底部～ ロ縁 部片。平 底。 休 部 は 口綾部，体部 内 ・外 面横 ナ デ。 砂粒 ・ス コ リア P L 3 2

4 須 恵 器 B　　 4．5 直線的 に外傾 して立 ち上 が り， 底部手持 ちへ ラ削 り。 灰黄色 P 8 25　 45％

C 〔8．6〕 ロ縁端部 に至 る。 良好 覆土

5

高台付塔 A 〔16．2〕 底部～ 口縁部 片。 高 台部 欠損 。 日録部，体部内 ・外 面槙 ナデ。 砂粒 P 8 27　 30％

須 恵 器 B （ 5．0） 皿状の底部。 底部 と休 部 の境 に 底部高台貼 り付 け後 ， 回 転 へ ラ 灰色 覆土中層

稜があ る。休部 は外 反 して 立 ち

上が り， 口縁部 は外 傾す る。

削 り。 良好

第24号住居跡（第63図）

位置　調査区の中央部東側，B5e2区。

重複関係　本跡は，第25A号住居跡と重複している。本跡

の床が第25A号住居跡の覆土上に延びていることから本

跡が新しい。

床　ほぼ平坦である。

所見　本跡は，耕作による撹乱が著しく床面の一部を残す

だけである。そのため規模，平面形，主軸方向，壁及び

覆土等は不明である。重複関係から平安時代（10～12世

紀）の第25A号住居跡よりも新しいが，伴う遺物がない

ため時期は不明である。

ー90－

て－＼し＿＿＿、⑥
Sl25A

一転¢
＼

I S124

／八、＼＼ ＼

＼＼、ノ
＼、J　ノ

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－　！

第63図　第24号住居跡実測図



第鏑糸考住居跡（第64⑳65図）

位置　調査区の中央部東側9　B5e2区。

重複関係　本跡は9第24，25B学25C号各住居跡及び第127号土坑と重複している。本跡の床が第25C号住居

跡の床面の上に構築されており，本跡の覆土上に第24号住居跡の床が延びている。また9本跡が第25B号住

居跡に掘り込まれており，さらに，第127号土坑は第25B号住居跡の床面を掘り込んでいる。以上のことか

ら9　本跡は第25C号住居跡より新しく，第24，25B号各住居跡及び第127号土坑より古い。

規模と平面形　北西側が第25B及び25C号住居跡との重複によって確認できなかったため，正確な規模や平面

形は不明であるが9　柱穴の配置から長軸約4．3m，短軸3。5mの長方形と推定される。

主軸方向　N－160－W

壁　壁高は15～18cmでタ　ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認した壁際にはすべて壁溝が巡っており，ほぼ全周するものと考えられる。上幅約25C払下魔約10cm9

深さ約はcmで　断面形はU字状である。

床　ほぼ平坦である。第25C号住居跡と重複する部分はロームブロックの貼床となっている。

陛ッ睦　4か所（Pl～P4）。径約40～60cmの不整円形か不整楕円形で，深さは約60～90cmである。位置や深さ

から，柱穴と考えられる。

覆土　8層からなる。堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　色　焼土粒子。ローム粒子。炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量夕　焼士粒子◎炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子多量，ロームブロック中量，焼土粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子中量

5　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

6　極暗褐色　焼土粒子◎ローム粒子微量

7　極暗褐色　ローム粒子微量

8　黒　　色　ローム粒子微量

遺物　土師器片飢嵐須恵器片閥点　弥生土器片6点及び鉄棒温点が出土している。第65図2の輝と6の甑

は中央部北寄りの床面から，5の賓は中央部南寄りの床面から，それぞれ出土している。また，3の賓は中

央部北寄りの覆土中層出土の破片と第25B号住居跡出土の破片が接合している。7は土師器の塔底部片で9

底部は回転へラ切りである。8ば土師器の高台相棒底部片である。内面に磨きが施され黒色処理されている。

底部は回転糸切りである。

所農　本跡は，重複関係及び出土遺物から平安時代（10～12世紀）の住居跡と考えられる。

第25A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形 の特徴 手法 の特徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第65図

1

土不 A 〔13．8〕 平 底。休部 は内攣 して立 ち上 が 臼縁 部， 休部外面槙 ナ デ。 体 部 長石 ・海綿骨針 P L 33

土 師 器 B　　 3．7 り， 日録部 は外傾す る。 外面下位 ，底部外 周回 転 へ ラ削 にぷ い黄橙色 P 82 8　60％

C　　 5．4 り。底部 回転へ ラ切 り。 内面 黒

色処理。 ロク ロ成 形。

普通 覆土

2

土不 A 〔12．7〕 平底。体部 は内攣 して立 ち上 が ロ綾部，体部外面桟 ナデ。 休部， 砂粒 ◎海綿骨針 P L 3 3

土 師 器 B　　 4．0 り， 口綾部 は外傾す る。 底 部内面磨 き。底 部 回転 へ ラ切 にぷい橙色 P 829 ，60％

C　　 7．1 り。 内面黒色処理。 ロクロ成 形。 普通 床面
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第64図　第25号A・B号住居跡，第25日号竃実測図
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第65図　第25A号住居跡出土遺物実測図

図版 番号 器　 種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第65図 要 A 〔19．5） 休部上 位， ロ縁部片。 休部 上 位 ロ縁部 内 ・外面， 体部 内面 積 ナ 長石 ・雲母 P L 33

3 土 師 器 B （9．6） は内傾 して立 ち上が り， ロ綾 部 デ。休部外面縦方 向のへ ラ削 り。 にぷい橙色 P 8 3 1 15％

は外反す る。 普通 覆土 中層

4

蛮 A 〔2 0．の 休部上位， ロ縁部片 。 休 部 上位 ロ縁部内 ・外面， 休部 内 面 槙 ナ 長 石・雲母 ・スコリア P 8 32　 5 ％

土 師 器 B （5．4） は内傾 して立 ち上 が り， ロ綾部

は外反す る。

デ。 休部外面縦方 向のへ ラ削 り。 にぷい橙色

普通

覆土

5

要 B （15，5） 底部， 休部下位片。 丸底 。 体 部 休部 ・底部外面平行 叩 き。 内面 長石 P L 3 3

須 恵 器 は内野 して立ち上が る。 あて具痕 。 灰色

良好

P 8 33 15％

床面
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第65図

6

甑 A 〔38．0〕 体部上位，口綾部片。休部 はわ 日録部，体部内 ◎外面横ナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 P L 33

須 恵 器 B （16．2） ずかに内攣 しなが ら外傾 して立 灰黄褐色 P 837　 5％

ち上がり，口縁部は横方向につ

まみ出されている。把手が付 く。

良好 床面

第踊院号住居跡（第64◎66図）

位置　調査区の中央部東側，B5dl区。

重複関係　本跡は，第25Å9　25C号住居跡及び第1279　且51号土坑と重複している。本跡が第25A，25C号住居

跡及び第151号土坑の上に構築されており，第127号土坑に掘り込まれていることから，本跡は第25A，25C

号住居跡及び第151号土坑より新しく，第127号土坑より古い。

規模と平面形　北側が調査区外に延びているため正確な規模と平面形は不明であるが9　主軸最4。6mの方形か

長方形と推定される。

主軸方向　N－900－W

壁　壁高は13～22cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　西壁の一部にある。上幅約16cm，下幅約10cm，深さ約8cmである。

床　わずかに凹凸があるが，ほぼ平坦である。壁際を除いて全体的に踏み固められている。

竃　東壁のやや南寄りに付設されている。黄褐色粘土で構築されており，柚部はわずかに残る。火床部はほぼ

平坦。煙道部は壁から約80cm突出しており，緩やかに外傾して立ち上がる。覆土は，4層からなる。

竃土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック。ローム粒子。粘土粒子微量　　　　3　暗赤褐色　粘土粒子中量，粘土ブロック。焼土粒子少量

2　暗赤褐色　粘土粒子中量，焼土ブロック◎焼土粒子少量　　　　4　にぷい赤褐色　粘土粒子多量，焼土粒子中量

覆土　6層（土層9～14，土層1～8は重複する第25A号住居跡覆土）からなり，自然堆積である。

土層解説

9　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子。灰白色粘土粒子微量　　　　　　　　　　色粘土粒子微量

10　黒褐色　焼土粒子eローム粒子少量　　　　　　　　　　　　13　黒褐色　焼土粒子eローム粒子◎灰白色粘土粒子少量，ローム

11極暗褐色　ローム粒子少量，灰白色粘土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　ブロック微量

12　黒　　色　灰白色粘土ブロック少量，ローム粒子・灰白　　　　14　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片247点，須恵器片26点，弥生土器片6点及び管状土錘1点が出土している。床面からの出土遺

物は細片で，器形が推定できるような遺物は出土していない。第66図6の婆は竃覆土内から出土している。

所見　本跡は，重複関係及び出土遺物から平安時代（10～12世紀）の住居跡と考えられる。

第25B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 。焼成 備　　 考

第66図 圭不 B （2．4） 底乳　 体部下位片。平底。＿休部 体部内 ◎外面横ナデ。 底部回転 長石 ◎石英 P 834　20％

1 土 師 器 C 〔5．8〕 は内攣して立ち上がる。 糸切り。ロクロ成形。 浅黄橙色

普通

覆土中層

2

塔 A 〔14．0〕 休部，ロ綾部片。休部 は内攣 し 目線部内 ・外面，休部外面横ナ 長石 ・海綿骨針 P 839 10％

土 師 器 B （3．6） て立ち上がり，目線部 はわずか デ。体部，底部内面磨 き。 内面 にぷい橙色 覆土

に外反する。 黒色処理。ロクロ成形。 普通
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第66図　第25B号住居跡出土遺物実測図

10cm
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図版番号器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第66図

3

高台付土不A〔14．1〕高台部～ロ綾部片。高台は低く，口縁部内・外面，休部外面横ナ長石・石英・雲母PL33

土師器B　　4．6ハの字状に開く。休部は内攣しデ。休部，底部内面磨き。高台にぷい黄橙色P835　60％

D　　6．6て立ち上がり，ロ綾部は外反す貼り付け後，ナデ。内面黒色処普通 覆土

E　　O．8る。 理。ロクロ成形。

4

高台付塔B（6．1）高台部～体部片。ハの字状に開休部外面槙ナデ。休部，底部内長石・雲母 PL33

土師器D　　9．0く足高の高台が付く。休部はわ面放射状の磨き。高台貼り付け浅黄橙色 P830　40％

E　　2．0ずかに内轡しながら外傾する。後，ナデ。内面黒色処理。 普通 覆土

5

皿A〔9．㊥底部～口綾部片。平底。休部は口縁部，体部内・外面槙ナデ。長石・石英・雲母P842　30％

土師器B　l．7

C〔5．釦

外傾して立ち上がり，口縁端部

に至る。

底部回転糸切り。 にぷい橙色

普通

覆土

6

窺A〔21．2〕休部，口綾部片。休部はわずかロ縁部内・外面槙ナデ。休部内面長石・雲母・スコリアPL33

土師器B（17．1）に内野しながら外傾して立ち上上位横ナデ，下位斜方向のナデ。灰黄褐色 P836　20％

がり，短い口綾部は外反する。休部外面上位板状工具によるナ

デ，下位へラ削り。ロクロ成形。

普通 寵覆土

7

脚付土器B（10．の底部，休部下位片。脚部欠損。休部外面縦方向のへラ削り。小礫・砂粒・長石P838　5％

土師器C〔12．4〕平底。休部下端に脚が付く。体 にぷい黄橙色覆土中層

部は内饗して立ち上がる。 普通 底面煤付着

図版番号種　別
計　　　測　　　値

出土地点 備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm）最大径（cm）重量屯）

8 管状土錘3．5 2．0 13．8覆　　　土PL33　DP4　孔径5．0m皿
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第25C号住居跡（第67図）

位置　調査区の中央部東側，B5d2区。

重複関係　本跡は，第25A，25B号住居跡及び第127号土坑と重複している。本跡が第25A，25B号住居跡の

下に構築されており，第127号土坑に掘り込まれていることから，本跡が4遺構の中で最も古い。

規模と平面形　北側が調査区外に延びているため正確な規模と平面形は不明であるが，3か所のコーナー部を

確認したことから，一辺4．5mの方形とみられる。

主軸方向　N－430－W

」し41．0．¶

T、　‾‾l＝

第67図　第25C号住居跡・竃・出土遺物実測図
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壁　壁高は19～25cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　西コーナー部にのみ確認した。上幅約25C恥　下幅約15C恥　深さ約5cmである。

床　ほぼ平坦である。ロームブロックの混じる暗オリーブ褐色の貼床である。

だッ匪　2か所（Pl，P2）。Plは径約50cmの円形で，深さは40cmである。南東壁中央の壁際にあり，位置か

らみて出入り口ピットと考えられる。P2は径約45cmの円形で，深さは18cmである。性格は不明である。

竃　北西壁中央に付設されている。第25B号住居跡によって上部を削平されており，竃の下部を残すだけであ

る。黄褐色粘土によって構築されており，袖部は壁から約50cm内側に突出する。火床部は平坦で，煙道部に

向かって緩やかに立ち上がる。煙道部は削平されており不明である。覆土は，4層からなる。

竃土層解説

1　黒褐色　焼土粒子中量，焼土ブロック◎ローム粒子微量

2　黄褐色　粘土粒子多量，粘土ブロック中量，焼土粒子少量

3　赤褐色　焼土粒子◎ローム粒子多量，ロームブロック少量，焼土ブロック微量

4　灰褐色　灰多量，粘土粒子少量，焼土ブロックのローム粒子微量

覆土　ほとんど重複する住居跡によって削平されており，3層だけ確認した。堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒　色　ローム粒子微量

2　黒　色　焼土粒子◎ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子◎炭化粒子微量

遺物　土師器片151点，須恵器片10息弥生土器片3点及び鉄棒1点が出土している。第25A及び25B号住居

跡によって掘り込まれているため，遺物童が少ない。第67図3の婆は中央部の第25A号住居跡の床下から出

土している。

所見　本跡は，重複関係及び出土遺物から古墳時代（7世紀前半）の住居跡である。

第25C号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手 法の特徴 胎土 e 色調 e 焼成 備　　 考

第 67図
埠 A 〔12．2〕 体部， 口綾部 片。体 部 は 内攣 し 目線部内 ◎外面横 ナ デ。 体 部 内 長石 ・石英 ・雲母 P 84 1 1 0％

1 土 師 器 B （3．の て立 ち上 が り，口縁 部 との境 に 面磨 き，外面 へ ラ削 り。 内 面 黒 灰 褐色 覆土

稜が ある。 目線部 は直 立 す る。 色 処理。 普通

2

碧 A 〔17．2〕 体 部，口綾部片。 休 部 は内 攣 し 日録部内 ◎外面， 体部 内面 斜方 長石 ◎スコリア◎雲 母 P L 3 3

土 師 器 B （22．の て立 ち上が り，下 位 に最 大 径が 向のナデ。体部外 面縦 方 向 の へ 灰黄褐色 P 84 5　 30％

ある。 口綾部 は外反す る。 ラ削 り。 普通 覆土

3

蛮 A 〔19．4〕 体部上位， 口綾部片 。 体 部上 位 口綾部，休 部上位 内 ◎外 面横 ナ 長石 ・スコリア・雲母 P 84 4　 5 ％

土 師 器 B （4．6） は内傾 して立 ち上が り， 口綾 部

は外反す る。

デ。 にぷ い褐色

普通

覆土中層

第錮号住居跡（第68図）

位置　調査区の中央部東側，B5f2区。

竃　赤色硬化した火床部を残すだけであるため，形態等は不明である。竃の南側に床の上面が剥がれたものと

恩われる硬化面が確認できたので，竃は住居の北側に付設されていたものとみられる。

所見　本跡は，竃の火床部と竃の構築材の一部を残すだけであるため，規模，平面私主軸方軋　壁及び覆土

等は不明である。また，出土遺物がないため時期も不明である。

－97－



第錮号住居跡（第68図）

位置　調査区の中央部東側，B5e2区。

床　竃の南側とその西側にかけて踏み固められた床面を確認した。

奄　赤色硬化した火床部を残すだけであるため，形態等は不明で

ある。竃の南側に床があることから，竃は住居の北側に付設さ

れていたものとみられる。

所見　本跡は，竃の火床部と床の一部を確認しただけであるため，

規模，平面形，主軸方向，壁及び覆土等は不明である。また，

出土遺物がないため時期も不明である。
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第68図　第26027号住居跡実測匪

第28号住居跡（第69図）

位置　調査区の中央部東側，B5el区。

規模と平面形　南西部に電柱があり一部を確認できなかった。そのため正確な規模や平面形は不明であるが，

3か所のコーナー部を確認したことから，長軸3．0m，短軸2。8mの不整方形と推定される。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は12～20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　やや凹凸が目立っ。中央部は良く踏み固められている。

竃　北壁のやや東寄りに付設されている。黄白色粘土で構築された抽部が残存する。火床部は皿状でややくぼ

み，煙道部は外傾して立ち上がる。覆土は，14層からなる。

寵土層解説

1極暗褐色　焼土ブロック◎焼土粒子中量，粘土粒子少量，炭　9　暗赤褐色　焼土ブロックの焼土粒子中量，粘土粒子少量

化物微量

2　極暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土ブロックe粘土粒子微量

3　暗赤褐色　灰多量，粘土粒子中量，焼土粒子少量

4　黒　褐　色　焼土粒子◎粘土粒子少量

5　明赤褐色　粘土ブロック層

6　暗赤褐色　焼土粒子e粘土粒子少量

7　赤　褐　色　粘土ブロック層

8　黒　褐　色　粘土ブロック中量，焼土ブロックe焼土粒子少量

10　黒　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子少量，焼土ブロック微量

11黒　褐　色　粘土粒子中量，粘土ブロックe焼土粒子◎ローム粒

子少量

12　極暗赤褐色　焼土ブロック◎粘土粒子中量，ローム粒子微量

13　暗赤褐色　焼土ブロック◎焼土粒子中量

14　暗赤褐色　焼土粒子多量，粘土ブロック中量，焼土粒子少量

覆土　5層からなり，自然堆積とみられる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　暗オリーブ褐色　ローム粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

4　黒　　　　色　ローム粒子中量，黄白色粘土ブロック微量

5　黒　褐　色　ローム粒子多量，灰白色粘土粒子微量

遺物　土師器片36点　須恵器片23点及び弥生土器片1点が出土している。第69図1の埠は北東コーナー部の床

面に正位に置かれたような状況で出土している。また，2の高台付塔は竃前の覆土下層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から奈良時代（8世紀後半）の住居跡である。
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第69図　第28号住居跡・竃・出土遺物実測図

第28号住居跡出土遺物観察表

1m

Lニー　　；　　」

10cm

」　　；　　－」

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第69図
土不 A　 13．8 平底。休部は下部で屈曲し，口 口綾部，体部内・外面槙ナデ。 小礫・砂粒 P L33

1 須恵器 B　　4．3

C　　7．2

縁端部まで直線的に外傾する。 休部下端，底部回転へラ削り。 灰色

良好

P846 100％

覆土

2

高台付塔 A 〔15．1〕底部～口綾部片。高台部欠損。 口縁部，体部内・外面槙ナデ。 小礫・海綿骨針 P L33

土師器 B （4．の 平底。休部下部で屈曲し，口線 底部回転へラ削り。 にぷい褐色 P847　30％

部は外反する。 良好 覆土下層
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第調号住居跡（第開園）

位置　調査区の中央部東側，B4e。区。

重複関係　本跡は　第　号擁立柱建物跡及び第摘号土坑と重複している。土層によって新旧関係を把握する

ことはできなかったが，掘立柱の経穴や土坑の上面には本跡の床と恩われる硬化面等ほ確認できなかったの

で，本跡が3遺構の中で最も古いと考えられる。

規模と平面形　電柱があり南東壁の一部を確認できなかったが9　品軸5．0m，短軸4．9mの方形である。

主軸方向　N－390－W

壁　壁高は10～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上編的翫cm　下幅的柑皿　深さ的摘cmで　断面形はU字状である。

床　ほぼ平坦。ロ…ムの床で，壁際を除いて全体的に良く踏み固められている。

ぽッ匪　4か所（Pl～P4）。径5～閥cmの円形あるいは不整楕円形で，深さは55～閥cmである。配置や深さか

ら，いずれも柱穴と考えられる。

奄　北西壁中央に付設されている。右袖部は痕跡を残す程度であるが9　左袖部は良く残っており，山砂と白色

粘土によって構築されている。火床部はほぼ平坦で学　赤色硬化している。煙道都は壁から外に突出せず9　緩

やかに外傾して立ち上がる。覆土は，6層からなる。

竃土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土ブロック中呈，粘土粒子少量　4　極暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土ブロック少量，粘土粒子微量

2　黒　褐　色　焼土粒子。粘土粒子少量　　　　　　　　　　　　5　黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子。粘土粒子微量

3　暗赤褐色　焼土ブロック層　　　　　　　　　　　　　　　　6　暗赤褐色　焼土ブロックeローム粒子少量

覆土　且且層からなる。覆土の含有物や堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子。炭化粒子・ロームブ　　6　明黄褐色　粘土ブロック層

ロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子。粘土ブロック少量，炭

2　黒　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子eロームブロック微量　　　　　　　　　　化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土ブロック・ロームブロック　　8　黒　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子。粘土粒子微量

。粘土ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　9　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子。粘土ブロック微量

4　黒　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，粘土ブロック微　10　にぷい赤褐色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，粘土e炭化粒子微

量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量

5　黒　　　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土ブロック。ロー　11黒　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

ムブロックe粘土ブロック微量

遺物　土師器片錆点　須恵器片柑点　縄文土器片　点　弥生土器片は点　土製支脚1点及び鉄浮温点が出土

している。遺物はいずれも細片である。第閥図　の賓は北壁の壁溝際の床面から出土している。

所農　本跡は9　ほぼ住居跡全体を調査できたにも関わらずタ　完形に近い遺物が皆無である。住居廃絶時に土器

類を完全に持ち去ったものと考えられる。時代は出土遺物が細片であるため，詳細な時期を特定するのが困

難であるが9　遺物と本跡の規模や主軸方向から古墳時代（7世紀前半）と考えられる。

第29号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ◎色調 ◎焼成 備　　 考

第70図 饗 A 〔10．0〕 体部上位，白線部片。 体部上位 口縁部，体部内 ・外面槙ナデ。 砂粒 P 848　 5％

1 土 師 器 B （6．3） は内傾 して立ち上が り， 口綾部

は外反する。

橙色

普通

床面
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第70図　第29号住居跡・寵・出土遺物実測図
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第71図　第30号住居跡・出土遺物実測図
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第3の号住居跡（第71図）

位置　調査区の中央部東側，B4C8区。

重複関係　本跡は　第柑号土坑と重複している。本跡が第132号土坑によって掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　本跡は，わずかな掘り込みと壁清及び床の一部を残すだけで，北側が調査区外に延びている。

そのため正確な規模や平面形は不明であるが，3か所のコーナー部を確認したことから長軸姐m，短軸3．6m

の不整長方形とみられる。

主軸方向　N－150－W

壁溝　住居跡の西側を半周する。上幅約20cm，下幅約10cm，深さ約用cmで　断面形はU字状である。

床　ほぼ平坦。上面の大部分が削平されており9　硬化面が部分的に残っているだけである。

竃　竃は確認できなかったが，北側の調査区際に竃の構築材と焼土の広がりが認められたことから，北壁に竃

が付設されている可能性が高い。

遺物　土師器片1亀点夕　須恵器片9点，弥生土器片3点及び粘土塊1点が出土している。第71図且の聾は商壁

際の床面や覆土下層から破片がまとまって出土している。2の不明土製品は片面に縄文が施されており，弥

生時代以前の遺物である可能性が高い。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代（6世紀後半）の住居跡と考えられる。

第30号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第71図

1

嚢 B （28．1） 底部，休部片。平底。体部は内 体部上位ナデ，下位斜方向の磨 長石 ・石英 ・雲母
l p L 33

土 師 器 C　　 8．2 攣して立ち上がる。体部上位に き。 橙色 P 860　50％

最大径があり，撃貞部 に向かって

内傾する。

普通 床面 ・覆土下層

図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値 巨 土地点

備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm ） 厚さ伝壷 重量①

2 不明土製品 （4．1） （3．4 ） 0．5 （0．5 ） 覆　　　 土 D P 5　 孔径4m m　 片面に縄文あり

第32号仁虐跡（第72図）

位置　調査区の中央部西側，B3C5区。

規模と平面形　南側が調査区外に延びているため正確な規模と平面形は不明であるが，一辺が3．5mの方形か

長方形と推定される。

主軸方向　N－00

壁　壁高は15～28cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

竃　北壁中央に付設されており，袖部は黄褐色粘土で構築されている。火床部は皿状でわずかに擦り込まれて

いる。煙道部は緩やかに外傾して立ち上がる。覆土は耕作による撹乱が著しく，堆積状況等は不明である。

覆土　6層からなり，自然堆積とみられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量

4　黒褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

5　褐　　色　ローム粒子多量

3　黒褐色　粘土ブロック中量，ローム粒子少量，ロームブロック微量　　　6　極暗褐色　ローム粒子中量
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遺物　土師器片69点，須恵器片36点，縄文土器片1点及び刀子1点が出土している。第72図1の賓は中央部の

覆土下層から，2の杯は竃前の床面から出土している。6は須恵器嚢の体部片である。外面に不明瞭な平行

叩きが施されている。

所見　本跡は，出土遺物から平安時代（9世紀前半）の住居跡である。
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第72図　第32号住居跡・寵出土遺物実測図
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第32号住居跡出土遺物観察兼

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形 の特徴 手法 の特徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

聾 A 〔2 0．2〕 体部， 白線部片。 体部 は内 攣 し 白線 部内 e 外面横 ナデ。 体部 内 長石 。スコリア。雲母 P 85 0 10％

第 72図

1
土 師 器 B （1 1．2） て立 ち上が り，上 位 に最 大 怪が 面 縦方向の ナデ，外面 へ ラ削 り にぷ い橙色 覆土下層

あ る。 口縁部 は外反 し， 端部 を

つまみ上 げ る。

後，ナデ。 普通

杯 A 〔13．0〕 体部 ，目線部片。休部 は内攣 して ロ縁部，体部 内 。外面横 ナデ。 長石 の海綿骨針 P L 3 3

2
須 恵 器 B （4．3） 立 ち上 が り， 口縁 部は外傾す る。 にぷい黄色

良好

P 8 5 1 40％

床面

褐色の付着物 あり

3

高台付杯 B （2．9） 高台部，底部片。 高 台 はハ の字 底 部回転へ ラ切 り。 高 台 貼 り付 長石 ・海綿骨針 P 85 2　 2 0％

須 恵 器 D 〔7．6〕 状 に開 く。底部 は皿 状 で， 厚 手 け後 ，ナデ。 灰 オ リーブ色 覆土中層

E　 l．7 であ る。 良好 底部 へ ラ記号あ り

4

盤 B （2月） 高 台部， 底部片。高 台 は八 の字 底部回転 へ ラ削 り。 高 台貼 り付 長 石 e 海綿骨針 P L 3 3

須 恵 器 D　　 7．0 状 に開き，接 地面が広 い。 底部 け後，ナデ。 黄 灰色 P 8 53　 30％

E　 l．2 は皿状で ある。 良好 覆土中層

図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値 巨 土地点

備　　　　　　　　　　　　 考序 さ（C壷 幅（cm ） 厚さ伝壷 重量伝）

5 刀　　 子 （3．6） 1．0 0．5 （3．6） 覆　　　 土 P L 46　M 26　鉄製　 茎部片

第鍼号住居跡　第開園）

位置　調査区の中央部西側，B3b2区。

重複関係　本跡は，第150号土坑及び第2号溝と重複している。本跡が第且50号土坑及び第2号溝によって掘り

込まれており，本跡が3遺構の中で最も古い。

規模と平面形　南東側が第150号土坑によって掘り込まれているため正確な規模と平面形は不明であるが9　品

軸3．0m，短軸2。8mの不整方形とみられる。

主軸方向　N－80－W

壁　壁高は8～20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　耕作による撹乱が著しいが，ほぼ平坦である。中央部に非常に硬く踏み固められた面が残る。

魔　確認できなかったが讐　北東コ…ナ一部付近の床直上から竃の構築材や焼土などが出土したことから9　この

付近に竃が付設されていた可能性が高い。

覆土　5層からなり，自然堆積とみられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土ブロック・ロームブロック微量

2　暗褐色　ロームブロック・ローム粒子少量

3　黒褐色　粘土ブロック。粘土粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・ロームブロック微量

5　暗褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器片17息　須恵器片13点及び粘土塊5点が出土している。撹乱が著しく遺物童が少ない。第73図2

の輝は北東コーナー部付近の床面から，3の埠は東壁際の覆土中層から出土している。6は須恵器嚢の頸部

片で，外面に平行叩きが施されている。

所農　本跡は，出土遺物から平安時代（9世紀前半）の住居跡である。
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第73図　第34号住居跡・出土遺物実測図

第34号住居跡出土遺物観察表

10cm

61」二二＝＿＝土二二＿二二】

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第73図

1

窺 A 〔19．2〕 休部上位，口縁部片。休部上位 口縁部内 ・外面槙ナデ。 体部内 長石・石英・スコリ．ア P L 33

土 師 器 B （6．5） は内傾 して立ち上がり， ロ綾部 面ナデ。 にぷい赤褐色 P 854　 5 ％

は外反する。ロ縁端部 をつまみ

上げ，側面に凹線を施す。

普通 覆土中層

2

杯 A　 lO．7 底部～口縁部片。平底。 休部 は ロ綾部，体部内 ・外面横ナデ。 砂粒 P L 33

須 恵 器 B　　 4，5 わずかに内増 しなが ら外傾 して 底部へラ切 り後，外周を回転へ 灰白色 P 855　 60％

C　　 6．9 立ち上がり，ロ綾部 はわずかに

外反する。

ラ削り。 良好 床面

3

坪 A　 14．8 底部～ロ綾部片。休部は外傾 し 口綾部，体部内・外面桟ナデ。 小礫 ・長石 ・石英 P L 33

須 恵 器 B　　 5．0 て立ち上がり，直線的に口線端 底部手持ちへラ削り。 にぷい黄橙色 P 856　60％

C　　 7．4 部に至る。 普通 覆土中層

4

高台付杯 B （3．1） 高台部～休部下位片。高台は八 底部回転へラ削り。高台貼り付 砂粒 ・長石 P L 33

須 恵 器 D 〔9．2〕 の字状に開 く。底部は皿状。 体 け後，ナデ。 灰オ リーブ色 P 857　20％

E　 l．3 部 は屈曲 して外反する。 良好 覆土
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第73図 甑 B （5．の 底部 ・体部片。体部は内攣気味 体部外面積ナデ後，下端へラ削 砂粒 ◎長石 ◎石英 P L 33

5 須 恵 器 C 〔18．0〕 に外傾する。二孔式。 り。 灰色

良好

P 858　 5％

覆土

第鍼考住居跡（第74図）

位置　調査区の中央部西側，B3C。区。

規模と平面形　南側が調査区外に延びているため正確な規模と平面形は不明であるが，一辺2。7mの方形では

ないかと推定される。

主軸方向　N－00

壁　壁高は6～12cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　耕作による撹乱が著しい。残存部はほぼ平坦で9　特に北東コーナー部付近は踏み固められている。

竃　北壁の中央部やや東寄りに掘り方のみを確認した。袖部や火床部は撹乱のため確認できなかった。煙道部

は壁外に約40cm突出し，外傾して立ち上がる。

覆土　撹乱のため不明。

遺物　土師器片4点及び須恵器片3点が出土している。本跡の大部分が調査区外に延びており，しかも撹乱が

著しい。遠物量は少ないが第74図1の琢及び2の賓は覆土中からの出土である。

所農　本跡は，出土遺物が少なくタ　しかも細片であることから詳細な時期を特定することは困難であるが9　出

土遺物及び主軸方向から平安時代（9世紀前半）の住居跡と推定される。

＿　　∴l∴l

二＿＿＿／ノ11－－－

第鍼図　第調号住居跡◎出立遺物実測図
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第36号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形 の特徴 手法 の特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 74図
杯 A 〔1 2．0〕 休部， ロ縁部片。 体 部 は直 線 的 ロ綾部，体部内 ・外面桟 ナデ。 砂粒 ・長石 P 86 2 10％

1 須 恵 器 B （ 4．の に外傾 し，口綾部 はわ ずか に外

反す る。

灰色

良好

覆 土

2

窺 A 〔40，0〕 ロ縁部片。 口縁部 は外 反 し， 口 口縁 部内 ・外面槙 ナデ後 ， 外面 砂粒 ・長石 P 8 63　 5 ％

須 恵 器 B （4，2） 縁端部 に縁帯 が巡 る。 に波状 沈緑 を施す。 灰色， 黒斑あ り

良好

覆土

第37号住居跡（第75図）

位置　調査区の中央部西側，B3b2区。

床　踏み固められた床面が部分的に残る。

竜　竃自体は確認できなかったが，焼土や竃構築材がブロック状に散布していることから竜が付設されていた

ものとみられる。

遺物　床面及び床面周辺の撹乱土中から，土師器片38点，須恵器片8点，弥生土器片1点及び鉄棒1点が出土

している。第75図1の杯は床面から，2の高台付杯及び3の賓は周辺の撹乱土中からの出土である。

所見　本跡は，焼土及び竃の構築材の散布と床面の一部を残すだけで，規模，平面形，主軸方向，壁及び覆土

等は不明である。出土遺物から平安時代（10～12世紀）の住居跡と推定される。

甘

メタ

Al　　‾　－

A424m

0　　　　　　　　　　　　　　2nl

トl－“－　l　－　」

第75図　第37号住居跡・出土遺物実測図

第37号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（①） 器形 の特徴 手 法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 7 5図

塔 A 〔13．2〕 底部～ ロ縁部片。 平底 。 体 部 は ロ縁部内 ・外面槙 ナ デ。 体 部 内 長石 P 8 64 10％

土 師 器 B　　 3．1 内督 して立 ち上 が り，口縁 部 は 面放射状の磨 き。 体 部外 面 横 ナ にぷ い黄褐 色 床面

1 C 〔 7．8 外 傾す る。 デ後 ，下端回 転 へ ラ削 り。 底 部

回転糸切 り。内面黒 色処 理 。 ロ

ク ロ成形。

普通
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図版番号 器　 種 計測値（Ⅷ） 器形 の特徴 手法 の特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第75図 高 台付珂こ A 〔16．1〕 休部， 口綾部片。 高台 部欠 損。 ロ縁部内 ・外面， 休部 外 面槙 ナ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 86 5　 20％

2 須 恵 器 B （4．の 体部 は内攣 して立 ち上 が り， ロ

縁部 は外傾す る。

デ。 内面 黒色処理。 ロクロ成 形。 にぷ い褐色

普通

撹乱土

3

嚢 B （10．6） 底部，休部下位片。 平底 。 休 部 休部 内面 ナデ。体部外面縦方 向， 長石 ・海綿骨針 P L 3 4

土 師 器 C　　 8．6 は内攣 して立 ち上が る。 下端 のみ横方 向のへ ラ削 り。 底 にぷい褐色 P 866　 25％

部手持 ちへラ削 り。 普通 撹乱土

第38号住居跡（第76図）

位置　調査区の中央部西側，B3cl区。

規模と平面形　南側が調査区外に延びているため正確な規模と平面形は不明であるが，一辺4．2mの方形では

ないかと推定される。

主軸方向　N－280－W

壁　壁高は約10mで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認した壁下にはすべて壁溝が巡っており，はぼ全周するものと考えられる。上幅約20cm，下幅約10cm，

深さ約10cmで，断面形は逆台形である。

床　ほぼ平坦。中央部付近が踏み固められている。また，北東コーナー部付近の床面に焼土の散布が認められ

た。

覆土　4層からなり，自然堆積とみられる。

2m　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿　」　　　　　　　L＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－　　Z

第76図　第38号住居跡出土遺物実測図
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土層解説

1　黒　色　ローム粒子微量

2　黒　色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

3　黒褐色　ローム粒子中量，ロームブロック微量

4　褐　色　ロームブロック中量

遺物　土師器片6点及び須恵器片1点が出土している。第76図1の輝は北壁の壁溝の覆土内から出土している。

所農　本跡は，出土遺物から古墳時代（6世紀後半）の住居跡と考えられるが，調査区内では焼土の散布は見

られたものの炉⑳竃等が確認できなかったことや柱穴もないことから一般的な住居跡とは異なっている。ま

た，覆土が薄いことも一因と考えられるが出土遺物が非常に少ない点も本跡の一つの特徴である。

第38号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第76図
塔 A　 13．9 丸底。体部は内攣 して立ち上が ロ縁部内 ・外面横ナデ。 体部内 長石・スコリア・雲母 P L 34

1 土 師 器 B　　 3．9 り，日録部は直立する。 面放射状の磨き。体部外面 へラ 黒褐色 P 868 100％

削 り。内 ・外面黒色処理。 普通 壁溝覆土

第超　号住居跡　第開図）

位置　調査区の西部東側，B2C8区。

規模と平面形　一辺3．3mの方形である。

主軸方向　N－370－W

壁　壁高は40～50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦。中央部付近が踏み固められている。

竃　北西壁中央に付設されている。明黄褐色粘土で構築されており，抽部の一部が残る。火床部は皿状に掘り

くぼめられている。煙道部壁外への突出が少なく壁の内側から急に立ち上がっており，竃が全体的に内側に

構築されている。覆土は15層からなる。土層1は住居跡覆土の土層5と同一層である。

竃土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，粘土ブロック微

量

3　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土ブロックのローム粒子少量

4　黒　褐　色　ローム粒子◎粘土粒子少量，焼土粒子微量

5　赤　褐　色　粘土ブロック多量，焼土ブロック◎焼土粒子中量，

ローム粒子少量

6　黄　褐　色　粘土ブロック多量，焼土粒子◎ローム粒子中量

7　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子。炭化粒子

微量

8　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子中量，炭化物・ローム

ブロック微量

9　暗オリーブ褐色　ローム粒子◎粘土粒子中量，焼土粒子少量

10　褐　　　色　焼土粒子・ローム粒子多量，粘土粒子中量，炭化物

微量

11褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，ロームブロック◎

焼土粒子少量

12　暗赤褐色　焼土ブロック多量，粘土ブロック中量，ローム粒子

微量

13　黒　褐　色　粘土ブロック多量，ローム粒子少量，焼土粒子少量

14　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，粘土ブロック微量

15　オリーブ褐色　ローム粒子多量，ロームブロック中量，焼土粒子微
＿巨

星

覆土11層からなる。堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　焼土粒子少量，焼土ブロック微量

2　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

3　黒　　色　ロームブロック◎ローム粒子微量

4　黒　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子中量，ロームブロックの焼土粒子少量

6　黒褐色　ローム粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微
且
果

7　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

8　黒　　色　ローム粒子微量

9　黒褐色　ローム粒子少量

10　黒褐色　ローム粒子中量

11極暗褐色　ローム粒子多量，ロームブロック少量

遺物　土師器片162嵐須恵器片34嵐弥生土器片1点及び鉄鎌1点が出土している。第77図4の賓は竃前と

南コーナー部付近の覆土上層から出土している。
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所見　本跡は，出土遺物から奈良時代（8世紀前半）の住居跡である。

．㍉．
0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l－　　ト一一・　l
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第77図　第40号住居跡・竃・出土遺物実測図

第40号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　1m
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／／上苦±貪
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図版番号器　種計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第77図 杯 A〔16．4〕休部，口綾部片。休部はやや内□縁部，体部内・外面横ナデ。長石・石英 PL34

1 須恵器B（3．6）攣気味に立ち上がり，ロ縁部は 灰白色 P86915％

外傾する。 普通 覆土
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 e色調 ・焼成 備　　 考

第77図 蓋 B （2．3） 天井部，つまみ部片。 偏平 なボ 天井部回転へラ削り。 長石 e雲母 P L 34

2 須 恵 器 タン状のつまみが付 く。天井部 灰白色 P 871　40％

は平坦である。 良好 覆土

3

蓋 B （2．1） 天井部，つまみ部片。偏平なボ 天井部回転へラ削 り。 砂粒 。長石 P IJ34

須 恵 器 タン状のつまみが付 く。 天井部 黄灰色 P 872　20％

は丸味をもっ。 良好 覆土

4

饗 C　 lO．3 同一個体の底部，休部上位片。 体部外面平行叩き，内面同心円 石英・長石。スコリア P L 34

須 恵 器 平底。体部上位は内偵する。 の当て異痕あり。底部回転へ ラ 淡黄色 P 870A 。B　20％

削り。 良好，酸化炎焼成 覆土上層

図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値 巨 土地点

備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm ） 厚さk m） 重量厄）

5 鎌 （6．7） 3．3 0．5 （23．4 ） 覆　　　 土 P L 46　M 28　鉄製　 先端部欠損

第那考住居跡　第78図）

位置　調査区の西部東側，B2C4区。

規模と平面形　東側が調査区外に延びているため正確な規模と平面形は不明であるが，竃や柱穴の配置から長

軸5。6m，短軸4。5mの長方形と推定される。

主軸方向　N－150－W

壁　壁高は蟻～鋼cmで　はば垂直に立ち上がる。

壁溝　確認した壁下には南西コーナー部を除いて壁溝が巡っており9　ほぼ全周するものと考えられる。上幅約

20cm，下幅約8cm，深さ約10cmで9　断面形は日学状である。

床　ほぼ平坦。コーナー部及び壁際を除いて良く踏み固められている。

ぽッ匪　2か所（㌘1，㌘2）。長径的墟cmタ短径約30cmの不整楕円形で，深さは45～65cmである。位置や深さか

ら9　柱穴と考えられる。

魔　東側が調査区外に延びているため全体の形態は不明であるが，北壁から灰白色粘土によって構築された左

抽部を確認した。火床部は平坦で9　赤色硬化している。煙道部はほとんど壁外に突出せず，外傾して立ち上

がる。覆土は，Ⅲ層からなる。土層iは天井部の崩落土層で，下部が焼土化している。

竃土層解説

1にぷい黄褐色　粘土ブロック多量，焼土粒子中量，焼土ブロック　6　黒　　色　焼土粒子中量，ローム粒子。炭化粒子少量

微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　褐　　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，粘土粒子微量

2　灰　白　色　粘土ブロック多量　　　　　　　　　　　　　8　黒　　色　ローム粒子少鼠焼土粒子微量

3　にぷい黄褐色　粘土ブロック。粘土粒子多量，焼土ブロックe焼　9　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量，焼土ブロック。炭化粒

土粒子少量，ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　子微量

4　灰黄褐色　粘土ブロック・粘土粒子多量腹土粒子少畳ロー10　暗　褐　色　焼土粒子。ローム粒子少量，粘土粒子。炭化粒子微

ム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量

5　にぷい黄褐色　焼土ブロック・焼土粒子中量，粘土粒子少量，炭11黒　褐　色　焼土粒子。ローム粒子・粘土粒子微量
化粒子微量

覆土　8層からなり，自然堆積とみられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子。黒色土粒子少量，粘土

粒子微量

3　黒　　色　焼土粒子eローム粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子中島　ロームブロック少鼠　焼土粒子微
＿巨五

月邑
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第78図　第41号住居跡・竜・出土遺物実測図
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遺物　土師器片77点，須恵器片6点及び鉄鎌1，点，不明鉄製品1点及び鉄棒1点が出土している。第78図1の

杯は中央部西側の覆土下層から，2の賓は柱穴Pコの北側の床面から，3の甑は西壁付近の覆土下層からそ

れぞれ出土している。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代（6世紀後半）の住居跡である。

第4且号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形 の特徴 手法 の特徴 胎土 e 色調 ・焼成 備　　 考

第 78図
土不 A 〔1 2月 底部～ 日綾部片。丸 底 。 体部 は 口縁部内 e 外面横 ナ デ。 体部 内 長石 e 石英 ・雲母 P L 34

1 土 師 器 B　　 4．2 内攣 して立 ち上が り， 目線部 は 面 ナデ後，磨 き。体 部， 底 部 外 にぷ い黄橙色 P 8 7 3　 4 0％

わずかに外傾す る。 面 へ ラ削 り。 普通 覆土下層

2

賓 A 〔22．2〕 休部上 位，口緑部片 。 休部 上 位 口縁部 内 e 外面横 ナデ。 長右 e 石英 。雲母 P L 3 4

土 師 器 B （6．6） は内傾 して立ち上が り， 目線 部 にぷい橙色 P 8 75　 5 ％

は外反 する。 普通 床面

3

甑 A 〔16．3〕 休部上位， 口縁部片。 休部 上 位 目線部 内 e 外面構 ナデ。 体 部外 長石 e石 英 。雲母 P L 34

土 師 器 B （9．2）

！

は直立 し， 目線部 は外反す る。 面縦方向 のへ ラ削 り。 にぷい黄 橙色

普通

P 87 4　 5 ％

覆土下層

図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm ） 厚さ伝壷 重量伝）

4 鎌 （13．2） 3．0 0．5 （37．5） 覆　　　 土 P L 46　 M 29　鉄製　 先端部欠損

5 不明鉄製品 （4．7） （3．1） 0．6 （10．6） 覆　　　 土 P L 46　 M 31 一部木質部残存

第超　考住居跡　第開園）

位置　調査区の西部中央，B2b2区。

重複関係　本跡は，第43号住居跡と重複している。本跡が第43号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．3m，短軸2．85mの長方形である。

主軸方向　N－180－W

壁　壁高は8～15cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦。中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央に付設されている。遺存状態は悪く，灰白色粘土で作られた右柚部が一部残るだけである。火床

部はわずかに掘りくぼめられており，煙道部は緩やかに外傾して立ち上がる。覆土は，10層からなる。

竃土層解説

1　黒褐色　焼土ブロック。ローム粒子・粘土粒子。炭化粒子

少量

2　暗褐色　焼土粒子。ローム粒子・炭化粒子少量

3　褐　　色　ロームブロック。ローム粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子微量

4　褐　　色　焼土ブロック。ローム粒子・粘土粒子・炭化粒子

少量

覆土　7層からなり，自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　焼土粒子・ローム粒子・炭化粒子少量

2　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ロームブロック。ローム粒子少
且
里

3　暗褐色　焼土粒子◎炭化粒子◎ロームブロック◎ローム粒子少
且
里

5　褐　　色　焼土ブロック◎ローム粒子◎炭化粒子◎灰少量

6　褐　　色　焼土粒子。炭化粒子eロームブロックeローム粒子少

量

7　褐　　色　焼土粒子。ローム粒子・炭化粒子少量

8　暗赤褐色　ローム粒子・炭化粒子・焼土ブロック・焼土粒子少量

9　黒褐色　焼土粒子。ローム粒子e粘土粒子。炭化粒子少量

10　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子◎炭化粒子微量

5　黒褐色　焼土粒子◎ローム粒子◎粘土粒子◎炭化粒子少量

6　黒褐色　焼土粒子。U－ム粒子少量，炭化粒子微量

7　褐　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量，焼土　粒子・炭

化粒子微量
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遺物　土師器片99点，須恵器片39点及び弥生土器片1点が出土している。第79図1の杯は東壁際の床面から，

2の盤は竃前の覆土下層から，3の高盤は南西コーナー部の覆土上層からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，出土遺物から平安時代（9世紀前半）の住居跡である。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第79図　第42号住居跡・寵・出土遺物実測図

第42号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　 稽 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第79図

1

土不 A　 14．3 口綾部一部欠損。平底。休部は 口縁部，体部内・外面横ナデ。 砂粒・海綿骨針 P L 34

須恵器 B　　 4．6 直線的に外傾して立ち上がり， 底部回転へラ切り。 灰オリーブ色 P 876　90％

C　　 7．0 口縁都はわずかに外反する。 良好 床面

底部へラ記号あり

2

盤 A　 17．7 口綾部一部欠損。高台はほぼ直 口綾部，体部内・外面槙ナデ。 小礫・海綿骨針 P L 34

須恵 器 B　　 3．7 立する。休部は外傾し，屈曲し 底部回転へラ削り後，高台貼り 灰色 P 877　95％

D　　 9．7

E　 l．3

て口綾部に至る。口綾部は外反

する。

付け。 良好 覆土下層

3

高　　 盤 B （5，7） 脚部片。脚部は下方に向かって 脚部外面槙ナデ。 長石 P 878　20％

須 恵 器 ラッパ状に開く。 灰オリーブ色

良好

覆土上層
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第43号住居跡（第80図）

位置　調査区の西部中央，B2C2区。

重複関係　本跡は，第42号住居跡と重複している。本跡が第42号住居跡

に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　炉と床の一部を残すだけで，規模や平面形は不明である。

床　第42号住居跡の西壁際に踏み固められた床の一部が残る。

炉　地床炉。長径43cm，短径35cmの不整楕円形で，断面は皿状である。

深さ9cmで，覆土は2層からなる。

土層解説

1　暗赤褐色　焼土粒子多量，砂粒少量，ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・砂粒微量

「、－／ヽ
0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　－・・l l

第80図　第43号住居跡実測図

所見　本跡に伴う遺物はなく，時期は不明であるが，重複関係から平安時代（9世紀前半）以前と考えられる。

第45号住居跡（第81図）

位置　調査区の西部北側，B2b．区。

規模と平面形　長軸2．6m，短軸2．5mの方形である。

主軸方向　N－650－E

壁　壁高は17～24cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　緩やかな凹凸があるが，ほぼ平坦である。竃前面を中心に踏み固められている。

竜　東壁南側に付設されている。抽部は灰白色粘土によって作られており，火床部は掘りくぼめられて床面よ

り8cm程低くなっている。煙道部は火床部から緩やかに外傾して立ち上がる。覆土は，12層からなる。土層

12は住居跡覆土の土層4と同一層である。

覆土層解説

1黒褐色　焼土粒子・ローム粒子・炭化粒子少量

2　褐　　色　焼土ブロック・ロームブロック・炭化粒子少量

3　黒褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

4　黒褐色　焼土ブロック・ロームブロック・焼土粒子・ロー

ム粒子・炭化粒子少量

5　黒褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・灰少量

6　時赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・灰少量

7　赤褐色　焼土ブロック・ロームブロック・炭化粒子・灰少量

8　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

9　時赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

10　暗赤褐色　焼土ブロック少量

11暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子・炭化粒子少量

12　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化桂子微量

覆土　4層からなり，自然堆積とみられる。
土層解説

1　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子・炭化桂子少量

2　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片49点，須恵器片3点，弥生土器片3点及び土製支脚2点が出土している。第81図1の聾は竃覆

土内から，2の鉢は中央部東寄りの覆土下層から，4の土製支脚は東壁寄りの覆土下層から出土している。

また，3の土製支脚は竃覆土内と中央部覆土下層出土の破片が接合した。

所見　本跡は，出土遺物から平安時代（9世紀前半）と推定されるが，隣接する同時期の第42号住居跡に比べ，

竃の位置や規模に差があること，また，本跡と第42号住居跡とが接近しすぎていることから2軒の住居跡に

は時間差があるものと考えられる。
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第81図　第45号住居跡・竜・出土遺物実測図

第45号住居跡出土遺物観察表
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図 版 番 号 器　 種 計測 値 （皿） 器 形 の特 徴 手 法 の特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 8 1図

1

喪 A 〔2 0．0〕 休 部 上 位 ， 口縁 部 片 。 休 部 上 位 口縁 部 内 ・外 面 槙 ナ デ。 長 石 ・石 英 P L 34

土 師 器 B （6．の は 内 傾 して 立 ち上 が り， 口 縁 部 にぷ い橙 色 P 8 7 9 10％

は 外 反 す る。 口縁 端 部 は わ ず か

に つ ま み 上 げ られ る。

普 通 竃 覆 土

2

鉢 A 〔12．2〕 底 部 ～ 口嫁 部 片 。 や や 突 出 し た 口線 部 内 ・外 面 ， 休 部 内 面 槙 ナ 砂 粒 ・長 石 ・雲 母 P L 3 4

土 師 器 B　　 9．1 平 底 。 休 部 は 内増 して 立 ち 上 が デ。 休 部 外 面 縦 方 向 の へ ラ削 り。 橙 色 P 88 0　 40％

C 〔6．2〕 り， 口縁 部 は外 反 す る。 普 通 覆 土 下 層
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図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値 巨 地 鳥

備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm ） 厚さk m） 重量伝）

第81図　 3 支　　 脚 （4．6） 7．0 （6．2） （269月 竃覆土。覆土下層 P L 34　 D P 6　 土製　 側面指頭痕　 二次焼

4 支　　 脚 （10．2） （4．5） （2．9） （134．の 覆 土 下 層 P L 34　D P 7　 土製　 側面へラ削 り，指頭痕　 二次焼成

第堵6号住居跡（第82⑳83図）

位置　調査区の西端部南側，B2dl区。

重複関係　本跡は9　第48号住居跡と重複している。本跡が第48号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模藍学薗形　南側が調査区外に延びているため正確な規模と平面形は不明であるがク　ー辺5。3mの方形か長

方形と推定される。

主軸方向　N－230－W

壁　壁高は約50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　ヨーナ一部以外に壁溝が巡る。上幅的鵠cm　下幅約摘cm　深さ的蟻cmで　断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦。竃前面から中央部にかけて踏み固められている。

陛ッ睦　　か所津1，P2）。径35～5鮎皿の閏形及び楕円形で　深さば的甜cmである。位置や深さから　柱穴と

考えられる。

魔　北壁東寄りに付設されている。袖部は黄褐色粘土で構築されており　火床部は床面から約m程掘　下げら

れている。煙道部は壁外に約40cm突出しておりタ　緩やかに外傾して立ち上がる。覆土はタ　23層からなる。

竃土層解説

1　黒　　　色　焼土粒子e粘土ブロック。粘土粒子少量

2　黒　褐　色　粘土ブロック。粘土粒子中量，焼土粒子少量

3　暗赤褐色　焼土ブロック。焼土粒子多量，粘土ブロック

4　暗　褐　色

5　赤　褐　色

6　赤　褐　色

7　暗赤褐色
8　褐　　　色

9　にぷい赤褐色

10　黒　褐　色

11暗赤褐色

粘土粒子少量

焼土粒子・粘土粒子多量，焼土ブロック少量

焼土ブロック。焼土粒子多量

焼土ブロック層

焼土ブロック。焼土粒子中量，粘土粒子少量

粘土ブロック中量，焼土ブロック。焼土粒子少

量

焼土ブロック中量，粘土粒子。炭化粒子微量

焼土ブロックe粘土ブロック少量

ローム粒子中量，焼土ブロック　e粘土プロ、ソク

少量

12　褐　　　色　ローム粒子多量，ロームブロック中量

覆土14層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子。炭化粒子微量

2　暗オリーブ褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微

量

3　黒　褐　色　ロームブロック・ローム粒子少量，焼土ブロッ

ク微量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック・焼土粒子微

量

5　暗　灰　黄　色　ローム粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

6　オリーブ黒色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

ほ

　

1

4

蟻

1

6

1

7

1

8

1

9

2

0

　

2

1

2

2

2

3

浅　黄　色　粘土ブロックe粘土粒子多量，焼上ブロック少鼠

ローム粒子微量

暗赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子e粘土粒子微量

にぷい黄褐色　粘土粒子中量，焼土粒子eローム粒子少量

黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子。粘土粒子少量

黄　褐　色　粘土ブロック層

暗　褐　色

黒　　　色

褐　　　色

黒　　　色

極暗赤褐色

褐　　　色

粘土ブロック多量，ロームブロック。焼土粒子少量

粘土ブロック少量

焼士粒子eローム粒子。粘土粒子少量，炭化粒子微

量

ローム粒子少量，焼土粒子e粘土粒子微量

焼土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量

粘土ブロック多量，焼土ブロック少量，ロームブロッ

ク微量

7　暗オリーブ褐色　ローム粒子中量，焼土粒子e炭化物微量

8　オリーブ褐色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，粘土粒子。炭化

粒子微量

色

色

色

色

色

褐
…
褐
…

黒

に

黒

黒

暗

9

　

1

0

　

日

　

1

2

　

1

3

焼土粒子・ローム粒子少量，粘土粒子微量

焼土粒子中量，ローム粒子e粘土粒子少量

焼土粒子。ローム粒子e粘土粒子微量、

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

粘土粒子多量，粘土ブロック中量，ローム粒子少

量，焼土ブロック微量

14　オリーブ黒色　焼土粒子・ローム粒子少量，粘土粒子微量
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第82図　第46・48号住居跡・竜実測図
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第83図　第46号住居跡出土遺物実測図
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遺物　土師器片244点，須恵器片149息　弥生土器片3息石製紡錘車1息刀子1点及び粘土塊2点が出土し

ている。第83図4の塔は北東コーナー部の床面から，7の盤は西壁付近の覆土中層から出土している。また，

9の紡錘車は東壁際の覆土中層，10の刀子は柱穴Plの南側の覆土中層から出土している。なお，2の聾は

覆土下層から上層にかけて流れ込んだように出土しており，3の嚢とともに古い様相のものであり，重複す

る第48号住居跡に伴う遺物の可能性もある。

所農　本跡は，出土遺物から奈良時代（8世紀後半）の住居跡である。

第46号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第83図

賓

土 師 器

A 〔17．8〕 体部， ロ綾部片。 体 部 は 内攣 し 目線 部内 e 外面桟 ナ デ。 体部 外 長石 ・石英 ・雲母 P L 34

B （18．7） て立 ち上が り， 中位 に最 大 径が 面斜方 向のナ デ。 明赤褐色 P 8 82　 2 0％

1 ある。 口綾部 は外反 し，端部 を

つまみ上げ る。

普通 覆土 中層

2

聾 A 〔2 3．0〕 底部欠損。体部 は内攣 して立 ち 日録部内 ◎外面横 ナデ。 砂粒 e雲母 ◎スコリア P L 34

土 師 器 B （26．4） 上 が り， 体部上位 豆最 大 径が あ 橙色 P 88 1 70％

る。 目線部 は外反 す る。 普通 床面～覆土上層

3

嚢 B （7．5） 底部，休部片。平 底。 体 部 は内 体部外面 下端横方向 のへ ラ削 り。 砂粒 ・長石 ・石英 P L 34

土 師 器 C　　 5．9 攣 して立 ち上が る。 にぷ い褐色

普通

P 8 83　 2 0％

覆土 中層

底部木葉痕 あ り

4

塔 A　 13．5 口綾部一部欠損。平 底。 休部 は 目線部，体部 内 ◎外面 横 ナ デ。 小礫 ◎長石 ◎石英 P L 34

須 恵 器 B　　 4．6 外傾 して立ち上が り， 口綾 部 は 底部回転 へラ切 り後， 手 持 ち へ 灰 白色 P 88 4　 95％

C　　 8．3 わず かに外反 する。 ラ削 り。 良好 床面

底部へ ラ記号 あり

5

塔 A 〔14．5〕 底部～ 日録部片。平 底 。 体 部 は 目線部， 体部内 ◎外 面横 ナデ。 長石 ◎海綿骨針 P L 3 4

須 恵 器 B　　 4．8 外傾 して立 ち上が り， 目線 端部 底部回転 へ ラ切 り。 灰色 P 8 85　 4 0％

C　　 8．3 に至 る。 良好 覆土 中 ・上層

底部 へ ラ記号 あ り

6

塔 A 〔16ユ〕 体部， 口綾部片。 休部 は外傾 し 日綾部，体部 内 ◎外面 横ナデ。 長石 ◎ス コリア P 88 6　 20％

須 恵 器 B　　 4．5

C 〔10．0〕

て立 ち上 が り， 目線端部 に至 る。 灰色

良好

覆土上層

7

盤

須 恵 器

A 〔17．3〕 口縁部一部欠損。 高 台 はハ の字 口縁 部，体部内 ・外 面 槙 ナ デ。 砂粒 ・長石 ・石英 P L 34

B　　 3．9 状 に開 く。体部 は外 傾 して 立 ち 底部 回転 へ ラ削 り後 ， 高 台貼 り 黄灰色 P 8 8 8　 6 0％

D　 lO．0

E　 l．3

上 が り，屈曲 して目線部 に至 る。 付 け。 良好 覆土 上層

8

嚢 A 〔24．2〕 体部上位 ～ 口綾部片。体部上位 は 口縁部 内 ◎外面 構ナ デ。 体 部 外 長石 P 8 89　 5 ％

須 恵 器 B （10．3） 内傾 して立ち上が り，口綾部 は外

反す る。目線端部 に縁帯 が巡 る。

面平行叩 き。 灰白色

良好

覆土 中層

図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値 巨 土地点

備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm ） 厚さk d 重量毎）

9 紡 錘 車 最大 径　 4．8 1．5 45．3 覆 土 中 層 P L 35　Q 6　 粘板岩　 孔径9m m

10 刀　　 子 （13．4 ） 1．5 0．4 （14．7 ） 覆 土 中 層‾P L 46　M 32　鉄製　 茎部一部欠損
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第鯛号住居跡（第82◎84図）

位置　調査区の西端部南側，Bldo区。

重複関係　本跡は，第46号住居跡と重複している。本跡が第46号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　東側が第46号住居跡によって掘り込まれ，南側が調査区外に延びているため，規模や平面形は

不明である。

豊軸方向　N－240－W

壁　壁高は約25cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁が確認できた北壁西側には壁溝がある。上幅約25cm，下幅約10cm，深さ約5cmである。

床　ほぼ平坦。踏み固められた部分がある。

魔　北壁に付設されている。第46号住居跡と新しい2基のピットによって東側半分が壊されている。袖部は褐

色粘土で構築された左柚部だけが残る。火床部及び煙道部の形態は不明である。覆土は，12層からなる。

寵土層解説

1黒褐色　焼土ブロック・粘土粒子少量，ローム粒子微量

2　褐　　色　粘土ブロック層

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土ブロックの粘土ブロック少量

4　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土ブロック◎粘土粒子少量

5　暗褐色　焼土ブロック◎焼土粒子少量，粘土ブロック微量

6　黒褐色　焼土粒子◎ローム粒子少量

7　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子◎粘土ブロック微量

8　褐　　色　粘土粒子中量，粘土ブロック少量，焼土ブロック微量

9　暗赤褐色　焼土ブロック◎粘土ブロック少量

10　黒褐色　粘土粒子中量，焼土ブロックe粘土ブロック少量

11暗赤褐色　焼土粒子◎粘土粒子少量

12　黄褐色　粘土粒子中量，黒色土粒子少量

覆土　4層（土層15～且89　土層1～14は重複する第46号住居跡覆土）からなり，自然堆積である。

第錮函　第48号住居跡出土遺物寅測区l
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土層解説

15　黒　　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子e粘日立子微量

16　黒　褐　色　ローム粒子申鼠　焼上粒子e粘土粒子微量

17　黒　　　　色　ローム粒子少鼠　焼土粒子微量

18　暗オリーブ褐色　ローム粒子多量

遺物　土師器片鍼点及び須意器片　点が出土している。筆削図　の塊撃　2タ　の婆及び　の甑はいずれも竃周

辺の覆土下層から出土している。

所農　本跡は　重複関係及び出土遺物から古墳時代雄健紀後半　の住居跡と考えられる。

第48号住居跡出土遺物観察義

図版新 月 器 種 計測値（細） 器形の特徴　 i　 手法の特徴 胎士 e色調 e焼成 備　　 考

第84図　 蠣 A　H 2．1〕 体部上位，口綾部片。体部は内攣　 日縁部内 e外面横ナデ。 砂粒e長石eスコリア P L 35

1　　 土 師 器 B （6．6） して立ち上がり，目線部との境に 黒色 P 892　 5％

稜がある。口縁端部は外反する。 普通 覆土下層

聾 A 〔14．8〕 体部，目線部片。体部 は内攣 し　 目線部内 。外面構ナデ。体部内 砂粒e長石eスコリア P 890　20％

2　　 土 師 器 B （11．7） て立ち上がり，目線部 は外反す　 面斜方向のナデ。 黒褐色 覆土下層

る。 不良

聾 B （5．3） 底部，体部下位片。丸味をもっ　 体部内面板状工貝によるナデ。 小礫e砂粒eスコリア P L 35

3　　 土 師 器 た平底。体部は内攣 して立ち上　 体部外面，底部へラ削 り。 黒色 P 893 15％

がる。 普通 覆土下層

甑 A　L27調 体部上位，目線部片。体部は内　 口縁部内 。外面構ナデ。 体部外 砂粒 e スコリア P L 35

4　　 土 師 器 B　O 2．9） 攣気味に立ち上がり，日録部は 而縦方向のナデ。 にぷい黄橙色 P 891　 5 ％

外反する。 普通 覆土下層

第堵　考住居跡　第鋸図）

位置　調査区の西端部北側，Blb8区。

規模と啓薗形　本跡は撃　南東コーナー部を確認しただけで大部分が調査区外にある。そのため正確な規模や平

面形は不明であるがタ　出入り口ピットの位置からみて一辺3。2mの方形ではないかと推定される。

主軸方向　〔N－810－W〕

壁　壁高は約8cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁が確認できた東壁北側には壁清がある。並幅的舗cm　下幅的摘cm　深さ的勤mである。

床　ほぼ平坦。調査部分の北側はハ…ドロ…ムプロッタが多く比較的硬いが　南側は窯色まで軟弱である。踏

み固められた部分はない。

ぽッ　　長径閥cm　短径舗cmの不整楕閤形で　深さmGmである。位置から出入　Ⅲピットと考えられる。

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子。粘土粒子。炭化粒子微量

2　黒　色　焼土粒子eローム粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子中量，焼士粒子少量，粘土粒子e炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子。粘土粒子微量

遺物　土師器片9点夕　須意器片5点及び鉄繹温点が出土している。第85図2の塔及び3の聾は出入り田ピット

付近の覆土中層から出土している。

所農　本跡は　床面に竃の構築材が散布していることから竜が付設されていたとみられる。出土遺物から平安

時代（9世紀前半）の住居跡と考えられる。
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第85図　第49号住居跡・出土遺物実測図

ll

lt

l

ll

′1

日

10cm

！／

／／

／／

′／

′／

′′
′

′

ノ

♂。
ト　　　ー11－・－1

－124－



第49号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形の特徴 手法 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第8 5図

1

襲 A　 1 4．0 休部上位，□縁部片。休部 は内増 □録部内 ・外面槙 ナ デ。 体 部外 長石 ・雲母 ・スコリア P L 35

土 師 器 B （8．8） して立 ち上 が り，口縁部 は外反す 面縦 方向の ヘラ削 り。 にぷい橙色 P 89 4　 5 ％

る。 ロ縁 端部 をわず か につ まみ

上 げる。

普通 覆土

2

杯 B （ 3．4） 底部，休部片。 やや 突 出 した平 体部 内 ・外面槙 ナデ。 底 部 回転 小礫 ・砂粒 ・長石 P L 35

須 恵 器 C　　 6，4 底。休部 は外傾す る。 へラ切 り。 灰色

良好

P 9 6 1 4 0％

覆土 中層

3

要 A 〔5 5．8〕 休部下位，ロ綾部 片。休部 は内琶 ロ縁部 内 ・外面槙ナ デ。 小礫 ・長石 ・石英 P L 3 5

須 恵 器 B 〔7 1．4〕 して立ち上が り，ロ綾部 は外反す 灰 色 P 8 67 1 0％

C 〔26，4〕 る。 口緑端部に幅 の狭 い縁 帯 が

巡 る。

良 好 覆土 中層

第51・52号住居跡（第86図）

2か所の竃が確認されているため2軒の住居跡としたが，明確に分けることができないことから一括して扱う。

位置　調査区の東部中央，B6g8・h8区。

重複関係　第12号住居跡と重複している。本跡の床が第12号住居跡の覆土上に延びていることから，本跡が新

しい。

床　はぼ平坦で，よく踏み固められている。

ピット　2か所（Pl，P2）。径30～40皿の不整円形で，深さは35～40cmである。規模や形状からすると，柱穴

である可能性があるが，どちらの住居跡に伴うものかは不明である。

竜　第51・52号住居跡の2か所の竃とも赤色硬化した火床部が残るだけで，その規模や形態などは不明である。

遺物　床面及び周辺の撹乱土中から土師器片333点，須恵器片13点，縄文土器片1点，灰粕陶器片1点が出土

している。第86図1の皿及び2の高台付土不は床面からの出土である。
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第86図　第51・52号住居跡・出土遺物実測図
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所農　本跡はタ　床と2か所の竃の火床部が残るだけであるため普　規模や平面私　室軸方向撃　壁及び覆土等は不

明である。また撃　2か所の竃があるためタ　2軒の住居跡として扱ったが，床面の高低差等はなくラ　確実に2

軒であったかは疑問が残る。本跡の時期は撃　出土遺物から平安時代（且0～且2世紀）と推定される。

第5鼠砂52号住居跡出土遺物観察義

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形の特徴 手法の特徴 胎土 e色調 。焼成　　　 備　　 考

第 86図 皿 A　 l O．0 口縁部一部欠 損。 平 底。 体部 は 目線部， 体部内 e 外面 構 ナ デ。 長石 e スコリア　　 P L 35

鼠 土 師 器 B　　 2．6 内攣 して立 ち上 が り， 目線 部 は 底部回転糸切 り。 ロク ロ成 形。 にぷ い黄橙色　　　 P 89 5　 9 0％

C　　 5．4 直線的に外傾 する。 普通　　　　　　　 床 面

2

高台付杯 B （ 3．5） 高台部，体部片。 高 台 は下 端 が 体部内面磨 き。体部外面横 ナデ。 砂粒 e長石 eネコリア　 P L 3 5

十 師 器 D　　 6．1 わずかに開 く。休 部 は 内攣 して 底部高台貼 り付 け後， ナ デ。 内 にぷい橙色　　　　 P 8 96　 75％

E　　 O．9 立 ち上 が る。 面 黒色処理。 普 通　　　　　　　 床面

体部外面籾痕 あり

云′′　　二〆∴1㌦、－∴二了　∴ご二。

住居跡

番　 号
位 置 主軸方向 平 面 形

規　 模（m ）

（長軸 ×短軸）

壁 高

（cm ）
床面

内　 部　 施　 設
i 警

！竃 覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

新 旧関係 （酋→新）壁 溝！主柱穴軒 ノト！入 口

1 C 6aJ 〔N －4 70－W 〕 〔方　 形 〕 11．0　×　… 40 平坦 全周か 1 一部
人為

土 師器507 須恵器6
弥生土器5 礫35

古墳時代 鋳世紀 後半 ）
本跡－→S 13 →S 12

2 C 6aJ － － － 傾斜 自 然 土師器47 弥生土器2 古墳時代（6世紀 後半 ）
S Il→S 13→本跡

3 C 6a。 － － － 傾斜 自 然 土師器33 須恵器3　支 脚
1

古墳時代（6世紀 後半）
S ‖→本跡→S 12

4 C 6b－ N －360－W し方　 形 〕 7．8　× 〔7月〕 30 平坦 全周か （2） 薗 1 一部
人為

土師器297 須恵器5 縄文土器1
弥生土器18 支脚1 礫15 古墳 時代 （7世紀前半）

6 C 5a8 〔N － 5 0－W 〕 〔方　 形 〕 － 平坦 一部 奄 1 土師器25 須恵器 2　縄文
土器1 弥生土器27 礫26 奈良 ・平安時代

7 C 5aO 〔N －130－W 〕 － － 平坦 種 1 土師器113 須恵 器16　弥
生土器2 鉄棒2

奈良 の平安時代 （iO～12
世紀）S 賂→本跡

8 B 5jo N －380－W 方　 形 4．8　×　4．6 28 平坦 一部 2 自 然 土師器255 須恵器14 灰和陶器1
弥生土器23 支脚1 礫2

古墳 時代 （6世 紀後 半）
本跡→S 17 ㍉＝

9 B 5io N －240－W 長 方 形 3 ．8　×　3．5 45 平坦 ほぼ
全周 2 奄 1 自 然 土 師器206 須恵器 53　弥

生土器3 粘土塊6 奈良時代（8世紀後半）

11 B 5j9 N －370‥W 方　　 形 6．4　×　6．4 34 平坦 一部 4 奄 l 一部
人為

土師那54 須恵器29弥生土器17 九割
砥石1鉄鎖13 不明鉄製品2 その他

古墳時代（7世紀 前半 ）
S 18→ 本跡

12 B 5h N －250－W 方　 形 3．6　×　3 ．5 30 平坦 一部 奄 1 自 然 土師器227 須恵器 23　弥
生土器6 粘土 塊3 礫26

奈良時代（8世紀 後半 ）
本跡→S K 198

15 B 5g9 － － … 38 平坦 自　然 土師器92 須恵器6 礫 1 奈良時代（8世紀 後半 ）
本跡→S I略 S K 122

16 B 5g8 … － 4 ．6　×　－ 30 平坦 全周か
l

自　然 土師器6 須恵器1 平安 時代 （8～9世紀）
S l15→本跡→S H 7

17 B 5g7 － － － 24 平坦 全周か 自 然 土師器 54　須恵 器 14　弥
生土器 1

平安時代（9世 紀前 半）
S ‖6 ・18→本跡

18 B 5f7 － － － 平坦 全局か 土 師器3 礫4 平安 時代 （9世紀前半）以
前 本跡→S ＝7

19 B 5i5 N －200－W 方　 形 3．2　× 〔3．日 16 平坦 竃 1 自 然 土師器 97　須恵 器13　灰
触陶器2 粘土塊2 礫4

平安時代 （10～12世紀）
S I20→本跡

20 B 5h N －170－W 方　 形 3．9　×　3 ．8 40 平坦 竃 1 一部
人為

土師器622 須恵器70 縄文土器4 奈良 時代 （8世 紀後半 ）
本跡→S I甥 S K 124弥生土器6 鉄津1 粘土塊5 礫3

21 B 5g4 － －
l

平坦 竃 1 土師器48 須恵器2　鉄 津
2 礫3

平安時代（10～12世紀）

23 B 5f這 N －170－W 長 方 形 3．8　×　3．2 4 6 平坦 一部 竃 1 自 然 土師器483 須恵器片51 縄文土 奈良時代（8世紀前半）器1 弥生土器6 枯土塊4 礫1

24 B 5e2 － － － 平坦 平安時代（10～ 12世 紀）
以前 S I25A 一斗本跡
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住居跡

番　 号

＼
位 置 主軸方 向 平 面 形

規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸）

壁 高

（cm ）
床面

内　 部　 施　 設
炉

°
磯

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

新 旧関係 （古→新）
壁 溝 主柱穴 貯蔵穴 ピット入 口

25A B 5e 2 N － 160－W 〔長 方 形 〕 〔4．3〕 ×　 － 18 平坦 全周か 4 自 然
土師器451 須恵器 70　弥
生土器6 鉄棒1 礫35

平安時代 （10～ 12世紀）
S I25C →本跡→S I24 e 2
5B ，SK 127

25 B B 5d l N 1 900－ E 〔方　 形 〕 4．6　×　 － 22 平坦 一部 寵 1 自　然
土師器247 須恵器 26　弥
生土器6 礫24

平安時代（10～ 12世紀）
S I25A　 e　25C ，S K 151 →
本跡，SK 127

25 C B 5d 2 N －430－ W 方　 形 4．5　×　4．5 20 乎担 一部 1 竃 1 不　 明
土師器151 須恵 器 10　弥
生土器3 鉄棒 1 礫 12

古墳時代（7世紀 前半）
本跡→S I25A ・25B ，S K
127

26 B 5f2 － － － 竃 1 土師器2 須恵器2

27 B 5e 2 － － －
平坦 竃 1

土師器 36　須恵 器23　弥
生土器1 礫5

28 B 5e l N － 3 0－W 不整 方 形 3 ．0　×　2．8 20 凹凸 竃 1 自　然
土 師器36　須恵 器23　弥
生土器1 礫5

奈良時代（8世紀後半）

29 B 4e 9 N －390－W 方　　 形 5．0　×　4．9 30 平坦 全周 4 竃 1 自　 然
土師器262 須恵器 13　縄
踊 紺 髄 器 12 支

古墳時代 （7世紀 前半 ）
本跡→SB l，S K 147

30 B 4C 8 N －150－ W 不整長方形 4．1 ×　3．6 平坦 一部 〔奄1 〕
土師 器145　須 恵器 9　弥
生土器3 粘土塊 1 礫2 3

古墳時代 （6世紀 後半 ）
本跡→S K 132

32 B 3C 5 N － 0 0 〔方　 形 〕 3．5　×　－ 14 平坦 竃 1 自 然
土師 器69　須恵 器 36　縄
文土器1 刀子 1 礫7 平安時代 （9世紀前半）

34 B 3b 2 N － 8 0－W 不 整方 形 3．0　×　2．8 20 平坦 〔磯1〕自　然
土師器 17　須恵 器 13　粘
土塊5 礫3

霧 璧盈 舘 野 ）

36 B 3C 3 N － 0 0 〔方　 形 〕 2．7　×　－ 12 平坦 磯 1 － 土 師器4 須恵器3 平安時代 （9世紀前半）

37 B 3b 2
－ － －

凹凸 〔奄 1〕
土 師器38 須恵器8　弥生
土器1 鉄棒1 礫2

平安時代（10～ 12世紀）

38 B 3c l N －280－W 〔方　 形 〕 4．2　×　 － 10 平坦 全周か 自 然 土師器6 須恵器1 礫1 古墳時代（6世紀後半）

40 B 2C 8 N －370－ W 方　 形 3．3　×　3．3 50 平坦 種 1 自　然
土師器162 須恵器 34　弥
生土器2 鉄鎌1 礫9 奈良時代（8世紀前半）

41 B 2C4 N － 220－ W 〔長 方 形 〕 〔5．6〕 ×　4．5 20 平坦 全周か 2 竃 1 自 然
チ甥 憲 居 寮鞄 紆

礫1
古墳時代（6世紀後半）

42 B 2b 2 N － 180－W 長 方 形 3．3　×　2．85 15 平坦 奄 1 自　然
土師器 99 須恵 器 39　弥
生土器 1 礫6

平安時代（9世紀 前半）
S I43→本跡

43 B 2C 2 － － － 炉 1 平安時代（9世紀前半）以
前 本跡→S I42

45 B 2b l N －650－ E 方　　 形 2 ．6　×　2．5 24 平坦 2 竃 1 自　然
土 師器49 須恵器 3　弥生
土器3 支脚2 礫21

平安時代 （9世紀前半）

46 B 2d l N －230－ W 〔方　 形 〕 5．3　×　 － 50 平坦 一部 （2 ） 1 竃 1 自　 然
土 師 器244　須 恵器 14 9
弥生土 器3 紡 錘車 1 刀
子 I 粘土塊2 礫3

奈良 時代 （8世 紀後半 ）

S I48→本跡

48 B ld o N －2901 W － －
25 平坦 一部 竃 1 自　 然 土師器34 須恵器2 礫1 古墳時代 （6世紀 後半 ）

本跡→S I46

49 B lb 8 N －810－ W 〔方　 形 〕 3．6　×　 － 8 傾斜 一部 〔竃1〕自　然
土師器9 須恵器5　鉄棒 1
礫6 平安時代（9世紀前半）

5 1。52 B 5h 8 － － － 2 各1
土師器333 須恵器 13　灰
粕陶器1 縄文土器片 1

平安時代（10～ 12世紀）
S I12→本跡

2　掘立柱建物跡

今回の調査では，時期不明の掘立柱建物跡1棟を確認した（SB－1）。以下，その特徴について記載する。

第1号福豆柱建物跡（第87図）

位置　調査区の中央部東側，B4d9区。

重複関係　本跡は，第29号住居跡と重複する。本跡が第29号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模　東西4間（約11m），南北1問（約5．6m）の建物で，柱間寸法は桁行2．7～3．0m，梁行5．6mである。柱

穴の掘り方は平面形が，径40～50cmの円形か，長径60～80cm，短径50～60cmの楕円形で，深さは30～70cmで

ある。柱痕を上面で捉えることはできなかったが，P2，P7，P9の底面に柱を立てたと思われる硬化面が認

められた。
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長軸方向　N－800－E

覆土　人為堆積。P6の土層観察によると，柱まわりはロームブロック混じりの褐色土及び黒褐色土（土層7～

12）によって固められており，柱を抜き取った後に黒色土（土層4～6）が流れ込んだものとみられる。

第87図　第1号掘立柱建物跡実測図
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覆土土層解説（P6）

1極暗褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子申亀　ロームブロック少量

3　黒　　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

4　黒　　色　ロームブロック◎ローム粒子中量

5　黒　　色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

6　黒　　色　ロームブロック少量

7　褐　　色　ロームブロック◎ローム粒子中量

8　黒褐色　ロームブロック◎ローム粒子中量

9　黒褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

10　暗褐色　ローム粒子多量，ロームブロック少量

11黒褐色　ロームブロック中量，ローム粒子少量

12　黒　　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

遺物　弥生土器，土師器，須恵器の細片が少量出土している。

所農　本跡は，当初土坑と考え，SK－134～137◎139◎143～145◎148◎149として調査したが，配列や規模

から掘立柱建物跡と判明したため遺構番号を変更した。時代は，出土遺物から奈良◎平安時代以降のものと

推定されるが，正確な時期や性格等は不明である。

3　ピット群

今回の調査では，3か所のピット群を確認した。建物あるいは柵列等の可能性があるが，対応関係を把握す

ることができなかったので，ここではピット群として扱う。以下，その特徴について記載する。

第招雛鳥捕儲（第88図）

位置　調査区の中央部東側，C6b。区付近。

規模　東西約10m，南北約8mの範囲に14か所のピット（Pl～Pl。）を確認した。ピットの平面形は，径30～60

cmの円形あるいは楕円形で，深さは10～50cmである。

覆土　人為堆積。Pl。には柱痕が認められ，そのまわりは突き固められている。また，P。も層状に突き固めら

れている。

覆土土層解説

Pl

l　黒　　色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子中量

3　黒褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子多量

P2（1～4層はPl覆土）

5　黒褐色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

6　黒　　色　ロームブロック◎ローム粒子微量

P3

1黒褐色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

2　極暗褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

3　黒　　色　ロームブロック◎ローム粒子少量

4　褐　　色　ロームブロック多量

5　黒　　色　ロームブロック◎ローム粒子少量

6　褐　　色　ロームブロック多量

P4

1褐　　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

2　暗褐色　ロームブロック◎ローム粒子中量

3　褐　色　ロームブロック多量

P5

1黒褐色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

2　黒褐色　ロームブロックeローム粒子少量

3　黒褐色　ロームブロック少量，ローム粒子微量

P

P

 

P

 

P

P
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1　黒　　色　ローム粒子◎Ag－KP粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子多量

2　黒褐色　ロームブロック中量，ローム粒子少量

1　黒　　色　ローム粒子少量，炭化物◎Ag－KP粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック中量，ローム粒子少量

1　黒　　色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック◎ローム粒子中量

1　黒褐色　ロームブロック◎ローム粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子多量，ロームブロック中量

3　暗褐色　ロームブロック◎ローム粒子中量

4　黒褐色　ロームブロック◎ローム粒子中量

D

l　黒褐色　ローム粒子少量，ロームブロックe炭化物微量

2　黒褐色　ロームブロック◎ローム粒子少量



Pll

l　黒褐色

2　暗褐色

3　黒　　色

P12

1　黒褐色

2　極暗褐色

3　黒褐色

ロームブロック中量，ローム粒子微量

ローム粒子中量

ロームブロック・ローム粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子中量

ローム粒子中量，ロームブロック少量

P13

1　黒褐色

2　褐　　色

3　暗褐色

4　褐　　色

P14

1　黒褐色

2　黒褐色

3　暗褐色

ローム粒子中量，ロームブロック少量

ロームブロック多量

ローム粒子中量

ロームブロック多量

ローム粒子中量，ロームブロック少量

ロームブロックeローム粒子少量

ローム粒子多量，ロームブロック少量

遺物　弥生土器，土師器，須恵器の細片が少量出土している。

所凰　本跡は，当初土坑番号を付して，SK－9～20⑳23◎24として調査したが，対応関係は把握できないも

ののピットが集中していることから遺構番号を変更し，ピット群として扱った。本跡の大部分のピットは，

P。，Pl。が示すように柱が立てられていたものと考えられるが，その性格は不明である。時代は，出土遺

物から奈良◎平安時代以降のものと考えられるが，正確な時期は不明である。
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害2号ピット群（第89図）

位置　調査区の中央部，B3b4区付近。

規模　東西約6m，南北約9mの範囲に22か所のピット（Pl～P22）を確認した。ピットの平面形は，径25～60

cmの円形あるいは一辺約40cmの方形で，深さは浅いもので5～30C恥　深いもので40～70cmである。

覆土　土層セクションの採図はしなかったが，覆土は，黒色土あるいは黒褐色土にローム土が混入している。

人為堆積と考えられる。

所農　本跡は，当初2棟の掘立柱建物跡と考え，SB－3◎4として調査したが，対応関係が把握できないこ

とから遺構番号を変更し，ピット群として扱った。本跡のピットの中で深さの深いものについては，断面形

からみても柱が立てられていたと考えられるが，出土遺物もなく本跡の性格，時期ともに不明である。ただ

し，本跡の東側にある第1号溝は中世の城館跡に伴う堀とみられ，堀の西側が城館内と考えられることから

本跡もその城館跡に伴う遺構である可能性は高い。

第3号だッ紅群（第90図）

位置　調査区の西部，B2bl区付近。

規模　東西約25恥　南北的且Omの範囲に125か所のピット（Pl～P125）を確認した。ピットの平面形は，大部

分のものが径20～50cmの円形あるいは楕円形である。深さは5～20cmの浅いものが多いが，中には50～60cm

の深さのものもある。P9。，P9。からは根固め石と思われる偏平な石が出土している。

覆土　土層セクションの採図はしなかったが，覆土は，黒色土あるいは黒褐色土にローム土が混入している。

人為堆積と考えられる。

所農　本跡は，当初掘立柱建物跡と考え，SB－2として調査したが学　対応関係が把握できないことから遺構

番号を変更し，ピット群として扱った。本跡のピットの中で深さの深いものについては，断面形からみても

柱が立てられていたと考えられる。また，P92，P95のように根固め石が入っているものがあり，浅いピッ

トでも柱が立っていた可能性がある。しかし，その対応関係がつかめないため，本跡の性格は不明である。

P。。，P。6，P55から奈良◎平安時代の土師器及び須恵器片が出土しているので，他のピットの中にも，奈良◎

平安時代のものが含まれている可能性があるが，本跡の位置が中世城館の郭内と考えられることから，本跡

もその城館跡に伴う遺構である可能性が高い。
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4　土　坑

当遺跡からは，土坑45基を確認した（SK一五～200，内一覧表に掲載した番号のもの。それ以外のものは，

欠番，あるいは第1号掘立柱建物跡，第1～3号ピット群に改称した）。ここでは，時期が推定できる主なも

のを記述し9　他は一覧表に掲載する。

第梯尊堂抗（第91～97図）

位置　調査区の中央部南側，B4C。区。

重複関係　本跡は，第5号土坑及び第5号井戸と重複している。本跡が第5号土坑及び第5号井戸を掘り込ん

でおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸4．2m，短軸3．0mの隅丸長方形で，深さ且30cmである。

長軸方向　N－900

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　わずかに中央部でくぼむ鍋底状である。

覆丑　2層からなる。上層はロームブロックを含む褐色土層で，下層は土をほとんど含まない握り拳大の礫層

である。掘ると礫層が崩れてしまうため採図できなかった。礫層は意識的に増設されたものと恩われる。上

層にも多量のロームブロックが含まれていることから人為堆積と考えられる。

遺物　陶磁器や土器類は，陶磁器片245息　瓦質土器片148点，土師質土器片653点，土師器片且76点及び須恵器

片290点が出土している。その他の遺物としてタ　瓦，砥石，石臼学　寛永遠賓，鉄棒等が出土している。遺物

は礫層中から出土しておりタ　一括廃棄されたものと思われる。

所農　本跡は，当初性格不明遺構（SX一息）として調査したが撃　大形の土坑状の遺構であることから，遺構

番号を変更し，土坑（SK－4）として扱った。礫層の存在と東に接して第2号井戸があることを考え合わ

せると排水施設という可能性が考えられる。時期は，出土した陶磁器類が15世紀後半から18世紀前半にかけ

て生産されたものであることから江戸時代（且8世紀前半）と推定される。

第4号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第91図

1

内 耳 鍋 A 〔35．0〕 体部上位，ロ綾部片。体部は内 目線部内 ・外面，休部内面構 ナ 長石 ◎雲母 P 972 10％

土師質土器 B （9．1） 攣して立ち上がる。 目線端部 は デ。 黒褐色 覆土

肥厚する。 普通 外面煤付着

2

内 耳 鍋 A 〔26．8〕 体部上位，口綾部片。 休部 は内 ロ縁部内 ◎外面構ナデ。 長石 ◎雲母 ◎石英 P L 35

土師質土器 B （7．4） 攣 して立ち上がり， 口綾部がわ にぷい橙色 P 974　 5％

ずかに膨 らむ。目線端部 はわず

かに肥厚する。

普通 覆土

外面煤付着

3

内 耳 鍋 A 〔38．0〕 体部上位，ロ綾部片。体部 は内 日録部内 ◎外面槙ナデ。 長石 ◎雲母 P L 35

土師質土器 B （7．3） 攣 して立ち上がり， 日録部が膨 褐灰色 P 975　 5％

らむ。ロ縁端部はわずか に肥厚

する。

普通 覆土

外面煤付着

4

内 耳 鍋

土師質土器

A 〔33．2〕

B （5．1）

口綾部片。日録部が膨 らむ。 ロ縁部内 ◎外面桟ナデ。 長石 ◎石英 ◎雲母

橙色

普通

P L 35

P 977　 5 ％

覆土

ー135－
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第92図　第4号土坑出土遺物実測図（2）
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第93図　第4号土坑出土遺物実測図（3）
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第94図　第4号土坑出土遺物実測図（4）
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第95図　第4号土坑出土遺物実測図（5）
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第96図　第4号土坑出土遺物実測図（6）
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第97図　第4号土坑出土遺物実測図（7）
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図版番号 器　 種 恒 測値（皿）i　 器形の特徴 】　 手法の特徴 座 土 砂色調 ◎焼成 l 備　 考

第92図 寮 A 〔11．4〕 体部上位，口綾部片。体部は内 日録部内 ◎外面桟ナデ。 口綾部 長石 ・スコリア P L 35

5 土師質土器 B （11．の 傾 して立ち上が り，口綾部は直 内面～休部外面赤彩。 橙色 P 962 10％

立する。 良好 覆土

6

香　　 炉

土師質土器

A 〔11．の 体部，日録部片。体部 は外傾 し 口綾部，体部内 ◎外面槙ナデ。 長石 ・雲母 P L 35

B （5．5） て立ち上がり，直線的に日録端 体部外面上位に櫨S 字状の沈線 にぷい橙色 P 979　20％

部に至る。 文が措かれる。 普通 覆土

7

脚付土器 長さ（10．2） 脚部片。接地面に丸味を もっ。 脚部外面へラ削り，指頭圧痕。 長石 ・雲母 ・石英 P L 35

土師質土器 裾部でやや広がる棒状で， 断面 にぷい橙色 P 980　 5 ％

形は楕円形である。 普通 覆土

8

不明土器 長さ（7．の 把手部片。断面形は楕 円形で申 把手部外面磨き。 砂粒 ・長石 P L 35

瓦質土器 を長方形の孔が通る。 灰色

普通

P 978　20％

覆土

9

火　　 鉢

瓦質土器

A 〔50．5〕 脚部は3単位で獣足型である。 目線部内 ◎外面横ナデ。 日綾部 長石 ・石英 P L 35

B （17．の 体部は内攣 して立ち上が り， 口 の隆帯問に型押 しによる三つ巴 黄灰色 P 963　30％

綾部外面の上下に各 1条の隆帯

が巡る。日経部内面にも 1条の

隆帯を貼付し，その上面には外

面まで貫通 した孔が巡る。

の文様を施す。 普通 覆土

10

火　　 鉢

瓦質土器

A 〔44．7〕 口綾部片。口綾部は肥厚 し， 内 日録部内 ◎外面桟ナデ。 口綾部 長石 P L 35

B （7．2） 側が内傾する。ロ綾部の上下に の隆帯問に型押 しによる桐糞の 灰色 P 964 15％

各 1条の隆帯が巡る。 文様を施す。 普通 覆土

11

火　　 鉢

瓦質土器

A 〔42．3〕 口縁部片。口縁部は肥厚 し，内 口縁部内 ◎外面横ナデ。 日録部 長石 P L 35

B （11．9） 側が内傾する。口綾部の上下 に の隆帯問に型押 しによる菊花の オリーブ黒色 P 965 15％

各 1条の隆帯が巡る。 文様を施す。 普通 覆土

二次焼成痕

第93図

12

火　　 鉢

瓦質土器

A 〔42．2〕 口綾部片。口縁部は肥厚 し， 内 口繚部内 ◎外面横ナデ。 日綾部 長石 P L 36

B （10．5） 側が内傾する。口綾部の上下に の隆帯間に型押 しによる菊花の 黄灰色 P 966 10％

各 1条の隆帯が巡る。 文様を施す。 普通 覆土

13

火　　 鉢

瓦質土器

B （12．6） 脚部～体部片。脚部は逆台形で， 二次焼成による肌荒れ著 しい。 石英 ・長石 P L 36

C 〔40．0〕

E　　 3．5

体部は外傾 し， 1 条の隆帯が巡

る。

脚部，隆帯上にナデ痕を残す。 灰黄色

普通

P 967　30％

覆土

14

火　　 鉢

瓦質土器

A 〔16．の 脚部～口綾部片。脚部は逆 円錐 口綾部，体部内 ◎外面桟ナデ。 長石 ・石英 P L 36

B （6．4） 形で，体部は内攣 して立ち上が 灰黄色 P 970　30％

C 〔10．勧

E　 l．9

る。口綾部は肥厚する。 普通 覆土

15

16

17

火　　 鉢

瓦質土器

碗

陶　　 器

碗

陶　　 器

A 〔20．8〕 脚部～口綾部片。脚部 は逆円錐 ロ綾部，体部内 ◎外面桟 ナデ。 石英 ◎長石 P L 36

B　　 7．0 形で，体部 は内攣 して立ち上が 底部外周回転へラ削り。

底部削り出し。内面～体部外面

灰色 P 971 25％

C 〔15．5〕

E　 l．7

A 〔11．0〕

る。口綾部は肥厚する。

天日形。底部，ロ綾部片。 体部

普通

長石

覆土

P lO12 20％

B　　 5．5

B （6．8）

は外傾 して立ち上がり， ロ縁部 中位鉄粕。体部外面下位～高台 （胎土）灰白色 覆土

との境に稜がある。 口綾部は内

傾 し，端部は外反する。

天日形。高台部～口綾部下位片。

部無恥。

削 り出し高台。内面から体部外

（触）赤黒色

良好

長石 ・石英

瀬戸 ・美濃

P L 37

D　　 4．5 輪高台で，体部は内攣気味に外 面中位鉄粕。体部下位～高台部 （胎土）淡黄色 P lOl1 30％

0．9 傾 して立ち上がり， 口綾部 は内 無粕。 （触）赤黒色 覆土

傾する。 良好 瀬戸 ・美濃

ー143－



図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第93図

18

碗 B （5．5） 高台部～体部下位片。高台は内 削 り出し高台。内面～休部外面 長石 ◎石英 P lO73 20％

陶　　 器 D　　 5．1 反 りで，体部は外傾する。 下位鉄軸。体部下端～高台部化 （胎土）淡黄色 覆土

E　 l．0 粧がけ。 （粕）黒褐色

良好

瀬戸 ・美濃

19

碗 A 〔11．2〕 やや腰の張 った丸形。 高台部～ 削り出し高台。内面～体部外面 長石 P L 37

陶　　 器 B　　 7．0 ロ縁部片。輪高台で， 体部 は内 下位長石粕。日録部の一部鉄軸。 （胎土）灰白色 P lO18 40％

D 〔5．6〕 攣 して立ち上がり， 口線部 はわ 体部外面下端～高台部無粕。 器 （勒）白色。暗オ巨 プ褐色 覆土

E　　 O．9 ずかに内傾する。 表面買入。 良好 瀬戸 ・美濃

20

碗 A 〔12．4〕 やや腰の張った丸形。 体部， 口 内面～体部外面下位鉄粕。 日録 石英 ・長石 P lO13 30％

陶　　 器 B （6．6） 綾部片。体部は内攣 して立ち上 部のみ鉄和上に灰軸。 体部外面 （胎土）淡黄色 覆土

がり，口縁端部に至る。 下端化粧がけ。 （軸）黒褐色e灰黄色

良好

瀬戸 ・美濃

21

碗 A 〔12．の 丸形。高台部～ロ綾部片。 輪高 削 り出し高台。高台部下面を除 長石 P L 37

陶　　 器 B　　 7．5 台で，体部 は内攣 して立ち上が く全面に灰粕。高台下面 に砂付 （胎土）淡黄色 P lO17 50％

D 〔5．0〕

E　 l．3

り，口繚端部に至る。 着。器表面貴人。 （軸）浅黄色

良好

覆土

瀬戸 ・美濃

22

碗 B （4．9） 丸形。高台部～体部片。 輪高台 削 り出し高台。高台部下面を除 長石 P L 37

陶　　 器 D　　 4．6

E　 l．1

で，体部は内攣して立ち上がる。 く全面に灰粕。器表面質入。 （胎土）灰白色

（粕）にぷい黄橙色

良好

P lO16 50％

覆土

瀬戸 ・美濃

23

碗 A 〔9．0〕 丸形。高台部～口綾部片。輪高台 染付。全面に透明粕。体部外面 黒色微粒子 P L 37

磁　　 器 B　　 4．3 で，体部は内攣して立ち上が り， に呉須による草花文を手措 き。 （胎土）透明 P lO19 40％

D 〔4．5〕 目線部に至る。底部の器厚が厚く， 高台内面に砂付着。 （軸）灰白色e暗青灰色 覆土

E　　 O．5 口線部に向かって徐々に薄くなる 良好 肥前

24

碗 B （6．4） やや腰の張った丸形。 高台部～ 染付。体部外面に呉須による虫 黒色微粒子 P L 37

磁　　 器 D 〔4．7〕 休部片。休部は内攣 して立ち上 文を手措き。高台内面に砂付着。 （胎土）灰白色 P lO79 25％

E　　 O．8 がる。 （軸）透明 ・青灰色

良好

覆土

肥前

25

碗 B （2．4） 高台部，体部片。輪高台で，体 青磁。高台部内面無軸。体部外 長石 P lO82　5 ％

磁　　 器 D 〔5．1〕

E　　 O．8

部は内攣 して立ち上がる。 面に蓮華文を肉彫 り。 （胎土）灰白色　 や

（軸）緑灰色

良好

覆土

中国

26

鉢

磁　　 器

B （2．5）

D　　 4．6

高台部，体部下位片。断面形が

逆台形の〃輪高台で，体部は内攣

青磁。見込み輪ハゲ部及び高台

部に鉄柴がけ。

長石

（胎土）灰白色

P lO80 30％

覆土

E　　 O．5 して立ち上がる。 （軸）明緑灰色

良好

肥前

27

第94図

28

29

鉢 B （2．6） 高台部，休部下位片。 断面形が 青磁。見込み輪ハゲ部及び高台 長石 P lO81 30％

磁　　 器

鉢

D　　 4．1 逆台形の輪高台で，体部は内攣 部に微細な砂粒付着。

内面～体部外面下位長石和。 体

（胎土）灰白色 覆土

E　　 O．8

A　 17．6

して立ち上がる。

口縁部一部欠損。やや腰 の張っ

（粕）明緑灰色

良好

長石

肥前

P L 36

陶　　 器

鉢

B　 ll．1 た丸形。輪高台で， 体部 は内攣 部外面上位帯状に銅緑粕。体部 （胎土）灰白色 P 982　70％

D　　 8．5 して立ち上がり， 日録端部は肥 外面下端～高台部無恥。

体部内 ◎外面に強いロクロ目。

（軸）灰白色・青緑色 覆土

E　 l．0 厚 し玉線形になる。 良好 瀬戸 ・美濃

B （3．の 高台部，休部下位片。幅広の低 長石 ・石英 P lO78 15％

陶　　 器 D 〔7．0〕 い高台で，体部は内攣 して立 ち 削 り出し高台。体部内 ◎外面鉄 （胎土）にぷい橙色 覆土

E　　 O．7 上がる。 鞄。見込み部分，体部外面下位

～高台部外面化粧がけ。

（勒）暗褐色

良好

肥前

－144－



図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第94図

30

鉢 B （6．0） 高台部，体部下位片。幅広の輪 三島手。見込み部分全体 に白泥 長石 ・石英 P L 37

陶　　 器 D　 lO．6 高台で，体部は内攣 して立ち上 塗布後，波状文を線引 き。体部 （胎土）にぷい橙色 P lOlO 20％

E　 l．3 がる。 外面下位～高台部無職。 見込 み （軸）透明 ・白色 覆土

部分に砂目。 良好 肥前

31

鉢 B （3．5） 大平鉢。高台部，体部下位片。 削り出し高台。内面～高台部側 長石 P lO75 10％

陶　　 器 D 〔16調 低い輪高台で，休部 は内攣気味 面灰粕。高台部内面無恥。見込 （胎土）灰白色 覆土

E　　 O．8 に外傾 して立ち上がる。 み部分に目痕。 （鞄）灰色 、

良好

瀬戸 ・美濃

32

鉢 A 〔45．の 捏鉢。体部，口綾部片。 体部は 日録部内 ◎外面桟ナデ。体部内 砂粒 ・長石 ・石英 P lO70　5％

陶　　 器 B （7．3） 内攣気味に外傾 して立ち上がり， 面平滑。無職。 （胎土）にぷい赤褐色 覆土

ロ線端部は外方にわずかにつま

み出される。

（器表面）明赤褐色

良好

常滑

33

皿

陶　　 器

A 〔14．2〕 高台部～目線部片。輪高台。 体 志野。削 り出し高台。 内面～体 長石 P lOO1 20％

B　　 3．8 部は屈曲 して外傾 し，ロ綾部 は外 部下位長石軸。見込み輪ハゲ。 （胎土）浅黄色 覆土

D 〔7．鎚

E　　 O．6

反する。 体部下端～高台部無職。 （軸）灰白色

良好

瀬戸 ・美濃

34

皿

陶　　 器

A 〔12．5〕 高台部～口綾部片。 内反 りの高 志野。体部外面 ロクロ目。 削 り 長石 P 995　40％

B　　 2．2 台。体部は内攣して立ち上がり， 出し高台。内面～高台部内面外 （胎土）淡黄色 覆土

D　　 7．8

E ．　0．4

口綾部は外傾する。 周長石鞄。高台部内面中心無職。

高台内面に目痕。

（粕）灰色

良好

瀬戸 ・美濃

35

皿

陶　　 器

A 〔12．4〕 高台部～目線部片。断面形が逆 志野。体部外面下位に強い ロク 長石 P lOO4 30％

B　　 2．2 三角形の低い輪高台。 体部 は内 ロ冒。削 り出し高台。 全面長石 （胎土）灰白色 覆土

D　　 8．1 攣 して立ち上がり， 口線端部に 粕，貰入。見込み及 び高台内面 （軸）灰白色 瀬戸 ・美濃

E　　 O．5 至る。 に目痕。 良好

36

皿

陶　　 器

A 〔12．0〕 高台部～日録部片。 内反 りの高 志野。削 り出し高台。 内面～高 長石 P lOO2 40％

B　　 2．4 台。体部は外傾しそ立ち上がり， 台外面長石粕。鮫肌。 高台内面 （胎土）淡黄色 覆土

C 〔6．鋤 中位に稜がある。ロ綾部 はわず

かに外反する。

無恥。 （軸）灰白色

良好

瀬戸 ・美濃

37

皿

陶　　 器

A 〔11．8〕 高台部～口綾部片。 内反 りの高 志野。削り出 し高台。内面～体 長石 P lOO3 40％

B　 l．9 台。休部は内攣 して立ち上が り， 部外面下端長石軸。高台内面無 （胎土）淡黄色 覆土

C 〔6．7〕 口縁端部に至る。 触。見込み及び高台内面に目痕。 （粕）灰白色

良好

瀬戸 ・美濃

38

39

40

41

皿

陶　　 器

皿

陶　　 器

皿

陶　　 器

皿

A 〔14．9〕 高台部～口綾部片。 断面形が逆 体部外面に強いロクロ目。内面 長石 P 997　40％

B　　 3．3 三角形の輪高台。体部は内攣 し ～外面下位灰職。体部外面下端 （胎土）灰白色 覆土

D 〔8．0〕 て立ち上がり，ロ綾部はわずかに ～高台部無職。見込みに重ね焼 （軸）灰白色 瀬戸 ◎美濃

P L 37

E　　 O．6 外反する。 きの高台痕。 良好

A　 13．0 口緑部，体部一部欠損。断面形が 体部外面下位に強いロクロ目。 長石

B　　 3．1 逆三角形の輪高台。体部 は内攣 削り出し高台。内面～体部外面 （胎土）灰白色 P 991　70％

D　　 6．6 して立ち上がり，上位に稜があ 中位灰軸。体部外面下位～高台 （紬）灰黄色 覆土

E　　 O．6

A 〔13．3〕

る。口綾部はわずかにふ外反する。

高台部分～口綾部片。 断面形が

部無恥。見込みに重ね焼 きの高

台痕。炭化物付着。

体部外面にロクロ目。 削 り出 し

良好

長石

瀬戸 ・美濃

P 996　50％

B　　 2．8 逆台形の輪高台。体部は内攣 し 高台。内面～体部外面下位灰軸。 （胎土）灰黄色 覆土

D　　 7．2

E　　 O．5

A 〔13．6〕

て立ち上がり，口綾部に至る。

高台部～口綾部片。 断面形が逆

体部外面下端～高台部無職。見

込みに重ね焼 きの高台痕。

体部外面にロクロ目。 削 り出し

（軸）灰オリーブ色

良好

長石

瀬戸 ・美濃

P 994　25％

陶　　 器 B　　 2．6 三角形の輪高台。体部 は内攣 し 高台。内面～休部外面中位灰軸。 （胎土）灰白色 覆土

D 〔8．1〕

E　　 O．7

て立ち上が り，口綾部に至 る。 体部外面下位～高台部無粘。 見

込みに重ね焼きの高台痕。

（粕）灰オリーブ色

良好

瀬戸 ◎美濃
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第95図

42

皿 A 〔13．4〕 高台部～口綾部片。断面形 が逆 削 り出し高台。内面～高台部内 長石 P 992　40％

陶　　 器 B　　 3．1 三角形の輪高台。体部 は直線的 面外周灰粕。高台部内面中心部 （胎土）灰黄褐色 覆土

D　　 7．4 に外傾 して立ち上が り， 日録端 無職。見込み及び高台内面に目 （粕）灰オリーブ色 瀬戸 ◎美濃

E　　 O．5 部はわずかに外傾する。 痕。体部外面下端に融着物。 良好

43

皿 A 〔14．0〕 高台部～口綾部片。 断面形が逆 体部外面ロクロ目。削 り出 し高 長石 P 999　20％

陶　　 器 B　　 3．7 台形の小さな輪高台。休部 は内 台。内面～休部外面下位灰軸。 （胎土）灰白色 覆土

D 〔5．0〕 攣して立ち上が り， 口綾部で屈 体部外面下端～高台部無恥。 見 （軸）灰白色 瀬戸 ◎美濃

E　　 O．8 曲する。 込み輪ハゲ。 良好

44

皿 A 〔12．0〕 高台部～口綾部片。 断面形が逆 削り出し高台。内面～体部外面 黒色微粒子 P L 37

陶　　 器 B　　 3．3 台形の小さな輪高台。体部は内 下位緑粕。体部外面下端～高台 （胎土）灰白色 P lOOO 30％

D　　 4．5 攣 して立ち上がり， 口繚端部 に 部無粕。見込み輪ハゲ。見込み （鞄）オリーブ色 覆土

E　　 O．6 至る。 に4 か所の目痕。 良好 肥前

45

皿 A 〔10．4〕 高台部～ロ綾部片。内反 りの高 体部外面 ロクロ目。削 り出 し高 長石 ・石英 P lO15 40％

陶　　 器 B　　 2．8 台。体部は内攣 して立ち上がり， 台。内面～体部外面中位鉄粕。 （胎土）淡黄色 覆土

C 〔5．0〕 口綾部はわずかに外反する。 体部外面下位～高台部化粧がげ。

見込みに目痕。

（軸）にぷい赤褐色

良好

瀬戸 ◎美濃

46

皿 A 〔11潮 高台部～口綾部片。 内反 りの高 鉄絵志野。 体部外面下位 ロクロ 長石 P L 37

陶　　 器 B　　 2．2 台。体部は内攣 して立ち上がり， 目。削り出し高台。 内面～高台 （胎土）オリーブ黒色 P lOO7 40％

C　　 7．2 日経端部に至る。 側面長石軸。見込みに鉄粕 によ （粕）灰色 覆土

る文様。高台部内面無職。 良好 瀬戸 ◎美濃

47

皿

陶　　 器

A 〔10．鋤 高台部～ロ綾部片。断面形が逆 鉄絵志野。体部外面下位 ロクロ 長石 P L 37

B　　 2．2 三角形の低い輪高台。 体部は内 目。付け高台。全面長石粕。見 （胎土）淡黄色 P lOO9 40％

D 〔6．2〕 攣 して立ち上がり， ロ縁端部 に 込みに鉄粕による蘭竹文を手描 （粕）淡黄色e黒褐色 覆土

E　　 O．4 至る。 き。見込み及び高台内面に目痕。 良好 瀬戸 ◎美濃

48

皿

陶　　 器

B （1．4） 高台部，体部下位片。 断面形が 灰軸摺絵。削り出 し高台。見込 長石 P L 37

D　　 7．3 方形の輪高台。高台側面 に沈線 み部灰軸，摺絵による鉄勒 の草 （胎土）淡黄色 P lOO8 40％

E　　 O．5 が巡る。体部は内攣気味に外傾 花文。体部外面下位～高台部無 （勒）浅黄色 ◎黒褐色 覆土

する。 軸。見込みに目痕 3 か所。 良好 瀬戸 e美濃

49

50

51

52

53

皿

陶　　 器

皿

陶　　 器

皿

A 〔11．8〕 菊皿。高台部～口綾部片。 幅が 志野。菊花形に型打 ち し， 日録 長石 P 989　20％

B　　 2．1 狭く低い輪高台。体部 は内攣 し 部を花弁状にへラで切 り込みを （胎土）淡黄色 覆土

D 〔7月〕

E　　 O．3

B （3．6）

て立ち上がり，口縁部 は外傾す

る。

菊皿。高台部～休部片。 断面形

入れる。付け高台。 高台中心部

を除く全面に長石軸。

黄瀬戸銅線軸流 し。菊花形に型打

（軸）灰白色

良好

長石

瀬戸 ・美濃

P L 37

D　　 6．8 が方形の輪高台。体部 は内攣 し ち。見込みに菊花文。内面～体部 （胎土）淡黄色 P 984　55％

E　 l．0

A 〔13．7〕

て立ち上がる。

菊皿。高台部～口綾部片。 断面

外面下端灰粕。一部銅線軸。高台 （軸）浅黄色e暗緑色 覆土

内面無粕。見込みに目痕3 か所。 良好 瀬戸 ・美濃

黄瀬戸銅緑軸流し。菊花形に型打 長石 P L 37

陶　　 器

皿

B　　 3．2 形が方形の輪高台。 体部は内攣 ち。内面～体部外面下位灰軸。口 （胎土）淡黄色 P 987　30％

D　　 7．1 して立ち上が り， 口綾部 は外傾 綾部内外面銅線粕。休部外面下端 （勒）浅黄色e暗緑色 覆土

E　　 O．7 する。 ～高台内面無鞄。見込みに目痕。 良好 瀬戸 ・美濃

A 〔13．4〕 菊皿。高台部～口綾部片。 幅が 灰軸。菊花形に型打ちし，日経部 長石 P 988　40％

陶　　 器

皿

B　　 3．1 狭く低い輪高台。体部 は内攣 し 花弁状の切り込み。付け高台。内面 （胎土）淡黄色 覆土

D　　 8．0

E　　 O．5

A 〔13．2〕

て立ち上がり，日綾部 は外傾す

る。

菊皿。高台部～口綾部片。断面

～体部外面下位灰軸。休部外面下

端～高台内面無職。見込みに目痕。

灰和銅緑軸流 し。菊花形に型打ち。

（軸）オリーブ黄色

良好

長石

瀬戸 ・美濃

P L 37

陶　　 器 B　　 3．5 形が方形の輪高台。体部は内攣 内面～体部外面下位灰軸。口縁部 （胎土）灰黄褐色 P 983　60％

D　　 7．1 して立ち上がり， 日録部は外傾 内・外面銅線軸。休部外面下端～高 （粕）にぷい黄色刺 －プ黒色 覆土

E　　 O．8 する。 台内面無軸。見込みに目痕3 か所。 良好 瀬戸 ・美濃
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54

皿 A 〔12．8〕 菊皿。高台部～口縁部片。断面 灰和銅緑軸流し。菊花形に型打 長石 P L 37

陶　　 器 B　　 3．5 形が方形の輪高台。 体部は内攣 ち。内面～休部外面下位灰軸。 （胎土）灰白色 P 985　55％

D　　 7．0 して立ち上がり， 口縁部は外傾 見込みに銅線粕。休部外面下端 （軸）灰白 e青灰色 覆土

E　　 O．8 する。 ～高台内面無軸。見込みに目痕。 良好 瀬戸 。美濃

55

皿 A 〔12．9〕 菊皿。高台部～口縁部片。 断面 灰軸。菊花形に型打 ち。 口縁部 長石 P 986　50％

陶　　 器 B　　 3．1 形が方形の輪高台。 休部 は内攣 に花弁状の切 り込み。 内面～高 （胎⊥）灰白色 覆土

D　　 7．7 して立ち上がり，口縁部 は外傾 台部側面灰粕。高台内面無粕。 （粕）灰オリーブ色 瀬戸 ・美濃

E　　 O．5 する。 見込みに目痕。 良好

56

皿 A 〔13．2〕 菊皿。高台部～口縁部片。断面 灰粕。菊花形に型打ち。 付け高 長石 P 990　30％

陶　　 器 B　　 3．2 形が逆三角形の輪高台。体部 は 台。内面～体部外面下位灰粕。 （胎土）灰黄色 覆土

D　　 8．2

E　　 O．6

内攣して立ち上がり， 口縁端部

に至る。

休部外面下端～高台内面無粕。 （粕）灰オ リーブ色

良好

瀬戸 ・美濃

57

措　　 鉢

陶　　 器

A 〔37．4〕 休部上位～口縁部片。休部 は内 口縁部外面に粘土紐貼付。 体部 長石 P lO20 10％

B （8．7） 攣気味に外傾し，ロ綾部で肥厚 内面に6 条 1単位の櫛 目。 体部 （胎土）灰白色 覆土

する。 内面～外面鉄軸。 （粕）赤褐色

良好

瀬戸 ・美濃

58

揺　　 鉢

陶　　 器

B （4．3） 底部～休部下位片。平底。休部 底部回転糸切り。体部内面，見 長石 P L 37

C 〔13．8〕 は外傾して立ち上がる。 込み部分に7 条 1単位 の櫛 目。 （胎土）淡黄色 P lO21 10％

内面～底部外周鉄柚。 底部 中心 （軸）暗褐色 覆土

無職。 良好 瀬戸 ・美濃

59

揺　　 鉢

陶　　 器

B （7．6） 体部下位片。体部 はわずか に外 休部外面顕著なロクロ目。 体部 長石 P 987 10％

C 〔13．0〕 反 して立ち上がる。 内面に 6条 1単位の櫛 目。 休部 （胎土）灰黄褐色 覆土

内 ・外面鉄軸。 （軸）暗褐色

良好

瀬戸 ・美濃

60

聾

陶　　 器

A 〔24．郎 頸部，口縁部片。頸部は内傾 し， 口縁部内 ・外面槙ナデ。紐造 り。 長石 P lO68　5 ％

B （6．0） 口縁部は直立する。 口縁端部に 無軸。 （胎土）橙色 覆土

は線帯がめぐる。 良好 常滑

61

徳　　 利

磁　　 器

B （15．1） ラッキョウ形徳利。 高台部～頸 染付。外面全体に透明軸。内面 黒色微粒子 P L 37

D　　 7．3 部片。断面形が逆台形の低い輪 無軸。休部外面に呉須によって （胎土）灰白色 P lO24 30％

E　　 O．3 高台。休部はやや長 い球状で， 草や柳（？）を手措 き。高台下面 （粕）明青灰色・青灰色 覆土

撫肩である。 に砂付着。 良好 肥前

62

63

64

65

茶 入 れ

陶　　 器

水　　 滴

陶　　 器

灰　　 吹

陶　　 器

仏 飯 器

B （2．7） 底部，休部下位片。平底。体部 休部外面下位ロクロ目。 底部回 長石 ・石英 P L 37

C　　 4．8

B （3．2）

B （4．2）

B （3．3）

は内攣して立ち上がる。

魚形。エラ，胸 ビレ部片。

簡形。休部下位片。休部 はわず

転糸切 り。内面鉄軸。体部下位， （胎土）灰色 P lO14 40％

底部無軸。

型造 り。外面鉄軸。 内面，底面

（軸）暗褐色

良好

長石 。石英

覆土

瀬戸 ・美濃

P L 37

無軸。

休部外面透明軸。細かい貴人。

（胎土）灰黄色

（和）暗褐色

良好

長石

P lO25 20％

覆土

瀬戸 ・美濃

P lO26 20％

かに内傾 して立ち上がる。

脚部，堵底部片。中空の脚部で，

内面無軸。

師部内面～脚部外面中位灰軸。

（胎土）灰白色

（軸）透明

良好

長石

覆土

不明

P lO77 40％

陶　　 器 据部がラッパ状に開 く。 貴人。脚部外面下位～脚部 内面 （胎土）灰白色 覆土

無職。 （軸）灰白色＠オ巨 プ黄色

良好

瀬戸 ・美濃
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図版番号 種　 別
　 計　　　 測　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm ） 厚さk Iの 重量 毎）

第97図 66 平　　 瓦 （15．3 ） （ 9．9 ） 2．6 （430．5 ） 覆　　　 土 P L 3 6　 D P 8　 凸面 に縄 目叩 き

67 丸　　 瓦 （ 8．4 ） （ 5．8 ） 1．5 （81．4） 覆　　　 土 D P 9　 凹面 に布当痕　 凸面 に縄月 叩 き

68 砥　　 石 （ 8．6 ） 4．7 3．1 （18 7．1） 覆　　　 土 P L 3 6　 Q lO　 凝灰 岩

69 砥　　 石 （ 9．7 ） 4．3 2．2 （98．0） 覆　　　 土 P L 36　 Q l l 凝灰岩

70 砥　　 石 （ 9．4 ） 5．5 1．2 （116．5） 覆　　　 土 P L 36　 Q 12　 凝灰岩

71 石　　 臼 推定径　 〔33．5〕 7．9 0 72 9．◎ 覆　　　 土 P L 36　 Q 13　 安山岩　 下 目片

72 石　　 臼 最大長　 （13．1） 4．1 （435．3） 覆　　　 土 P L 3 6　 Q 14　 安山岩　 上 白片

73 石　　 臼 推定 径　 〔26．0〕 10．0 （618．8） 覆　　　 土 P L 3 6　 Q 15　 安山岩　 上白片

74 相　　 場 現 存 高　 （ 5．9 ） 推定底径　 〔22．q 覆　　　 土 P L 3 6　 Q 1 7　 礫岩　 内面 は熟を受 け平滑

75 銅　　 銭 径　　　 2．3 1．0 3．2 覆　　　 土 P L 46　 M 3 6　青銅製　 寛永通寅

第7号土坑（第98図）

位置　調査区の東端部中央，C6b。区。

重複関係　本跡は，第129号土坑と重複している。本跡が第129号土坑の上に構築されていることから本跡が新

しい。

規模と平面形　長径2．7m，短径2．65mの円形で，深さ50cmである。

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　鍋底状である。
土層解説

1黒　色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　5　黒　色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

2　黒　色　ローム粒子少畳，炭化物・ロームブロック微量　　6　黒　色　ロームブロック中量，ローム粒子少量

3　黒　色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　7　極暗褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

4　極暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック微量

覆土　7層からなる。自然堆積と考えられる。

遺物　土師器片223点，須恵器片56点及び弥生土器片11点が出土している。第98図3は須恵器塔の底部片で，

底部にへラ記号が施されている。

0　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」　－」

第98図　第7号土坑・出土遺物実測図
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所見　本跡は，出土遺物から奈良時代（8世紀後半）の土坑と考えられる。

第7号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第98図 高台付杯 A 〔14．6〕 休部，口縁部片。高台部欠損。 口縁部，体部内 e外面構 ナデ。 砂粒 。長石 P 897　 5 ％

1 須 恵 器 B （4．4） 体部は屈曲 して外傾 し，口縁部

はやや外反する。

体部下端回転へラ削り。 灰色

良好

覆土

2

蓋

須 恵 器

B （2．8） 天井部片。天井部は丸味をもつ。 天井部回転へラ削 り。 小礫 ・海綿骨針

灰黄色

良好

P 898 10％

覆土

第開署蓋坑（第99図）

位置　調査区の東部南側，B5i6区。

規模藍平面形　径約0．9mの円形で，深さ且03cmまで掘り下げたが底面には達しなかった。土坑上部の周囲に

は厚さ約20C皿，幅約30cmの範囲でドーナツ状に粘土と黒色土が貼られている。

壁面　垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

援蓋　9層からなる。土層且～3は貼られた粘土及び黒色土。土層4～9は自然堆積と考えられるが学　士層8

には小礫が多量に含まれていることから，あるいは一部人為堆積の可能性もある。

土層解説

1　灰黄褐色　粘土層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子e小礫微量

2　黒　　色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　黒　　色　ローム粒子少量

3　黒　　色　粘土ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微量　　　8　黒褐色　小礫多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子・小礫少量，焼土粒子。炭化粒子微量　　9　黒　　色　ローム粒子中量，小礫少量，ロームブロック微量

5　黒褐色　ローム粒子少量，粘土ブロック・焼土粒子・炭化

粒子・小礫微量

遺物　陶器片且点，瓦質土器片3点，土師質土器片1点9　土師器片姐点　須恵器片4点，砥石且点及び角釘且

点が出土している。

所農　本跡は土坑として扱ったが，形状が円筒形であることや深さが深いことから，井戸である可能性もある。

時代は，出土遺物から江戸時代のものと考えられるが詳細な時期は不明である。

第36号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第99図
香　　 炉 B （6．1） 底部，体部片。脚部， ロ綾部欠 休部内面横ナデ。休部外面構方 長石 ・スコリア P L 38

1 土師質土器 C 〔19．4〕 損。平底。体部は内攣 して立 ち 向の磨 きb 褐色 P 900 10％

上がり，休部上位に段がある。 普通 覆土

2

香　　 炉 B （3．6） 底部，休部下位片。平底に瘡状 ロクロ成形。 長石・スコリア。雲母 P L 38

土師質土器 C　　 6．8 の足が付く。体部は内攣 して立 橙色 P 901 10％

ち上がり，上方で内傾する。 普通 覆土

3

土　　 鍋 A 〔38．7〕 体部，日録部片。休部 は内攣 し 口縁部内 ・外面槙ナデ。体部外 砂粒 ・長石 ・石英 P L 38

瓦質土器 B （8。6） て立ち上がり，日録端部に至る。 面下端回転へラ削 り。 灰色

普通

P 902　5 ％

覆土

休部外面煤付着
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図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値

出土 地点 備　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm ） 厚さk m ） 重量（∂

第99図 4 砥　　 石 14．5 6．3 4．5 5 18．2 覆　　　 土 P L 3 8　 Q 8　 疑灰 岩

5 角　　 釘 （3．5 ） （0．8 ） 0．5 2．2 覆　　　 土 P L 4 6　 M 3 4　鉄製

」　＿

「　‾

一一　　　　　　　　、

D
第99図　第36号土坑・出土遺物実測図
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第85号土坑（第100図）

位置　調査区の西端部，BIc9区。

規模と平面形　径0．9mの円形で，深さ15cmである。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　鍋底状である。

土曜解説

1黒　色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子中量，ロームブロック微量

旦◎⑧
旦424m

2

「：亘∃こ至7‘‾‾

一耳と－

し二＿＿＿l

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿⊥－　！

聖域
2

0　　　　　　5cm

し＿＿＿＿」＿＿　」

覆土　3層からなる。堆積状況は不明である。

遺物　土師器片1点，須恵器片2点が出土している。　　第100図　第85号土坑・出土遺物実測図

所見　本跡は，出土遺物から奈良時代（8世紀前半）の土坑と考えられる。

第85号土坑出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値（①） 器形 の特徴 手法 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第10 0図 蓋 B （1．6） つ まみ部片。小ぶ りの宝 珠形 の つまみ貼 り付け後，側面 ナデ。 長石 P 90 9　5 ％

1 須 恵 器 つ まみが付 く。 灰色

良好

覆土

2

蓋

須 恵 器

A 〔12．の

B （ 0．9）

口綾部片。 ロ縁端部 は屈 曲する。 口縁部内 ・外面槙 ナデ。 長石

黄 灰色

良好

P 9 10　5 ％

覆土

第124号土坑（第101図）

位置　調査区の東部南側，B5h5区。

重複関係　本跡は，第20号住居跡と重複している。本跡が第20号住居跡の竃を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　径約0．9mの円形で，深さは確認面から約55cmである。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　鍋底状である。

覆土　不明である。

遺物　土師器の稀，高台付杯及び皿各1点と土師器片2点が出土している。第101図1の杯，2の高台付杯及

び3の皿は覆土中層からの出土である。

所見　出土遺物から，平安時代（10～12世紀）の土坑と考えられる。

三三
二∴
！　　　；　　　！

第101図　第124号土坑・出土遺物実測図
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第124号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第10 1図
塔 A　 14．7 口縁部一部欠 損。平底 。 休 部 は 口縁部，体 部内 ・外面 構 ナ デ。 砂粒 ・長石 P L 3 8

1 土 師 器 B　　 4．5 内攣 して立 ち上 が り，ロ縁 部 は 底部回転糸切 り。 ロク ロ成形。 にぷい黄褐色 P 9 12　 70％

C　　 6．2 外傾す る。 良好 覆土 中層

2

高台付塔 A　 17．2 口綾部一部欠損。 ハ の字 状 に開 口縁部，体部 内 ・外 面 横 ナデ。 砂粒 ◎長石 ◎スコリア P L 38

土 師 器 B　　 5．1 く高台が付 く。体 部 は外 傾 して 高台貼 り付 け後， ナデ。 ロクロ 浅黄橙色 P 9 13　 70％

D　　 8．3

E　 l．2

立 ち上 が り，口縁部 は外反 す る。 成形。 良好 覆土中層

3

皿 A 〔10．0〕 底部～ 目線部片。平 底。 体 部 は 口縁部，体 部内 。外面 構 ナ デ。 砂粒 ・長石 P L 3 8

土 師 器 B　　 2．0 内攣 して立 ち上が り， 口縁 部 は 底部回転糸切 り。 ロク ロ成 形。 浅黄橙色 P 9 14　 40％

C 〔6月〕 わずか に外反 する。 良好 覆土 中層

第臓　考量坑（第102図）

位置　調査区中央部北側，B4bl区。

規模藍平面形　平面形はいびっな鍵穴形でタ　北側が長軸lJmタ　短軸且。6mの方形9　南側が長径3．且m蟄　短径且．6m

の楯岡形である。全長は3。2m，深さは且0～30cmである。

長軸方向　N－60－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　北側の方形部では南側に傾斜しており，南側の楕閏形部では凹凸がある。ピットが6か所（Pl～P6）

ある。Pl～P5は径20～40cmの閏形で，深さは8～30cmである。P6は一辺60cmの方形で　深さは摘cmであ

る。これらのピットが本跡に伴うものであるかは不明である。

覆堂　8層からなりダ　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　オリーブ褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　にぷい黄褐色　焼土ブロック中量，焼土粒子・ローム粒子少量，炭化物微量

3　暗灰黄色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　黒　　　色　ローム粒子少量，ロームブロック。焼土粒子・炭化粒子微量

6　黒　褐　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

7　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量

8　黄　灰　色　灰多量，ローム粒子少量，焼土粒子。炭化粒子微量

遺物　土師器片780息　須恵器片52息　灰鞄陶器片4鳥　羽釜片且点及び置竃片且点が出土している。第且02図

4，5，8の高台付塔及び且0の皿は北側の方形部の9　6の高台付琢及び9，m，13の皿は南側の楕円形部の床

面及び覆土下層から出土している。

所農　本跡は，平面形から2基の土坑の重複のようにも見えるがタ　土層観察によっても新旧関係が不明である

ため且基の丑坑として扱った。覆土上層（土層且～3◎8）は9　下層（土層4～7）に比べて焼土や炭化観

灰を多く含んでいる。覆土上層部で何かを燃やしたものと考えられる。時期は，出土遺物から平安時代（且0

～12世紀）と考えられる。
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第102図　第125号土坑・出土遺物実測図

第125号土坑出土遺物観察表
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図版番号器　種計湘値（qm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第102図
杯A　ll．5完形。やや突出した平底。休部口縁部，体部内・外面槙ナデ。砂粒・長石 PL38

1 土師器B　　4．5は内増して立ち上がり，口縁部底部回転糸切り。ロクロ成形。にぷい黄橙色 P922100％

C　　6．2はわずかに外反する。 普通 覆土上層

－153－



図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形 の特徴 手 法の特徴 胎土 ・色調 。焼成 備　　 考

第 102図
塔 A　 12．5 底部～口縁部片。 や や突 出 した 口縁部，体部 内 ・外面 構 ナデ。 長石 ・スコ リア P L 38

2 土 師 器 B　　 3．5 平底。休部 は内攣 して立ち上がり， 体部 内面磨 き。底部 回転糸切 り。 にぷい黄橙色 P 91 5　60％

C　　 5．8 口縁部 は外反 す る。 内面 黒色処理。 ロク ロ成形。 普 通 覆土上 層

3

高台付塔 A 〔15．4〕 高台部 ～口縁 部片。 裾 部 で八 の 口線部， 体部内 。外 面 槙 ナ デ。 小礫 ・砂粒 ・長石 P L 3 8

土 師 器 B　　 5．3 字状 に開 く足 高高台。 体部 は内 高台貼 り付 け後， ナデ 。 ロ クロ にぷい黄橙色 P 917　 40％

D　　 8．1

E　　 2．0

攣 して立 ち上 が り， 口綾 部 は強

く外反す る。

成形。 普通 覆土上層

4

高台付杯 A　 15．2 高台部上位～ 口綾部 片 。 体 部 は 口縁部，体部 内 e 外面 横 ナデ。 砂粒・長石 ・スコリア P L 38

土 師 器 B （4．5） 内攣 して立 ち上が り， 口縁部 は ロク ロ成形。 にぷい橙色 P 91 8　70％

強 く外反 す る。 普通 底面

5

高台付琳 A　 15．2 底部～ 口縁部 片。高 台部 欠 損。 口綾部， 体部内 ・外 面 横 ナ デ。 長石 ・スコ リア P L 3 8

土 師 器 B （4．3） 休部 は内攣 して立ち上 が り， 口 貼 り付 け高 台。 ロクロ成 形。 にぷ い橙色 P 920　 50％

縁部 は外反す る。 普通 底面

6

高台付杯 A　 14．1 高台部～ 口綾部片。 福部 で 八 の 口縁部内 e外 面，体 部 外 面積 ナ 砂粒 e 長石
P L 38

P 91 6　60％

覆土 下層

土 師 器 B　　 6．0 字状に開 く高台。 体 部 は内 攣 し デ。休部 内面磨 き。高台貼 り付 け にぷい黄橙色

D　　 7．6 て立 ち上 が り， 口縁部 はわ ずか 後， ナデ。内面黒 色処 理 。 ロ ク 普通

E　 l．5 に外反す る。 ロ成形。

7

高 台付 杯 A 〔11．5〕 高台部上位 ～口縁部 片。 体 部 は 口綾部， 体部内面磨 き，外 面 構 ナ 長石 。スコ リア P L 3 8

土 師 器 B （4．3） 内攣 して立 ち上 が り，口綾部 は外 デ。高台貼 り付 け後，ナデ。 内面 にぷ い橙色 P 919　 50％

E （1．2） 反す る。 黒色処理。 ロ クロ成形。 普通 覆土上層

8

高台付琳 A 〔13．5〕 高台部上位～ 口縁部 片 。 休部 は 口綾部，体部内 ・外 面 構 ナ デ。体 長石。スコリアe雲母 P 92 1 2 0％

土 師 器 B （4．の 内攣 して立 ち上が り，口縁 部 は外 部外 面下位 へラ削 り。高 台貼 り付 にぷい橙色 覆土下層

E （0．6） 反 する。 け後 ，ナデ。内面 黒色処理。ロ ク ロ

成形。

普 通

9

皿 A　 lO．8 口縁部一部欠損。わず かに突 出 し 口縁部， 体部内 ・外 面 槙 ナ デ。 砂粒 ・長石 P L 3 8

土 師 器 B　　 2．6 た平底。休部 は内攣 して立 ち上 が 底部回転 へ ラ切 り。 ロク ロ成 形。 にぷ い橙色 P 923　 95％

C　　 6．5 り，日録部 はわずか に外反す る。 普通 底面

10

皿 A　 lO．6 わずか に突出 した平 底 。 休部 は 口縁部，体部 内 e 外 面槙 ナデ。 長石・スコリア・雲母 P L 38

土 師 器 B　　 2．7 内攣 して立 ち上が り，口綾 部 は外 底部 回転へ ラ切 り。 ロクロ成形。 浅黄橙色 P 92 4　95％

C　　 6．3 傾 する。 普通 底面

且1

12

13

皿 A　 lO．1 底部～ 口縁 部片。丸 味 を もっ 平 口縁部 ，体部 内 ・外 面 構 ナ デ。 砂 粒 ・長石 P 92 5　70％

土 師 器

皿

B　　 2．8

C　　 6．5

A　 lO．8

底。体部 は内攣 して立 ち上が り，

口綾部 は外傾 す る。

口縁部一部欠損。 丸 味 を もっ平

底部回転 へ ラ切 り。 ロ クロ成形。

ロ縁部，体 部内 e 外 面構 ナ デ。

にぷい黄橙色

普通

長石 ・スコ リア

底面

P L 3 8

土 師 器

皿

B　　 2．7 底。 体部 は内攣 して立 ち上が り， 底部回転 へ ラ切 り後，ナ デ。 ロク にぷ い黄橙色 P 926　 90％

C　　 6．3 口縁部 は外傾す る。 ロ成形。 普通 覆土上層

A 〔10潮 底部～ 口縁 部片。底 部 はわずか に 口綾部，体部 内 e 外面 構 ナデ。 長石eスコリアe雲母 P L 38

土 師 器 B　　 2．6 突 出 した平底 。休部 は内攣 して立 底部 回転 へ ラ切 り。 ロクロ成形。 にぷい黄橙色 P 92 7　60％

C 〔5．9〕 ち上が り，口縁部 は外傾 す る。 底部 中央 に焼成後，穿 孔。 普通 底面

第臓謬尊堂坑（第103図）

位置　調査区中央部東側，B5dl区。

重複関係　本跡は9　第25A，25B暫　25C号各住居跡と重複している。本跡が3住居跡の中で最も新しい第25B

号住居跡を掘り込んでいることから本跡が4遺構の車で最も新しい。

規模藍平面形　第25A号住居跡の柱穴と一部重複しているため診　正確な規模と平面形は不明だが撃　径約0。8m

の摘形と推定される。深さは第25B号住居跡の床面から60cmである。
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壁面　垂直に立ち上がる。

底面　鍋底状である。

覆土　6層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

3　黒　　色　ローム粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子多量

5　黒　　色　ローム粒子微量

6　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，ロームブロック微量

遺物　土師器片19点，須恵器片3点が出土している。覆土中から出土した第103図1の賓はロクロによって成

形されている。

所見　本跡は，出土遺物から平安時代（10～12世紀）の土坑と考えられる。

＿I‾‾　＿

0　　　　　　　2m

こ二一　一二二「二二二二］

第柑　囲　第臓　考皇統◎出藍遺物実測図

第127号土坑出土遺物観察義

10cm

i二二二∴ニー…＿＿二二二＿」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土e色調e焼成 傭　 ン考

第103図
嚢 A 〔21．9〕 体部上位，口縁部片。休部はわず 口綾部，内e外面，休部外面槙ナ 長石e雲母 P 932　10％

1 土 師器 B （6．2） かに内攣しながら外傾して立ち デ。休部内面斜方向のナデ。ロ 灰黄褐色 覆土

上がり，短い口縁部は外反する。 クロ成形。 普通

第臓　考丑坑　第は8図）

位置　調査区の東端部，C6C。区。

重複関係　本跡は，第7号土坑と重複している。本跡が第7号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長径2．25m，短径0．6mの細長い楕円形で，深さ100cmである。

長径方向　N－500－W

壁面　ほぼ垂直である。北西から北東壁にかけては上方で一部オーバーハングしている。

底面　緩やかな凹凸がある。

覆土　6層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黄　橙　色　ロームブロック。ローム粒子多量，スコリア粒　4　にぷい黄橙色　ローム粒子多量，スコリア粒子微量

子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　黄　褐　色　ローム粒子多量

2　明黄褐色　ローム粒子多量，スコリア粒子少量　　　　　　　6　黒　褐　色　ローム粒子少量

3　明黄褐色　ローム粒子多量，スうリア粒子微量

所見　本跡は，出土遺物はないが，その形状や覆土の状況から縄文時代の陥し穴と考えられる。
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第133号土坑（第104図）

位置　調査区の中央部南側，B4d6区。

規模と平面形　長軸2．35m，短軸2．05mの隅丸長方形で，深さ40cmである。

長軸方向　N－150－W

壁面　はぼ垂直である。

底面　緩やかな凹凸があるがほぼ平坦である。東壁際に浅いピットがある。

覆土11層からなり，一部人為堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ロームブロック・ローム粒子少量

2　黒　　色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

3　黒　　色　ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

6　黒　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

7　黒　色　ロームブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

8　黒　色　ロームブロック・ローム桂子少量

9　褐　　色　ロームブロック多量

10　黒褐色　ローム粒子少量

11黒　　色　炭化粒子・ローム粒子微量

遺物　土師器片55点，須恵器片7息　羽釜1点及び弥生土器片1点が出土している。第104図1，2の杯は土

坑内ピットの覆土上層からの出土である。

所見　本跡は，出土遺物から平安時代（10～12世紀）の土坑と考えられる。

芸。－1

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿⊥－　」

第104図　第133号土坑・出土遺物実測図

第133号土坑出土遺物観察表
図 版 番 号 器　 種 計翻値 （皿 ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 104 図 杯 A　 l l．5 口縁 部 一 部 欠 損 。 や や 突 出 し た 口線 部 内 ・外 面 ，休 部 外面 鵠 ナ デこ 長 石 ・スコリア・雲 母 P L 38

1 土 師 器 B　　 3．1 平 底 。休 部 は 内 轡 して 立 ち上 が り， 休 部 内 面 磨 き。底 部 回転 へ ラ切 り。 に ぷ い黄 橙 色 P 93 6　 75％

C　　 6．6 口縁 端 部 に至 る。 内 面 黒 色 処 理 。ロ ク ロ成 形 。 普 通 ピ ッ ト覆 土
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図版 番号 器　 種 計測値（皿） 器形 の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第104図
杯 A　 ll．4 ロ綾 部一 部欠損。 やや丸味を もっ 口縁部 内 ・外 面，休 部外 面 槙 ナ 長石・スコリア・雲母 P 93 7　70％

2 土 師 器 B　　 3．7 た平底。休部 は内増 して立 ち上 デ。休部内面磨 き，底部回転 へ ラ にぷ い黄橙色 ピッ ト覆土

C　　 4．9 が り，‾□縁部 はわず かに外反す る。 切 り。内面黒色処理。ロク ロ成形。 普 通

3

高台付杯 A 〔11．7〕 高台部～口綾部片。 八 の字 状 に 口綾部，体部 内 ・外 面 構 ナ デ。 砂粒 ・長石 ・スコリア P L 3 8

土 師 器 B　　 5．1 開 く高台。 休部は 内轡 して立 ち 高台貼 り付 け後， ナ デ。 ロ クロ 浅黄 橙色 P 940　 35％

D　　 6．5

E　 l．7

上 が り， 口縁端部 に至 る。 成 形。 普通 覆土

休部内面煤付着

4

高台付坪 A 〔11．割 日録部一部欠損。 八 の字 状 に開 休 部内面，休部外面 下位 磨 き。 長石 ・石英 P L 38

土 師 器 B　　 5．8 く高台。休部 は内 増 して立 ち上 内 ・外面黒色処理。 ロクロ成形。 黒色 P 93 8　70％

D　　 6．5

E　 l．4

が り， ロ嫁端部 に至 る。 普通 覆土

5

高台付塔 A 〔15．2〕 高台部～ 口縁部片。 ハ の字状 に 休部 内面梯方向， 見込 み放 射 状 長石 ・雲母 P 93 9　30％

土 師 器 B　　 6．2 開 く高台。休部 は内増 して立 ち の磨 き。 休部外面槙 ナ デ。 高 台 にぷ い黄橙色 覆土

D　　 7．7 上が り， 口綾部 はわず か に外 反 貼 り付 け後 ，ナデ。 内面 黒 色 処 普 通

E　 l．9 する。 理。 ロクロ成形。

6

高台付杯 A 〔15．7〕 休部～口綾部片。高 台部 欠損 。 ロ嫁部 内 ・外面， 休 部外 面 槙 ナ 砂粒 ・長石 P 94 1 30％

土 師 器 B （4．の 休部は内増 して立ち上 が り， 口 デ。休部 内面磨 き。 内面 黒 色処 にぷい黄橙色 覆土

線 端部 に至 る。 理。 ロクロ成形。 普通

第142号土坑（第105図）

位置　調査区の中央部東側，B4C7区。

規模と平面形　長軸2．5m，短軸1．65mの隅丸長方形で，深さ40cmである。

長軸方向　N－760－E

壁面　はぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。南側半分の壁下に浅い溝が巡る。

覆土　5層からなり，自然堆積と考えられる。

B－∴∴－
0 2m

ト一一　l十1－－1

第105図　第142号土坑・出土遺物実測図
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土層解説

1黒　色　ローム粒子少量，ロームブロックe焼土粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子少量，ロームブロック・白色粘土粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子中量

4　黒　　色　ローム粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片60点撃須恵器片肌点撃灰鞄陶器片温点及び弥生土器片且点が出土している。第摘図　の塔及

び3の高台付塔は土坑東側の覆土下層から出土している。

所農　本跡は診　出土遺物から平安時代（且0～且2世紀）の土坑とみられる。

第142号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（①） 器形 の特徴 手法の特徴 胎土 e色調 。焼成 備　　 考

第 105図 塔 A 〔11．1〕 底部 ～口縁 部片。平 底。 休部 は 口縁部，体 部外面 槙 ナ デ。 休部 長石 ・スコリア・雲母 P 942　 40％

1 土 師 器 B　　 3．0 内攣 して立 ち上が り，口縁部 は外 内面磨 き。底部 回転 へ ラ切 り。 にぷ い黄橙色 覆土

C 〔5潮 反す る。 内面黒色処理。 ロクロ成形。 普通

2

塔 A 〔11．0〕 底部 ～口縁部片。 やや丸味をもっ 口綾部，休部外面槙 ナ デ。 体 部 砂粒 ・長石 ・雲母 P 94 3　35％

土 師 器 B　　 3．3 た平底。 休部 は内 攣 して立 ち上 内面磨 き。底部回転 へ ラ切 り。 浅黄橙色 覆 土下層

C 〔6．3〕 が り， 口縁 端部に至 る。 内面黒色処理。 ロクロ成形 普通

3

高 台付堵 A 〔15．2〕 高台部 ～口縁 部片。 八 の 字状 に 口縁部，体部 内 ・外 面 横 ナ デ。 小礫 ・砂粒 。長石 P L 3 9

土 師 器 B　　 6．3 開 く高台。体部 は 内攣 して立 ち 高台貼 り付 け後， ナ デ。 ロク ロ 橙色 P 94 4　 40％

D 〔8．1〕

E　　 2．1

上が り，口綾部 は外反す る。 成形。 普通 覆土

4

高台付埠 A 〔15潮 底部 ～口縁部片。高 台 部欠 損。 口縁部， 休部外面構 ナ デ。 体部 砂粒 ・長石 P L 39

土 師 器 B （5．2） 休部 は内攣 して立 ち上 が り， 口 内面磨 き。 内面黒色処 理。 ロク にぷ い黄橙色 P 945　 30％

縁端部 に至 る。 ロ成形。 普通 覆土下層

第臓　考量銑　第摘図）

位置　調査区の中央部東側，B姐。区。

重複関係　本跡は　第翫B号住居跡と重複している。本跡の止に第25B号住居跡の硬化した床面が延びている

ことから本跡が古い。

規模と平面形　径約0．9mの開形でタ　深さ60cmである。

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　鍋底状である。

覆蓋　3層からなる。覆土中にロームブロックを多く含むことから撃Å為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック中量，ローム粒子少量

2　黒褐色　ロームブロック少量，ローム粒子微量

3　黒褐色　ロームブロック・ローム粒子多量，黒色土ブロック少量

遺物　土師器片9点が出土している。覆土車出土の第摘図　の高台付塔はロクロ成形後，内面黒色処理が施

されている。

所農　本跡は，出土遺物から平安時代（且0～且2働己）の土坑とみられる。

第151号　土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第106図
高台付塔 B （2．1） 高台部，底部片。ハの字状に開 高台貼 り付け後，ナデ。 内面黒 長石 ・スコリア P 947　30％

1 土 師 器 D 〔7．7〕

E　 l．0

く低い高台。 色処理。ロクロ成形。 にぷい橙色

普通

覆土
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第106図　第151号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　5cm

L l　＿」

第198号土坑（第107～112図）

位置　調査区の東部中央，B5h7区。

重複関係　本跡は，第12号住居跡及び第199号土坑と重複している。本跡が第12号住居跡及び第199号土坑を掘

り込んでおり，3遺構の中で本跡が最も新しい。

規模と平面形　長軸3．5m，短軸3．4mの隅丸方形で，北東部に半円形の張り出し部がある。深さは110cmである。

長軸方向　N－890－W

壁面　垂直に立ち上がる。

底面　西側へわずかに傾斜するがはぼ平坦である。壁から約20cm離れたところを壁に沿って浅い溝が巡る。ま

た，中央部北寄りには浅いピットがある。

覆土　35層からなる。覆土中に大量の土器類とともに粘土，焼土，ローム及び灰を含むことから，人為堆積で

ある。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　炭化物中量，土器小片・焼土粒子少量，炭化

桂子微量

3　黒　褐　色　土器小片・炭化物中量，焼土粒子微量

4　黒　褐　色　炭化粒子・ロームブロック・ローム粒子少呈，

焼土粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微

量

6　黄　褐　色　ロームブロック層

7　黒　褐　色　ロームブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・

炭化粒子微量

8　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

9　黒　褐　色　ローム粒子・灰少量

10　黒　　　　色　ローム粒子微量

11黄　褐　色　粘土ブロック層

12　黒　　　　色　土器小片・炭化物少量，焼土粒子微量

16　褐　　　　色　ロームブロック層

17　黒　褐　色　ロームブロック・ローム粒子・粘土粒子少量

18　黒　　　　色　土器片多量，炭化物少量，焼土粒子・ローム粒子

微量

19　黒　褐　色　ロームブロック中量，ローム粒子少邑焼土粒子・

炭化粒子微量

20　黒　　　　色　土器小片・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

21黒　褐　色　炭化粒子・ローム拉子少最，焼土粒子微量

22　黒　　　　色　焼土粒子・炭化粒子・灰微量

23　黒　　　　色　ロームブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

24　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

25　褐　　　　色・ロームブロック多量

26　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・ローム粒子微量

27　黒　　　　色　焼土粒子・ローム粒子少量，ロームブロック微量

28　黒　　　　色　焼土粒子・ローム粒子微量

29　褐　　　　色　ロームブロック多量

30　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

13　黒　褐　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量，焼土　31黒　褐　色　焼土拉子少量，ローム粒子微量

粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　32　黒　褐　色　ロームブロック・ローム粒子中量

14　黒　褐　色　土器完形品多量，ローム粒子少量，焼土粒子　　33　黒　　　色　焼土粒子・ローム粒子少量

微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34　黒　褐　色　粘土ブロック中量，焼土粒子少量

15　黒　　　　色　土器片中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　35　オリーブ褐色　粘土ブロック層

遺物　土師器片12，614点，須恵器片169点，灰粕陶器片13点，羽釜片4点及び置竃片2点の土器類とともに支

脚，不明土製品，鉄製品等が出土している。須恵器片は細片が多く前代までの遺物の混入品とみられる。土

師器片はロクロ成形によるもので，完形あるいは半完形のものが下層から上層にかけて多量に出土している。
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器種構成は，皿が約7凱　高台付輝が約2瓢　足高高台付塔が約且割となっている。血と高台紺塔のなかに

は内面黒色処理されたものがあ娠　小形の高台付塔　鼠　壷及び饗には内⑳外面黒色処理されたものが少数

ある。第且且図割の高台付塔は内面黒色処理で　体部外面に「万漉」の墨書が施されて締る。多量の遺物が

出立したにも関わらず墨書土器はこの温点だけである。出土位置は張り出し部の覆土甘層である。79，80は

灰軸陶器の広田壷である。79は且0世紀の猿投鼠　80は同時期の東濃産のものとみられる。8毯診85は須意器婆

の体部片でダ　外面に平行叩きが施されている。8～約は須恵器の塔の底部片で　底部こ回転系切　痕が残さ

れている。

尋　尋＋＋司

第相　国　第臓　柑鏑　考皇統実測図（帰
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第108謁　第198′〉200号土坑避止遺物位置悪（2）
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所農　本跡は，当初住居跡と考え，SI一且3Aとして調査したが，大形の土坑であることが判明したため遺構

番号を変更した。完形の土師器の高台付塔及び皿類が多量に出土していることから土器類を投棄するための

土坑とみられる。時期は，出土遺物から平安時代（10～且2世紀）のものと考えられる。

第198号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（①） 器形 の特徴 手法 の特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 10 9図

1

高台付塔 A　 16．6 完形。 ハの字状 に開 く足 高 の高 口縁部 ，体部内 ◎外 面 桟 ナ デ。 小礫 ・長石 P L 39

土 師 器 B　　 6．5 台が付 く。体部 は内攣 して立 ち 底部 回転糸切 り。 高 台貼 り付 け 浅黄橙色 P 86 1 00％

D　　 8．4

E　 l．8

上が り，口綾部 は外反 する。 後，ナデ。 ロク ロ成形。 普通 覆土中層

2

高台付疎 A　 1 5．4 口綾部一部 欠損。 ハ の字状 に開 口綾部，体 部内 ◎外 面横 ナデ 。 小礫 ・長石 P L 3 9

土 師 器 B　　 6．2 く足高 の高 台が付 く。 休部 は内 高台貼 り付 け後，ナ デ。 ロク ロ 淡黄色 P 8 7　 9 8％

D　　 8．7

E　 l．6

攣 して立 ち上 が り， 口綾部 は外

反す る。

成形。 普通 覆土上層

3

高台付塔 A　 15．0 口綾部一部欠損。 ハ の字 状 に 開 口綾部，体部 内 ◎外 面 桟 ナ デ。 小礫 ◎砂粒 ◎長石 P L 39

土 師 器 B　　 6．3 く足高の高台が付 く。 体 部 は 直 高台貼 り付 け後， ナ デ。 ロ ク ロ 浅黄橙色 P 88　 90％

D　　 7．6

E　 l．9

線的に外傾 して立 ち上 が り， 口

綾部 は外 反す

成形。 普通 覆土下層

4

高台付疎 A　 15．5 口綾部一 部欠損。 八 の字 状 に開 口綾部， 体部内 ◎外 面横 ナ デ。 小礫・長石・スコリア P L 39

土 師 器 B　　 5．8 く足高 の高台が付 く。 体 部 は内 高台貼 り付 け後， ナデ。 ロク ロ 浅黄橙色 P 9 0　 9 0％

D　　 8．3

E　 l．7

攣 して立 ち上 が り， 口綾部 は強

く外反す る。

成形。 普通 覆土上層

5

高台付塔 A　 15．6 ロ綾部一部欠損。 ハ の字状 に開 目線部，体部 内 ◎外面 桟 ナデ。 砂粒 ・長石 ・スコリア P L 3 9

土 師 器 B　　 6．1 く高台が付 く。休 部 は内攣 し、セ 高台貼 り付 け後， ナ デ。 ロ ク ロ 浅黄橙色 P 9 3　 7 5％

D　　 7．7

E　 l．3

立ち上が り， ロ綾 部 は強 く外反

する。

成形 。 普通 覆土中層

内 ・外面煤付着

6

高台付疎 A　 14．7 高台部， 口綾部一部 欠 損。 八 の 口綾 部，体部 内 ◎外 面 横 ナ デ。 砂粒 ・長石 P 99　 60％

土 師 器 B　　 5．8 字状に開 く足高 の高 台 が付 く。 高 台貼 り付 け後， ナ デ。 ロ ク ロ にぷい黄橙色 覆土中層

D　　 8．2

E　　 2．4

体部 は内攣 して立 ち上 が り， 日

録部 は外反 す る。

成形。 普通 内 ◎外面煤付着

7

高台付塔 A 〔14．8〕 高台部 ～口線片。 ハ の字 状 に開 口縁部， 体部内 ・外 面 構 ナ デ。 長石 P l1 3　 3 5％

土 師 器 B　　 5．2 く足高 の高台が付 く。 体部 は内 高台貼 り付け後， ナデ。 ロ ク ロ 浅黄橙色 覆土 上層

D 〔8．q

E　 l．9

攣 して立 ち上 が り，、ロ縁部 は外

反す る。

成形。 普 通 内 ◎外面煤付 着

8

高台付塔 A 〔16．0〕 高台部～ 口綾部 片。 八 の字 状 に 口縁部，体部 内 ・外面 構 ナデ。 砂粒 ◎長石◎スコリア P 12 1 40％

土 師 器 B （5．5） 開 く足高 の高台 が付 く。 休 部 は 高台貼 り付 け後 ，ナ デ。 ロク ロ にぷい橙色 覆土 中層

E （1．の 内攣 して立 ち上 が り， 目線 部 は

外反す る。

成形。 普通

9

10

高台付疎 A 〔1 5．1〕 高台部～ 口綾部片。 ハ の字状 に 口綾部，体部 内 ◎外 面 桟 ナ デ。 砂粒 ・長石 P 1 26　 4 0％

土 師 器

高台付塔

B　　 5．7 開 く足 高の高台が付 く。 体部 は 高台貼 り付 け後， ナ デ。 高 台 接 にぷ い橙色 覆土上層

P 13 2　 4 0％

D　　 8．1

E　　 2．0

A 〔16．4〕

内攣 して立ち上が り， 口縁部 は

外反す る。

高台部～ 日録部片。 八 の 字状 に

地面 に凹線が巡 る。 ロ クロ成形。

口綾部， 体部内 ◎外 面 横 ナ デ。

普通

小磯 ◎長石

土 師 器 B　　 6．1 開 くや や足 高の高台 が付 く。 体 高台貼 り付 け後， ナデ 。 ロ ク ロ 浅黄橙色 覆土中層

D 〔9．0〕

E　 l．7

部 は内攣 して立ち上 が り， ロ綾

部 はわずか に外反 す る。

成形。 普通
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第109図　第198号土坑出土遺物実測図（1）
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第111図　第198号土坑出土遺物実測図（3）
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図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第109図

高台付坪 A　 14．1 口縁部一部欠損。ハの字状に開 ロ線部，体部内・外面横ナデ。 砂粒・長石 ・石英 P lOO　70％

土 師 器 B　　 5．6 く高台が付く。休部は内攣して 高台貼り付け後，ナデ。高台接 にぷい橙色 覆土中層

11
D　　 7．8

E　 l．1

立ち上がり，膨らみをもつ。ロ

縁部はわずかに外反する。

地面に凹線が巡る。ロクロ成形。 普通

12

高台付杯 A 〔16．0 高台部～□縁部片。ハの字状に 口綾部，体部内・外面横ナデ。 小礫・長石・スコリア P lO3　45％

土 師 器 B　　 6．0 開く高台が付く。休部は内増 し 高台貼り付け後，ナデ。 ロクロ 淡橙色 覆土上層

D　　 8．3

E　 l．2

て立ち上がり，膨らみをもつ。

口縁郡は外反する。

成形。 普通

13

高台付杯 B （5．の ロ縁部欠損。ハの字状に開く高 体部内・外面槙ナデ。高台貼り 砂粒・長石 P 122　60％

土 師 器 D　　 7．9 台が付く。休部は内督して立ち 付け後，ナデ。高台接地面に凹 灰白色 覆土上層

E　 l．9 上がり，膨らみをもつ。 線が巡る。ロクロ成形。 普通

14

高台付杯 A　 12．1 口綾部一部欠損。ハの字状に開 ロ綾部，体部内・外面槙ナデ。 長石 P L 39

土 師 器 B　　 4．7 く高台が付く。休部は内轡 して 高台貼り付け後，ナデ。ロクロ 浅黄橙色 P 135　90％

D　　 5．8

E　　 O．9

立ち上がり，膨らみをもつ。ロ

縁部は内削ぎされる。

成形。 普通 覆土中層

15

高台付杯 A　 11．9 ロ綾部一部欠損。八の字状に開 ロ線部，体部内・外面槙ナデ。 小礫 ・長石 P L 39

土 師 器 B　　 4．5 く高台が付く。体部は内轡して 高台貼り付け後，ナデ。ロクロ 浅黄橙色 P 137　85％

D　　 6．8

E　 l．3

立ち上がり，膨らみをもつ。口

縁部はわずかに外反する。

成形。 普通 覆土中層

16

高台付塔 A　 ll．7 高台部～口縁部片。ハの字状に ロ綾部，体部内・外面槙ナデ。 長石 ・スコリア P 141　70％

土 師 器 B　　 5．0 開く高台が付く。体部は内増 し 高台貼り付け後，ナデ。 ロタロ 灰褐色 覆土中層

D　　 6．7

E　 l．4

て立ち上がり，膨らみをもつ。

ロ綾部は外反する。

成形。 普通
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図版番号 器　 種 計測値（Ⅷ） 器形 の特徴 手法 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

・第109図

17

高台付杯 A　 lO．0 口綾部一部欠損。 ハ の字 状 に開 口繚 部，体部内 ◎外 面桟 ナデ。 砂粒 ・長 石・スコリア P L 39

土 師 器 B　　 4．4 く高台が付 く。休 部 は内 攣 して 高 台貼 り付 け後， ナデ。 ロク ロ にぷ い黄橙色 P 13 9　80％

D　　 6．1

E　 l．2

立 ち上が り，膨 らみ を もっ。 日

綾部 は外反す る。

成形。 普通 覆 土中層

1寧

高 台付杯 A 〔15．6〕 高台部～ 口綾部片。 ハ の字 状 に 口綾部，休部 外面桟 ナ デ。 高 台 砂粒 ・長石 P 177　 50％

土 師 器 B　　 5．9 開 く高台が付 く。 体 部 は 内攣 し 貼 り付 け後， ナデ。 内面 黒 色処 にぷい黄橙 色 覆土 中層

D　　 7．7

E　 l．5

て立 ち上 が り，膨 らみを もっ。

日録部 はわず かに外反 する。

理。 ロクロ成形。 普通

19

高台付杯 A 〔16調 高台部～ 日録部片。 ハ の字状 に 口綾部， 体部内面 ナデ後，磨 き。 砂粒 ◎長石 P 17 9　50％

土 師 器 B　　 6．1 開 く足高 の高台が付 く。 体部 は 口緑部，体 部外面構 ナ デ。 高 台 にぷ い黄橙色 覆 土中層

D 〔8．2〕 内攣 して立 ち上が り， 口綾 部 は 貼 り付後， ナデ。内面黒色処理。 普通

E　 l．8 外反する。 ロクロ成形。

20

高台付埠 A 〔15．1〕 高台部～口綾部片。 八 の字 状 に 口線部，体部 外面横 ナ デ。 体部 砂粒 ・長 石 P 180　 40％

土 師 器 B　　 5．5 開 く足高の高台が付 く。 休 部 は 内面 ナデ。高 台貼 り付 け後 ， ナ にぷ い黄 橙色 覆土

D　　 8．4

E　　 2．0

内攣 して立 ち上 が り， 口綾 部 は

外反す る。

デ。 内面黒色処理。 ロク ロ成形 。 普通

21

高台付杯 A 〔14．の 日録部一部欠損。 八 の字 状 に開 口綾部 ，体部外面桟 ナ デ。 高 台 長石 P 18 1 5 0％

土 師 器 B　　 5．6 く高台が付 く。体 部 は内 攣 して 貼 り付 け後， ナデ。 高 台接 地 面 にぷ い黄橙色 覆土

D　　 7．6

E　 l．3

立ち上が り， 口綾部 は外傾す る。 に凹線 が巡 る。内面黒 色 処理 。

ロクロ成形。

普通

22　 1

高台付杯 A 〔15．4〕 高台部 ～目線部片。 八 の字 状 に ロ綾部，体部外 面桟 ナ デ。 体部 長石 P 183　 30％

土 師 器　 B　 6．6
1　　　　 1

開 くやや足 高の高 台が 付 く0 体 l 内面磨 きっ高台貼 り付 け後 ， 当 橙色　　　 1覆土
22

土 師 器 B　　 6．6 開 くやや足 高の高 台が 付 く。 体 内面磨 き。高台貼 り付 け後 ， ナ 橙色 l覆土

D 〔8．2〕 部 は内攣 して立 ち上 が り，口縁 デ。 内面黒色処理。 ロクロ成形。 普通

E　 l．7 部 は外傾す る。

23

高 台付 杯 A　 14．6 高台部～ ロ綾部片。 八 の 字状 に 口線部， 体部外面横 ナ デ。 口線 長石 P 18 5　40％

土 師 器 B　　 5．9 開 く高台が付 く。 体部 は内攣 し 部 内面磨 き。高台貼 り付 け後 ， にぷ い黄橙色 覆 土

D 〔7．6〕

E　 l．3

て立ち上が り， 口綾 部 は外 傾 す

る。

ナ デ。内黒色処 理。 ロクロ成形。 普 通

24

高台付杯 A　 14．5 完形。八 の字状に開 く高台 が付 口繚部内 ◎外面， 体 部外 面 構 ナ 砂粒 ・長石 P L 3 9

土 師 器 B　　 5．8 く。体部 は内攣 して立 ち上が り， デ。 体部内面放射状 のナ デ。 高 浅黄橙 色 P 166 100％

D　　 7．0 膨 らみを もつや　口縁 部 は外傾 す 台貼 り付 け後， ナデ。 内面 黒色 普通 覆土下層

E　 l．1 る。 処理。 ロクロ成形。

第110図

25

高 台付杯 A　 13．9 高台部， 口綾部一部 欠損 。 ハ の 口線部 内 e 外面， 体部 外 面桟 ナ 砂粒 ◎長石 P L 39

土 師 器 B　　 5．0 字状 に開 く高台が付 く。 体部 は デ。体部 内面放射状 の ナ デ。 高 にぷ い橙色 P 16 7　90％

D　　 6．2 内攣 して立 ち上が り， 口綾 部 は 台貼 り付 け後， ナデ。 内面 黒 色 普通 覆土中層

E　 l．0 外傾 する。 処理。 ロク ロ成 形。

26

高台付杯 A　 14．7 高 台部， 口綾部一部欠 損。 ハ の 口縁部内 ◎外面 槙ナ デ。 体 部 内 長 石 P L 39

土 師 器 B　　 5．7 字状 に開 く高台が付 く。 休 部 は 面磨 き。高台貼 り付け後，ナ デ。 橙色 P 169　 90％

D　　 8．0

E　 l．4

内攣 して立 ち上 が り， 膨 らみ を

もっ。 口綾部 は外傾 する。

内面 黒色処理。 ロクロ成 形。 普通 覆土 中層

27

高台付杯 A　 14．6 口綾部一部欠損。 ハ の字 状 に開 口縁部 内 ・外面構 ナデ。 体部 内 長石 ・雲母 P L 3 9

土 師 器 B　　 6．4 く高台が付 く。体 部 は内攣 して 面放射状 の磨 き。 高台 貼 り付 け 明灰褐色 P 170　 90％

D　　 7．5 立ち上が り， 口綾 部 はわ ずか に 後，ナデ。内 面黒 色処 理 。 ロ ク 普通 覆土上層

E　 l．5 外反 する。 ロ成形。

28

高台付杯 A　 13．9 口縁部一部 欠損。 ハ の字 状 に開 日録部内 e 外面 磨 き。 体部 内面 砂粒 ◎長石 P L 39

土 師 器 B　　 5．9 く高台が付 く。休 部 は内攣 して 放 射状の ナデ。体部外 面桟ナデ。 浅黄色 P 17 2　85％

D　　 7．8 立 ち上が り，膨 らみ を もっ。 ロ 高台貼 り付 け後， ナ デ。 内 面黒 普通 覆土 中層

E　 l．4 綾部 は外反す る。 色処理。 ロクロ成形。
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図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形 の特徴 手法の特徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第 110図

29

高台付塔 A 〔14．9〕 高台部 ～ロ綾部片。 ハ の字状 に 口縁部 内 ◎外面 ，体部外面上位磨 長石 ・スコリア・雲母 P L 3 9

土 師 器 B　　 5．9 開 く高 台が付 く。 体部 は内攣 し き。体部 内面放 射状の磨 き。休部 浅黄色 P 174　 70％

D　　 8．2 て立 ち上 が り， 口縁部 はわず か 外面下位横 ナデ。高台貼 り付け後， 普通 覆土中層

E　 l．3 に外反す る。 ナデ。内面黒色処理。ロクロ成 形。

30

高 台付塔 B （5．の 体部片。高 台部，日録 部 欠損 。 体部外面積 ナデ。 底 部回 転糸 切 砂粒 ・長石 P 19 2　60％

土 師 器 体部 は内攣 して立 ち上が る。 り後， 高台貼 り付 け。内 面黒 色

処理。 ロクロ成形。

にぷ い黄橙色

普通

覆土

31

高台付塔 A　 ll．1 口綾部一部欠損。 ハ の字 状 に 開 口縁部内 ◎外面横 ナデ。 体 部 内 砂粒 e 長石 P L 3 9

土 師 器 B　　 4．5 く高 台が付 く。体 部 は 内攣 して 面 横方向，見込み 部分 放射 状 の にぷい黄 橙色 P 147　 80％

D　　 6．6 立 ち上 が り， 口綾 部 は わず か に 磨 き。高台貼 り付 け後，ナ デ。 普通 覆土 中層

E　 l．3 外反 する。 内面黒色処 理。 ロクロ成形。 墨書 「万上」

32

高台付塔 A　 lO．5 ロ綾部一部 欠損。 八 の字 状 に開 口縁部 内 ◎外面横 ナデ。口綾部， 砂粒 ◎長石 P L 4 0

土 師 器 B　　 4．9 くやや足高 の高台が付 く。体部 は 体部 内面磨 き。高台貼 り付 け後 ， にぷ い橙色 P 14 4　 95％

D　　 6．9 内攣 して立 ち上 が り，膨 らみを も ナデ。 内面黒 色処理 。 ロ ク ロ成 普通 覆土下層

E　 l．5 つ。口綾 部はわずか に外反 す る。 形。

33

高 台付 琢 A　 lO．6 高台部， ロ綾部 一部欠 損 。 ハ の 目線部内 e 外面構 ナ デ。 体部 内 砂粒 ◎長石 P L 40

土 師 器 B　　 4．3 字状に開 く高 台が付 く。 体 部 は 面放射状の ナデ。 高 台貼 り付 け 浅黄橙色 P 14 6　 98％

D　　 5．9 内攣 して立 ち上 が り， 膨 らみ を 後，ナデ。 高台接地面 に凹線 が 巡 普通 覆土 中層

E　 l．0 もっ。 口綾部 は外傾 す る。 る。内面黒色処理。 ロク ロ形成 。 見込 みに朱 色付着

34

高台付琢 A　 ll．3 口綾部 一部欠損。 ハ の字 状 に開 口綾部， 体部外面横 ナ デ。 口 縁 小礫 ・長 石 P L 4 0

土 師 器 B　　 5．0 く高 台が付 く。体 部 は内 攣 して 部 内面横 方向の磨 き。 体部 内面 にぷい黄橙 色 P 149　 90％

D　　 5．9 立 ち上 が り，膨 らみ を もつ 。 口 放射状 のナデ。高 台貼 り付け後， 普通 覆土上層

E　 l．0 綾部 はわずかに外反す る。 ナデ。内面黒色処理。ロクロ成形。

35

高台付琢 A　 ll．3 目線部一部 欠損。 ハ の字状 に開 口綾部，体部 外面 横 ナデ。 体 部 砂粒 ・長石 P L 4 0

土 師 器 B　　 5．0 く高台が付 く。 体部 は内攣 して 内面放射状 のナデ。 高台 貼 り付 浅黄色 P 15 0　 80％

D　　 6．4 立 ち上が り， 口綾部 はわ ずか に け後， ナデ。 内面黒 色 処理 。 ロ 普通 覆土上層

E　 l．1 外反す る。 クロ成形。

36

3 7

38

3 9

40

高台付塔 A　 ll．1 口縁部一部欠損。 ハ の 字状 に開 口縁部，体 部外面桟 ナ デ。体 部 内 砂粒 ・長石 ・雲母 P L 40

土 師 器

高台付杯

B　　 3．8 く高台が付 く。体 部 は内攣 して 面放射状の ナデ。 高 台貼 り付 け にぷい橙色 P 15 1　 80％

D　　 5．5

E　　 O．8

A　 12．0

立 ち上 が り， 口綾部 は外 傾す る。

高台部， 口綾部一部 欠 損。 ハの

後，ナデ。高 台接地面 に凹線 が巡

る。 内面 黒色処理。ロク ロ成形 。

口綾部， 休部外面桟 ナ デ。 休 部

普通

砂粒 の長 石

覆土 上層

P L 4 0

土 師 器

．高台付塔

B　　 4．7 字状 に開 く高台が付 く。 体部 は 内面丁寧 な磨 き。高 台 貼 り付 け にぷい黄橙 色 P 155　 90％

D　　 6．0 内攣 して立 ち上が り， 口綾部 は 後，ナデ。内 面黒 色処 理。 ロク 普通

砂粒 e長石 e 雲母

覆土 中層

P L 4 0

E　 l．0 外反す る。 ロ成形。

A　 lO．8 体部， 目線部 一部欠 損。 ハの 字 口綾部外面，体部 内面 磨 き。 体

土 師 器

高台付塔

B　　 4．6 状 に開 く高 台が付 く。 体部 は内 部外面横 ナデ。高 台貼 り付 け後， にぷ い黄橙色 P 157　 70％

D　　 6．6 攣 して立 ち上 が り， 口綾部 はわ ナ デ。内面黒色処理 。 ロ クロ成 普通

小礫 e 長石 ◎雲母

覆土下層

P L 40

E　　 O．9 ずかに外反す る。 形。

A　 lO．3 口綾 部一部欠損。 ハ の字 状 に 開 内面～体部外面上位丁寧 な磨 き。

土 師 器

高台付塔

B　　 3．5 く高 台が付 く。体 部 は 内攣 して 体 部外面下位横 ナデ。 高 台貼 り 黒色 P 20 0　 99％

D　　 5．1 立 ち上 が り，膨 らみ を もつ。 口 付 け後，ナデ。 内 e 外 面黒 色 処 普通

砂粒 ・長石

覆 土

P L 4 0

E　　 O．7 綾部 はわずかに外反す る。 理。 ロク ロ成形

A　 lO．3 口綾部一部 欠損。 ハ の字 状 に開 内面 ～体部 外面上位丁寧な磨 き。

土 師 器 B　　 4．1 く高台 が付 く。体部 は内 攣 して 体部外面下 位桟ナデ。 高台 貼 り 黒色 P 20 1　 80％

D　　 5．4 立 ち上が り，膨 らみ を もっ 。 口 付 け後，ナデ。 内 ◎外面 黒 色処 普通 覆土 中層

E　　 O．8 綾部 はわずか に外反す る。 理。 ロクロ成形。
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形 の特 徴 手 法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第110図

41

高 台付塔 A 〔11．8〕 高 台部 ～口綾部片。 ハ の字 状 に 内面～体部外面 器面平滑，光 沢 あ 砂粒 ・長石 P L 4 0

土 師 器 B　　 4．5 開 く低 い高台が付 く。 体 部 は内 り。体部 内面磨 き。目線部 内面 ～ 黒色 P 202　 50％

D 〔7．0〕 攣 して立 ち上が り， 膨 らみ を も 体部 外面磨 き不 明瞭。貼 り付 け高 良好 覆土下層

E　　 O．5 つ。 口綾部 は外 反す る。 台。内の外 面黒色処理。ロクロ成形。

42

高台付琢 B ．（3．6） 高台部，体部片 。 ハ の字 状 に開 体部外 面横 ナデ。 高 台貼 り付 け 砂粒 ・長石 P L 4 0

土 師 器 D 〔6．2〕 く低 い高台 が付 く。 体 部 は 内攣 後， ナデ。内 ◎外面 黒 色処 理 。 黒色 P 42 2　 25％

E　　 O．8 して立 ち上が り， 膨 らみ をもっ。 ロクロ成形 。 普通 覆土

43

高台付疎 A 〔9．瑚 口綾部，体部片。 高 台部 欠損 。 内面～体部 外面中位 平 滑， 磨 き 長石 P L 40

土 師 器 B （3．0） 体部は内攣 して立 ち上 が り， 口 不明瞭。体 部外面下 位横 ナ デ。 黒色 P 42 7　 15％

綾部 はわずか に外反 す る。 内 e 外面黒 色処 理。 ロクロ成形。 普通 覆土 上層

器面 に朱色付着物

44

高 台付塔 A 〔9．6〕 口綾部， 体部片。高 台 部欠 損 。 内面 ～休部外面丁 寧な磨 き。内 e 砂粒 ・長石 P L 4 0

土 師 器 B （3．1） 体部 は内攣 して立 ち上 が り， ロ 外面 黒色処理。 ロクロ成形。 黒色 P 426　 20％

縁部 はわ ずかに外反す る。 普通 覆土

45

皿 A　 ll．0 完形。丸底 に近い平 底。 体部 は 口綾 部，体部 内 e 外面 横 ナ デ。 小礫 ◎砂粒 ◎長 石 P L 4 0

土 師 器 B　　 2．7 内攣 して立 ち上 が り，口綾部 は 底部 回転 糸切 り。 ロク ロ成形。 浅黄橙色 P 23 1 100％

C　　 4．0 外傾す る。 普通 覆土中層

46

皿 A　 lO．7 完形。平底。体部 は内 攣 して 立 口綾部， 体部内 ◎外 面横 ナ デ。 砂粒 ◎長石◎スコリア P L 40

土 師 器 B　　 2．3 ち上が り， 口綾部 はわ ず か に外 底部回転 糸切 り後， ナ デ。 ロク 浅黄橙色 P 23 5 1 00％

C　　 6．8 反 す る。 ロ成形。 普通 覆土

47

皿 A　 lO．1 口綾 部一部欠損。平 底 。 体 部 は ロ綾部，体部 内 ◎外 面横 ナデ。 砂粒 e 長石 P L 40

土 師 器 B　　 2．2 内攣 して立 ち上が り， 口綾 部 は 底 部回転糸切 り。 ロクロ成形。 浅黄橙色 P 246　 95％

C　　 6．6 わず かに外反す る。 普通 覆土

48

皿 A　　 9．5 完形。平 底。体部 は内攣 して立 ロ綾部，体部 内 ◎外面 横 ナ デ。 砂粒 ◎長石 P 245 10 0％

土 師 器 B　　 2．5

C　　 5．7

ち上 が り， 口綾部 は わず か に外

反す る。

底部 回転糸切 り。 ロクロ成形。 淡 橙色

普通

覆土上層

49

皿 A　 lO．6 完形。平底。体 部 は 内攣 して立 ロ綾部 ，体部 内 ◎外面 横 ナ デ。 砂粒 ◎長石 ◎スコリア P L 4 0

土 師 器 B　　 3．0

C　　 5．7

ち上が り， ロ綾部 は外傾す る。 底部回転 糸切 り。 ロク ロ成形。 淡橙色

普通

P 207 100％

覆土上層

50

5 1

52

5 3

54

55

皿 A　 ll．0 完形。平底。体部 は内 攣 して 立 口綾部， 体部内 e 外 面横 ナ デ。 砂粒 ・長石 P 211 1 00％

土 師 器

皿

B　　 2．9

C　　 5．6

A　 ll．1

ち上が り， ロ綾部 は外傾す る。

完形。 突出 した平底 。 体 部 は内

底部回転糸 切 り。 ロクロ成形 。

口綾部，体 部内 ◎外 面横 ナデ。

にぷ い橙色

普通

砂粒 e長石◎スコリア

覆土中層

P L 40

土 師 器

皿

B　　 2．9 攣 して立 ち上が り， 口綾 部 は外 底部回転糸切 り。 ロクロ成形。

口綾部，体部 内 ◎外面 横 ナデ。

にぷ い橙色 P 22 6 10 0％

C　　 5．2 傾 する。 普通 覆 土上層

A　　 9．3 完形。突 出 した平底 。 体 部 は内 長石 P L 40

土 師 器

皿

B　　 2．6 攣 して立 ち上が り， 口綾 部 は外 底部 回転糸切 り。 ロクロ成形。

口綾部 ，体部 内 ◎外面 横 ナ デ。

にぷい橙色 P 23 0 10 0％

C　　 4．2 傾す る。 普通 覆土 中層

A　　 9．3 完形。平底。体 部 は 内攣 して立 礫 ・砂粒 ・長石 P 233 10 0％

土 師 器

皿

B　　 2．3

C　　 4．4

A　　 9．8

ち上が り， 口綾部 は外傾 す る。

完形。平底。体部 は内 攣 して 立

底部回転 糸切 り。 ロクロ成形。

ロ綾部， 体部内 ◎外 面 横 ナ デ。

浅黄 橙色

普通

砂粒 ・長石 ・雲母

覆土 中層

P L 4 0

土 師 器

皿

B　　 2．7

C　　 4．9

A　 lO．5

ち上 が り， 口綾部 は外傾す る。

完形。 平底。体部 は直線 的 に外

底部回転 糸切 り。 ロク ロ成形。

口綾部，体 部内 e 外 面横 ナ デ。

浅黄橙 色

普通

砂粒 ・長石 ・雲 母

P 237 100％

覆土上層

P 23 9 10 0％

土 師 器 B　　 2．8

C　　 6．0

傾 して立 ち上が り， 口縁 部 に至

る。

底部回転糸切 り。 ロクロ成形。 にぷ い橙色

普通

覆土中層
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図版番 号 器　 種 計測値（皿） 器形の特徴 手法 の特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第110図 皿 A　 lO．4 ロ縁部一部 欠損。平 底。 体 部 は 口縁部， 体部内 e 外 面 桟 ナ デ。 砂粒 ・長石 P L 40

56 土 師　 器 B　　 2．4 直線的 に外傾 して立 ち上 が り， 底部回転 糸切 り。 ロク ロ成形。 橙色 P 25 8　90％

C　　 4．6 日綾部 に至 る。 普通 覆土中層

57

皿 A　 lO．3 完形。突 出 して丸味 を帯 びた 平 口縁部，体 部内 ・外 面 横 ナ デ。 小礫 ・長石 P L 4 0

土 師　 器 B　　 2．8 底。 体部 は内攣 して立ち上が り， 底部回転 へ ラ切 り。 ロクロ成 形。 浅黄色 P 393 100％

C　　 6．2 日綾 部 は外傾す る。 普通 覆土上層

58

皿 A　 lO．6 完形。 丸味 を帯 びた平 底。 休部 口綾部，体部 内 ◎外 面構 ナデ。 砂粒 ◎長石 P 394 1 00％

土 師　 器 B　　 2．6

C　　 6．6

は内攣 して立 ち上 が り， 口縁 部

は外傾 す る。

底 部回転 へラ切 り。 ロクロ成形。 浅黄橙色

普通

覆土上層

59

皿 A　 lO．0 口緑部一部 欠損。 丸 味 を帯 びた 口縁 部，体部 内 ・外 面 構 ナ デ。 砂粒・長石 ・スコリア P L 40

土 師 器 B　　 2．9 平底。休部 は内攣 して立 ち上 が 底部 回転 へ ラ切 り。 ロクロ成形。 にぷい橙色 P 39 7　75％

C　　 6．4 り， 日録部 は外傾す る。 普通 覆土上層

60

皿 A　 ll．1 口綾部一部欠 損。 平 底。 体 部 は 口綾部， 体部外面横 ナデ。 見込 小礫 ◎長石 P L 41

土 師 ‘器 B　　 3．2 内攣 して立 ち上 が り，ロ線 部 は み部分放射 状の ナデ。 底 部 回転 にぷい黄橙色 P 40 5　85％

C　　 4．8 外傾す る。 糸切 り。 内面黒色処 理。 ロク ロ

成 形。

普通 覆土 下層

61

皿 A　 lO．1 口縁部一部欠損。平 底 。 体部 は 口線部，体部外面槙 ナデ。見込 み 砂粒 ・長石 P L 4 1

土 師　 器 B　　 3．2 内攣 して立 ち上が り， 口綾部 に 部 分放射状 の磨 き。底部 回転糸切 浅黄橙色 P 406　 80％

C　　 6．0 至 る。 り。内面黒色 処理。ロクロ成形。 普通 覆土 中層

第 111図 皿 A 〔11．3〕 口綾部一 部欠損。平 底。 体部 は 口線部，体部外面 横 ナ デ。 体 部 砂粒 や長石 ◎雲母 P 40 7　 60％

62 土 師 器 B　　 3．2 内攣 して立 ち上 が り，口縁部 は 内面 放射状 のナデ。 底 部 回転 糸 にぷ い黄橙色 覆土下層

C　　 5．4 外傾す る。 切 り。内面黒色処 理。ロクロ成形。 普通

63

皿 A 〔10．5〕 口綾部一部欠 損。平 底。 体部 は 口綾部， 体部外面横 ナ デ。 底 部 砂粒 ・長石 P L 4 1

土 師 器 B　　 3．1 内攣 して立 ち上が り， 口綾 部 に 回転糸切 り。内面黒 色 処 理。 ロ 淡橙色 P 40 8　50％

C　　 6．0 至 る。 クロ成形。 普通 覆土上層

64

皿 A　 ll．5 底部～ 口縁部 片。 平底 。＼体部 は ロ綾部，体 部外面積 ナデ。 体部 砂粒 ・長石 P 41 0　60％

土 師　 器 B　　 3．1 内攣 して立 ち上 が り，口綾 部 は 内面放射状 のナ デ。 底 部 回 転糸 にぷい黄橙色 覆土中層

C　　 5．6 外傾す る。 切 り。内面黒色処理。ロク ロ成 形。 普 通

65

6 6

67

68

6 9

7 0

7 1

皿 A 〔10．餌 底部～ 口縁部片。 丸 底 に近 い平 日録部，体 部外面横 ナ デ。 体 部 砂粒 ◎長石 P 41 5　40％

土 師 器

皿

B　　 3．3 底。体 部 は内攣 して立 ち上が り， 内面磨 き。底 部回転 糸切 り。 内 にぷい橙色 覆土

P L 4 1

C 〔5．6〕 口綾部 は外反す る。 面黒色処理。 ロ クロ成形。 普通

A 〔9．2〕 底部 ～口綾部片。 丸 底 に近 い平 口緑部，体部 外面横 ナ デ。 体 部 砂粒 ・長石 ・雲母

土 師　 器

鉢

B　　 2．7 底。体部 は内攣 して立 ち上 が り， 内面放射状 の磨 き。 内 面 黒色 処 灰黄褐色 P 423　 35％

C 〔4．4〕 口綾部 は外反 す る。 理。 ロクロ成形。 普通 覆土 中層

A 〔27．鋤 体部～ 口綾部片。 体部 は外傾 し 口縁 部内 ・外面， 休 部 外面 上 位 砂粒 ◎長石 ◎スコリア P L 4 1

土 師　 器

聾

B （8．3）

A 〔23．9〕

て立 ち上 が り，目線部 は外反 し， 桟 ナデ。 体部外面下 位へ ラ削 り。 にぷ い褐色 P 436　40％ ・

端部 は上方 につまみ上 げ られ る。 輪積 み痕 を残す。 普通 覆土中層

体部上位 ～口綾部片。 体部 上 位 口縁部 内 ◎外面横 ナ デ。 体 部 内 砂粒 ・長石 P L 4 1

土 師　 器

′嚢

B （12．9）

A 〔21．4〕

は内傾 し， ロ綾 部 は外反 す る。 面 ナデ。

口縁部 内 ◎外面桟 ナ デ。 体 部 外

浅黄橙色 P 43 7　25％

目線端部 はつ まみ上げ られ る。 普通 覆土下層

体部下位～ 口綾部 片。 体部 は内 砂粒 ◎長石 P L。41

土 師　 器

聾

B （20．5）

A 〔20．4〕

攣 して立 ち上 が り， 体 部 中位 に 面下位縦方 向のへ ラ削 り。

口縁部 内 ・外面， 休部 外 面構 ナ

デ。

休部外面 中位 縦方向 ， 下 位構 方

浅黄橙色 P 43 8　25％

最大径 があ る。口綾部は外反する。 普通 覆土下層

体部上 位～ 口綾部片 。 体 部 上位 砂 粒 ・長石 P L 4 1

土 師　 器

聾

B （11．6）

B （15．5）

は内傾 し，ロ縁部 は外反 する

底部，体 部片。平底 。 休 部 は内

浅 黄橙 色

普通

砂粒 ◎長石

P 44 1 1 0％

覆土下層

P L 41

土 師　 器 C 〔10．2〕 攣 して立 ち上が る。 向のへ ラ削 り。休 部内面 ナデ。 にぷい橙色

普通

P 44 0 1 0％

覆土 下層
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図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形 の特徴 手 法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 111図 蓋 A 〔6．0〕 口綾部 ～天 井部片。 断面 形 は 台 器面全体 に丁 寧な磨 き。 内 e 外 長石 P L 4 0

7 2 土 師 器 B　 l．3 形 で，天井部 は平坦 であ る。 面黒色処理。 黒色

普通

P 429 1 0％

覆土

73

小 形 壷 A 〔5．4〕 底部～ 口綾部片。 平 底。 体部 は 体部 内面～底部外面 磨 き。 内 ◎ 砂粒 ・長 石 P L 4 0

土 師 器 B　　 4．9 内攣 して立 ち上 が り， 体部 中位 外面黒色 処理。 黒色 P 43 1 40％

C 〔4．6〕 に最大径が ある。 口綾 部 は直 立

す る。

普通 覆土

体部外面籾痕

74

小 形 壷 B （2．0） 底 部，休部下位片。 平 底 。 体部 器面全体 に磨 き。 内 ◎外面 黒 色 長石 P L 40

土 師 器 C　　 4．8 は内攣 して立ち上が る。 処理。ロクロ成形。 黒色

普通

P 43 0　20％

覆土

器面 に朱色付着物

75

小 形 賓 A 〔8．0〕 体部～ 口綾部 片。 体部 は内攣 気 器 面全体 に丁寧 な磨 き。 内 ◎外 長 石 P L 4 0

土 師 器 B （3．6） 味 に立 ち上 が り， 口綾 部 は外 反 面黒 色処理。 黒色 P 433 10％

す る。 普通 覆土

76

羽　　 釜 A 〔29．6〕 ツバ部， ロ綾部片 。 ロ綾部 は短 口縁部 内 ◎外面桟 ナデ。 砂粒 ◎長石 P L 4 1

土 師 器 B （3．5） く直立す る。 にぷ い橙色

普通

P 44 5　 5 ％

覆土上層

鍔 上面炭化物付着

第 112図
置　　 竃 B （7．6） 体部，把 手部片。 体 部 は内 攣 し 体部内 ◎外面 ナデ。 砂粒◎長石 ◎スコリア P L 4 1

7 7 土 師 器 て立 ち上 が る。板 状 の把 手 が付 灰黄褐色 P 448　 5 ％

く。 普 通 覆土

78

台付土器

土 師 器

B （3．2）

D 〔13．8〕

台部片。ハ の字 状に開 く台部。 台部 内 ◎外面横 ナデ。 砂粒 ◎長石 ◎スコリア

にぷい橙 色

普通

P L 4 1

P 4 51　 5 ％

覆土

79

広　 口 壷 B （8．1） 体部上位，頸部片 。 体 部上 位 は 頸部 ，体部内 ◎外面 横 ナ デ。 外 長石 P L 4 1

灰粕陶器 内傾 し， 頸部 は直立 す る。 面灰粕。 （胎土）褐灰色

（粕 ）灰 オ リーブ色

良好

P lO 83 10％

覆土中層

80

広 白 壷 B （3．9） 体部上位，頸 部片 。 頸部 は直立 頸部 ，体部内 ◎外面構ナデ。内 ◎ 長石 P L 4 1

灰軸 陶器 す る。 外面灰軸。 （胎土）灰 白色

（粕）灰オ リーブ色

良好

P lO 84　5 ％

覆土

図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値

出土 地点 備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm ） 幅 （cm ） 厚さkm ） 重量 （∂

81 不明土製 （ 6．4 ） 〔7．4〕 － （50．6 ） 覆　　　 土 P L 4 1 D P lO　 端部に円形の決 り

82 石　　 鍍 2．0 1．4 0．3 0．4 覆　　　 土 P L 41　 Q 3　 チ ャー ト

83 角　　 釘 （ 4．4 ） （ 1．0 ） （ 0．7 ） （ 6．8 ） 覆　　　 土 P L 4 6　 M 18　 鉄製
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第柑　尊堂坑（第107◎108◎113◎114図）

位置　調査区の東部中丸　B5g6区。

重複関係　本跡は，第198及び200号土坑と重複している。本跡が第198及び200号土坑に掘り込まれており，3

遺構の中で本跡が最も古い。

規模と平面形　長径2．2m，短径1．3mの不整楕円形で，深さ70cmである。

長径方向　N－750－E

壁面　垂直に立ち上がる。

底面　鍋底状である。

覆土　且5層（土層36～犯　土層1～35は重複する第且98号土坑覆土）からなる。覆土中に多量の土器類ととも

に粘土やロームを含むことから，人為堆積とみられる。

土層解説

36　黒褐色　土器片中量，焼土粒子◎炭化粒子◎ローム粒子少量　　43　黒褐色　土器片◎炭化粒子少量，ローム粒子微量

37　黒褐色　炭化物中量，焼土粒子・ローム粒子少量

38　黒褐色　焼土粒子◎炭化物◎炭化粒子◎ロームブロック◎ロ

ム粒子少量

39　黒褐色　ロームブロック◎ローム粒子中量

40　黒褐色　炭化粒子◎ロームブロック◎ローム粒子少量

41黒褐色　土器完形品多量，炭化物中量，焼土粒子微量

42　黒褐色　炭化物少量，焼土粒子微量

44　黒褐色　ローム粒子中量，粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子量

45　褐　色　ロームブロック層

46　黒　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

47　黒褐色　土器片多量，ロームブロック少量

48　黒　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

49　黒褐色　焼土粒子◎ローム粒子少量，炭化物◎炭化粒子微量

50　黒　色　ロームブロック少量，ローム粒子微量

遺物　土師器片462点，須恵器片3点，他に置竃片等が出土している。須恵器片は混入品とみられる。

土師器はロクロ成形によるもので9　器種構成は皿が約6割9　高台付塔が約3割ラ　足高高台付埠が約

1割となっている。皿と高台付輝には内面黒色処理されたものがある。北側底面出土の第113図21の

皿には打線部の内◎外面を中心に煤が付着しており9　灯明皿として使用されたものと恩われる。

所農　本跡は，当初住居跡の一部と考え，SI－13Bとして調査したが，土坑であることが判明した

ため遺構番号を変更した。本跡からは，完形の土師器の高台付塔及び皿類が多量に出土している。

本跡は土器類を投棄するための土坑とみられる。時期は，出土遺物から平安時代（10～12世紀）の

ものと考えられる。

第199号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（①） 器形 の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 11 3図

1

高台付 塔 A　 16．1 高台部～ ロ縁部片。 八 の字 状 に 日録部，体部 内 ◎外 面構 ナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 P L 4 1

土 師 器 B　　 6．3 開 く足高の高台 が付 く。 体 部 は 底部回転糸切 り。 高 台 貼 り付 け 浅黄橙色 P 4 61 60％

D　　 9．0

E　　 2．3

内攣 して立 ち上 が り，日綾 部 は

強 く外反 す る。

後，ナデ。 ロクロ成 形。 普通 覆土下層

2

高台付塔 A 〔1 5．8〕 口綾部一 部欠損。 ハ の字 状 に開 ロ綾部，体部 内 ◎外 面 桟 ナ デ。 小礫・長石 ・スコリア P L 4 1

土 師 器 B　　 5．9 く高台 が付 く。体 部 は内 攣 して 高 台貼 り付 け後， ナ デ。 ロ ク ロ 浅黄橙色 P 97　 6 0％

D　　 8．0

E　 l．3

立 ち上が り， 口綾部 は外反す る。 成形。 普通 覆土上層

3

高台付 塔 A　 15．7 口綾部一部欠損。 八 の 字状 に開 口綾部，体部 内 ◎外 面横 ナデ。 砂粒 ◎長石 P L 42

土 師 器 B　　 6．0 く足高の高台 が付 く。 体部 は内 高台貼 り付 け後，ナ デ。 ロク ロ 淡橙色 P 9 4　 70％

D　　 8．3

E　　 2．1

攣 して立 ち上が り， 口綾 部 は外

反 する。

成形。 普通 覆土 下層
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第m　図　第臓　尊堂既出堂遺物実測図摘）
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図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土◎色調◎焼成 i 備　 考

第113図

4

高台付塔 A　 14．9 高台部～口綾部片。八の字状に 口縁部，体部内・外面構ナデ。 小礫・長石 P 460　60％

土 師 器 B　　 6．2 開く足高の高台が付く。休部は 高台貼り付け後，ナデ。 ロクロ にぷい橙色 覆土中層

D　　 8．5

E　 l．8

内攣して立ち上がり，口縁部は

外反する。

成形。 普通

5

高台付塔 A　 16．1 口縁部一部欠損。八の字状に開 口縁部，休部外面槙ナデ。休部 小礫・長石 P L 42

土 師 器 B　　 6．6 く高台が付く。休部は内攣して 内面放射状のナデ。底部回転糸 にぷい橙色 P 168　90％

D　　 7．8 立ち上がり，口縁部はわずかに 切り。高台貼り付け後，ナデ。 普通 覆土下層

E　 l．5 外反する。 ロクロ成形。内面黒色処理。

6

高台付埠 A　 15．4 口綾部一部欠損。ハの字状に開 口縁部，体部外面構ナデ。口縁 砂粒・長石 P L 42

土 師 器 B　　 7．0 く高台が付く。休部は内攣して 部，休部内面磨き。高台貼り付 にぷい橙色 P 171 85％

D　　 7．8

E　 l．8

立ち上がり，口縁部は外反する。 け後，ナデ。内面黒色処理。ロ

クロ成形。

普通

l

覆土下層

7

高台付琳 A 〔16．3〕 底部～日録部片。高台部欠損。 口縁部内面磨き。口縁部，体部 小礫・長石 P 485　40％

土 師 器 B （5．2） 休部は内攣して立ち上がり，口 外面構ナデ。底部回転糸切り後， にぷい黄橙色 覆土中層

縁部は外反する。 高台貼り付け。内面黒色処理。

ロクロ成形。

普通

8

高台付塔 A 〔15．7〕 休部，日録部片。高台部欠損。 ロ綾部内面磨き。日録部，休部 小礫・長石 P 486　30％

土 師 器 B （4．の 休部は内攣して立ち上がり，口 外面構ナデ。内面黒色処理。 ロ にぷい橙色 覆土

縁部は外反する。 クロ成形。 普通

9

高台付塔 A 〔11．6〕 高台部～口縁部片。ハの字状に 口綾部，体部内・外面槙ナデ。 長石 P 142　50％

土 師 器 B　　 4．8 開く高台が付く。休部は内攣し 高台貼り付け後，ナデ。ロクロ にぷい橙色 覆土下層

D　　 6．2

E　 l．1

て立ち上がり，口縁部はわずか

に外反する。

成形。 普通
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図版番号 器　 種 桓 謝値（皿）！　 器形 の特徴 i　 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 113 図

10

高 台付杯 A　 ll．9 口綾部一部欠損。 ハ の字 状 に開 口綾部，体部 内面磨 き。 ロ綾部， 小礫 ・長石 P L 4 2

土 師 器 B　　 4．8 く高台が付 く。休 部 は内攣 して 体部外面横 ナデ。 高 台貼 り付 け 浅 黄橙色 P 148　 90％

D　　 6．7

E　 l．2

立ち上が り，口綾部 は外傾 する。 後， ナデ。 内面黒色処理。 ロク

ロ成形。

普 通 覆土下層

外面煤付着

11

高台付杯 A　 ll．5 ロ線部一部欠損。 ハ の字 状 に開 口綾 部，体部内面磨 き。 口綾部 ， 砂粒 ・長石 P L 42

土 師 器 B　　 4．8 く高 台が付 く。体 部 は 内攣 して 体 部外面接 ナデ。 高台 貼 り付 け にぷ い黄橙色 P 15 2　70％

D　　 7．1

E　 l．1

立 ち上が り， 口線部 は外反 する。 後， ナデ。 内面黒色処 理 。 ロ ク

ロ成形。

普通 覆土下層

12

高台付杯 A 〔11調 口緑部一部欠損。八 の字状 に開 日録部，体部 内面磨 き。 口線部， 長石 ・海綿骨針 P L 4 2

土 師 器 B　　 4．7 く高台が付 く。体部 は内攣 して 体部外面構 ナデ。 高 台貼 り付 け 橙 色 P 153　 60％

D　　 6．0

E　 l．2

立 ち上 が り， 口綾 部は外傾す る。 後， ナデ。内面黒色 処 理。 ロク

ロ成 形。

普通 覆土

13

高台付塔 A　 ll．1 高台部～ 口綾部片。 八 の字状 に 口綾部，体 部内面磨 き。 口綾部， 小礫 ・長石 ・雲 母 P 48 1 7 0％

土 師 器 B　　 4．8 開 く高台が付 く。 体部 は内攣 し 体部外面横 ナデ。高 台 貼 り付 け にぷ い橙色 覆 土下層

D　　 6．6

E　 l．1

て立 ち上が り， 口縁部 は外反 す

る。

後， ナデ。 内面黒色処 理。 ロ ク

ロ成形。

普通

14

高台付杯 A　 ll．2 口綾部一部欠損。 ハ の字状 に開 内面 は口綾部横方 向， 体 部 放射 小 礫 ・長石 ・雲母 P L 4 2

土 師 器 B　　 4．5 く高台が付 く。体 部 は内攣 して 状の磨 き。 口綾部， 体 部 外 面構 浅黄色 P 48 2　 70％

D　　 5．5 立 ち上 が り， 口綾 部 はわず か に ナデ。高台貼 り付 け後 ，ナ デ。 普通 覆土下層

E　 l．1 外反す る。 内面 黒色 処理。 ロクロ成形。

15

高台付塔 A　 ll．1 口綾部一部欠損。 八 の字 状 に開 内面 は口綾 部横方向， 休部 放 射 長石 ・雲母 P 48 3　70％

土 師 器 B　　 4．7 く高台が付 く。体 部 は内攣 して 状 の磨 き。 口綾部， 体 部外 面 構 にぷ い黄橙色 覆土 下層

D　　 6．2

E　 l．1

立 ち上が り，口縁部 は外反 す る。 ナデ。 口綾部外面 一部 磨 き。 高

台貼 り付 け後，ナデ。内面 黒 色処

理。 ロクロ成形。

普通

16

高 台付杯 A 〔10．0〕 高 台部～ 口綾部 片。 ハ の字状 に 口綾部，休部外面横 ナ デ。 休 部 砂粒 ・長 石 ・雲母 P L 42

土 師 器 B　　 3．9 開 く高台 が付 く。 体 部 は内攣 し 内面放射状の磨 き。 高 台 貼 り付 にぷ い橙色 P 48 4　40％

D　　 6．0

E　 l．3

て立 ち上が り， 口綾部 は外傾 す

る。

け後， ナデ。内面黒色 処 理。 ロ

クロ成形。

普通 覆土中層

17

皿 A　 lO．7 完形。平底。休部 は 内攣 して立 口綾部，体部 内 ◎外面 槙 ナ デ。 砂粒 ・長石 P L 42

土 師 器 B　　 2．6

C　　 5．3

ち上 が り，日録部 は外傾す る。 底部回転糸切 り。 ロク ロ成形。 橙色

普通

P 21 2 10 0％

覆土 下層

18

19

2 0

2 1

2 2

皿 Å　 10．1 完形。平底。休部 は内攣 して立 口綾部，体部 内 ・外 面 横 ナ デ。 砂粒 ◎長石 P L 4 2

土 師 器

皿

B　　 2．8

C　　 6．3

Å　 10．1

ち上が り， 口綾部 は外傾 する。

口綾部一部欠損。平 底。 体部 は

底部 回転糸切 り。 ロクロ成形。

口縁部 ，体部内 ・外面 横 ナデ。

にぷい橙色

普通

砂粒 ・長石

P 236 100％

覆土

P L 4 2

土 師 器

皿

B　　 2．7 内攣 して立 ち上が り，口綾 部 は 底部回転糸切 り。 ロクロ成形。

ロ綾部，体部 内 ◎外面 槙ナ デ。

浅黄橙色 P 46 3　 98％

C　　 6．0 外傾す る。 普通 覆土上層

A　　 9．4 ロ縁部一部欠損。平底 。 体 部 は 底部　 砂粒 ◎長 石 P L 42

土 師 器

皿

B　　 2．3 内攣 して立ち上 が り，口綾 部 は 回転糸切 り。 ロクロ成形 。

日録部，体部内 ◎外 面 構 ナ デ。

浅黄橙色 P 26 1 9 0％

C　　 5．9 外傾 する。 普通 覆土 下層

A　 lO．1 口縁部一部欠損。平 底 。 体 部 は 長 石 ・雲母 P L 4 2

土 師 器

皿

B　　 2．8 内攣 して立 ち上 が り，口綾部 は 底部 回転糸切 り。 ロクロ成形。

口綾部，体 部内 ◎外面 槙 ナ デ。

にぷい橙色 P 435　 95％

C　　 4．7

A　 lO．2

外傾す る。

完形。底部 は突出 した平 底。 体

普通

長石 ◎ス コリア

覆土下層

煤付着灯明皿

P L 42

土 師 器 B　　 3．0 部 は内攣 して立ち上 が り， 口縁 底部回転糸切 り。 ロクロ成形。 にぷ い黄橙色 P 46 2 1 00％

C　　 4．9 部 は外傾 する。 普通 覆土中層
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図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形 の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成　　　 備　　 考

第 113 図 皿 A　 lO．2 完形。 小 さな平底。 体 部 は 内攣 日録部， 体部内 ◎外面 桟 ナ デ。 小礫 ・長石 ・雲母 P 46 4 10 0％

23 土 師 器 B　　 2．8

C　　 4．1

して立 ち上が り， 口綾 部 は外 傾

する。

底部回転糸切 り。 ロクロ成形。 にぷい橙色

普通

覆土中層

24

皿 A　 lO．2 完形。 平底。体部 は 内攣 して 立 口縁部，体部 内 ・外面 構 ナ デ。 小礫 ・長 石・スコリア P 46 5 10 0％

土 師 器 B　　 2．9

C　　 5．3

ち上が り，口綾部 は外傾す る。 底部回転糸切 り。 ロク ロ成形。 にぷ い黄橙色

普通

覆土 中層

25

皿 A　　 9．8 完形。底部 はやや突出 した平底。 口綾部，体部 内 ◎外 面 横 ナデ。 小礫 ◎長石 P L 4 2

土 師 器 B　　 2．7 体部 は内攣 して立ち上 が り， ロ 底部回転糸切 り。 ロクロ成形。 にぷい黄橙色 P 466 100％

C　　 4．9 線部 は外傾 す る。 普通 覆土 中層

26

皿 A　 lO．7 完形。底部 はやや丸 味 を帯 び た 口縁部，体部内 ・外 面槙 ナ デ。 砂粒 ・長石 P L 4 2

土 師 器 B　　 3．2 平底。体部 は内攣 して立 ち上 が 底部 回転へ ラ切ノり。 ロクロ成形。 にぷい黄橙色 P 39 0 1 00％

C　　 5．6 り， 口綾部 は外傾 する。 普通 覆土中層

27

皿 A　 lO．7 完形。底部 はやや突 出 し， 丸 味 口縁部， 体部内 ◎外面 桟 ナ デ。 小礫 ・長石 P L 42

土 師 器 B　　 3．0 を帯びた平底。体 部 は 内攣 して 底部回転 へ ラ切 り。 ロクロ成形。 にぷい橙色 P 39 1 10 0％

C　　 6．0 立 ち上 が り， 口綾部 は外傾す る。 普通 覆土下層

28

皿 A 〔10．0〕 底部～口綾部片。底部 はやや丸味 ロ綾部，体 部内 ◎外面 横 ナ デ。 砂粒 ◎長石 P 48 0　40％

土 師 器 B　　 2．5

C　　 6．0

を帯びた平底。体部は内攣 して立

ち上がり，口縁部は外傾する。

底部回転 へ ラ切 り。 ロ クロ成形 。 にぷい褐色

普通

覆土中層

29

皿 A　 lO．8 完形。平 底。体部 は 内攣 して 立 日録部，体部外面槙 ナデ。 体 部 砂粒 ・長石 ・雲母 P L 4 2

土 師 器 B　　 3．4 ち上 が り， 口綾部 は外傾 す る。 内面放射状 の磨 き。 底 部 回転 糸 にぷ い黄橙色 P 489 100％

C　　 5．3 切 り。内面黒色処理 。 ロ クロ成

形 。

普通 覆土 中層

30

皿 A　 lO．3 底部～ 口綾部 片。 平底 。 体 部 は 口綾部，体部外面横 ナ デ。 底 部 小礫 ・長石 P L 4 2

土 師 器 B　　 3．2 内攣 して立 ち上 が り，口綾 部 は 回転糸切 り。内面黒 色処 理。 ロ 浅黄色 P 490　 60％

C　　 4．8 外傾す る。 ク ロ成形。 普通 覆土下層

31

皿 A　 lO．2 底部～ 口緑部片。平 底 。 体部 は 口綾 部，体部外面桟 ナ デ。 体部 砂粒 ・長石 P L 4 2

土 師 器 B　　 2．9 内攣 して立 ち上 が り，口縁部 は 内面 磨 き。底部回転 糸切 り。 内 にぷい橙色 P 409　 60％

C　　 4．8 外 傾す る。 面黒色処 理。 ロクロ成形。 普 通 覆土下層

32

3 3

第114 図

皿
A 〔9．9〕

B　　 3．0

C　　 4．5

A　　 9．6

底部～ 口綾部片。平 底。 体部 は 口緑部， 体部外面桟 ナ デ。 体部 長 石 ・雲母 P L 42

土 師 器

皿

内攣 して立 ち上 が り，口綾部 は 内面放射 状の磨 き。 底 部回 転糸 にぷい黄橙色 P 49 1 50％

外傾 する。

口縁部一 部欠損。 や や突 出 した

切 り。 内面 黒色処理。 ロク ロ成

形。

口綾部，体部 外面横 ナデ。 体 部

普通

砂粒 ・長石 ・雲母

覆土下層

P L 42

土 師 器

肇

B　　 3．1 平底。体 部 は内攣 して立 ち上 が 内面放射状 のナデ。 底部 回転 糸 にぷ い黄橙色 P 40 4　98％

C　　 4．0

A 〔31．5〕

り， 口綾部 は外傾す る。

体部上位， 口綾部片。 体 部 は 直

切 り。内面黒色処理 。 ロ クロ成

形。

口綾部，体部 内 ◎外 面 構 ナデ。

普通

砂粒 ・長石

覆 土中層

P L 4 2

34

35

3 6

土 師 器

土器脚部

B （10．2）

B （7．の

線的 に外傾 して立 ち上が り，口縁 ロク ロ成形。

底部 に脚部を貼付。 脚 部 内 ◎外

にぷ い褐色 P 43 9　25％

部 は屈曲 して横方 向に張 り出す。 普通 覆土 下層

ハの字状 に開 く脚部 片 。 器形 は 長石・スコリア・雲母 P L 4 2

土 師 器

置　　 竃

D 〔36．割

E　　 5．1

B （4．1）

不明。

裾部 片。裾部 は外 傾 して 立 ち上

面横 ナデ。

裾部 内 ◎外 面構ナデ。

にぷい褐色

普通

砂 粒 ・長石 ・雲母

P 44 9　 5 ％

覆土下層

P L 4 3

土 師 器 C 〔34調 が る。 にぷい橙色

普通

P 45 0　 5 ％

覆土下層
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第2のの考量坑（第107◎108◎115◎116図）

位置　調査区の東部中丸　B5g7区。

重複関係　本跡は　第摘号土坑と重複している。本跡が第且99号丑坑を掘り込んでおり診本跡が新しい。

規模藍学面影　長路m　短軸。mの隅丸長方形で　深さ桁cmである。

長軸方向　N－880－W

壁面　垂直に立ち上がる。

底面　緩やかな凹凸があるがほぼ平坦である。壁下に浅い溝が巡る。

覆蓋　24層（土層5且～74学　士層且～5は重複する第摘8◎摘号丑坑覆土　からなる。覆土中に多量の土器類と

ともに粘土撃　ローム及び灰を含むことから撃　人為堆積とみられる。

土層解説

51暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子。炭化粒子微量　　　　62　黒　褐　色　ローム粒子中量

52　黒　　　色　ローム粒子中量，灰少量

53　褐　　　色　ローム粒子炭化粒子多量，ロームブロック少量，

焼土粒子・炭化粒子微量

54　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

55　黒　　　色　土器片多量，ローム粒子e礫少量，焼土粒子e

炭化粒子微量

56　黒　褐　色　土器片多量，ローム粒子少量，焼土粒子。炭化

粒子微量

57　黒　　　色　炭化粒子多量，焼土粒子e炭化物・ローム粒子

微量

58　黒　　　色　土器片多量，炭化物中量，焼土粒子・ロームブ

ロックe粘土ブロック少量

59　にぷい真相色　粘土ブロック層，焼土粒子微量

60　黒　褐　色　焼土粒子eローム粒子e粘土ブロック少量

61黒　褐　色　ローム粒子中量，粘土ブロック少量

63　にぷい褐色　ローム粒子多量，炭化物。ロームブロック少量，焼

土粒子・粘土粒子微量

64　黒　褐　色　ロームブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

65　黒　　　色　炭化物。炭化粒子多量，ローム粒子中量，焼土粒子

微量

色

色

色

色

色

色

色

色

色

褐
褐
　
　
褐
褐
褐
褐
褐
褐

暗

黒

黒

暗

黒

黒

黒

黒

黒

ハ

㊤

　

7

　

8

　

9

　

0

　

1

　

2

　

3

　

4

6

　

6

　

6

　

6

　

7

　

7

　

7

　

7

　

［

／

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム粒子中量，

ローム粒子多量，

ローム粒子中量，

ローム粒子少量，

焼土粒子。炭化粒子微量

焼土粒子微量

焼土粒子微量

焼土粒子。炭化粒子微量

ロームブロック少量

焼土粒子微量

ローム粒子少量

焼土粒子中量，ロームブロック少量

焼土粒子・ローム粒子少量

遺物　土師器片息2芦且且7息　須恵器片84息　灰軸陶器片息3点及び羽釜片3点の土器類とともに支細や鉄製品等が

出土している。須恵器片は細片であり普　土師器片に比べて非常に点数が少ないことから混入品と考えられる。

土師器片はロクロ成形によるもので撃　完形あるいは半完形のものが覆土中層を中心に多量に出土している。

器種構成は，皿が約7靴　屋高高台付塔が約2瓢　高台付塔が約且割となっている。皿と高台付塔のなかに

は内面黒色処理されたものがある。第m5図4の高台付塔は体部に焼成前に且か所穿孔されている。25の皿

は煤が付着しておりタ　灯明皿として使用されたものと思われる。また，細片であるため図示できなかったが

灰和陶器片が且3点出土している。且0世紀代の猿投産の壷類のものとみられる。

所農　本跡はタ　当初住居跡と考え，SI一息4として調査したが，丑坑であることが判明したため遺構番号を変

更した。本跡からほ撃　完形の土師器の高台付塔及び皿類が多量に出土している。本跡は土器類を投棄するた

めの土坑とみられる。時期は，出土遺物から平安時代（且0～且2世紀）の土坑と考えられる。

第200号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第115図

1

高台付塔 A 〔16潮 高台部～口縁部片。八 の字状に ロ縁部，体部内 ・外面構ナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 P L 43

土 師 器 B　　 6．0 開 くやや足高の高台が付 く。体 高台貼り付け後，ナデ。 ロクロ にぷい橙色 P 502　 60％

D　　 8．7

E　 l．5

部は内攣 して立ち上 が り，ロ綾

部は外反する。

成形。 普通 覆土中層

ー177－
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第115園　第200号土坑出土遺物実測図（1）
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第116園　第200号土坑出土遺物実測図（2）
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図版番号 器　 種 桓 測値（皿）i　 器形 の特徴
手 法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 ！ 備　 考

第 115 図

2

高台付堵 A　 15．8 目線部一部 欠損。 ハ の字 状 に開 口縁 部，体部内 ・外 面 横 ナ デ。 小礫 。長石 ・雲母 P L 4 3

土 師 器 B　　 6．8 く足高 の高 台が付 く。 休部 は内 高 台貼 り付 け後， ナデ。 ロ クロ 浅黄橙色 P 494　 95％

D　　 8．2

E　　 2．0

攣 して立 ち上 が り， 口縁部 は強

く外反す る。

成形。 普通 覆土 中層

高台付琳 A　 15．4 高台部 ～口縁部片。底部 が厚 く， 口綾部，体部 内 。外面 槙 ナ デ。 砂粒・長石 eスコリア P 50 7　70％

3
土 師 器 B　　 5．8 八 の字状 に開 く足 高 の高 台 が付 高台貼 り付 け後， ナ デ。 ロ クロ 浅黄橙 色 覆土上層

D　　 8．4

E　 l．9

く。体部 は内攣 して立 ち上が り，

口縁部 は強 く外反 す る。

成形。 普通

4

高台付埠 A　 15．4 口縁部一部欠損。 八 の字 状 に開 臼綾部，体部 内 ・外面 構 ナデ。 小礫 ・長石 P L 43

土 師 器 B　　 5．6 く足高の高台が付 く。 休 部 は 内 高台貼 り付 け後， ナ デ。 ロ ク ロ 浅黄橙 色 P 49 6　90％

D　　 7．7

E　 l．7

攣 して立 ち上が り， 口縁 部 は強

く外反す る。

成形。 普通 覆土 中層

焼成前穿孔 1 か所

高台付埠 A　 15．2 完形。ハ の字状 に開 くや や足 高 口綾部，体 部内 。外 面槙 ナデ。 小礫 。長石 e 雲母 P L 4 3

5
土 師 器 B　　 6．1 の高台が付 く。体 部 は内攣 して 高台貼 り付 け後，ナ デ。 ロク ロ 浅黄橙色 P 49 2 100％

D　　 8．8

E　 l．5

立 ち上 が り， 口縁 部 は強 く外反

す る。

成 形。 普通 覆土中層

6

高台 付塔 A 〔15．2〕 高台部～ 口縁部 片。 ハ の字 状 に 口縁部， 体部内 e 外 面 桟 ナ デ。 小礫 e 長石 P 5 08　 60％

土 師 器 B　　 5．1 開 く足高 の高台 が付 く。 休 部 は 高台貼 り付 け後， ナデ。 ロク ロ にぷ い橙色 覆土上層

D　　 8．4

E　 l．7

内攣 して立 ち上 が り， 口綾 部 は

外反 す る。

成形。 普通

7
l

高台付琳 A 〔15．0 口縁部一 部欠 損。八 の字 状 に開 日録 部，体部 内 。外 面 槙 ナ デ。 小礫 e長石 P L 4 3

土 師 器 B　　 5．2 く足高 の高 台が付 く。 体部 は内 高台貼 り付 け後， ナ デ。 高 台接 浅黄橙色 P 498　 80％

D　　 8．2 攣 して立 ち上 が り， 口綾部 は外 地面 に凹線 を施す。 ロクロ成形。 普通 覆土 中層

E　 l．8 反 す る。 内面 にロク ロ日を強 く残す。

8

高台付堵 A 〔14潮 日綾部一 部欠損。 八 の字 状 に開 口縁部，体部 内 ・外面 構 ナ デ。 砂粒 ・長石 P L 43

土 師 器 B　　 5．6 く足高 の高台が付 く。 休 部 は内 高台貼 り付 け後， ナ デ。 ロ クロ 浅黄橙色 P 50 3　60％

D　　 8．7 攣 して立 ち上 が り， 口線部 は外 成形。 普通 覆土 中層

E　　 2．3 反す る。

高台付琳 A 〔14．扇 高台部， 口縁部一部 欠 損。 八 の 口縁部，体 部内 ・外面 構 ナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 P L 43

9
土 師 器 B　　 4．9 字 状に開 く高台が付 く。 体部 は 底部回転糸切 り。 高 台 貼 り付 け にぷい橙色 P 49 9　60％

D　　 8．6 内攣 して立 ち上が り， 口縁部 は 後，ナデ。 ロクロ成 形。 普 通 覆土上層

E　 l．2 わずか に外反 す る。

高台付埠 A　 ll．5 口綾部一部欠損。 八 の 字状 に開 口縁部，体 部内 ・外 面槙 ナ デ。 砂粒 e 長石 ・雲母

浅黄橙色

P L 4 3

10
土 師 器

高台付埠

B　　 4．4 く高台が付 く。休 部 は内攣 して 底部回転糸 切 り。 高 台 貼 り付 け P 495　 95％

D　　 7．3 立ち上 が り， 日録 部 は わず か に 後 ，ナ デ。 ロ クロ成形。 普通

長石 ・スコリアe雲母

覆土上層

P L 43

E　 l．4 外反 する。

口綾部， 休部内面磨 き。 口縁部，A 〔17．5〕 高台部～ 口縁 部片。 ハ の字 状 に

11
土 師 器

高 台付 琳

B　　 7．6 開 く高台が付 く。 休 部 は内攣 し 休部外面 構ナ デ。 高 台貼 り付 け にぷい黄橙色 P 748　 60％

D　　 8．7 て立ち上が り，膨 らみ を もっ。　 ′後， ナデ。 内面黒色 処理 。 ロク 普通 覆土 中層

E　 l．6 口綾部 はわずか に外反 す る。 ロ成形。 断面 に研 ぎ痕 あ り

A　 14．7 高 台部 ～口縁部片。 ハ の字状 に 口縁部内面磨 き。 口縁 部 ， 体 部 小礫 。長石 P 74 6　 60％

12
土 師 器 B　　 6．0 開 く高台 が付 く。休 部 は内攣 し 外面構 ナ デ。高 台貼 り付 け後 ， にぷい橙色

普通

長石 e スコ リア

覆土上層

P L 4 3

D　　 8．1 て立 ち上が り，膨 らみ を もっ。 ナデ。 内面黒色処理 。 ロ ク ロ成

E　 l．3 口綾部 はわずか に外反 す る。　　 井ノフ○

口縁部，体部 外面積 ナ デ。 高 台高 台付杯 A　 14．2 口綾 部一部欠損。 裾 が突 出 す る

13
土 師 器 B　　 5．2　 ノ＼の字状 の高台が付 く。 休部 は 貼 り付 け後， ナデ。 内 面黒 色 処 にぷ い黄橙色 P 743　 70％

D　　 7．3 内攣 して立 ち上が り， 膨 らみ を 理。 ロクロ成形。 普通 覆土上層

E　 l．0 もっ。 口綾部 は外傾 す る。
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手 法の特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 115 図

14

高台付杯 A　 14．0 目線部一 部欠損。ハ の字状 に開 口綾部 内面磨 き。 目線 部， 体部 小礫 ・長 石 P L 4 3

土 師 器 B　　 5．7 く高台が付 く。 体部 は内攣 して 外面槙 ナデ。高台貼 り付 け後 ， にぷい黄橙色 P 74 7　 60％

D　　 7．2 立 ち上 が り，膨 らみ を もっ。 口 ナデ。内面黒色処理 。 ロ ク ロ成 普通 覆土中層

E　 l．2 縁部 は内削 ぎされる。 形。

15

高台付堵 A　 13．0 高台部～ 口綾部片。 ハ の字 状 に 口縁部内 ◎外面磨 き。 体 部 内面 長石 e スコ リア P L 43

土 師 器 B　　 5．1 開 く高台が付 く。 休部 は内攣 し ナデ。 体部外面横 ナデ。 底 部 回 淡黄色 P 74 5　60％

D　　 7．1 て立 ち上が り，膨 らみ を もつ。 転糸切 り。 高台貼 り付 け後， ナ 普通 覆土

E　 l．1 口緑部 はわずか に外反す る。 デ。 内面黒色処理。 ロクロ成形。

16

高台付 杯 A 〔12．7〕 高台部～ 日録部片。 ハ の字 状 に 口綾部，体部 内面磨 き。 口綾部， 長 石 ・砂粒 P 752　 40％

土 師 器 B　　 4．9 開 く高台が付 く。 体 部 は内攣 し 体部外面積 ナデ。 高 台貼 り付 け 浅 黄橙 色 覆土上層

D 〔7．5〕 て立ち上 が り，膨 らみ を もっ。 後， ナデ。 内面黒色 処 理。 ロク 普通

E　 l．4 口綾部 は外反 する。 ロ成形。

17

高台付杯 A 〔11．8〕 口綾部一部欠損。 ハ の字 状 に 開 口綾部内面磨 き。 日録部 ， 体 部 長石 ・ス コリア P L 43

土 師 器 B　　 4．7 く高台が付 く。休 部 は 内攣 して 外面桟ナデ。高台貼 り付 け後， 浅黄色 P 74 0　85％

D　　 6．8 立 ち上が り，膨 らみを もっ。 ロ ナデ。内面黒色処理。 ロ クロ成 普通 覆土中層

E　 l．0 綾部を内削 ぎす る。 形。

18

高 台付 堵 A　 ll．7 口綾部一部欠損。 ハ の字 状 に開 口線部，体部 内面ナデ後，磨 き。 砂粒 ・長石 ・雲母 P L 4 3

土 師 器 B　　 4．1 く高台が付 く。体部 は内 攣 して 口綾部，体 部外面桟 ナ デ。 高 台 浅黄色 P 742　 70％

D　　 6．2 立 ち上が り，膨 らみ を もつ。 ロ 貼 り付 け後， ナデ。 内 面黒 色 処 普 通 覆土下 層

E　 l．1 緑部は外 傾する。 理。 ロクロ成形。

19

高台付塔 ′A　 ll．1 高台部～口綾 部片。 ハ の字 状 に 口綾部内面磨 き。 口縁 部， 体部 小礫 ・長石 P L 4 3

土 師 器 B　　 4．7 開 く高台 が付 く。 体 部 は 内攣 し 外面桟 ナデ。高台貼 り付 け後 ， にぷい橙 色 P 741 70％

D　　 6．4 て立 ち上 が り，膨 らみを もつ。 ナデ。内面黒色処理 。 ロ ク ロ成 普通 覆土中層

E　 l．2 口縁部 はわず かに外反 す る。 形。

20

高 台付塔 A　 ll．0 口縁部一部欠損。 ハ の字 状 に開 口綾部 内面磨 き。体部内面 ナデ。 小礫 ・長石・スコリア P L 43

土 師 器 B　　 4．6 く高台が付 く。1 休 部 は内 攣 して 口綾 部，体部外面横 ナ デ。 高 台 浅黄橙色 P 73 9　90％

D　　 5．6 立 ち上が り，膨 らみ を もっ。 口 貼 り付け後，ナデ。 内 面 黒色 処 普通 覆土中層

E　 l．2 綾部 はわずか に外反す る。 理。 ロクロ成形。

21

22

2 3

24

2 5

高台付杯 A 〔10．5〕 口縁部一部欠損。 ハ の字状 に開 口綾部，休部 内面放 射状の ナデ。 砂粒・長石 ・スコリア P L 43

土 師 器

高台付堵

B　　 3．9 く高台が付 く。休部 は内攣 して 口綾部，体部外 面横 ナ デ。 高 台 浅黄橙色 P 74 9　65％

D　　 6．7

E　 l．1

A 〔10．0〕

立 ち上 が り， 口縁 部 は外傾す る。

高台部 ～ロ綾部片。 ハ の字 状 に

貼 り付 け後， ナデ。 内面 黒 色処

理。 ロクロ成形。

口綾部内面磨 き。 体部 内面 放射

普 通

砂粒 ・長 石

覆土上 層

P 750　 50％

土 師 器

高台付塔

B　　 3．9 開 く高台 が付 く。 体 部 は内 攣 し 状のナ デ。 口綾部， 休 部 外 面横 にぷい黄 橙色 覆土上層

P L 4 3

D　　 5．7 て立 ち上 がり，膨 らみ を もつ。 ナデ。高台貼 り付 け後 ，ナ デ。 普通

長石 ・スコリア・雲母

E　 l．0 ロ縁部 は外傾す る。 内面 黒色処理。 ロクロ成形。

A　　 9．6 口縁部一部欠損b　ハ の字 状 に開 口綾部， 体部内面磨 き。 口綾部 ，

土 師 器

高台付塔

B　　 4．0 く高台が付 く。休 部 は内 攣 して 体部外 面桟ナデ。高 台 貼 り付 け にぷ い黄橙色 P 73 8　 95％

D　　 5．0 立 ち上が り，膨 らみ を もっ 。 日 後， ナデ。 内面黒色処 理 。 ロ ク 普通

砂粒 ・長石 ・雲母

覆土上層

P L 43

E　　 O．8 綾部 は外傾す る。 ロ成形。

A　　 8．8 完形。 ハの字状に 開 く高 台が 付 口綾部，休部 内面 磨 き。 口綾部，

土 師 器

皿

B　　 3．7 く。体部 は内攣 して立ち上が り， 体部外面桟 ナデ。 高 台 貼 り付 け にぷ い黄橙色 P 73 7 10 0％

D　　 4．8

E　　 O．8

A　 ll．9

口綾部 は外傾 する。

完形。平底。体部 はわ ずか に内

後， ナデ。 内面黒 色処 理。 ロ ク

ロ成形。

ロ縁部，体部内 ・外 面 横 ナ デ。

普通

長 石 ・雲母

覆 土上層

P L 4 3

土 師 器 B　　 2．8 攣 して立 ち上が り， 口綾 部 は外 底 部回転糸切 り。 ロクロ成 形。 にぷい黄橙色 P 790 100 ％

C　　 5．4 傾す る。 普通 覆土 中層

灯 明皿 煤付着
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図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形 の特徴 手法の特徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第115図 皿 A　 ll．0 完形。 平底。体部 は 内攣 して立 口綾部， 体部内 ◎外面 横 ナ デ。 小 礫 ・砂粒 ・長石 P L 43

2 6 土 師 器 B　　 3．1

C　　 6．3

ち上 が り，口綾部 は外傾す る。 底部回転糸 切 り。 ロク ロ成形。 浅黄橙色

普通

P 54 5 10 0％

覆土中層

27

皿 A　 lO．9 完形。丸底 に近い平 底。 体 部 は 口綾部，体部 内 ◎外 面 槙 ナデ。 長石 ・スコリア・雲母 P L 4 4

土 師 器 B　　 3．3 内攣 して立 ち上が り， 口綾 部 は 底部回転糸切 り後， ナ デ。 ロ ク にぷ い橙色 P 730 100％

C　　 6．5 わずか に外反 する。 ロ成形。 普通 覆土 中層

28

皿 A　 lO．9 底部～ 口綾部片。平 底 。 体 部 は 口縁部，体部内 ◎外 面横 ナ デ。 長石 ・石英 ・雲母 P 591 60％

土 師 器 B　　 2．9

C　　 6．5

内攣 して立 ち上 が り，口綾部 は

外反 す る。

底部 回転 糸切 り。 ロクロ成形。 浅 黄橙色 ・黒 色

普通

覆土上層

第116図 皿 A　 lO．8 完形。 平底。体部 は 内攣 して立 日録部， 体部内 ◎外面 桟 ナデ。 小礫 ・長石 P 54 3 10 0％

29 土 師 器 B　　 2．7

C　　 5．5

ち上 が り， 口綾部 は外傾す る。 底部回転糸切 り。 ロク ロ成形。 浅黄橙色

普通 P

覆 土中層

30

皿 A　 lO．6 底部～ 日録部 片。 底 部 は突 出 し 口綾部，体部 内 ◎外 面桟 ナデ。 長石 ◎スコ リア P 583　 60％

土 師 器 B　　 3．1

C　　 5．0

た平底。体部 は内攣 して立 ち上

が り， 日録部 は外傾 す る。

底部回転糸切 り。 ロクロ成形。 にぷい黄橙色

普通

覆土 中層

31

皿 A　 lO．5 完形。平底。休部 は内攣 して立 口綾部，体部内 ◎外面 桟 ナ デ。 砂粒 ◎長石 P 53 5 100％

土 師 器 B　　 2．9

C　　 4．3，

ち上が り， ロ綾部 は外傾 する。 底部 回転 糸切 り。 ロクロ成形。 にぷい橙色

普通

覆土中層

32

皿 A　 lO．3 完形。平 底。体部 は 内攣 して立 口綾部，体部 内 ◎外 面 横 ナデ。 砂粒 ・長石・スコリア P L 44

土 師 器 B　　 2．7

C　　 5．4

ち上が り， 目線 部は外傾す る。 底部回転糸切 り。 ロクロ成形。 にぷ い橙色

普通

P 52 5 10 0％

覆土 中層

33

皿 ∧　　1rl q∫1　　　　⊥U．U 完形。平底。体部 は内 攣 して立 口綾部，休部外面横 ナ デ。 底部 小礫◎長石 ◎スコリア 542 100％

土 師 器 B　　 2．8

C　　 5．3

ち上が り， ロ綾部 はわ ずか に外

反す る。

回転糸切 り。 ロクロ成形。 にぷい橙色

普通

覆土下層

34

皿 A　 lO．2 完形。 平底。体部 は内攣 して立 口綾部 ，体部内 ◎外面 横 ナ デ。 小 礫 ・長石 ・雲母 P L 44

土 師 器 B　　 2．4

C　　 6．0

ち上 が り，口綾部 は外反 する。 底部回転糸 切 り。 ロク ロ成形。 にぷい黄橙色

普通

P 52 6 10 0％

覆土中層

35

36

3 7

38

3 9

40

4 1

皿 A　 lO．2 完形。平 底。 体部 は内 攣 して 立 口綾部，体部 内 ◎外 面横 ナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 P L 4 4

土 師 器

皿

B　　 2．9

C　　 6．2

A　 lO．0

ち上が り， 目線部 は外傾す る。

口線部一部欠損。平 底 。 休 部 は

底部回転糸切 り。 ロクロ成形。

口縁部，体部内 ・外 面構 ナ デ。

にぷ い橙色

普通

長石 ・雲母

P 533 10 0％

覆土上層

P L 4 4

土 師 器

皿

B　　 2．9 内攣 して立 ち上 が り，ロ綾部 は 底部 回転 糸切 り。 ロクロ成形。

口綾部， 体部内 ◎外面 槙 ナ デ。

にぷい橙色 P 559　 90％

C　　 6．3 外反 する。 普 通 覆土中層

A　　 9．8 完形。 突出 した平底 。 体 部 は内 小礫 ◎長石 P L 44

土 師 器

皿

B　　 3．2 攣 して立 ち上が り， 口綾 部 は外 底部回転糸切 り。 ロク ロ成形。

口綾部，体部 内 ◎外 面槙 ナデ。

にぷい橙色 ・黒色 P 52 9 1 00％

C　　 4．2 傾す る。 普通 覆土中層

A　　 9．8 完形。突 出 した平底。 体部 は内 長石 ・石英 P L 44

土 師 器

皿

B　　 3．0 攣 して立 ち上 が り， 口縁 部 は外 底部回転糸切 り。 ロクロ成形。

口綾 部，体部内 ◎外 面桟 ナ デ。

浅黄橙色 P 53 7 10 0％

C　　 4．2 傾す る。 普通 覆土 中層

A　　 9．8 口綾 部一部欠損。突 出 した平底。 長石 ・スコ リア P 580　 80％

土 師 器

皿

B　　 2．7

C　　 4．4

A　　 9．8

体部は内攣 して立 ち上 が り， 口

綾部 は外 傾す る。

完形。平 底。 体部 は直 線 的 に立

底部 回転 糸切 り。 ロクロ成形。

口綾部，体部 内 ◎外面 槙 ナ デ。

浅黄橙色

普 通

小礫 ◎長石

覆土 中層

P L 44

土 師 器

皿

B　　 2．8

C　　 5．4

A　　 9．5

ち上が り， 口綾 部は外傾す る。

完形。平底。体部 は内 攣 して立

底部回転糸切 り。 ロク ロ成形。

口縁部，体部 内 ◎外 面検 ナデ。

橙色

普通

小礫 e長 石◎スコリア

P 75 9 1 00％

覆土中層

P L 44

土 師 器 B　　 2．7

C　　 5．7

ち上が り， 口綾部 は外 傾す る。 底 部回転糸切 り。 ロクロ成形。 にぷ い橙色

普通

P 54 9 10 0％

覆土上 層
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図版番号 器　 種 計測値（皿）！　 器形の特徴　 ！　 手法 の特徴
胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 116図 皿 A　 lO．8 完 形。突 出 して丸 味 を帯 びた平 口綾部，体部外面構 ナ デ。 底 部 長石 ・雲母 P L 44

4 2 土 師 器 B　　 3．0 底。体部 は内攣 して立ち上が り， 回転 へ ラ切 り。 ロクロ成形。 浅黄色 P 72 9 10 0％

C　　 6．7 口綾部 は外傾す る。 普通 覆土中層

43

皿 A　 lO．4 完形。丸味 を帯 びた平 底。 体 部 口縁部，休 部外面横 ナ デ。 底 部 小礫 ・長石 P L 4 4

土 師 器 B　　 3．1 は内攣 して立 ち上が り， 口綾 部 回転 へラ切 り。 ロク ロ成形。 にぷ い橙色 P 728 100％

C　　 6．4 は外傾す る。 普通 覆土 中層

44

皿 A　　 9．7 口綾部一部欠損。丸 味 を帯 びた 口綾部，体部外面桟 ナデ。 底 部 長 石 P 733　 60％

土 師 器 B　　 2．8

C　　 5．8

平 底。体部 は内攣 して 立 ち上 が

り， 口線部 は外傾 す る。

回転へ ラ切 り。 ロクロ成形。 にぷい黄橙 色

普通

覆土中層

45

皿 A　 ll．7 底部～ 口綾部片。平 底 。 体部 は 口綾 部，体 部外面構 ナ デ。 底 部 長石 ・雲母・スコリア P L 44

土 師 器 B　　 3．1 内攣 して立 ち上が り， 口綾部 は 回転糸切 り。 内面黒色 処 理。 ロ 浅黄橙色 P 760　 85％

C　　 4．9 外傾す る。 クロ成形。 普通 覆土下層

46

皿 A　 ll．7 日録部一部欠損。平 底。 休 部 は 口縁部，体部外面横 ナデ。 底部 砂粒 ・長石 ・雲母 P L 4 4

土 師 器 B　　 3．0 内攣 して立ち上が り， 口綾 部 は 回転糸切 り。内面黒 色 処理 。 ロ にぷい橙色 P 761 80％

C　　 5．6 外傾 する。 クロ成形。 普通 覆土下層

47

皿 A 〔12．0〕 底部 ～日綾部片。 平底 。 体 部 は 口綾部，体部外面横 ナ デ。 体 部 長石 P 76 7　50％

土 師 器 B　　 3．2 内攣 して立 ち上 が り，口縁 部 は 内面 放射状の磨 き。 底 部 回転 糸 明褐灰色 覆土中層

C 〔6．q 外傾す る。 切 り。 内面 黒色処理。 ロク ロ成

形。

普通

48

】

皿 A 〔10．5〕 底部～口綾部片。突出 した平底。 口綾部，体部外面構 ナデ。 体部 長石 ・雲母 P 765　 55％

土 師 器 B　　 3．2 体部 は内攣 して立 ち上 が り， 日 内面磨 き。底部回転 糸 切 り。 内 浅黄橙色 覆土

C　　 4．2 綾 部は外傾 する。
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

面黒色処理。 ロクロ成形。 普 通　　　 l

49

皿 A　 lO．2 底 部～日録部片。 平底 。 体 部 は 口綾部，休部外面桟 ナ デ。 底 部 砂粒 ・長 石 ・雲母 P L 44

土 師 器 B　　 3．1 内攣 して立 ち上 が り，口綾 部 は 回転 糸切 り後，外周部 へラ削 り。 にぷい橙色 P 76 3　60％

C　　 4．0 外傾す る。 内面黒色処 理。 ロクロ成形。 普通 覆土中層

50

皿 A　 lO．0 口縁部一部欠損。 や や突 出 した 口綾部，体 部外面桟 ナ デ。 底 部 砂粒 ・長石 ・雲母 P L 4 4

土 師 器 B　　 2．9 平底。休部 は内攣 して立 ち上 が 回転糸切 り。 内面 黒色 処 理。 ロ にぷ い黄橙色 P 76 2　80％

C　　 4．8 り，日録 部 は外傾す る。 クロ成形。 普通 覆土 中層

51

52

5 3

54

5 5

皿 A　 lO．0 底部～口綾部片。平 底。 体 部 は 口綾部，休部外面構 ナデ。 底部 長 石 ◎スコ リア P 764　 55％

土 師 器

皿

B　　 3．0 内攣 して立ち上 が り，日録 部 は 回転糸切 り。 内面黒 色処 理 。 ロ にぷい橙色 覆土

P 76 8　 40％

C　　 4．5 外傾 する。 クロ成形。 普通

A 〔9．8〕 底部 ～口綾部片。平 底 。 体 部 は 口線部，体部外面槙 ナ デ。 休 部 長石 ・雲母

土 師 器

皿

B　　 2．7 内攣 して立 ち上 が り， 口綾 部 は 内面横方向，見込 み部 分放 射 状 にぷ い黄橙色 覆土中層

P L 44

C　　 6．6

A　　 9．8

わずかに外反す る。器厚 が薄い。

完形。丸味を帯 びた 平底 。 体 部

の磨 き。底 部回転糸切 り。 内 面

黒色処理。 ロク ロ成形 。

口綾部，体部外 面横 ナ デ。 休 部

普通

小礫 ・砂粒 ・長石

土 師 器

杯

B　　 3．0 は内攣 して立ち上が り， 口綾 部 内面磨 き。底部 回転 糸 切 り。 内 浅黄色 P 758 10 0％

C　　 4．0 は外傾 する。 面黒色処理。 ロクロ成形。 普通 覆土 中層

A 〔11．鎚 底部 ∴ロ縁部 片。 丸底 。 体 部 は 口綾部，体部外面横 ナ デ。 内面 砂 粒 ・長石 ・雲母 P 774　 30％

土 師 器

肇

B　　 4．7

A　 23．2

内攣 して立 ち上 が り， 口縁 部 は

わずか に外反す る。

体部中位～ 口綾部片 。 休 部 は内

黒色処理。 ロクロ成形。

口縁部 内 ◎外面，体 部 外 面槙 ナ

浅 黄橙色

普通

小礫 ・砂粒 ・長石

覆土 中層

P L 44

土 師 器 B （17．4） 攣 して立 ち上が り， 体 部 中位 に デ。体部 内面斜方向 の ナ デ。 ロ にぷ い橙色 P 79 1 30％

最大径があ る。 口綾部 は外反 し，

口縁端部 はつまみ出 され る。

クロ成形。 普通 覆土中層

二次焼成肌荒 れ
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図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm ） 幅 （cm ） 厚さ年前 重量 （∂

第116図 56 不明鉄製品 （ 4．3 ） （ 4．6 ） 0．8 （15．6 ） 覆　　　 土 P L 46　 M 19　 木質部残存

57 角　　 釘 （ 5．5 ）I （ 0．6 ）
0．5 （ 3．4 ） 覆　　　 土 P L 46　 M 20　 鉄製

58 角　　 釘 （ 4．0 ） 0．8 0．4 1．8 覆　　　 土 P L 46　 M 24　 鉄製

表5　青木遺跡土坑一覧表

土坑

番号
位置

長径方向　　　　 ．
規　　　　 模

壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

新旧関係 （古→新）

図版

番号（長軸方向） 平面形
長径×短径（m ） 深 さ（皿）

1 C 6C 5 N －7 0－E 楕　 円　 形 0．62 ×0．48 50 垂 直 段 差 人 為 土師器5 須恵器1 117

2 B 2b 8 N －900 長 方 形 1．92 ×0．75 5 外 傾 鍋 底 不 明 中世 粘土貼土坑 117

3 B 3d 8 －
〔円　　 形 〕

－ －
外 傾 自 然 S D ・1，1号地下式墳→本跡 117

4 B 4C 3 N －900 隅丸長方形 4 ．2 ×3．0 130 外 傾 鍋 底 人 為
陶磁器24 5 瓦質土器148 土師質土器
653 土 師器 176 須恵器290

江戸時代 （18世紀前半）S E 5 ¢
S K 5→本鉢 排水施設か

91

5 B 4C 3 N － 0 0 隅丸長方形 〔1．9〕×〔1．3〕 60 外 傾 平 坦 人 為
S E 2（古）→本跡→S E 2（新 ）e
S K 4

125

7 C 6b 3 － 円　　 形 2．7×2 ．65 50 垂 直 鍋 底 自 然
土師器 223 須恵器56 弥生土器11 礫

32

奈良時代 （8世 紀 後半 ） 本

－ヰSK 129
98

8 C 6b4 － 円　　 形 0．75 ×0．7 23 外 傾 鍋 底 人 為 土 師器7 須恵器3 117

25 B 4C5 －
不 定　 形 仕 3〕×0．8 55 垂 直 平 坦 人 為 鉄棒1 S E 3→本鉢 117

26 B 5j2 －
円　　 形 0．55 ×0．55 30 垂 直 U 字状 人 為 117

36 B 5iG －
円　　 形 0．9 ×0．82 （103） 垂 直 自 然

瓦質土器3 土師質土器1 陶器 1
土師器41 須恵器4

井戸 の可能性有 99

45 B 4e 7
－

円　　 形 0．62 ×0．6 36 垂 直 傾 斜 人 為 須恵器1 柱痕有 117

46 B 3a T － 円　　 形 0．76 ×0．75 8 外 傾 傾 斜 不 明 117

47 B 4e 6 － － （0 ．86）×　 － （37） 外 傾 U 字状 人 為 土師器3 須恵器 1 117

48 B 3a 6 － 円　　 形 0．46 ×0．45 10 外 傾 U 字状 人 為 117

51 B 3b 4 －
円　　 形 0．85 ×0 ．85 92 内 傾 段 差 自 然 土師器17 須恵器6 陶器2 117

56 B 2b 9 N 1 770－W 長　 方 形 1．22×0 ．55 5 外 傾 鍋 底 不 明 須恵器1 陶器1 中世 粘土貼土坑 117

57 B 2C7
－

円　　 形 1．0 ×1．0 25 垂 直 平 坦 人 為 土師器6 須恵器3 陶器1 中世 粘土貼土坑 118

70 B Ico N －800－ E 楕　 円　 形 1．35 ×1．1 65 外 傾 U 字状 不 明 118

8 1 B Ic o N － 0 0 隅丸長方形 2．2　×　0．9 5 垂 直 平 坦 不 明 土師器8 須恵器4 118

85 B Ic 9 － 円　　 形 0．9 ×0．9 15 外 傾 鍋 底 不 明 土 師器1 須恵器2 奈良時代 （8世紀前半） 100

122 B 5g 9 －
〔円　　 形 〕 1．2 ×〔1．2〕 48 垂 直 鍋 底 自 然 土 師器1 Sl15→本跡 118

123 B 6jl －
円　　 形 0 ．5 ×0．5 48 垂 直 U 字状 人 為 土師器1 118

124 B 5h 5 円　　 形 0．9 ×0．9 55 外 傾 鍋 底 不 明 土師器2
平安 時代 （10～12世 紀） S I2

→本跡
101

125 ，B 4b l N － 6 。－E 鍵　 穴 形 3．2 × 30 外 傾 凹 凸 自 然
土師器780 須恵 器52 灰粕陶器4
土師質土器2 羽釜 1 置磯1 他

平安時代 （10～12世紀） 102

126 B 5h4 N －850－W 楕　 円　 形 0．75 ×0 ．65 10 外 傾 平 坦 土師器25 118

127 B 5dl － 円　　 形 0 ．8 ×〔0．8〕 60 垂 直 鍋 底 自 然

l

土師器19 須恵器3
平安時代（10～12世紀 ） S I2

C →S I25A →S I25B →本跡
103

129 C 6C 3 N －50。－W 長 楕 円 形 2．25 ×0．6 100 垂 直 凹 凸 自 然
縄文 時代 の陥 し穴　 本 跡→ S
K 7

118
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土坑

番号
位置

長径方 向

（長軸方 向）
平面形

規　　　　 模
i 壁面

底面 覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

新旧関係（古→新 ）

図版

番号長径×短径（中 臨 ）

130 C 3a 9 －
〔円　　 形〕 1．5 ×仕5〕 50 外 傾 凹 凸 118

131 C 3a8 －
〔円　　 形〕 1．2 ×〔1．2〕 55 垂 直 平 坦 118

132 B 4C8 －
円　　 形 1．6 ×1．5 35 垂 直 平 坦 人 為 118

133 B 4d 6 N －15。－W 隅丸長方形 2．35 ×2．05 40 垂 直 平 坦
一 部
人 為

土師器55 須恵器7 羽釜1 弥生土器1 平安時代（10～ 12世紀） 104

138 B 4d 8 N －900 楕　 円　 形 1．0 ×0．9 50 垂 直 U 字状 人 為 土師器5 須恵器2 柱痕有 118

140 B 3C 8

l

N －100－W

巨 隅丸長方畢〕

1．3 ×H ．0〕 35 垂 直 凹 凸 118

14 1 B 4C 9 N －430－W 楕　 円　 形 0．8 ×0．6 30 外 傾 鍋 底 土師器32 須恵器4 弥生土器1 119

142 B 4cT N －760－ E 隅丸長方形 2．5 ×1．65 40 垂 直

l

平 坦 自 然
土 師器60 須恵器 11 灰軸陶器1
弥生土 器1

平安時代 （10～ 12世紀） 105

146 B 4e8
－

円　　 形 0．4 ×0．4 － 119

147 B 4d 8 － 円　　 形 0．55 ×0．5
－ － 119

150 B 3C 3 N －620－W 楕　 円　 形 3．0 ×1．9 55 外 傾 凹 凸 人 為 S 134 →本跡 119

151 B 4d o － 円　　 形 0．95 ×0．9 60 垂 直 鍋 底 人 為 土師器9
平安時代 （10 ～ 12世紀）
本跡→S 125B 106

152 B 2a 8 －
〔円　　 形 〕 1．1 ×仕1〕 － 凹 凸 土師器1 須恵 器1 鉄 棒1 中世 粘土貼土坑 119

183 B 2C4 N －850－ E 楕　 円　 形 1．0 ×0．8 30 外 傾 U 字状 自 然 119

l

184 B 2b 4

l

N － 0 0 不整 方 形 1．6 ×L 4 18 外 傾
l

凹 凸 人 為
l

土 師器 1 須恵器2
ま

119

198 B 5h T N －890－W 隅丸方 形 3．5 ×3．4 110 垂 直 平 坦 人 為
土師器12月14 須恵器 169 灰軸陶器13

羽釜4 置竃2 鉄製品5 支脚l 他
平安時代（10～ 12世紀）
S l12 e SK 199→本跡

107

199 B 5g 6 N －750－ E 不整楕円形 2．2 ×1．3 70 垂 直 鍋 底 人 為 土師器462 須恵器3 平安時代（10～ 12世紀）
本跡→S K 198 ・200

10 7

200 B 5g 7 N －88。－W 隅丸長方形 3．1 ×2．2 85 垂 直 平 坦 人 為
土師器 12，日7 須恵器 84　灰触 陶器 9
羽釜3 支脚2 他

平安時代（10 ～ 12世紀）
SK 199→本跡

107

SK－1　土層解説

1　黒褐色　ロームブロック。ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子中量

3　黒褐色　ローム粒子中量，ロームブロック微量

4　褐　色　ローム粒子多量，ロームブロック中量

5　暗褐色　ロームブロック・ローム粒子少量

6　黒褐色　ローム粒子少量

7　黒褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

SK－3　土層解説

1　極暗褐色　焼土粒子。ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

4　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量

5　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

6　黒褐色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

7　褐　　色　ロームブロック多量，ローム粒子中量

SK－25　土層解説

1　黒褐色　焼土粒子eローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック多量

3　黒褐色　ロームブロック・ローム粒子微量

4　黒褐色　ロームブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

SK－26　土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

3　褐　色　ローム粒子多量，ロームブロック少量

SK－45　土層解説

1黒　　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

2　黒　　色　ロームブロック。ローム粒子少量

3　極暗褐色　ロームブロック。ローム粒子中量

4　黒　　色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

5　黒褐色　ロームブロック。ローム粒子少量

6　黒褐色　ローム粒子多量，ロームブロック中量

S K－47

1　黒色

2　黒色

3　黒色

4　黒色

5　黒色

土層解説

ローム粒子少量

ローム粒子微量

ロームブロックeローム粒子中量

ローム粒子少量，ロームブロック微量

ローム粒子少量

SK－48　土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒子微量

SK－51土層解説

1　黒　　　色　焼土粒子・ロームブロック。ローム粒子微量

2　暗オリーブ褐色　ローム粒子中量，ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量

4　黄　褐　色　ローム粒子多量，ロームブロック中量，Ag－KPブ

ロック少量

SK－57　土層解説

1　黒褐色　ローム粒子中量，粘土ブロック少量

2　暗灰黄色　粘土ブロック中量，ローム粒子。小礫少量

3　黒　　色　ローム粒子中量，ロームブロック微量
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第119園　第141・146・147・150・152・183・184号土坑実測図

SK－81土層解説

1黒　　色　焼土粒子・ローム粒子微量

SK－122　土層解説

1暗褐色　焼土粒子中量，焼土ブロック少量

2　黒褐色　焼土粒子少量

3　暗褐色　焼土粒子中量，焼土ブロック少量

4　黒　　色　焼土粒子微量

5　黒褐色　焼土粒子少量

SK－123　土層解説

1黒褐色　ロームブロック・ローム粒子中量

2　黒褐色　ロームブロック中嵐　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ロームブロック中量

4．黒　　色　ローム粒子微量

5　褐　　色　ロームブロック多量

6　黒　　色　ローム拉子微量

7　黒褐色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

8　暗褐色　ローム拉子中量，ロームブロック微量

9　褐　　色　ロームブロック多量

sKIJr　「「　m

SK－132　土屑解説

1黒褐色　ロームブロック多量

2　黒褐色　ローム粒子多量，ロームブロック少量

3　黒　色　ローム粒子中量，ロームブロック少亀焼土粒子微量

4　黒　色　ロームブロック・ローム粒子・黒色土ブロック少量

5　黒褐色　ロームブロック・ローム粒子少量

6　黒栂色　ローム粒子中量，焼土粒子・ロームブロック少量

7　黒褐色　ローム粒子・黒色土ブロック中量，ロームブロック少

量

SK－138　土層解説

1暗褐色　ローム粒子・粘土ブロック中量，ロームブロック・粘

土粒子微量

2　黒　　色　ロームブロック・ローム粒子少量

3　極暗褐色　ロームブロック・ローム粒子・粘土粒子微量

4　梅　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

5　黒褐色　ロームブロック中量，ローム粒子少量，粘土粒子微量

6　黒褐色　ロームブロック中量，ローム粒子少量

7　黒　　色　ローム粒子少量，ロームブロック微量
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SK－150　土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子中量，小礫少量，焼土粒子。粘土ブ

ロック微量
2

　

3

　

4

　

5

　

6

　

7

　

8

　

9

　

1

0

　

日

黄　褐　色　ロームブロック・ローム粒子多量，礫少量

オリーブ褐色

暗　灰　黄　色

オリーブ褐色

黄　褐　色

明　黄　褐　色

暗オリーブ褐色

ローム粒子多量，ロームブロック。礫少量

粘土ブロック多量，ローム粒子少量

小礫多量，ローム粒子中量

粘土ブロック・粘土粒子多量，ローム粒子中量

ロームブロック層

ロームブロック・ローム粒子多量

黄　褐　色　ロームブロック層

黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子eローム粒子微量

オリーブ褐色　ロームブロック・ローム粒子多量，礫少量，焼土

粒子微量

12　黒　褐　色　ロームブロック・ローム粒子微量

SK－183　土層解説

1　黄　橙　色　ローム粒子。スコリア粒子多量

2　明　黄　褐　色　ローム粒子多量，スコリア粒子中量

3　黄　褐　色　ローム粒子多量

SK－184　土層解説

1　極　暗　褐　色　ロームブロック・ローム粒子少量

2　褐　　　　色　ロームブロック多量

3　黒　　　　色　ロームブロック・ローム粒子微量

4　黒　　　　色　ローム粒子微量

5　黒　　　　色　ローム粒子極微量

6　黒　褐　色　ロームブロック・ローム粒子少量

5　地下式壌

今回の調査では，中世の地下式墳1基を確認した。以下，その特徴や主な遺物について記載する。

第　号地帯式壌　第1銅図）

位置　調査区の中央部南側，B3C7区。

重複関係　本跡は，第3号土坑と重複する。本跡が第3号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

主軸方向　N－780－E

竪銑　上面は径約の。8mの半開形で　深さは蟻娠mである。底面は主室に向かって緩やかに傾斜しておりタ　長軸

0．6m，短軸0．55mの隅丸長方形である。長軸方向はN－850－Wである。

主室　南側が調査区外に延びているため正確な規模や平面形は不明であるが，長軸2．2～3．6m，短軸約1．5mの

長方形と推定される。底面は平坦で，北側の天井部の一部が残存している。底面から天井部までの高さは120

cm，確認面から底面までの深さは160cmである。長軸方向はN－60－Wである。

壁　竪坑，主室ともほぼ垂直に立ち上がっている。

覆土12層からなり，自然堆積と考えられる。土層5～9は天井部の崩落土層とみられる。

土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック。ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　　色　ロームブロック・ローム粒子多量

3　暗褐色　ロームブロック・ローム粒子中量

4　褐　　色　ロームブロック。ローム粒子多量

5　黄褐色　ロームブロック層

6　黄褐色　ロームブロック多量，黒褐色土少量

7　黒褐色　ロームブロック。ローム粒子多量

8　暗褐色　ローム粒子多量，ロームブロック中量

9　黄橙色　Ag－KPブロック層

10　暗褐色　ローム粒子中量

11暗褐色　ローム粒子少量

12　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　土師器片23点，土師質土器片9点及び陶器1点が出土している。第120図3の黄瀬戸の折縁菊皿は完形

である。

所見　本跡は，当初土坑と考え，SK－128として調査したが，地下式境であることが判明したため遺構番号

を変更した。出土遺物から中世（16世紀後半）のものと考えられる。

第1号地下式壌出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 e焼成 備　　 考

第120図

1

内 耳 鍋 A 〔28．9〕 口綾部片。口縁部が膨 らみ， 口 口縁部内面槙ナデ，外面指頭痕。 長石 ・雲母 P L 44

土師質土器 B （5．8） 繚端部が肥厚する。 浅黄橙色

普通

P 933　5 ％

覆土

外面煤付着
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図版番号器　種計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第120図内耳鍋A〔29．の休部上位，口縁部片。休部は内口線部内・外面，休部内面検ナ長石・石英・雲母PL44

2 土師質土器B（7．9）攣気味に立ち上がり，口縁部でデ。休部外面指頭痕。 橙色 P934　5％

屈曲して外傾する。 普通 覆土

3

皿A　ll．2折線菊皿。断面形が逆台形の低黄瀬戸。休部内面を丸のみで菊長石 PL44

陶　　器B　　2．5い輸高台。休部は外傾し，口縁花状に削ぐ。削り出し高台。見（胎土）淡黄色P935100％

D　　5．6部は横方向に屈曲する折線。口込みに菊の印花。休部内面～高（軸）浅黄色 覆土

E　　O．3縁端部は玉線状である。 台側面灰粕。内ハゲ。底面に輪

トチン痕。

瀬戸・美濃
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6　堀及び溝

今回の調査では，堀且条，溝2条を確認した（Sの一息～3）。以下，その特徴や主な遺物について記載

する。

第　号堰　第は　◎12図）

位置　調査区の中央部タ　B3b8区。

重複関係　本路は撃第3，且30，且3且，摘号各丑坑と重複する。本跡が第3号土坑に掘り込まれており9本跡が

酋い。第且3晩且3且及び摘号各土坑との新旧関係は不明である。

規模藍形状　断面形は逆台形状で，西側に段がある。止幅3。5～4．7m9中段幅0。6～且溜m争　下幅0．7～且強恥声　深

さ且2～膵皿で　確認した長さⅢ思mである。南側は底面が一段低くなってお酌　か所のピット（㌘1～

P5）が確認された。木橋等の施設に伴うものである可能性が考えられる。

方向　N－00

覆蓋　自然堆積と考えられる。

説解層土

A

l　褐　　色　ロpムブロック。ローム粒子多量，Ag－KP少量

2　黒褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

3　黒褐色　ロームブロック・ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子中量，ロームブロック。炭化粒子微量

5　極暗褐色　ロームブロック。ローム粒子中量，焼土粒子少量

6　黒褐色　ロームブロック・ローム粒子少量

7　暗褐色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

8　極暗褐色　ロームブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量

9　暗褐色　焼土粒子中量，焼土ブロック。ローム粒子少量

暗
暗
暗

極
極
極

0
　
1
　
2

㌘

且

　

一

且

　

　

1

上

褐色　ロームブロック・ローム粒子少量

褐色　ロームブロック。ローム粒子中量，焼土粒子少量

B

l　極暗褐色　焼土粒子・ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子多量，炭化粒子。ロームブロック少量

4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　極暗褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

6　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

7　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

8　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

9　黒褐色　焼土粒子。ローム粒子少量，炭化物微量

10　黒褐色　焼土粒子。炭化粒子・ロームブロック・ローム粒子少
量

褐色　焼土ブロック・焼土粒子eローム粒子少量　　　11黒褐色　ローム粒子少量，

13　暗褐色　ローム粒子中量，ロームブロック・Ag－KP少量　12　暗褐色　ローム粒子少量，

14　極暗褐色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　13　黒褐色　ローム粒子少量，

15　褐　色　ローム粒子多量，ロームブロック・Ag－KP中量　14　黒褐色　ロームブロック

16　暗褐色　ローム粒子多量，焼土ブロック・焼土粒子。ロー　15　褐　色　ロームブロック

ムブロック少量

17　黒褐色　ローム粒子少量，ロームブロック・炭化物微量

18　極暗褐色　ローム粒子中量，ロームブロック微量

19　極暗褐色　ロームブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量

20　褐　　色　ロームブロック。ローム粒子中量

21黒褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック・焼土粒子・ロー

ムブロック少量

22　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

23　暗褐色　ローム粒子多量，黒色土粒子微量

24　褐　色　ローム粒子多量，ロームブロック・Ag－KP中量

25　褐　　色　ローム粒子多量，Ag－KP少量

26　極暗褐色　ローム粒子中量，ロームブロック・Ag－KP少量

27　黒褐色　ローム粒子中量，Ag－KP少量

28　黒　　色　ローム粒子少量，Ag－KP微量

16　暗褐色　ローム粒子多量，

17　暗褐色　ローム粒子多量，

18　黒褐色　ローム粒子中量，

焼土粒子微量

炭化粒子・ロームブロック微量

焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子多量，焼土粒子少量

ロームブロック中量

ロームブロック少量

ロームブロック少量

遺物　土師器片2節点　須恵器片摘息瓦質土器片6息土師質土器片息息陶器片7嵐弥生土器片2点及

び鉄棒3点が出漉している。ただし争本跡は他の4基の丑坑と重複しており撃調査時にこれらの丑坑の遺物

が混入した可能性がある。
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第121図　第1号堀実測図（1）
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第122図　第1号堀（2）・出土遺物実測図
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所農　本跡は，その規模や形状からみて車樫の城館跡に伴　城と考えられ　その時期は　第は図6の常滑の

賓が描線部形態から且3世紀後半に位置づけられることや，内耳鍋片が温点も出土していないことからその出

現以前の且3～且4世紀頃のものと推定される。

第1号墟出土遺物観察義

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形 の特徴 手法の特徴 胎土 。色調 ・焼成 備　　 考

第122図 杯 A　 12．2 平底。休部 は内攣 して立 ち上 が 口縁部，体 部内 e 外面 構 ナデ。 雲母 ・長 石・スコリア P L 44

1 土 師 器 B　　 3．3

C　　 5．5

り， 口縁 端部 に至 る。 底部回転糸切 り。 ロ クロ成形。 橙色

普通

P 94 8　 9 5％

覆土

2

皿 A　 l O．5 底部～ 口縁部 片。 平 底。 休部 は 口縁部，体部内 e 外 面 槙 ナ デ。 小礫 ・砂粒 。長石 P L 4 4

土 師 器 B　　 3．0 内攣 して立 ち上 が り，口縁部 は外 底部 回転 糸切 り。 ロクロ成形。 灰黄色 P 94 9　 6 0％

C　　 6．1 傾す る。 普通 覆土

3

皿 A 〔1 0．叫 底部～口綾部片。平 底 。 体 部 は 口綾部，体 部内 e 外面 槙 ナ デ。 小礫 ・砂粒 ・長石 P L 45

土 師 器 B　　 2．5 内攣 して立ち上が り，口縁 部 は外 底部回転糸切 り。 ロク ロ成形。 灰黄色 P 950　 60％

C　　 5．8 傾す る。 普通 覆土

4

皿 A 〔10．2〕 底部～ 口綾部 片。平 底。 体部 は 口縁 部，体部内 ・外 面構 ナ デ。 長石 。雲母 P 9 52　 50％

土 師 器 B　　 2．6

C 〔6．0〕

内攣 して立 ち上 が り，口綾部 は外

傾す る。

底部 回転 糸切 り。 ロ ク ロ成 形。 にぷ い橙色

普通

覆土

5

皿 A　　 8．7 底部～口綾部片。平 底 。 休 部 は 口縁部，体部 内 ・外面 構 ナ デ。 長石・雲母 ・スコリア P L 45

土 師 器 B　　 2．0 短 く，直線 的 に外 傾 して 目線 端 底部回転糸切 り。 ロク ロ成形。 檀色 P 95 1 70％

C　　 5．9 部 に至 る。 普 通 覆土

l
嚢

A 駄 句 I
体部上位 ～口綾 部片。 休部 上 位 日録部 内 。外面槙ナ デも体部内 。

l
小礫 ・長石

I
P L 4 5

6
陶　　 器 B （15．1） は内傾 し， 口綾部 はわ ず か に外 外面指 頭痕。縁帯下 部 に凹線 が （胎土）灰色 P 9 53 10％

反す る。 口縁端部 を折 り返 した 巡 る。体 部上位外面灰 軸 ， 綾 杉 （榔赤褐色・れトブ灰色 覆土

断面形 が コの字状 の縁帯 が巡 る。 状の押印。巻 き上 げ成形。 良好 常滑

7

置　　 竃 B （4．の 焚 口の庇 部片。庇 は 「n 」 形 に 庇部内 ・外面指頭痕。 小礫 。スコ リア P L 4 5

土 師 器 付 く。 浅黄橙色

普通

P 9 54　　 5 ％

覆土

庇 内面煤付着

第2号溝（第123図）

鰹置　調査区の中央部9　B3b3区。

重複関係　本跡は受第34号住居跡と重複する。本跡が第34号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模磨形状　止幅0・3～0・6m労働組2～0．4m普深さ且0皿9全長5．8mである。断面形は浅いU字状でタ　底面は

鍋底状である。

方向　N－820－W

淫蓋　3層からなる。堆積状況は不明である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

2　黒　色　ローム粒子中量，焼土粒子・ロームブロック微量

3　褐　色　ローム粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

所農　本跡はタ平安時代（9世紀前半）の住居跡である第34号住居跡を掘り込んでいることからタ時代はそれ

以降であるが，出土遺物がないため詳細な時期は不明である。また，性格についても不明である。

ー194－



第相　国　第　号溝実測図

0　　　　　　　2m

！二二∵二二±一一二l　二i

第3号溝（第124図）

位置　調査区の東端部，C6d2区。

規模と形状　本跡は，壁の北側の一部を確認しただけであるため，上幅，下幅ともに不明である。深さは46cm，

確認した長さ7．7mである。断面形は逆台形と推定され，底面は平坦である。

方向　N－870－W

覆土　4層からなり，自然堆積とみられる。

土層解説

1　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，ロームブロック微量

3　極暗褐色　ローム粒子中量，ロームブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ロームブロック少量

遺物　土師器片2点，須恵器片1点，土師質土器片1点及び鉄棒5点が出土している。

所農　本跡は撃　出土遺物が土器細片でありタ　詳細な時期は不明であるが撃　内耳鍋と恩われる土師質土器片が出

三享丁∴∴∴ 0　　　　　　　　2m

ト丁二一二　　　：　　　ニー＿　三

第相　国　第　号溝実測園

7　井戸

今回の調査では，井戸4基を確認した（SE－2～5，SE－1は欠番）。以下，その特徴や主な遺物につ

いて記載する。

第2菅井評（第125図）

位置　調査区の中央部南側，B4d4区。

重複関係　第5号土坑と重複する。本跡は，土層セクションの観察結果から作り替えが行われたとみられ，

（旧）第2号井戸→第5号土坑→（新）第2号井戸の順に構築されたと考えられる。

規模と形状　掘り方の上面は径2．9mの円形である。断面形はラッパ状で，確認面から1．9mの深さまで急傾斜
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を持ち・そこから下は円筒形となっている。土層の違いから，径1．2mの円筒形の井戸枠があったものと考

えられる。深さは確認面から2．2mまで掘り下げたが，底面には達しなかった。

覆土　25層からなる0土層1～13は井戸の開口部で，下層にはロームブロックが多量に含まれており，一部人

「‾　T－‾′‾

し＼＼＼－＿＿

第125図　第2号井戸・出土遺物実測図
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為堆積である。土層14～23は井戸枠を埋めた土で，ロームブロックや礫を多く含む。土層24◎25は旧井戸に

伴う土層と考えられる。

土層 説解

1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　炭化物eローム粒子少量，焼土粒子微量

3　黒褐色　炭化粒子◎ローム粒子e焼土粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子◎炭化粒子微量

5　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

6　黒褐色　焼土粒子◎ローム粒子微量

7　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微意

8　暗褐色　ローム粒子多量，ロームブロック中量，炭化物微量

9　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

10　黒褐色　ローム粒子少量

11黒褐色　礫多量，炭化物ローム◎ブロック◎ローム粒子少量

12　極暗褐色　礫中量，ロームブロック◎ローム粒子少量

13　褐　　色　ロームブロック多量，ローム粒子中量

14　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

15　黒褐色　ロームブロック◎ローム粒子多量，礫少量

16　黒褐色　炭化物◎ローム粒子少量，焼土粒子◎ロームブロック

微量

17　黒褐色　礫◎ローム粒子少量，ロームブロック微量

18　黒褐色　礫・焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量

19　黒褐色　ローム粒子中量，礫◎ロームブロック少量

20　暗褐色　ローム粒子多量

21暗褐色　ローム粒子多塵，ロームブロック中量

22　褐　色　ローム粒子多量，ロームブロック中量，炭化粒子微量

23　黒褐色　礫多量，ローム粒子少量

24　暗褐色　ロームブロック中量，礫◎ローム粒子少量

25　極暗褐色　ローム粒子中量，Ag－KP少量

遺物　土師器片74息　須恵器片且4息　土師質土器片4点及び寛永通賓1点が出土している。

所農　本跡は，底面まで掘り下げることができなかったため確実な時期は不明であるが，寛永通賓が出土して

いることから江戸時代（且7世紀後半～19世紀頃）のものと推定される。

第2号井戸出土遺物観察表

第125図
小 形 塔 A　　 6．7 底部～口縁部片。平底。 体部 は 口綾部，体部内 ◎外面桟ナデ。 長石 ・雲母 ・石英 P L 45

1 土 師 器 B　　 2．4 内攣して立ち上がり， 口緑端部 底部回転糸切 り。ロクロ成形。 にぷい橙色 P 955　60％

C　　 2．3 に至る。 普通 覆土

2

内 耳 鍋 A 〔31．4〕 休部，目線部片。体部 は内攣気 口縁部内 ・外面，休部 内面槙ナ 小礫・石英・スコリア P L 45

土師質土器 B （13．7） 味に外傾 して立ち上がり， 口縁 デ。体部外面指頭痕。 黒色 P 956 15％

部で肥厚する。 普通 覆土

外面煤付着

3

内 耳 鍋 A 〔30．0〕 体部，ロ綾部片。体部 は内攣気 口綾部内面に粘土紐貼付。 目線 長石 ・石英 ・雲母 P L 45

土師質土器 B （10．0） 味に外傾 して立ち上が り， 口縁 部内 ◎外面桟ナデ。 にぷい黄橙色 P 957 10％

部で肥厚する。 普通 覆土

図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　　 考
径 （cm ） 厚さkIの 重量（∂

4 銅 ′　銭 2．4 0．1 3．2 覆　　　 土 P L 46　M 35　青銅製　 寛永通賓

第3号井屏（第126図）

位置　調査区の中央部東側，B4d5区。

重複関係　第25号土坑と重複する。本跡が第25号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模藍形状，掘り方の上面は長径2。1恥　短径1．5mの楕円形である。断面形はラッパ状で，確認面から0．6mの

深さまで急傾斜を持ち，そこから下は断面形が卵形の円筒形となっている。土層の違いから，井戸枠があっ

たものと考えられる。深さは確認面から2．0mまで掘り下げたが，底面には達しなかった。ピンボールで探っ

たところ深さがまだ1m以上あることが確かめられた。

覆土　且2層からなる。土層且～10は井戸の開口部で，堆積の仕方が不自然であることから人為堆積とみられる。
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土層且且◎12は他の層が褐色土であるのに対してこの2層だけは黒色土である。堆積の仕方からみて井戸枠の

外側に埋められた土と考えられる。

幸㍉＼、＼＿へu－1＿＿＿＿＿＿一＿＿＿．＿＿

園

第126園　第3号井戸兵測困

／／ノ／／‾l

C

＼／
－　　　　　　　　　　　　1

0 2m

』ここ＝たこ＝二二＝』

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック◎ローム粒

子少量

2　黒褐色　ローム粒子中量，ロームブ

ロック少量

3　黒褐色　ローム粒子少量

4　極暗褐色　ローム粒子少量

5　極暗褐色　ロームブロック・ローム粒

子少量

6　黒褐色　ロームブロック◎ローム粒

子少量

7　極暗褐色　ローム粒子中量，ロームブ

ロック少量

8　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量

9　暗褐色　ロームブロック中量

10　黒褐色　ロームブロックeローム粒

子少量

11黒　　色　ローム粒子少量，ロームブ

ロック微量

12　黒　　色　焼土粒子◎ローム粒子少量

遺物　瓦質土器片1点，土師器片45点，須恵器片2点，粘土塊1点及び鉄棒2点が出土している。

所見　本跡は，底面まで掘り下げることができず，出土遺物が細片であるため詳細な時期は明確ではないが，

周辺に井戸が集中していることからそれらと同時期の近世のものと考えられる。

第4号井戸（第127図）

位置　調査区の中央部西側，B2C9区。

規模と形状　南側が調査区外に延びているが，掘り方の上面は径2．8mの円形と推定される。確認面から2．1m

の深さまで急傾斜を持って落ち込んでいる。そこから下は断面形が卵形の円筒形となっている。深さは2．3

mまで掘り下げたが，底面には達しなかった。また，北壁の深さ且．8mのところに横穴が揺られている。規

棟は幅50C払　高さ40cm，奥行き70cmである。性格は不明である。

覆土10層からなる。堆積状況から自然堆積とみられる。

土層解説

1　黒褐色　小礫・焼土粒子・ローム粒子微量　　　　　　　　　　　5　黒褐色

2　黒　色　小礫中量，ローム粒子少量，焼土粒子◎ロームプロッ　　6　黒褐色

ク微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　黒　色

3　黒褐色　ローム粒子少量，小礫◎焼土粒子◎ロームブロック　　8　黒褐色

微量

4．黒　色　ロームブロック◎ローム粒子少量，小磯◎焼土粒子　9　黒褐色

微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　黒褐色

所見　本跡は，出土遺物が少なく時期は不明である。
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ロームブロック中量，ローム粒子微量

ロームブロック・ローム粒子中量，小礫少量

ローム粒子少量，小礫微量

小礫多量，ローム粒子中量，焼土粒子・ロームプロッ微

量

ローム粒子多量，小礫少量，ロームブロック微量

小磯eローム粒子中量，焼土粒子◎ロームブロック微量



第127園　第4号井戸実測図

＼∴＿＿＿　－l一二

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」

第5号井戸（第128図）

位置　調査区の中央部南側，B4C。区。

重複関係　本跡は，第4号土坑の覆土の礫層を取り除いたときに確認されたものである。本跡の上に第4号土

坑の礫層がのっていることから本跡が古い。

規模と形状　上方の規模や形状は第4号土坑と重なっており不明である。下方は径1．3mの円形で垂直に落ち

～＋ll「

第て28圏　琵5号井戸0出土遺物実測監

0　　　　　　　　　　　　2m』

‾‾‾‾‾　「！l

0　　　　　　　　　　　　10cm

臣＿＿＿＿ヒ－I
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込む円筒形である。深さは確認面から2．5mまで掘り下げたが底面には達していない。

覆土　崩れてしまい不明である。

遺物　陶器片5点，土師質土器片17点，須恵器片1点及び粘土塊5点が出土している。

所農　本跡は，底面まで掘り下げることができなかったため9　詳細な時期は不明であるが，重複関係や出土遺

物から近世（17～且8世紀）のものと考えられる。

第5号井戸出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（①） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第128図

1

内 耳 鍋 A 〔44．0〕 ロ縁部片。口綾部で肥厚 し， 膨 口縁部内 ◎外面横ナデ。 砂粒 ◎スコリア P L 45

土師質土器 B （5．6） らみをもっ。 黒褐色

普通

P 959 15％

覆土

外面煤付着

8　遺構外出上達物（第1290130深）

当遺跡の遺構外からはタ　縄文時代から近世にかけての遺物が出土している。主な遺物を一覧表で記載する。

遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（①） 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第129図

1
縄文土器

厚 さ　0．8 口綾部 片。単節縄文 が羽状 に施され る。 繊 維 ・石英 ・長 石

暗褐色　 普通

P L 46　 T P 3 8

1 ％　　 表土

2
縄文土器

厚 さ　0．7 押圧縄文 問に刻み 目文 が施 される。 繊維 ・長石

黒褐色　 普通

P L 46　 T P 3 9

1 ％　　 表土

3
縄文土器

厚 さ　0．6 単節 の縄 を撚 った太 い多条縄文 が施 される。 繊維 ・石英 ・長石

暗赤褐色　 普通

P L 46　 T P 40

1 ％　　 表土

4
広 口 壷 厚 さ　0．5 複合 口綾部片。 複合 口縁下部 に刻 みが施 され る。地文に は附加条 1 雲母 ・長石 P L 46　 T P 4 1

弥生 土器 種 （附加 2 条） の縄文が施 され る。 暗褐色　 普通 1 ％　　 表土

5
－ B （2．3） 底部，体部下位片。平底で底部が桟に張 り出す。体部は外反 して立 ち上 長石◎雲母 ◎スコリア P lO 27

弥生土 器 C　　 6．6 がる。体部下位に単節縄文が施 される。底部木葉痕。輪積み部で剥離。 暗褐色　 普通 5 ％　　 表土

6
餐

土 師 器

厚 さ　0．5 体部片。外面パ ケ目調整。 長石 ・雲母

黒褐色　 普通

P L 4 6　 T P 42

1 ％　　 表土

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第129図
不　　 明 B （2．9） 脚部片。脚部は八の字状に開く。 脚部外面へラ削り。 砂粒 ・雲母 ・長石 P lO45 10％

7 土 師 器 D 〔6．4〕 にぷい黄橙色

普通

表土

8

塔 B （3．1） 底部，体部片。平底。体部は内 体部内面，外面上位磨 き。 底部 長石 ◎スコリア P lO43 20％

土 師 器 C 〔6．6〕 攣 して立ち上がる。 糸切 り後，外周部丁寧な手持ち

へラ削 り。内面黒色処理。

浅黄色

普通

表土

9

饗 A 〔12．2〕 体部，口綾部片。体部 は内攣 し 口線部内 ◎外面槙ナデ。体部外 長石 ◎石英 P L 45

土 師 器 B （9．8） て立ち上がり，ロ綾部 は外反す 面へラ削り。 にぷい赤褐色 P lO52 10％

C 〔10．9〕 る。口線端部を上方 につまみ上

げる。

普通 表土

体部焼成後穿孔

10

塔 A 〔13．1〕 底部～口綾部片。平底。体部は 口綾部，体部内 ◎外面横ナデ。 長石 ・小礫 P L 45

須 恵 器 B　　 4．5 外傾 して立ち上がり， 直線的に 底部回転へラ切 り。 オリーブ黒色 P lO53 60％

C　　 9．1 口縁端部に至る。 良好 表土

底部へラ記号あり
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図版番号器　種計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第129図

11

杯A〔14．6〕底部～口綾部片。平底。休部はロ綾部，体部内・外面槙ナデ。小礫・長石 PL45

須恵器B　　4．7外傾して立ち上がり，直線的に底部回転へラ切り。 黄灰色 PlO5445％

C〔7調口縁端部に至る。 良好 表土

底部へラ記号あり

12

蓋A〔15．4〕□綾部～つまみ部片。断面形が天井部回転へラ削り後，つまみ長石・石英・小礫PL45

須恵器B　　3．6逆台形のつまみ。天井部は平坦貼り付け。ロ縁部内・外面槙ナ灰オリーブ色 PlO6070％

で，口縁端部は屈曲する。 デ。 良好 表土
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図版番号 器　 種 計測値（①） 器形 の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 129図 塔 A　　 9．7 口綾部一部欠損。突 出 した平底。 日録部 内 ・外面槙 ナデ。 底部 回 長石 ・ス コ リア P L 4 5

13 土 師 器 B　　 3．3 体部 は内攣 して立 ち上 が り， 口 転糸切 り。 内面黒色処理。 にぷい橙色 P lO2 8 9 0％

C　　 4．4 縁 部は外傾す る。 普通 表土

14

高台付塔 A 〔16．6〕 高台部～ 日録部片。 八 の字 状 に 口縁部，体部 内 ・外面 構 ナ デ。 砂粒・長石 ・スコリア P L 4 5

土 師 器 B　　 4．8 開 く足高高台が付 く。 体 部 は内 高台貼 り付 け後 ，ナ デ。 ロ ク ロ にぷい橙色 P lO2 9 50％

D　　 8．2

E　　 2．0

攣 して立 ち上が り， ロ縁 部 は外

反 する。

成 形。 普通 表土

15

高 台付琢 A 〔15．7〕 体部， 口綾 部片。高 台 部欠 損。 ロ縁部，体部 内 ・外面 槙 ナ デ。 長石 ・スコ リア P L 4 5

土 師 器 B （4．2） 体部 は内攣 して立 ち上 が り， 口 ロク ロ成形。 にぷい橙色 P lO 3 1 50％

綾部 は外反 する。 普通 表土

16

高台付塔 A 〔14．2〕 高台部～ ロ綾 部片。 ハ の 字状 に ロ縁部 内 ・外面， 休部 外 面 槙 ナ 砂粒 ・長石 ・雲母 P lO 32 30％

土 師 器 B　　 5．6 開 く高台 が付 く。体 部 は内攣 し デ。体部 内面放射状 の 磨 き。 高 にぷ い褐色 表 土

D 〔7．2〕 て立 ち上が り， 口線 端 部 は外 反 台貼 り付 け後， ナデ。 ロ ク ロ成 普通

E　 l．2 す る。 形。 内面黒 色処理。

17

高台付塔 A 〔14．7〕 高台部～ 口綾部 片。 ハ の字 状 に 口線端部， 体部内面 磨 き。 体 部 長石 ◎スコ リア P lO 33 4 0％

土 師 器 B　　 5．6 開 く高台が付 く。 休 部 は 内攣 し 外面横 ナデ。 高台貼 り付 け後， にぷい橙色 表土

D 〔7．6〕 て立 ち上が り， 日録 部 は わず か ナ デ。 ロク ロ成形。 内 面黒 色 処 普通

E　 l．2 に外反す る。 理。

18

皿 A　 lO．4 口縁部一部欠損。平 底 。 休 部 は 口縁部，体部 内 ・外面 槙 ナ デ。 砂 粒 ・ス コリア P L 4 5

土 師 器 B　　 2．5 内攣 して立 ち上 が り，口綾 部 は 底部 回転糸切 り。 ロクロ成形。 浅黄 橙色 P lO3 4 8 0％

C　　 5．8 外傾 する。 普通 表土

19

m
上目⊥

A 〔10．0〕 底部～ ロ綾部 片。やや丸昧をもっ ロ綾部，体部 内 ◎外面 桟 ナ デ。 長石 ・スコ リア P L 4 5

土 師 器 B　　 2．5 た平底。 休部 は内 攣 して 立 ち上 底部 回転糸切 り。 ロクロ成形。 にぷい黄橙色 P lO3 7 65 ％

C　　 4．8 が り， 日経部 は外傾す る。 普通 表土

20

皿 A 〔11．6〕 底部～ 口綾 部片。平 底。 体部 は 口綾 部，体部 内 ◎外 面 構 ナ デ。 砂粒 ・スコ リア P L 4 5

土 師 器 B　　 2．8 内攣 して立ち上 が り，口綾部 は 底部 回転 へ ラ切 り。 ロク ロ成形。 にぷ い黄橙色 P lO 38 50％

C　　 6．0 外傾す る。 普通 表土

21

皿 A 〔10．邸 底部～ 口緑部 片。平 底。 体部 は 口縁部 ，体部内 ・外 面 構 ナ デ。 長石 ・スコ リア P L 45

土 師 器 B　　 3．0 内攣 して立 ち上 が り， 口綾 部 は 底部回転 へ ラ切 り。 ロクロ成 形。 にぷ い橙色 P lO 40 45％

C　　 6．0 外反す る。 普通 表土

22

2 3

第130図

皿 A 〔12．2〕 体部， 口綾部片。 休 部 は外 傾 し 日録部，体 部内面磨 き。 日綾 部 長石 ・雲母 P L 45

土 師 器

内 耳 鍋

B　 l．2

A 〔43．2〕

て立 ち上が り， 目線 端 部 は上 方 外面桟 ナデ。 内 ◎外面黒色処理。

口縁部内 ・外 面構 ナデ。

脚部へ ラ削 り。

口縁部内 ・外面 構ナ デ。 休 部 に

黒色 P lO 44　5 ％

に屈曲す る。 普通 表土

体部上位， 口緑部 片。 休 部 は内 長石 ・雲母 P L 45

土師質土器

脚付土器

B （7．7）

B （5．8）

A 〔19．7〕

攣気味に外傾 して立 ち上 が り， 黒色 P lO 62　5 ％

口縁部 に至 る。 普通 表土

脚 部片。 断面形が 三 角形 の脚部 小礫 ・長石 P L 4 5

24

2 5

2 6

土師質土器

嚢

で，体部 外面下端 に付 く。

体部， ロ縁部片。 体部 は内 攣 し

浅黄橙色

普通

砂粒

P lO 65　5 ％

表土

P L 4 6

瓦質土器

火　　 鉢

B　 18．7

A 〔37．5〕

て立 ち上 が り，体 部上 位 で 内傾 櫛播 きの波状文 が施 され る。

口縁部 内 ・外面槙 ナ デ。 口綾部

灰黄色 P lO6 3 10％

する。 口綾 部 は肥 厚 して ほぼ直

立す る。

底部，体部 ，口綾部 片。 脚部 欠

普通

長石

表土

P 859 1 0％

瓦質土器 B 〔17．5〕 損。平底。休部 はわず か に外 傾 の隆帯 問 に型押 しによ る菊 花 の 灰 白色 表土

C 〔28．0〕 し， 口縁端部 で内面が肥厚 する。

口綾部の上下 に各 1 条 の 隆帯 が

巡 る。

文様 を 2＿つを 1 単位 と して施す。 普通
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図版番号 器　 種 計測値（①） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第130図

27

卸　　 皿 B （1．3） 底部，休部片。平底。 無高台。 見込み部分に格子目状 の沈線。 長石 P L 46

陶　　 器 C 〔6．7〕 休部は外傾する。 底部回転糸切 り。見込み部分灰 （胎土）灰白色 P lO66 15％

粕。体部外面鉄勒。 底部化粧が （軸）灰がトプ色e暗褐色 表土

け。 良好 瀬戸 ・美濃

28

水　　 滴 B （5．2） 体部片。球形の体部で，体部申
I内巨外面鉄粕。

長石 P L 46

陶　　 器 位に稜がある。体部上位 に短い （胎土）灰黄色 P lO67　20％

注口が付き，さらにその上部に （軸）黒褐色 表土

ツルをかけるための耳が付 く。 良好 瀬戸 ◎美濃

図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値 ！ 出土地点

！
備　　　　　　　　　　　 考

長さ（皿） 幅（Ⅷ） 厚さkm） 重量毎）

第130図 29 砥　　 石 4．6 （ 5．5） 2．2 （69．2 ） 表　　　 土 Q 18　砂岩

30 不明石製品 （ 6．9 ） （ 6．6） 0．6 （33．0） 表　　　 土 P L 46　Q 19　線泥片岩　 孔2 か所　 石製模造品の未製品か

31 不明鉄製品 （10．3 ） 2．0 0．6 23．9 表　　　 土 P L 46　M 37　鉄製

32 銅　　 銭 径　　 2・2 i o・1
2．2 表　　　 土 M 38　青銅製　 寛永通賓

第4節　　まとめ

青木遺跡の調査成果を時代ごとにまとめてみたい。

（且）縄文時代

確認した遺構は陥し穴とみられる第129号土坑且基のみである。遺物は表土や後代の遺構から少量の土器片

と石錬1点が出土している。土器片は，胎土に繊維を含むことや文様が抑圧縄文や羽状縄文であることから早

期末葉の条痕縄文土器，前期初頭の花積下層式，前期前葉の開山式期に比定される。第129号土坑の構築され

た時期もその頃と考えられる。

（2）弥生時代

遺構は確認されていないが，土器片が表土や後代の遺構から少量出土している。土器片は細片が多く時期を

特定するのが困難であるが，ほとんどが後期の十王台式のものである。他に東中根式等との関係が窺えるもの

がある。

（3）古墳時代

竪穴住居跡12軒を確認した。2期に分けることができる。

第1期（6世紀後半）

第且，2，3，8，30，38，41，48号各住居跡の8軒が該期の遺構である（内，第2，3号住居跡は第1号住居

跡内の貼床である）。住居跡の形態や施設等についてみると，規模と平面形は第1号住居跡は一辺がmmとか

なり大形であるが，その他は一辺3．6～4．8mの方形か長方形である。柱穴は調査区外に住居跡が延びているた

め明確ではないが，柱穴が全く確認されない例もある。壁溝は一部だけに認められるものもあるが，すべての

住居跡で確認されている。竃は第38号住居跡からは確認されていないが言ヒ西壁中央部に付設されているのが
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一般的である。これらの住居跡は調査区全体に散在しているが，配置及び主軸方向から3つのグループに分け

ることができる。第且及び8号住居跡は調査区の東側に位置し，主軸方向はN－380～470－Wで，最も西に傾

いている。第38，4且及び48号住居跡は調査区の西側に位置し，主軸方向はN－220～290－Wで前者に比べやや

北に傾いている。第30号住居跡は調査区の中央部東側に位置し，主軸方向はN－且50－Wで最も北に傾いてい

る。これらの住居群の問には50～60mの距離がある。

第2期（7世紀前半）

第4言胱25C，29号各住居跡の4軒が該期の遺構である。住居跡は一辺4．5～7．8mの方形で，柱穴は第25C

号住居跡のように全く確認されない例もあるが，4か所のものが多い。壁溝は全周するものと一部だけのもの

がある。竃はすべて北西壁中央部に付設されている。これらの住居跡は配置や規模等からさらに第4，m号住

居跡及び第25C，29号住居跡の2つのグループに分けることができる。前者は調査区の東端部に位置し，規模

が一辺6．4～7．8mの大形の方形で，主軸方向はN－360－W及びN－370－Wである。後者は調査区の中央部東

側に位置し，前者とは30m程離れている。規模は一辺4．5～5。Omの方形で，主軸方向はN－430－W及びN－390

－Wと前者に比べて西に傾いている。

（4）奈良◎平安時代

竪穴住居跡25軒と土坑9基を確認した。これらは，4期に分けることができる（第6号住居跡は奈良◎平安

時代と考えたが，遺物が細片であるため詳細な時期は不明である）。

第且期（8世紀前半）

第23，40号住居跡及び第85号土坑の住居跡2軒，土坑且基が該期の遺構と考えられる。規模は一辺3．3～3．8

mと古墳時代のものに比べて小形である。柱穴は2軒とも確認されなかった。壁溝は第23号住居跡で一部確認

されたが第40号住居跡では確認されていない。竃は2軒とも北西壁中央に付設されている。この2軒の住居跡

は第23号住居跡が調査区の東側，第40号住居跡が調査区の西側に位置しており，両者間は且10mほど離れてい

る。また，主軸方向も前者がN－且70－W，後者がN－370－Wと差があることなどからあるいはこの2軒は別

グループである可能性も考えられる。

第2期（8世紀後半）

第9，且2，蟻，略20，28，46号各住居跡及び第7号土坑の住居跡7軒，土坑1基が該期の遺構である（第且6

号住居跡は8世紀末葉から9世紀初頭としたが便宜上8世紀後半として扱う）。住居跡は配置から調査区西端

部に位置する第46号住居跡と調査区の東側に位置するそれ以外の住居跡の2つのグループに分けることができ

る。規模の点からも第46号住居跡は一辺5．3mであるのに対して，他の住居跡は第16号住居跡を除いて一辺2．8

～3．9mと小形である。主軸方向はN－30～250－Wとかなりの違いがみられる。

第3期（9世紀前半）

第且7，32，34，36，42，45，49号各住居跡の7軒が該期の遺構である。配置等から調査区の東側に位置する第且7

号住居跡，調査区中央部西側に位置する第32，34及び36号住居跡，調査区の西端部に位置する第42，45及び49

号住居跡の3つのグループに大別される。規模は一辺2．5～3．6mで，すべて小形である。主軸方向は第17号住

居跡は大部分が調査区外にあるため不明であるが，第32，34及び36号住居跡はN－00～80－Wで，ほぼ北方

向で一致する。しかし，第42，45及び49号住居跡は北東から北西方向とばらつきがあり，第42号住居跡と第45

号住居跡は近接しており，同時に存在していたとは考えにくい。これらの住居跡には時期差があるものと恩わ

れる。
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第4期（且0～且2世紀）

この時期は須恵器が生産されなくなって，須恵器と同様の技法によって成形された土師器が生産された時期

である。県内でも最近になって資料が増えつつある時期で，編年観や実年代については研究者間で相違がある。

本報告中では古代末に位置づけられるという意味で10～12世紀として扱ったが，それ以降になる可能性もある

ことを断っておきたい。

第7，19，21，25A，25B，37，51，52号各住居跡及び第124，且25，127，133，且42，151，198，199，200号各土坑

の住居跡8軒，土坑9基が該期の遺構である。遺構は調査区の東側に広がっており，特に東側を通る道路付近

に集中している。住居跡は掘り込みが浅いせいか通存状態が悪く，床面と竃の火床面を残すだけのものが多い。

規模は一辺3．2～4．6mの方形か長方形で，竃は北あるいは東に付設されている。柱穴や壁溝については各住居

跡毎に違いがある。土坑は大形のものが多く，特に第198，199及び200号土坑はいわゆる土器溜めの土坑で，

多量の土器が出土している。出土遺物の中に破片資料ではあるが10世紀の猿投及び東濃産の灰軸陶器片が確認

できたことは今後の該期の土器編年研究の好資料になるものと思われる。また，「万上」と墨書された内面黒

色処理の高台付疎が且点出土しているが，同様な出土例が笠間市の寺崎台地遺跡でも確認されており，同一の
（1）

祭祀行為の存在の可能性が考えられ，注目される。

（5）中世

堀且条，ピット群2か所，地下式墳且基，粘土貼土坑4基を確認した。2期に大別できる。

第1期（13～14世紀）

城館が築かれた時期である。第且号堀，第2及び3号ピット群が該期の遺構と考えられる。調査区が狭いた

め確かなことは不明であるが，調査区の中央部を南北に走る堀はその西側に段を有していることや，ピット群

が堀の西側にあることから西側が郭内と考えられる。しかし，調査区の東端部にも時期不明の第且号ピット群

や東西に走る第3号溝があることから，城の東側にも城館が広がっている可能性も否定できない。とにかくこ

の付近に城館が存在したことは確かである。この周辺の小字は「堀ノ内」となっており，周辺には「繭馬場工

「北馬場」などの小字があることから，以前から城館跡の存在が推定されていたところである。今回の調査に

よってそのことが実証されたことになる。

第2期（15～16世紀）

第且号地下式境と第2，56，57及び且52号の粘土貼土坑が該期の遺構と考えられる。粘土貼土坑は出土遺物が

ないため正確な時期は不明であるが，他遺跡での出土例などから地下式境とほぼ同時期と考え，本時期の遺構

とした。この時期，付近は墓域として使用されていたものと思われる。

（6）近世

第4号土坑，第2，3，5号各井戸の土坑且鼠　井戸3基が該期の遺構である。これらの遺構は調査区の中

央部南側に集中して確認されている。第4号土坑の性格は井戸と近接していること，土をほとんど含まない握

り拳大の礫層があることなどから自然流下式の排水施設の可能性が考えられる。遺物も礫に混じって出土して

いることから身近にあった土器片や陶磁器の破片を礫と同様の目的で一括して増設したものと恩われる。出土

陶磁器の時期は大きく分けて且5世紀代のものと16～18世紀代のものに分かれている。中心は17世紀後半頃のも

のである。且5世紀代は常滑産，16～且7世紀代は瀬戸及び美濃産，18世紀になると唐津及び伊万里産のものが多

くなっており，時期によって産地に偏りがみられる。一括投棄であることから16～17世紀のものは且8世紀まで
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伝世したものでタ　当時付近にかなり豊かなひとの屋敷があったことを窺わせる。

以上をまとめると警今回の調査で，青木遺跡においては，縄文時代の約6，000年前頃から江戸時代（且8世紀

前半）の約測年前頃までの生活の痕跡を確認した。遺跡付近は縄文時代は狩猟の場として利用されダ　古墳時

代の6世紀後半から7世紀前半，奈良◎平安時代の8世紀前半から且2琳己にかけては診短期間の途絶はあった

ものの多数の住居が繰り返し構築され撃集落が形成されていたものとみられる。あるときは多量の土器を使う

祭りや儀式なども行われていたようである。中世になるとこの地に城館が築かれ，この付近の支配者層が居住

するようになるが，城館廃絶後，この地は墓域となってしばらくは住居も造られなかった。しかし9近世にな

ると井戸が多数掘られ，再び居住の場として利用されるようになる。周囲には多くの人たちが暮らすようになっ

ていたようである。今回の調査は道路幅の調査であったため遺跡の全容はつかめなかったがタ調査区内の遺構

の分布からみて調査区外にも多数の住居跡があるものと考えられ撃当遺跡は縄文時代から近世までの大規模な

複合遺跡であることが明らかになった。

注

（且）千種東樹ほか『寺崎台地遺跡』笠間市等崎台地遺跡調査会　且992年　3月

参考文献

赤羽一郎「常滑焼」『考古学ライブラリー23』且984年　4月

浅井暫髄「茨城県内における奈良◎平安時代の土器（Ⅱ⑳Ⅱ）」『研究ノート創刊号◎2号』茨城県教

育財団　且992◎93年　7月

浅野晴樹「東国における中健在地系土器について…主に関東を中心にして…」『国立歴史民俗博物館研

究報告第3且集』　且99五年　3月

井汲隆夫ほか『内藤町遺跡』新宿区内藤町遺跡調査会　且992年　3月

大橋康二「肥前陶器」『考古学ライブラリー55』且989年　且0月

樫柑宣行「茨城県南部における鬼高式土器について」『研究ノート　2号』茨城県教育財団　且993年

7月

〝　　「白石遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告第82集』且993年　3月

佐々木義則ほか「武田Ⅳ」『勝田市文化◎スポーツ振興公社文化財調査報告第5集』且9飢隼　3月

斎藤孝正「東海地方の施粕陶器生産一猿投窯を中心に…」瞳代の土器研究会第3回シンポジウム』

且約年　9月
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第5章　後側遺跡

第1節　遺跡の概要

後側遺跡は，青木遺跡から西に約800ノm離れた上入野台地の中央部に位置する。調査面積は1，645誠で，現況

は畑地である。

当遺跡は，縄文時代から中世までの複合遺跡である。今回の調査で確認した遺構は，縄文時代の竪穴住居跡

1軒，古墳時代の竪穴住居跡2軒，奈良・平安時代の竪穴住居跡4軒のはかに土坑26基，溝2条及び井戸2基

である。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）で13箱出土している。主な遺物は，縄文土器，古墳時代から平安時代

にかけての賓，杯，皿，甑，高杯，盤，蓋等の土師器，須恵器類と中世の土師質土器，その他奈良・平安時代

の石製の丸鞘や砥石等が出土している。

1　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　4

幸

第131図　後側遺跡調査区設定図

第2節　基本層序

後側遺跡の調査区中央部北側，B2f6区にテストピットを設定し確認面から2．15m掘り下げ，土層の堆積状

況を観察した。
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温層　黄褐色ローム土層。赤褐色　白色スコリアを極微

量含む。硬く締まっている。厚さ8cm程度。　　　　磯鋸絢牒翰魂

2層　黄色ローム土層。粘性強く撃硬く締まっている。

厚さ8～13cm。

3層　明黄褐色ローム土層。硬く締まっている。厚さ4

～16cm。

4層　3層に比べやや暗い明黄褐色ローム土層。硬く締

まっている。厚さ12～20cm。

5層　4層よりやや赤味がかった明黄褐色ローム土層。

硬く締まっている。厚さ20～27cm。

6層　4層と同じ明黄褐ローム土層。硬く締まっている。

厚さ3～14cm。

7層　オリーブ褐色ローム土層。粘性強も　硬　締まっ

ている。厚さ16～32cm。

8層　黄褐色ローム土層。Ag－KP層上層部。Ag－

KPを少量含む。硬く締まっている。厚さ6～且0

Cm0

9層　8層よりくすんだ黄褐色ローム土層。Ag…KP層

中層部。Ag－KPを多量に含む。厚さ　～摘皿。
第臓　国後側遺跡基本量層園

摘層　上部が黄亀下部が黄橙色を呈すAg－KP単純層。粘性はないが硬く締まっている。厚さ30～38cm。

且1層　にぷい黄褐色ローム土層0粘性が強く普硬く締まっている。厚さ5～15cm。

且2層　黄褐色ローム土層。粘性が強く，硬く締まっている。厚さ8～20。皿。

13層　オリーブ褐色ローム土層。粘性が強く，硬く締まっている。厚さ26～38cm。

14層　黄褐色ローム土層。粘性が強く，硬く締まっている。確認された厚さ4～10皿。

上下の層序及び含有物や土質を上入野遺跡や青木遺跡の層序と比較すると，5層は立川ローム層の第亙黒色

帯に9　7層は立川ローム層の第Ⅲ黒色帯に9　8～10層は赤城◎鹿沼軽石層に相当すると考えられる。

第3節　遺構と遺物

且　竪穴住居跡

今回の調査では，縄文時代の竪穴住居跡1軒，古墳時代の竪穴住居跡2軒，奈良◎平安時代の竪穴住居跡4

軋計7軒の竪穴住居跡を確認した（SI一息～89内SI－7は欠番）○以下9遺構番号順に記載する。

第瑠考住居跡（第133図）

位置　調査区の東端部南側，B壷。区。

規模と平面形　北西側の一部を訝査したのみで大部分が訝査区外に延びているため正確な規模と平面形は不明

であるが，竃の位置等から一辺約3。5mの方形の住居跡と推定される。
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主軸方向　〔N－100－E〕

壁　壁高は約30皿で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　はぼ平坦。壁際を除いて良く踏み固められている。

寵　北壁に付設されている。東側が調査区外に延びているため左柚部及び火床部の一部を確認できただけで正

確な形態は不明である。火床部は掘りくぼめられており，柚部は灰白色粘土で構築されている。覆土は16層

からなる。土層2は天井部の崩落層と考えられる。

竜土層解説

1　黒　褐　色

2　極暗赤褐色

3　時赤褐色

4　暗赤褐色

5　極暗赤褐色

6　黒　褐　色

灰白色粘土粒子中量，焼土粒子・ローム粒子微量

灰白色粘土粒子中量，焼土粒子少量

焼土粒子中量，灰白色粘土粒子少量

灰白色粘土粒子少量，焼土粒子・ローム粒子微量

灰白色粘土粒子中量，焼土粒子少量

ローム粒子・灰白色粘土粒子少量，焼土粒子微量

7　黒　　　色　灰白色粘土粒子少量，焼土粒子微量

8　暗赤褐色　焼土粒子中量，灰白色粘土粒子少量，ローム粒子微量

覆土　7層からなり，自然堆積とみられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，灰白色粘土粒子少量，焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・灰白色粘土粒子微量

当
トl－－1　ト－・－1－－－」

第133図　第1号住居跡・竃・出土遺物実測図
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9　時赤褐色　焼土粒子・ローム粒子微量

10　褐　　　色　含有物なし

11黒　　　色　灰白色粘土粒子中量，焼土粒子微量

12　黒　褐　色　灰白色粘土粒子中量，焼土粒子少量

13　時赤褐色　焼土粒子多量，灰白色粘土粒子少量

14　時赤褐色　焼土ブロック中量，灰白色粘土粒子少量

15　暗赤褐色　焼土粒子少量，灰白色粘土粒子微量

16　暗赤褐色　焼土粒子多量，灰白色粘土粒子少量

4　黒　色　灰白色粘土粒子少量，ローム粒子微量

5　黒褐色　灰白色粘土粒子中屋，焼土粒子微量

6　黒　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量

7　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

10cm

！　　　；　　　！



遺物　土師器片39鼠須恵器片13嵐縄文土器片1点及び支榔1点が出土している。第133図且の賓は竃覆土

中層及び電着袖部付近の床面から9　2の高台相棒は北西コーナー部付近の覆土上層から，磯の盤は竃覆土中

層から出土している。

所農　本跡はタ　出土遺物から奈良◎平安時代（8世紀後半）の住居跡である。

第1号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　 種 計測値（皿） 器 形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第133図

1

饗

土 師 器

Å 〔18．4〕 体部上位， 口縁部片 。 休 部 中位 口縁部，体部 内 ・外面構ナデ。 雲母 ・石英 ・長石 P L 55

B （13．2） に最大径が あ る。 口縁 部 は外 反 にぷ い褐色 P l lO％

し， 口縁端部 を上方 につ まみ上

げる。

普通 床面

2

高台付塔 A 〔13．9〕 高台部 ～ロ縁部片。 高 台 は直立 口縁部，体部内外面 構 ナ デ。 高 長 石 ・海綿骨針 P L 55

須 恵 器 B　　 5．7 し，底部 との境 に稜 が あ る。 体 台部貼 り付け後， ナデ。 灰 色 P 2　 40％

D 〔7．刀 部 は外傾 して立 ち上 が り， 口縁 良好 覆土上層

E　 l．2 部 はわずか に外 反す る。

3

盤 A 〔19．0〕 高 台部 ～ 口縁部 片。 高 台 は ほぼ 口縁部，体部 内 ・外 面 横 ナ デ。 長石 ・海綿骨針 P L 55

須 恵 器 B　　 4．4 直立。 休部 は外傾 して 立 ち上 が 高台部貼 り付 け後， ナデ。 暗灰黄色 P 3　 25％

D 〔10．0〕

E　 l．4

り， 口縁部 で屈曲 して外反す る。 良好 覆土

4

盤 A 〔21．2〕．高台部～ 口縁 部片。 高台 は八 の 口綾部， 体部内 。外面 構 ナ デ。 長石 ・海綿骨針 P L 55

須 恵 器 B　　 4．7 字状 に開 き， 接地 面 が広 く窪 み 高台部貼 り付 け後， ナデ。 赤褐色 P 4　 35％

D 〔11．9〕 があ る。体部 は外傾 して立 ち上 良好 竃覆土中層

＿＿＿＿＿こ＿＿＿∴二＿∴二二二二二二＿…＿‖……＿‥＿＿＿＿＿＿＿∴∴

第2号住居跡（第134～且36図）

位置　調査区の東部，B3C。区。

規模と平面形　長軸3。5恥　短軸3．1mのほぼ方形である。

主軸方向　N－70－W

壁　壁高は16～20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦。出入り口部とみられる住居跡の南側及び竃前面が踏み固められている。

ぽッ匪　南壁中央から約航m離れ内側にありタ長径30cm撃短径25cmの楕円形でラ深さは35皿である。位置や深

さから，出入り口ピットと考えられる。

磯　北壁中央に付設されている。袖部は左袖部と右袖部の一部が残り，明褐色の粘土によって構築されている。

火床部は平坦で擦り込みはない。煙道部は壁外に約紙皿突出し，緩やかに外傾して立ち上がる。覆土は15層

からなる。

竃土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　極暗赤褐色　明褐色粘土粒子中量，焼土粒子微量

1極暗赤褐色　明褐色粘土粒子中量，焼土粒子少量　　　　　　8　黒　褐　色　明褐色粘土粒子少量，焼土粒子微量

2　赤　褐　色　焼土粒子・明褐色粘土粒子少量，黒色土粒子微　9　極暗赤褐色　焼土ブロック・明褐色粘土粒子少量

量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　暗赤褐色　焼土粒子。明褐色粘土粒子少量

3　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土ブロック中量，明褐色粘土11暗赤褐色　焼土粒子・明褐色粘土粒子少量，ローム粒子微量

粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　12　黒　褐　色　明褐色粘土粒子多亀焼土粒子微量

4　暗赤褐色　焼土粒子少量，明褐色粘土粒子微量　　　　　13　極暗赤褐色　焼土粒子・明褐色粘土粒子少量，ローム粒子微量

5　極暗赤褐色　焼土粒子少量，黒色土粒子微量　　　　　　　14　極暗赤褐色　焼土粒子・明褐色粘土粒子微量

6　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量　　　　　15　暗赤褐色　焼土粒子少量，明褐色粘土粒子微量
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覆丑　層からな軋　自然堆積とみられる。

土層解説

1　黒　色　ローム粒子微量

2　黒　色　ロームブロック少量，ローム粒子微量

3　黒　色　ロームブロック少量，ローム粒子少量

4　黒褐色　ロームブロック少量，ローム粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子極微量

6　褐　色　ロームブロック・ローム粒子多量

遺物　土師器削33嵐須恵器片32息縄文土器片4息弥生土器片1嵐支脚1息粘土塊4息　砥石且点

が出土している。第柑図　の婆夕　軋　7の輝及び8の蓋は北東部の床面から，2の賓は南東部の床面から

それぞれ出土している。

所農　本跡は撃　出土遺物から奈良◎平安時代（8世紀後半）の住居跡である。

第2号住居跡出丑遺物観察表

図 版番号 器　 種 計測値（cm） 器形 の特徴 手法 の特徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第134図 蜜 A　 24．2 底部欠損。休部上 位 に最 大 径が 口綾部， 休部上位 内 。外 面構 ナ 長石 ・石英 ・雲母 P L 5 5

1 土 師 器 B （3 2．の あ る。 口縁部 は外反 し， 目線 端

部 を上方につ まみ上 げる。

デ。体部外 面下位縦方向 の磨 き。 にぷ い黄橙色

普通

P 5　 80％

床面

2

聾

土 師 器

A 〔16．6〕 体 部， 口縁部の一部欠 損 。 休部 ロ縁部，体部上位 内 ・外 面 横 ナ 雲母 ・石英 。長石 P L 5 5

B　 1 8．9

C　　 8．4

上位 に最大 径があ る。 日綾 部 は

外反 し， ロ縁端部 を上方 につ ま

デ。 休部外面横方 向のへ ラ削 り。

！

にぷい橙色

普通

P 7　 6 0％

床面

み上 げる。 底部木葉痕 あ り

第13 5図

3

饗

土 師 器

A　 22．3 底部欠損。体部上 位 に最 大径 が 日録部， 体部上位 内 ・外面 横 ナ 長石 ・石英 ・雲 母 P L 55

B （3 1．の あ る。 口縁部 は外反 し， 口縁 端 デ。休部外面 下位縦方向の磨 き。 橙色 P 6　 70％

部 を上方 につまみ上 げる。 普通 覆土 中層

4

賓 B （18．1） 底部，体部 下位片。平 底 。 体部 休部内面，体部外面上位 構ナ デ。 雲母 ・石英 ・長石 P L 5 5

土 師 器 C 〔9．0〕 は内攣 して立 ち上 が る。 体部 外面下位縦方 向の磨 き。 にぷい褐色

普通

P 8　 2 0％

覆土中層

底部木葉痕 あり

饗 B （2 5．1） 体部片。体部上位 に最 大 径が あ 体部 内面槙 ナデ。体 部 外面 縦 方 長石 ・石英 ・雲 母 P L 56

5 土 師 器 る。 向の磨 き。 にぷ い橙色

普通

P 9　 20％

竃覆 土

6

輝 A　 1 3．4 平底。休部 は外傾 して立 ち上が 口縁部，体部 内 ・外 面 横 ナ デ。 長 石 ・石英 ・雲母 P L 5 5

須 恵 器 B　　 4．4 り， 口縁端部 に至 る。 体部 外面下位回転 へ ラ削 り。 底 黄灰 色 P l O lO O％

C　　 7．6 部 回転 へ ラ切 り後， 回 転 へ ラ削

り。

普通 床面

内面火樺 あり

7

塔 A　 14．5 口縁部一部欠損。平 底。 体 部 は ロ綾部，体部 内 ◎外面 桟 ナ デ。 砂粒 ・雲母 P L 55

須 恵 器 B　　 6．1 外傾 して立ち上が り， 口縁 端部 底部回転 へ ラ切 り後，へ ラ削 り。 灰 白色 P l1　 90％

C　　 8．2 に至 る。 普通 床面

底部墨書「二上へラ記号あり

8

蓋 A　 18．2 中央部が突 出 した宝 珠形 の つ ま　′天井部 回転へ ラ削 り。口縁部内 ・ 礫 ・長石 P L 5 5

須 恵 器 B　　 4．6 みが付 く。天井部 は丸味 を帯 び， 外面横 ナデ。 灰色 P 1 2 10 0％

日録端部 は屈曲す る。 良好 床面

9

聾 A 〔20．9〕 体部上位 ～口縁部片。体部上 位は 口縁部 内 ・外面構 ナデ。 体 部 外 長石 P L 55

須 恵 器 B （7．の 内傾 して立 ち上が り，口縁部 は外 面平行叩 き。 灰色 P 13　 5 ％

反す る。口縁端部 には縁帯が巡る。 良好 覆土 上層
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④ ④

第134図　第2号住居跡・竜・出土物実測図（1）
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第135図　第2号住居跡出土遺物実測図（2）
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千二Ill‾十、l‾lT二

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第136図　第2号住居跡出土遺物実測図（3）

図 版 番 号 種　 別
計　　　 測　　　 値

出土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考
長 さ（伽） 幅 （皿 ） 厚 さk m） 重 畳 も）

第 13咽 10 支　　 脚 （17．5 ） （ 7．1） 6．5 （7 1 5．0） 寵 覆 土 中 層 P L 55　 D P l 土 製　 側 面 指 頭痕 ， ヘ ラに よ る成 形 痕　 二 次焼 成

11 砥　　 石 （ 9．2 ） （ 4．6 ） （ 4．9 ） （172 ．7） 覆 土 中 層 P L 55　 Q l　 凝 灰 岩

第3号住居跡（第137・138図）

位置　調査区の東部南側，B3d8区。

重複関係　本跡は，第4号住居跡と重複している。本跡が第4号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　南西コーナー部が第4号住居跡によって壊されているが，一辺3．7mの正方形とみられる。

主軸方向　N－110－W

壁　壁高は18～20皿で，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦。竃前面から中央部にかけて帯状に踏み固められている。

竜　北壁中央に付設されている。柚部は褐色粘土によって構築されており，遺存状態は比較的良い。火床部は

掘り込まれずに皿状にわずかにくぼむだけである。煙道部は壁外に約10cm突出するだけで急傾斜で立ち上が

る。覆土は13層からなる。

竜土層解説

1極暗赤褐色　褐色粘土粒子少量，焼土粒子微量　　　　　　　　8　赤　褐　色　含有物なし

2　暗赤褐色　褐色粘土粒子中量，焼土粒子・黒色土粒子微量　　9　黒　褐　色　焼土粒子・褐色粘土粒子少量

3　暗赤褐色　褐色粘土粒子中量，焼土ブロック・焼土粒子少　10　暗赤褐色　褐色粘土粒子少量，焼土粒子微量
量

4　極暗赤褐色　焼土粒子中量，栂色粘土粒子少量

5　黒　　　色　褐色粘土粒子少量，焼土粒子微量

6　褐　　　色　焼土粒子・褐色粘土粒子微量

7　黒　褐　色　褐色粘土粒子少量，凍土粒子微量

11黒　　　色　ローム粒子・褐色粘土粒子少量，炭化物微量

12　黒　褐　色　焼土粒子・褐色粘土粒子少量

13　時赤褐色　焼土粒子少量
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覆土　8層からなり，自然堆積とみられる。

土層解説

1　黒褐色

2　黒　色

3　黒　色

4　黒褐色

5　黒　色

6　黒褐色

7　黒褐色

8　黒褐色

粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化物・ローム粒子微量

ローム粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量

暗褐色土ブロック中量，ロームブロック少量

炭化物・ローム粒子微量

ローム粒子微量

粘土ブロック少量，ローム粒子微量

ロームブロック中量

遺物　土師器片317点，須恵器片20点，縄文土器片7点，支脚7点及び粘土塊5点が出土している。第138図1

の杯及び9の支脚は北西部の床面から，3の杯は北東部の床面から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代（7世紀前半）の住居跡である。

．＿「・一一一子‾

第137図　第3号住居跡・竃実測図

第3号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　－－　十－　　」

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

】　　　i l

図版番号器　種計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第138図

杯A　16．2底部～口綾部一部欠損。丸底。口縁部内・外面，休部内面槙ナ雲母・海綿骨針PL56

土師器B　　4．7体部は内攣して立ち上がり，□デ。体部外面へラ削り。 にぷい橙色P15　70％
1

綾部との境に稜がある。口縁部

は直立する。

普通 床面
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第138図　第3号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形 の特徴 手法 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

土不 A 〔17．1〕 底部～ロ綾部片。丸 底 。 体 部 は 目線部内 ◎外面， 体部 内 面桟 ナ 雲母 ◎海綿骨針 P L 56

第13 8図

2

土 師 器 B　　 4．6 内攣 して立 ち上が り， 口綾部 と デ。体部 外面へ ラ削 り。 にぷ い黄橙色 P 16　 35％

の境 に稜があ る。 ロ綾 部 は直立

する。

普通 覆土

3

士不 A 〔16．6〕 底部 ～口綾部 片。丸底 。 体部 は 口縁部 内 ・外面 ，休 部 内面 横 ナ 小礫 ・長 石 ・石英 P L 5 6

土 師 器 B　　 4．0 内攣 して立 ち上 が り， 口綾 部 と デ。外面 へラ削 り。 にぷ い橙色 P 17　30％

の境 に稜が ある。 口綾 部 は直立

す る。

普通 床面

杯 A 〔16．6〕 底部～口綾部片。丸 底 。 体 部 は 目線部 内 の外面， 体部 内面 桟 ナ 長石 ・石英 ・雲母 P L 56

4
土 師 器 B　　 4．1 内攣 して立ち上が り， 目線部 と デ。体部 外面へ ラ削 り。 内面 黒 にぷ い橙色 P 18　 30％

の境 に稜 があ る。 口綾 部 は 直立

す る。

色処理。 普通 覆土 中層

5

高　　 塚 B （3．5）‘ 中実 の脚部片。 台形状 で， 裾部 脚部外面 へ ラ削 り。 脚部 底 面指 スコリアe海 綿骨針 P L 5 6

土 師 器 D　　 6．1 でやや広が る。 頑痕。 にぷ い橙色

普通

P 23　 40％

覆土

6

賓 A 〔34．6〕 休部上位， 目線部片 。 体 部 上位 目線部内 e 外面横 ナデ。 体部 外 砂粒 ◎海綿骨針 P L 56

土 師 器 B （14．7） に最大径があ る。 目線 部 は外反 面縦方 向のへ ラ削 り。 淡橙色 P 19 15％

す る。 普通 覆土 中層

7

鉢 A 〔25．7〕 底部 ～口綾部 片。平 底。 体部 は 目線部 内 ◎外 面，体 部 内面 積 ナ 砂粒 ◎海綿骨針 P L 5 6

土 師 器 B　 12．4 内攣 して立 ち上 が り，目線 部 は デ。体部外面，底部 へ ラ削 り。 にぷい褐色 P 20　30％

C　　 9．1 外反す る。 普通 覆土中層

！

8

鉢 B （18．3） 休部， 日録部下位片 。 休 部 は内 日録部内 ◎外面横 ナ デ。 体部 内 雲母 ・海綿骨針 P L 56

土 師 器 攣 して立 ち上が り， 口綾 部 は外 面 ナデ。休部外面 縦方 向 の へ ラ にぷ い黄橙色 P 21 10％

反 す る。 削 り。 普通 覆土 中層

図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値 巨 土地点

備　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm ） 厚さk d 重量伝）

9 支　　 脚 （11．8 ） （ 5．6） 4．7 （343．8） 床　　　 面 P L 56　D P 2　 土製　 側面，上面指頭痕　 二次焼成

第4号住居跡（第139◎140図）

位置　調査区の東部南側，B3e7区。

重複関係　本跡は，第3号住居跡と重複している。本跡が第3号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　南側が調査区外に延びているため正確な規模や平面形は不明であるが，一辺約3．8mの方形と

みられる。

主軸方向　〔N－20－W〕

壁　壁高は18～24cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　西壁の南側の一部に認められる。上幅約20cm，下幅約4C恥　深さ約5cmで，断面形は日学状である。

床　ほぼ平坦。中央部が部分的に踏み固められている。

ぽット　2か所（Pl，P2）。径30～40cmの不整円形で，深さ20～32cmである。位置からみて主柱穴と考えら

れる。

竃　北壁中央に付設されている。袖部は褐色粘土によって構築されており，遺存状態は比較的良い。火床部は

掘り込まれずに平坦である。煙道部は壁外に約20cm突出し，緩やかに外傾して立ち上がる。覆土は16層から

なる。
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竃土層解説 8　極暗赤褐色　赤褐色粘土ブロック中量，焼土粒子少量

1極暗赤褐色　赤褐色粘土粒子中量，焼土粒子微量

2　黒　褐　色　赤褐色粘土粒子中量，焼土粒子微量　　　　　　　9　暗赤褐色

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，赤褐色粘土粒子少量　　　　　　10　極暗赤褐色

4　暗赤褐色　焼土粒子少量，赤褐色粘土粒子微量　　　　　　11黒　　　色

5　黒　褐　色　焼土粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　12　黒　褐　色

6　赤　褐　色　焼土粒子◎赤褐色粘土粒子少量　　　　　　　　13　黒　褐　色

7　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微　14　極暗赤褐色

焼土ブロック◎焼土粒子少量，赤褐色粘土粒子微量

焼土粒子微量

焼土粒子少量，赤褐色粘土粒子微量

焼土粒子◎赤褐色粘土粒子微量

焼土粒子中量，赤褐色粘土粒子微量

焼土粒子少量，ローム粒子◎赤褐色粘土粒子微量

量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15　黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子◎赤褐色粘土粒子微量

覆土12層からなり，自然堆積とみられる。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子◎黒色土粒子少量，焼土粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子中量，ローム粒子微量

5　黒　　色　ローム粒子微量

6　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

7　極暗褐色　ローム粒子多量，ロームブロック少量

8　黒褐色　ローム粒子多量

9　黒褐色　ローム粒子多量

10　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

11極暗褐色　ローム粒子中量，灰白色粘土粒子少量，焼土粒子微量

12　黒褐色　灰白色粘土ブロック中量，焼土粒子◎ローム粒子少量

遺物　土師器片260点，須恵器片67点，縄文土器片17点及び支脚1点が出土している。第139図1の婆は竃覆土

中層から，2の嚢は東部の北壁際9　4の杯は西壁際の覆土中層からそれぞれ出土している。9は須恵器の聾

の体部片である。外面に同心円状の叩きが施されている。

所見　本跡は，出土遺物から奈良◎平安時代（8世紀後半）の住居跡である。

第4号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形 の特徴 手法 の特徴 胎土 魯色調 ◎焼成 備　　 考

第139図
賓 A 〔21．4〕 体部～ 目線部片。 休 部 上位 に最 目線部内 ◎外面横 ナデ。 体部 外 長石 ◎石英 ◎雲母 P L 5 6

1 土 師 器 B （19．9） 大径があ る。 口綾 部 は外 反 し， 面下位縦方向の磨 き。 にぷい橙色 P 26　 6 0％

目線端部を上方 につまみ上げ る。 普通 竃覆土 ◎覆土中層

2

嚢 A 〔16．7〕 体部一部欠損。平底 。 体 部 は 内 目線部内 ◎外面横 ナデ。 体部 外 長石 ◎石英 e 雲母 P L 56

土 師 器 B　 19．1 攣 して立 ち上が り， 体部 中 位 に 面下 位横 方向のへ ラ削 り。 にぷ い赤褐色 P 27　 80％

C　　 6．8 最大 径があ る。 口縁部 は外反 し，

目線端 部を上方 につまみ上げ る。

普通 覆土中層

底部木葉痕あ り

第14 0図 嚢 A 〔2 5．1〕 体部上 位， 目線部片 。 休 部 上位 目線部 内 ◎外面横ナ デ。 長石 ◎石英 e雲母 P 28　 5 ％

3 土 師 器 B （7．1） は内傾 す る。 口縁部 は外反 し，

目線端部 を上方 につ まみ上 げ る。

にぷ い褐色

普通

覆土中層

4

士不 A　 13．6 口縁部一 部欠損。 底部 に段 を も 口綾部， 体部内 ◎外面 横 ナ デ。 礫 e長 石◎スコ リア P L 56

須 恵 器 B　　 4．8 ち，体部 は外傾 して立 ち上が り， 底部 回転 へ ラ切 り後， ナ デ及 び 黄灰色 P 29　 90％

C　　 9．5 口綾部 に至 る。 外周部回転 へ ラ削 り。 良好 覆土中層

5

琢 A　 13．2 ロ綾部一部 欠損。 底部 に段 を も 口縁部，休部 内 申外面 槙 ナ デ。 長石 e 石英 P L 56

須 恵 器 B　　 4．9 ち，休部 は外 傾 して立 ち上が り 底部回転 へ ラ切 り後， ナ デ及 び 灰色 P 30　 70％

C　　 8．7 目線部 に至 る。 外周部回転 へ ラ削 り。 良好 覆土 上層

6

土不 B （3．5） 目線部欠損。底 部 に段 を もち， 体部内 ◎外面横 ナデ。 底 部 回転 雲母 ・長石 ・石英 P 2 4　 45％

須 恵 器 C　 l l．3 体部 は外傾 して立 ち上が る。 へ ラ切 り後， ナデ及 び外 周 部 回 暗灰黄色 覆土

転へ ラ削 り。 普通 器面全 体に煤付着

7

蓋 A 〔19．1〕 口綾部～つ まみ部 片。 中央 部 が 天井 部回転へ ラ削 り。口縁部内 ◎ 砂粒 P L 5 6

須 恵 器 B　　 4．7 わずか に突出 したっまみが付 く。 外面桟 ナデ。 つまみ貼 り付 け後 ， 灰 黄色 P 3 1　4 5％

天井部 は丸味 を帯 び，ロ縁 端部

は屈曲す る。

ナデ。 良好 覆土

－222－
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第139図　第4号住居跡・竃・出土遺物実測図（1）
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第140図　第4号住居跡出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　　；　　　！

図版番号 器　種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第140図

8

蓋 A　17．8 ロ縁部～天井部片。天井部は丸 天井部回転へラ削り。ロ縁部内・雲母・長石・石英 PL56

須恵器 B （4．2）味を帯び，ロ縁端部は屈曲する。外面横ナデ。 暗灰黄色

普通

P25　70％

覆土

器面全体に煤付着

第5号住居跡（第141・142図）

位置　諏査区の東部中央，B3d6区。

規模と平面形　長軸3．6m，短軸3．45mの方形である。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は18～26cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北壁の竃の西側にのみ確認されている。上幅約16cm，下幅約10cm，深さ約5cmで，断面はU字状である。

床　はぼ平坦。中央部付近が踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは南東コーナー部に位置し，径約60cmの不整円形で，深さ12cmである。位置

や規模から貯蔵穴の可能性も考えられるが底面に凹凸があり，性格は明確ではない。P2は南壁中央部から

約40cm内側に位置する。径約20cmの不整円形で，深さは25cmである。位置と規模からみて出入り口ピットと

考えられる。P。は南西コーナー部に位置し，径約35cmの不整円形で，深さは20cmである。壁は一部オーバー

ハングしている。位置からみると柱穴の可能性もあるが，主柱穴とするには浅すぎるため性格は不明である。

竜　北壁のやや東寄りに付設されている。柚部は褐色粘土によって構築されている。火床部は掘り込みがなく

平坦である。煙道部は壁外にほとんど突出せず，急傾斜で立ち上がる。覆土は8層からなる。土層7は柚部

が崩れた層とみられる。
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報土層解説

1極暗褐色　褐色粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　5　極暗赤褐色　褐色粘土粒子少量，焼土粒子微量

2　暗赤褐色　褐色粘土粒子中量，山砂少量，焼土粒子微量　　　　6　暗赤褐色　褐色粘土粒子中量，焼土粒子微量

3　暗赤褐色　山砂中量，焼土粒子少量，褐色粘土粒子微量　　　　7　暗赤褐色　黒色土粒子少量，焼土粒子・褐色粘土粒子微量

4　暗褐色　焼土粒子・褐色粘土粒子少量

覆土12層からなる。土層9，10は人為堆積の可能性があるが，その他は自然堆積とみられる。

土層解説

1　黒　　色　焼土粒子・ローム粒子少量

2　黒　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

4　黒　　色　ローム粒子極微量

5　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

6　極暗褐色　ローム粒子少量

7　黒褐色　ローム粒子多量

8　極暗褐色　灰白色粘土粒子多量，焼土粒子・ローム粒子少量

9　黒褐色　ローム粒子微量

10　黒褐色　灰白色粘土粒子中量，ローム粒子少量

11黒　　色　ローム粒子微量

12　黒　　色　ローム粒子多量

遺物　土師器片424点，須恵器片47点，縄文土器片5点及び支脚1点が出土している。第141図4の蜜は中央部

東側の床面から，7の蓋は中央部南寄りの覆土中層から出土している。8～12は縄文土器片である。8，9

は隆帯と有節沈線文，10は隆帯と刻み目文，11は連続爪形文と有節沈線文，12は縄文に隆帯がそれぞれ施さ

れている。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代（7世紀前半）の住居跡である。

訂一　忠ふふふ

召領才囁

昏≠l！

第142図　第5号住居跡出土遺物実測図（2）

第5号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

」　＿＿　　；　　　！

図版番号器　一種計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第141図
土不A〔18．2〕休部，口縁部片。休部は内攣しロ縁部内・外面構ナデ。体部外砂粒・海綿骨針PL57

1 土師器B（4．2）ながら外傾して立ち上がり，口面へラ削り。 浅黄橙色 P3210％

縁部との境に稜がある。 普通 覆土中層

2

杯A〔14．釦体部，ロ綾部片。休部は内攣し口縁部内・外面構ナデ。体部外長石・石英・雲母P3310％

土師器B（2．9）ながら外傾して立ち上がり，口

縁部との境に緩やかな稜がある。

面へラ削り。 灰褐色

普通

覆土

3

土不A〔16．7〕体部，口綾部片。体部は内攣し口縁部内・外面桟ナデ。体部内長石・スコリアP3515％

土師器B（4．2）ながら外傾して立ち上がり，口面磨き。休部外面へラ削り。内にぷい黄橙色覆土中層

縁部との境に稜がある。 面黒色処理。 普通
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図版番号 器　 種 計測値k n）　　　　　 器形 の特徴 手 法の特徴 胎 土 e 色調 e 焼成 備　　 考

第十時図 婆 A I8．3　 底部欠損。休部 はずん 胴 で， 申 目線部内 。外面横 ナ デJ 体 部外 砂粒 e 海綿骨針 P L 5 7

4 士 師 器 B （22．7） 位でわずか に舷 らむ。 目線 部 は 面縦方向の へラ削 り。 にぷい橙色 P 36　 70％

外反す る。

！

普通 床面

5

婆 A 〔15．61 体部上位， 目線部片 。 休 部 上位 口縁部内 e 外面構 ナデ。 長石 ・スコリアe雲母 P L 5 7

士 帥 器 H （9．5） は内傾 して立 ち上 が り， ‖縁部 にぷ い橙色 P 37 10％

は外反する。 普通 覆土中層

6

林 B　C 2．2） 底 凱　 体部 下位片。 底 部 に段 を 体部 内 。外面横 ナデ。 底部 回 転 長石 P L 57

須 恵 器 C　H l．81　 もち，休部 は外 傾 して立 ち上 が へ ラ削 り。 外周部 回転 へ ラ削 り 灰白色 P 34　 15％

る。 後，ナデ。 良好 覆土 中層

！

7

蓋 A　 L16．3〕 口縁部～天井部 片。 天 井部 は丸 天井部回転 へラ削 り。目線部内 e 長 石 e 海綿骨針 P L 5 7

須 恵 器 B （3．6） 味 を帯 び， 口縁端部 は屈曲す る。 外面桟 ナデ。 灰 白色

良好

P 38　30％

覆土下層

二′　‾・、′・∴一、㌦　つ　′′′ゝく・）

位置　調査区の東部南側，B3e。う区。

規模と平面形　南側が調査区外に延びているため正確な規模や平面形は不明であるが，柱穴の位置などから推

定すると長軸約5．6m，短軸約4．6mの長方形と考えられる。

主軸方向　N－270－W

壁　壁高は27～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦。竃前面から南に向かって帯状に踏み固められている。

ピット　3か所（Pt～P：ミ）。径約20～30cmの不整円形ないしは楕円形で，深さは25～45cmである。位置や規模

からみて主柱穴と考えられる。

竃　北壁中央に付設されている。柚部は褐色粘土によって構築されており，火床部は掘り込みがなく平坦であ

る。煙道部は壁外に約60cm突出しており，緩やかに外傾して立ち上がる。覆土は20層からなる。土層10言9

は天井部の崩落層と考えられる。

覆土層解説

1　暗赤褐色　褐色粘土粒子少量，

2　晴赤褐色　褐色粘土粒子中量，

3　極暗赤褐色　褐色粘土粒子中量，

4　暗赤褐色　褐色粘土粒子中量

5　黒　褐　色　褐色粘土粒子少量，

6　極暗赤褐色　褐色粘土粒子中量，

7　極暗赤褐色　褐色粘土粒子中量，

焼土粒子微量

焼土粒子微量

廃土粒子微量

焼1二粒子微量

焼土粒子少量

焼土粒子。ローム粒子微量

11暗赤褐色　褐色粘土粒子中量

12　暗赤褐色　焼土粒子少量，褐色粘土粒子微量

13　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土ブロック少量

14　暗赤　褐色　褐色粘土粒子中量，褐色粘土ブロック少量，焼土粒

子微量

15　暗赤褐色　焼土粒子。褐色粘土粒子中量

16　極暗赤褐色　褐色粘土粒子多量，焼土粒子微量

8　極暗赤褐色　焼土粒子中量，褐色粘土粒子少量，黒色土粒子　17　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土ブロック◎褐色粘土粒子少量

微量

9　時赤褐色　焼1二粒子e褐色粘土粒子少量

10　極暗赤褐色　褐色粘土粒子多量，焼土粒子少量

覆土　7層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子。炭化物微量

2　極暗褐色　ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子・粘土粒子微量

4　黒　　色　ローム粒子極微量

18　極暗赤褐色　焼土粒子。褐色粘土粒子少量

19　黒　褐　色　褐色粘土粒子多量，廃土粒子微量

20　極暗赤褐色　ローム粒子・褐色粘土粒子少量

5　極暗褐色　ローム粒子少量

6　黒褐色　ローム粒子少量

7　暗褐色　ロームブロック中量

－227－



C

A

第143図　第6号住居跡・竃・実測図（1）

ー228－

0　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；＿＿　　　」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

l　…一一l　－　I



∴二二二一二迂二、．

第144図　第6号住居跡出土遺物実測図（2）
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遺物　土師器片泊点　須恵器片路桑　縄文土器片節点　弥生土器片　点　支肺臓点　土義　貞　刀子　点及

び不明鉄製品温点が出土している。第摘図信　の饗は竃前面から中央部にかけての床面から破片になっ

て出土している。5学　6の輝は南部の床面から普　39　4の輝は東部の覆土申⑳下層からタ　7讐　8の輝は南西

部の覆土中層からそれぞれ出土している。

所農　本跡はタ　出土遺物から奈良◎平安時代（8世紀後半）の住居跡である。

第6号住居跡出土遺物観察義

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形 の特徴 手法 の特 徴 胎千 〇色調 。焼 成 備　　 考

賓 A　 L18．81 底部～ 目線部片。平 底 。 体 部 中 口縁部内 。外面構 ナ デ。 体部 外 長石 。石英 e雲 ・母 P L 57

第 14 4図

1
土 師 器 B　 16．3

C　　 7．1

位に最大径が ある。 日録 部 は外 面下位 横方向 のへラ削 り。 明赤褐色 P 39　 40％

反 し， 目線端部 を上方 につ まみ 普通 床面

上 げる。 底部木 葉痕 あ り

蛮 B （17．5） 底部，休部 下位片。 平底 。 休 部 休部外 面下位 縦方向の磨 き。 長石 e石 英 e 雲母 P L 5 7

2

土 師 器 C 〔8．4〕 は内攣 しなか ら外傾 して立 ち上 にぷい黄 橙色 P 4 0 10％

が る。 普通 床面

底部木 葉痕 あり

3

圭不

須 恵 器

A　 13．1

B　　 4．4

C　　 9．0

目線部一部欠損。 底 部 に段 を も

ち，休部 は外傾 して立 ち上 が り，

日綾部 はわずか に外反 する。

目線部，体部 内 。外 面 構 ナ デ。

底 部回転 へラ切 り。 外周 部 回転

へ ラ削 り後， ナデ。

長石 ・石英

灰オ リーブ色

良好

P L 5 7

P 41　 90％

i覆土 下層

4

杯 A　 12．0 休部， 目線部一部欠損 。 平 底。 口縁部 ，体部内 e 外面横 ナデ。 長右 e 海綿骨針 P L 57

須 恵 器 B　　 3，9

C　　 7．8

体部 は外 傾 して立 ち上 が り， 口

縁部 に至 る。

底部回転 へ ラ切 り後学　ナデ。 黄 灰色

良好

P 4 2　 95％

覆土 中層

5

杯 A　 l O．8 目線部一部 欠損。平 底。 休 部 は 目線部，体部 内 。外面 横 ナ デ。 長石 P L 5 7

須 意 器 B　　 3．5 外傾 して立 ち上 が り， 日縁 部 は 底部回転 へラ切 り後 ，ナデ。 灰色 P 43　 9 5％

C　　 6．2 わずか に外反 する。 良好 床面

6

杯 A　 13．6 休部，目線部一部欠損。 底部 に段 目線部，体都 内 e外 面 横 ナ デ。 長右 。海綿骨針 P L 5 7

須 恵 器 B　　 4．8 を もち，体部は外傾 して立 ち上 が 底部 回転へ ラ切 り後， へ ラ削 り。 灰色 P 、44　 75％

C　　 9．2 り，目線部はわずかに外反する。 外周 部回転 へラ削 り後 ， ナデ。 良好 床 面

7

圭不 A　 13．7 休部， 目線部一部欠損 。 平 底。 口縁部， 体部内 e 外 面横 ナデ。 長石 e 礫 P L 57

須 恵 器 B　　 4．7 休部 は外傾 して立 ち上 が り， 口 底部回転 へ ラ切 り後，へ ラ削 り。 灰白色 P 4 5　 70％

C　　 8．8 綾部 に至 る。 良 好 覆土 中層

8

杯 A　 14．3 体弧　 口緑部一部欠損。底 部に段 目線部，体部 内 e 外面 横 ナ デ。 長石 e 海綿 骨針 P L 5 7

須 恵 器 B　　 4．5 を もち，体部 は外 傾 して立 ち上が 底部回転 へ ラ切 り後 ，へ ラ削 り。 灰色 F 4 6　 7 0％

C　 lO．3 り，口縁部 はわずかに外反する。 外周部回転 へ ラ削 り後， ナデ。 良好 覆土 中層

9

杯 A　 ll．1 底部～ 日録部片。平 底 。 体部 は 口綾部，体部 内 e外 面 横 ナ デ。 長右 e 海綿骨針 P L 5 7

三貞 恵 器 B　　 3．5 外反気味 に立 ち上 が り， H 縁 部 底部 回転へ ラ切 り後， ヘ ラ削 り。 灰 白色 P 4 7　 5 5％

C　　 7．2 に至 る。 良好 床面

10

杯 A　 は5．1〕 底部 ～目線部片。 底部 に段 を も 口縁部， 体部内 e 外 面横 ナデ。 長石 e 海綿骨針 P L 57

須 恵 器 B　　 4．7 つ。休部 は外 傾 して立 ち上が り， 底部回転 へ ラ切 り。 外 周部 回 転 オ リー ブ灰色 P 4 8　 25％

C 〔10．2〕 日綾部 はわずかに外反す る。 へ ラ削 り後， ナデ。 良好 覆土 上層

11

1 2

圭不 A 〔13月〕 底部～ 目線部片 。平底 。 休 部 は 口縁部，体部 内 。外面構 ナデ。

体部内 ◎外面横 ナデ。 底 部 回転

長石 P L 57

須 恵 器 B　　 4．2 内攣気味 に立 ち上が り， 目線部 灰色 P 4 9　 2 0％

C 〔8．2〕 に至 る。 良好 覆土下層

土不 B （4．2） 底 部～体部片。平底 。 体 部 は外 長石 ・石英eスコリア P L 5 7

須 恵 器 C　　 8．0 傾 して立 ち上が る。 へ ラ切 り。 灰色

良好

P 50　 4 0％

覆土下層
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図版番号 器　 種 計測値km）　　　　 器形の特徴　　　　　　　　　 手法の特徴 胎土 ◎繍 ◎焼成 i 備　 考

第ト‖図 圭不 B （3・2） 底部～休部片。平底。 休部 は外　 体部内 儲外面構ナデ。 底部回転 長石 e右英　　　　 P L 57

13 須 恵 器 C　 94　 傾 して立ち上がる。　　　　　　 へラ切り後，ナデ。 灰白色　　　　　　 P 51 30％

良好　　　　　　 覆土中層

図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 k m ） 厚さ伝壷 重量転）

14 土　　 玉 Ⅰ中 径 姐 孔怪 0．6 52．5 覆　　　 土 P L 57　D P 3　　 ソロバ ン玉形

15 刀　　 子 摘 ・2 ）巨 6 0・6 「肌
領　　　 土 P L 57　M l　 鉄製

16 不明鉄製品 リ 勲 「 H i o透 「 竜
覆　　　 土 P L 57　M 2　 カスガイか

第8号撞贋跡（第且45⑳摘図）

位置　調査区の西部南胤　B拓区。

規模と学薗形　南側が調査区外に延びているため正確な規模や平面形は不明であるが学　径3．5m程の円形か楕

円形と推定される。

壁　壁高は　～温玩mで　外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦。硬化面は認められない。

炉　炉体土器を伴う石組炉で，住居跡のほぼ中央に付設されているとみられる。石組は長軸鳳翫掛声　短軸眺痛m

程の楕閏形で　最軸方向はN…粥Oである。石は舗～測cmの細長いものや握り拳太の河原石や凹石をⅢ僻使

用している。炉体土器は底部を欠失する小形深鉢を石組の東端にやや内側に傾けて埋設している。覆土は2

層士層信　幻で　据　方の土層は　層　土層　～7　からなる。火床面はま層3の上面とみられる。

炉覆土及び掘り方土層解説

1黒　褐　色　焼上粒子中量，ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

3　時赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

‘‥1褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子。白色スコリア粒子微量

6　黒　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子。白色スコリア粒子微量

7　にぷい黄棍色　ローム粒子多量，白色及び赤褐色スコリア粒子微量

覆堂　耕作による撹乱によって覆土はほとんど失われているが　調査区の壁面を観察したところわずかな範囲

で覆土が残存していた。　層からなるが撃　堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子極微量

2　黒　褐　色　ローム粒子微量

3　黒　褐　色　焼上粒子。ローム粒子e白色スコリア粒子微量

4．黒　褐　色　ローム粒f中量，焼上粒子。白色スコリア粒子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子。白色スコリア粒子微量

6　にぷい黄褐色　ローム粒子多量，白色スコリア粒子少量

遺物　縄文土器楕鴇嵐打製石斧　点及び凹着　意が出土している。第摘図　は炉体土器である。且～4は

縄文土器片である。且撃　2は撚り糸文，3は縄文と隆帯が施されている。射浅鉢の底部片で　底面に敷物

の繊維痕が残されている。　～　は凹石で炉石として使用されていた。

所農　本跡は讐　出土遺物から縄文時代中期中妻（加曽利民業式期）の住居跡と考えられる。
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第145図　第8号住居跡・炉出土遺物実測図（1）
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「
第146図　第8号住居跡出土遺物実測図（2）

第8号住居跡出土遺物観察表

0 10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第145図

5

深　　鉢A　17．4底部及び口縁部の一部を欠損。キャリバー形で，休部中位でわずか砂粒・雲母・スコリアPL58

縄文土器B（22．3）にくびれる。口綾部は平縁で，内堵する。地文に縦位の撚糸文を施にぷい黄橙色 P52　90％

し，太沈線によって口縁部文様帯と休部文様帯に2分する。口縁部普通 炉体土器

文様帯は隆帯と沈線による横位の渦巻文で3単位の区画文を構成す 底部は粘土接合部

る。休部文様帯は2単位の構成となり，3条の沈線によって曲折文 で剥離する。

を描き．曲折部には疎を描出する。沈線間には丁寧な磨きを施す。 加曽利EⅡ
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ヽヽ　　　　　　　　仁」
計　　　 測　　　 値 巨 地 員

備　　　　　　　　　　　　 考
図版番1了 種 長さ（cm） 幅 （C王n） 厚さは 庫 軸

第145図　6 打製石斧 13．4
10・3 日 ・0

290．8 覆土 中 層 P L 58　Q 2　 粘板岩　 分銅彬

7 凹　　 石 13・9 i 21・1 4・5　 巨 487・5
炉 P L 58　Q 3　 砂岩　 炉右に転用

8 凹　　 右
21・3 日 1・1 8・中 2571・8 炉 P L 58　Q 5　 砂岩　 溝状の擦痕あり　 炉右に転用

9 凹　　 右 12．8 7．1
5・2　 日 郁 炉 P L 58　Q 4　 砂岩　 炉右に転用

表6　後側遺跡住居跡一覧表

住屠跡

番　 号
位 置 主軸方向 平 面 形

規　 模（m ）

（長軸×短軸）
！

壁 高

（cm）
床面

内　 部　 施　 設
炉

将士 、血
備　　　　 考

壁溝
主柱穴i貯蔵穴

ピット入 口
竃 新旧関係 （古→新）

1 B 4e－ 〔N …100十の 〔方　　 形〕 3．5＼－ 30 平坦 種 1 自　然 土師器39　須恵器13　縄
文土器1 支脚1 礫1

奈良 の平安時代（8世紀
後半）

2 B 3c o N －7章一W 方　　 形 3．5×3．1 20 平坦 1 竃 1 自　然
土師器133 須恵器32　縄
文土器4　弥生土器1 支
脚1 粘土塊4 砥石1 礫8

奈良 の平安時代（8世紀
後半）

3 B 3d 8

た

N －110－W 方　　 形 3．7×3．7 20 平坦
十

竃 1 自　然
土師器317 須恵器20　縄
文土器7 支脚7 粘土塊5
礫13

古墳時代（7世紀前半）
本跡→SI4

4 B 3e 7 N －2 0－W 〔方　　 形〕 3．8×～ 24 平坦 一部 （2 ）
… 「

竃 1 自　然 土師器260 須恵器67　縄
文土器17 支脚1 礫19

奈良 ゆ平安時代（8世紀
後半）SI3→本跡

5 B 3d 6 N －3 0－W 方　　 彬 3．6×3．45 26 平坦 一部 2 1 竃 1 一 部
人 為

土師器424 須恵器47　縄
文土器5 支脚1 礫28 古墳時代（7世紀前半）

6 B 3e 6
i

N －270－W 長 方 形 〔5．6〕×4．6 30 平坦 （3） 竃 1 自　然
土師器531 須恵器115 縄
文土器37 弥生土器4　支脚
10 土玉1 刀子1 その他

奈良愈平安時代（8世紀
後半）

8 B lj7 － 消形か楕円形〕 〔3．5〕×∵－ 11 平坦
ー 「

炉 1 イミ明 縄文土器13 打製石斧 1
凹石3 礫12

縄文時代中期中葉（加曽
利E Ⅱ式期）

2　丑坑

当遺跡からはタ　土坑26基を確認した（SK一且～53，内SK－4，8，9，169　且8～23学　25～289　30～35撃37，

40，42ラ　43，47～4銑　机は欠番）。ここでは9　時代が推定できる主なものを記述し9　他は一覧表に掲載する。

第　号堂既　第摘図）

位置　調査区の東部中央，B3C～，区。

規模と平面形　長径。m　短径．mの楕円形で　深さは鋼cmである。

長軸方向　N－380－W

壁面　一部内傾するほかは外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　5層からなり，自然堆積とみられる。

土層解説

1　黒　色　ローム粒子。白色粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子。白色粒子微量

3　暗褐色　ロームブロックeローム粒子少量，白色粒子微量

4　褐　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

5　褐　色　ローム粒子中量

遺物　縄文土器片3点が出土している。第摘図㌦　は深鉢の波状口綾部片で，3は深鉢の体部片である。

隆帯と有節沈線によって文様が描出される。

所農　本跡は，出土遺物が少ないため断定はできないが，複列の有節沈線や幅の広い有節沈線及び断面形がカ

マボコ形の隆帯等が施されていることから　縄文時代中期前葉（阿五台Ⅲ～Ⅲ式期）頃のものとみられる。

性格については規模や平面形から9　墓壊あるいは貯蔵穴の可能性が考えられる。
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第147図　第6号土坑・出土遺物実測図
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第7号土坑（第148図）

位置　調査区の東部北側，B3C8区。

規模と平面形　径約2．1mの円形で，深さは約50cmである。

壁面　一部内傾するが，ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　緩やかな凹凸があり，4か所のピット（Pl～P。）をもっ。ピットは土坑中央に1か所（Pl），壁際に

3か所（P2～P4）配されている。Plは長径35cm，短径25cmの楕円形で，深さは50cmである。P2は長径60

cm，短径35cmの楕円形で，深さ25cmのくぼみ状のピットである。P3，P4は径60～85cmの不整円形で，土坑

中心から外側に向かって斜めに掘り込まれている。深さは45～50cmである。

覆土　5層からなり，自然堆積とみられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子中量，白色粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子中量

3　極暗褐色　ローム粒子少量

4　暗赤褐色　ローム粒子多量

5　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

礪甑、　　　J

I　・－－ト　－」

第148図　第7号土坑・出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片22点及び凹石1点が出土している。第148図1～4は探鉢の休部片である。1，2は無文地

で，1は有節沈線，2は沈線による文様が施される。3は縄文を地文とし，沈線による文様が施される。4

は頸部に隆帯が巡り，上方の無文帯と下方の縄文帯を区画する。

所見　本跡は，出土遺物及び形態から縄文時代中期中葉（加曽利EI～Ⅱ式期）頃のものと考えられる。

第7号土坑出土遺物観察表

図版 番号 種　 別
計　　　 測　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（皿） 幅 （c m ） 厚さb m） 重量伝）

第148図　 5 凹　　 石 15．5 7．4 2．9 3 6 3．4 覆　　　 土 P L 5 8　 Q 6　 砂岩

第11号土坑（第149図）

位置　調査区の中央部南側，B3f。区。

規模と平面形　径約2．1mの円形で，深さは約50cmである。

重複関係　本跡は，第12号土坑と重複している。本跡が第12号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

壁面　内偵し′て立ち上がる。

底面　はぼ平坦である。

覆土　7層からなり，自然堆積とみられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，白色粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量，白色粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量，白色粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子中量，白色粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子・ロームブロック少量

7　褐　　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

遺物　縄文土器片17点が出土している。第149図1は探鉢の口縁部片。地文に縄文が施され，隆帯による文様

を描く。2～4は深鉢の体部片で，縄文が施される。

所見　本跡は，出土遺物及び形態から縄文時代中期中葉（加曽利EI～Ⅱ式期）頃のものである。

第149図　第11・12号土坑・出土遺物実測図
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第13号土坑（第150図）

位置　調査区の中央部南側，B3d5区。

規模と平面形　径約2mの円形で，深さは約50cmである。

壁面　垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　3層からなり，自然堆積とみられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，白色粒子微量

2　褐　色　ローム粒子少量

3　褐　色　ローム粒子微量

遺物　縄文土器片50点が出土している。第150図1～3は口縁部片，4～7は体部片である。1は地文に縄文

が施され，その上に格子目状に粘土紐が貼付されている。2は刻み目のある隆帯に沿って2条の有節沈線が

施されている。3は縄文を地文とし，口縁に沿って4条の隆帯が施されている。4は幅の狭い羽状縄文が施

されている。5は縄文を地文とし，隆帯が貼付されている。6は櫛歯状の施文具によって縦位の波状沈線が

施されている。7は縦位の撚糸文が施されている。

所見　本跡は，出土遺物及び形態から縄文時代中期中葉（加曽利EI～Ⅱ式期）頃のものと考えられる。第150

図1及び4は縄文時代前期の土器で，混入品とみられる。

／　　④
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2　　　　　1タ 0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト－・l l　－…1

第150図　第13号土坑・出土遺物実測図

第14号土坑（第151図）

位置　調査区の中央部北側，B3d。区。

規模と平面形　長径1．9m，短径1．5mの卵形で，深さは約95cm

である。

長軸方向　N－450－W

壁面　北東及び南西壁はほぼ垂直に，北西及び南東壁は外傾

して立ち上がる。

底面　長軸1．5m，短軸0．5mの長方形で，はぼ平坦である。

長軸上に2か所のピットをもつ。ピットは径15～20cmの円

形と楕円形で，深さは10cmである。
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第151図　第14号土坑実測図



覆土　6層からなり，自然堆積とみられる。

土層解説

1　暗褐色　白色粒子中量，ローム粒子少量

2　黒褐色　白色粒子中量，ローム粒子少量

3　暗赤褐色　ローム粒子・白色粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子・白色粒子微量

5　明赤褐色　ロームブロック層

6　暗褐色　ローム粒子少量

所見　本跡は，その深さや形状から陥し穴と考えられ，底面のピットは逆茂木を立てたものとみられる。出土

遺物がなく正確な時期は不明であるが，覆土の状況から縄文時代のものとみられる。

第15号土坑（第152図）

位置　調査区の中央部東側，B3e。区。

規模と平面形　径約2．3mの円形で，深さは約65cmである。

壁面　はぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦で，3か所のピット（Pl～P。）をもつ。ピットは土坑中央に1か所（Pl），壁際に2か所（P2，

P。）配されている。Plは長径30cm，短径25cmの楕円形で，深さは60cmである。P2は径30cmの円形で，深さ

25cm，P3は径約70cmの不整円形で，土坑中心から外側に向かって斜めに掘り込まれている。深さは50C皿であ

る。

土層解説

1　暗褐色　白色粒子中量，ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム粒子・白色粒子中量，炭化物微量

3　黒褐色　ローム粒子・白色粒子中量

4　暗褐色　ローム粒子中量，白色粒子少量

5　褐　　色　白色粒子少量，ローム粒子微量

6　明褐色　白色粒子少量

7　褐　　色　白色粒子微量

覆土　7層からなり，自然堆積とみられる。

遺物　縄文土器片57点が出土している。第152図1は波状口縁の立体把手片である。把手上には渦巻文が施さ

れている。2，3は隆帯による渦巻文が施されている口綾部片。4は口縁部を無文帯とし，休部との境に沈

線が施されている。5は縄文及び隆帯が施されている体部片。6は口綾部下位の2条の隆帯を境にして異な

第152図　第15号土坑・出土遺物実測図
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る縄文が施され，休部には沈線による文様が措かれている。

所見　本跡は，出土遺物及び形態から縄文時代中期中葉（加曽利EI～Ⅱ式期）頃のものと考えられる。

第17号土坑（第153図）

位置　調査区の中央部，B2f9区。

規模と平面形　長軸約1．5m，短軸約0．9mの隅丸長方形で，深さは約25cmである。

A

‾笹＝ナ

芋⊥し通ゝノ‾
旦

t〔√
0

ト　　；　　－」

第153図　第17号土坑・出土遺物実測図
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長軸方向　N－60－W

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。2か所のピットをもっ。北西コ卸がナ一部（㌘1）及び西壁際（㌘2）にある。饉25淘3の

cmの不整円形，深さは約20cmである。

覆豊　7層からなる。土層5～7は灰や炭化物が含まれることから一部人為堆積とみられる。

土層解説

1黒褐色　白色粒子少量，ローム粒子微量　　　　　　　　　　　5　黒褐色　ローム粒子。灰中量，炭化物少量

2　黒褐色　ロームブロック。ローム粒子。白色粒子少量　　　　　6　褐　色　ローム粒子多量，炭化物少量

3　黒褐色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　黒　色　炭化物。灰多量

4　黒褐色　ロームブロック。ローム粒子多量

遺物　土師質土器片側点　土師器片　点　須恵器片　点が出土している。第蟻図　～　の内耳鍋は覆土下層

から出土している。

所農　本跡は撃　覆土下層に灰や炭化物を多量に含んでいるが焼土が確認されていないことから　これらの灰や

炭化物は投棄されたものと考えられる。時期は出土遺物から中世のものとみられる。

第膵号土坑出土遺物観察表

図版番号

内耳鍋

土師質土器

計測値（cm）

A〔33．5〕

B（17．0）

器形の特徴

底部～ロ綾部片。底部に丸味を

もっ。休部は外傾して立ち上が

手法の特徴

＝縁部内。外面横ナデ。l二］綾部

外面下位に弧状の工具痕を残す。

胎土e色調e焼成

長石e石英。雲母

橙色

備　　考

C 〔21潮 り， 日録部で膨 らむ。 日録端 部

は肥厚す る。

普通 覆土 下層

2

内 耳 鍋 A 〔33．6〕 底部 ～目線部片。 底部 に丸味 を 口縁部 内 。外面構 ナデ。 目線部 長 石e石英 eスコリア P 55 15％

土師質土器 B （18．1） もつ。 休部 は外傾 して立 ち上 が 外面下位 に 2 条の浅 い沈線 が巡 にぷい黄橙色 覆土下層

C 〔19．2〕 り， 口綾 部で膨 らむ 。 口縁 端 部

は肥厚 する。

る。 普通 外面煤付着

3

内 耳 鍋 A 〔36．0〕 底部～ 日縁部片 。底 部 に丸 味 を 目線部内 e外 面， 休 部 内面 横 ナ 長石 e石英。スコリア P 54 15％

土師質土器 B （17．3） もっ。休部 は外 傾 して立 ち上 が デ。 日録部外面下 位 に 2 条 の浅 にぷ い黄橙色 覆土下層

C 〔20．5〕 り， 口縁部 で膨 らむ。 臼縁 端部

は肥厚す る。

い沈線 が巡 る。 普通 外面煤付着

第39号皇統（第154図）

位置　調査区の西部北側，Blh。区。

重複関係　本跡は，第38号土坑と重複する。本跡が第38号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　径約2。5mの円形で　深さは約墟cmである。

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　緩やかな凹凸があり，5か所のピット（Pl～P5）をもっ。ピットは土坑中央やや東寄りに1か所（Pl），

壁際に4か所（P2～P5）配されている。Plは径約20cmの円形でタ　深さは約20cmである。P3ば径約50cmの円

形で，深さ約10cmのくぼみ状のピットである。P2，P5は径50cmの円形で，深さ25～40C恥　P4ほ径約90cmの

円形で，深さは約75cmである。

覆土　6層からなり，自然堆積とみられる。
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土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・白色粒子微量

2　黒　色　ローム粒子少量，白色粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・白色粒子微量

遺物　縄文土器片26点，凹石1点が出土している。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代中期中葉（加曽利EI～Ⅱ式期）のものと考えられる。

第154図　第38・39号土坑，第39号土坑出土遺物実測図

第39号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l l l

図版番号器　種計測値（皿）器　形　及　び　文　様　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第154図

1

深　　鉢A　16．7休部上位，口縁部片。キャリバー形。休部上位で開き，ロ綾部で内砂粒・長石・雲母PL58

縄文土器B（15．2）攣する。4単位とみられる波状口縁で，波頂部には三方に孔をもつにぷい橙色P58　25％

立体把手が付く。地文に縦位の撚糸文を施し，隆帯と沈線によって普通覆土

口縁部と休部文様帯を画す。ロ縁部文様帯を横位の渦巻文で区画し，内面に煤付着

内部には縦位の太い沈線を充填する。休部には3条の沈線による文

様を施す。沈線間の磨り消しは雑である。

加曽利EI
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図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （C皿） 厚さk Id 重量 （∂

第154図 2 凹　　 石 10．8 9．8 6．3 6 26．3 覆　　　 土 P L 58　 Q 7　 砂岩

第45号土坑（第155図）

位置　調査区の西部南側，B2il区。

規模と平面形　長径約2．4m，短径約2mの楕円形で，深さは40～50cmである。

長径方向　N－400－W

壁面　はぼ垂直に立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。4か所のピット（Pl～P。）をもつ。ピットは土坑中央やや西寄りに1か所（P．），壁

際に3か所（P2～P。）配されている。Plは径約20cmの円形で，深さは約45cmである。P2～P。は径60～75

cmの不整円形で，深さ40～65cmである。

覆土　4層からなり，自然堆積とみられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・スコリア粒子微量　　3　にぷい黄褐色　ローム粒子多量，ロームブロック少量，スコリア

2　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・スコリ　　　　　　　　　　粒子微量

ア粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　にぷい黄褐色　ローム粒子多量

遺物　縄文土器片9点，凹石1点が出土している。第155図1は縄文が施されている体部片である。2はロ縁

部下位から休部上位片で，口縁部には隆帯による渦巻文が描かれ，休部には縄文地に沈線による文様が施さ

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l　－一　十一一　一－1

第155図　第45号土坑・出土遺物実測図
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れている。

所見　本跡は，出土遺物及び形態から縄文時代中期中葉（加曽利EI～Ⅱ式期）のものと考えられる。

第45号土坑出土遺物観察表

図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm ） 厚さ伝通 重量 伝）

第155図　3 凹　　 石 12．7 11．4 7．2 13 14．0 底　　　 面 P L 58　 Q 8　 砂岩

第46号土坑（第156図）

位置　調査区の西部南側，Bli。区。

規模と平面形　径約2．1mの円形で，深さは45～60cmである。

壁面　はぼ垂直に立ち上がる。

底面　緩やかな凹凸があり，8か所のピット（Pl～P8）をもつ。ピットは土坑中央に1か所（Pl），壁際に7

か所（P2～P8）配されている。Plは径約30cmの円形で，深さは約50cmである。P2，P3は径50～70cmの楕

円形で，深さは約60cmである。P．は長径40cm，短径25cmの楕円形で，深さ約15cmのくぼみ状のピットである。

P5～P8は径20～25cmの不整円形で，外側に斜めに掘り込んでいるものがある。深さは10～35cmである。

覆土　6層からなり，自然堆積とみられる。

土層解説

1　赤褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子中量，白色粒子微量

3　黒　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

4　極暗褐色　ローム粒子中量

5　黒褐色　ローム粒子少量

6　黒褐色　ロームブロック・ローム粒子少量

遺物　縄文土器片18点が出土している。第156図1，3は縄文地に隆帯による文様が描かれている口縁部片。

2は縦位の撚り糸文と横位の沈線が施されている口縁部片。4は無文地に隆帯による文様が描かれている□

縁部片。5は縄文地に沈線による文様が描かれている休部片である。

所見　本跡は，出土遺物及び形態から縄文時代中期後半（加曽利EI～Ⅱ式期）頃のものと考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

第156図　第46号土坑・出土遺物実測図
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第50号土坑（第157図）

位置　調査区の西部中央，Bli8区。

規模と平面形　径約2．7mの円形で，深さは50～55cmである。

壁面　ほぼ垂直かあるいは外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦であるが，一部に凹凸がある。7か所のピット（Pl～P7）をもっ。ピットは土坑中央に1か

所（Pl），壁際に6か所（P2～P7）配されている。Plは径約25cmの不整円形で，深さは約60cmである。P2

～P7は径10～20皿の円形あるいは楕円形で，外側にやや斜めに据り込まれたものもある。深さは15～45cm

である。

覆土　5層からなり，自然堆積とみられる。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子少量，白色粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・白色粒子微量

4　褐　　色　ロームブロック層

5　褐　　色　含有物なし

遺物　縄文土器片37点が出土している。第157図2は撚糸文を地文とし，隆帯による渦巻文が施されている口

縁部片。3，4，5は隆帯による文様が施されている口縁部下位片。6は横位の隆帯下に縄文を地文とし，

沈線が垂下する体部片である。

匂

旦．5．．m

速王：．ぎ

第157図　第50号土坑・出土遺物実測図

所見　本跡は，出土遺物及び形態から縄文時代中期中葉（加曽利EI～Ⅱ式期）頃のものと考えられる。

第50号土坑出土遺物観察表

図版番 号 器　 種 計測値（皿） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 15 7図

1

浅　　 鉢 B （4．6） 底部～胴部下 位片。 胴部 は直線 的に外傾 しなが ら立 ち上が る。地 文 長石 ・石 英・スコリア P L 58

縄文土器 C 〔1 1．0〕 に縦位 の撚 り糸文を施 し，胴部下端 及び底部 に磨 きを施す。 橙色

普通

P 59　 5 ％

覆土

加曽利 E I
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第53号土坑（第158図）

位置　調査区の西端部南側，Blj6区。

規模と平面形　長径約3m，短径2．6mの楕円形で，深さは30～40cmである。

長径方向　N－420－E

壁面　はぼ垂直に立ち上がる。

底面　ほぼ平坦で，4か所のピット（Pl～P4）をもつ。ピットは土坑中央北寄りに1か所（Pl），壁際に3

か所（P2～P4）配されている。Plは径約25cmの不整円形で，深さは約50cmである。P2～P。は径15～35。mの円

形あるいは楕円形で，深さは15～20cmである。

覆土10層からなり，堆積状況から人為堆積とみられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量　　　　　　　　6　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，白色粒子微量

2　時赤褐色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　7　暗赤褐色　ローム粒子少量，白色粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　8　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・白色粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量　　　　　　　　9　暗赤褐色　ローム粒子少量，白色粒子微量

5　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・白色粒子微量　　　　10　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・白色粒子微量

遺物　縄文土器片9点が出土している。第158図1はロ縁部片で，口縁に沿って太い隆帯が巡る。隆帯上には

太い沈線をもち，隆帯下部には縄文が施されている。2は太い沈線による波状文が施される口縁部下位片。

3は縦位の浅い太沈線が施されている体部片。4は縦位の撚糸文が施されている体部片である。

所見　本跡は，出土遺物及び形態から縄文時代中期中葉（加曽利EI～Ⅱ式期）頃のものと考えられる。

0　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿　」

第158図　第53号土坑・出土遺物実測図

表7　後側遺跡土坑一覧表

羞蕊蘭監　－

′1

－．：－．‘

土坑

番号
位置

長径方向

（長軸方向）
平面形

規　　　　 模

壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

新旧関係（古→新）

図版

番号長径×短径（m ） 深さ（om）

1 B 4bヰ － 円　　 形 0．5　×　0．45 20 外 傾 凹 凸 自 然 159

2 B 4C．
－ 円　　 形 0．75×　0，7 15 外 傾 鍋 底 自 然 土師器1 須意器1 礫1 159

3 B 3bo
－

円　　 形 1．0　×　0，95 40 垂 直 平 坦 自 然 縄文土器1 159
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土坑

番号
位 置

長径方向

（最軸方向）
平面形

規　　　　 模 i 壁面
底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　　　 考

新 旧関係 （古→新）

図版

番号
長径X 短針 m 月 深 さ（cm ）

5 B 3d 5 － 円　　 形

1・2 ×1・1 i 55

垂 直 平 坦 自　然 縄文土器1 159

6 B 3C 9 N －380－ W 楕 円 形
1… 巨 4

外 傾 平 坦 自　然 縄文土器3 礫1
縄文時代中期前菜（阿玉台

義～ Ⅲ式期）
147

7 B 3C 8 －
円　　 形 2．1 ×2．1　　　　 50 垂 直 凹 凸 自　然 縄文土器22 凹石1

縄文時代中期中葉 （加 曽利

E ヱ～ Ⅲ式期）
148

10 B 3e 5 －
不整 円形

0… 8 日 5

外 傾

l

鍋 底 自　然 縄文土器2 土師器1 礫1 159

11 B 3f4
i

円　　 形 2．1×2．1 50 内 傾 平 坦 自 然 縄文土器17 礫 10

i 縄文時代 中期中葉 （加曽利

E 王～Ⅱ式期）本跡→SK 12

！

149

12 B 3fヰ － 〔不整円形〕 1．5 ×… 15 外 傾 平 坦 自　 然 S K ll→本跡 149

13 B 3d 5 － 円　　 形 2．0 ×2．0 50 垂 直 平 坦 自　然

［

縄文土器50 礫 11 縄文時代中期中葉（加曽利
E 王～ 正式期） 150

14 B 3d 4 N …450－ W 卵　　 形 1，9 ×1．5 95
垂 直
外 傾

平 坦 自　然 縄文時代の陥 し穴 151

15 B 3e 3 －
円　　 形 2．3 ×2．3 65 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器57 礫 4

縄文時代 中期 中葉 （加 曽利

H l ～ Ⅱ式期）
152

17 B 2f9 N － 6 0－W 隅丸長方形 1鳶×0 ．9 25 垂 直 平 坦
一 部
人 為

土師質土器40 土師器 1 須恵器2 中世 153

24 B 2g 8 N … 4 0 長 方 形 2．0 ×1．25 65 垂 直 平 坦 人 為
縄文土器8 弥生土器2 土師器2
須恵器2 159

29 B 2f4 － 〔不整円形〕 1．3 ×… 22 外 傾 皿 状 人 為 縄文土 器24 土 師器2 礫1 159

36 B 2g o － 〔円　　 形〕 〔1ぷ ×－ 55 垂 直
1
】

平 坦 自　然 縄文土器 10 土師器1 礫2 159

38 B lh o N －6 70－ E 長 方 形 1．55 ＼0月5 50 外 傾 鍋 底 自　然
s K 39→本跡　 i

154

39 B lh 一 －
不整 円形 2．5 ×2．5 45 垂 直 凹 凸 自　然 縄文土器26 凹石1 礫7

縄文時代 中期 中葉 （加曽利

E I ～正式期）本跡→S K 38
154

41A

l i

B li9
－

円　　 形 1．3 ×1．3 35 垂 直 鍋 底 自　 然 159

4 1B B li9 N －420－ E 楕 円 形 1．3 ×1．0 15 外 傾 凹 凸 自 然 159

44 B 2i2 N －220－ W 隅丸方形 1．9　×1．9 65 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器3 土師器3 159

45 B 2it N － 400－ W 楕 円 形 2．4　×2．0 50 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器9 凹石1 縄文時代中期中葉 （加 曽利
E I ～ Ⅱ式期） 155

46 B lio － 円　　 形 2．1 ×2．1 60 垂 直 凹 凸 自　然 縄文土器18 礫 2
縄文時代中期 中葉 （加 曽利

E I ～ 正式期）
156

50 B li8 －
円　　 形 2．7　×2．7 55 垂 直 平 坦 自 然 縄文土器37

縄文時代 中期 中葉 （加曽利

E I ～正式期）
157

52 B lh 8 〔N － 100－W l 〔方　　 形〕
〔1・8〕×つ 15

外 傾 平 坦 自　然 縄文土器7 土 師器9 礫5 159

53 B lj6 N － 420－ E 楕 円 形
3… 6 日 0

垂 直 平 坦 人 為 縄文土器9
縄文時代中期中葉（加曽利
E I ～ Ⅱ式期） 158

SK－1　土層解説

1　黒　　色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　極暗褐色　ローム粒子微量

SK－2　土層解説

1　黒　　色　ローム粒子中量

2　黒　　色　ローム粒子微量

3　黒褐色　焼土粒子eローム粒子微量

SK－3　土層解説

1黒褐色　白色粒子少量，ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子微量

SK－5　土層解説

1　黒　　色　ローム粒子。白色粒子微屋

2　黒褐色　白色粒子少量，炭化粒子◎ローム粒子微量

3　異　　　色　ローム粒子。白色粒子微量

‘1暗　褐　色　ロームブロック。ローム粒子少量，白色粒子微量

SK－10　土層解説

l＿　黒　褐　色　ローム粒子e白色粒子微量

2　極暗褐色　白色粒子少量，ローム粒子微量

3　暗赤褐色　ローム粒子中量

SK－12　土層解説

1　暗　褐　色　白色粒子少量，ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，ローム粒子◎白色粒子微量

SK－24　土層解説

1黒　　　色　ロームブロック◎ローム粒子少量，焼土粒子◎炭

化物微量

2　オリーブ褐色　ロームブロック。ローム粒子多量
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SK－29　土層解説

1　黒　　色　焼土粒子。ローム粒子微量

SK－36　土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量

SK－38　土層解説

1　黒　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　焼土粒子。ローム粒子微量

3　黒　　色　焼土粒子eローム粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子微量

SK－41A・41B　土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子極微量

3　暗赤褐色　ローム粒子少量

11　暗褐色　ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

6　褐　　色　含有物なし

7　暗褐色　ロ「ム粒子微量

8　黒褐色　ローム粒子少量，白色粒子微量

9　褐　　色　ロームブロック中量，白色粒子微量

SK－44　土層解説

1黒褐色　ローム粒子多量，ロームブロック中量，焼土粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子多量，ロームブロック少量

SK－52　土層解説

1　黒　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

3　黒褐色　ロームブロック。ローム粒子少量

3　溝

今回の調査では9　溝2条を確認したU鋸おっら　2）。以下撃　その特徴や主な遺物について記載する。

第　号溝　第蟻　⑳蟻図）

位置　調査区の中央部，B3fl区。

規模と形状　上幅1。1～且。9m，下幅0．温5～0．3m　深さ開～粥cm　全品摘。mの直線状でタ　南側に行くに従って

上編が広くなっている。断面形はⅤ字状で，底面は丸味を帯びている。

方向　N－150－W

覆土　自然堆積と考えられる。

土層解説

A

l　黒　色

2　黒　色

3　黒褐色

4　黒　色

5　黒褐色

6　黒褐色

7　黒　色

B

ローム粒子微量

ローム粒子。灰白色粘土粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子中量

ローム粒子微量

ローム粒子中量

1　黒　色　ローム粒子微量

2　黒　色　焼土粒子。ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量

4
　
5
　
C
U
　
7
　
8
　
C
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7

色

色

色

色

色

褐

褐

褐

黒
黒
　
黒
黒
　
黒

ローム粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子中量，焼士粒子微量

ロームブロック少量，ローム粒子微量

ローム粒子中量

黒　色　ローム粒子微量

黒褐色　ローム粒子微量

黒褐色　ローム粒子少量

黒　色　ロームブロック少量，ローム粒子微量

黒褐色　ローム粒子中量

黒　色　ローム粒子微量

黒褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

遺物　土師質土器片融点　陶器片3嵐　縄文土器片絡軋　弥生土器片3点，土師器片31息　須恵器片8点が出

土している。

所農　本跡は，出土遺物から中世（15世紀）の溝とみられるが，その性格については不明である。

第且号溝出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形 の特徴 手法 の特徴 胎土 ◎色調 ◎焼成 備　　 考

第161図

内 耳 鍋 A 〔32．9〕 底 部～目線部一部欠 損。 底部 に 日縁部 内 ・外面， 休部 内 面横 ナ 長石 ◎石英 eスコリア P L 59

土師質土器 B （16．0） 丸 味を もっ。体部 は外 傾 して立 デ。 にぷ い黄橙色 P 61 65％

1 C 〔17．8〕 ち上 が り，ロ綾 部 で膨 らむ。 目

線端部 は肥厚 する。

普 通 覆土

外面煤付着

体部 2 か所穿 孔
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④

第柑　図　第　◎　号溝出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　＿＿　　呈　　　」

図版番号器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第161図

2

内耳鍋A〔30．5〕底部～口縁部片。底部に丸味を目線部内◎外面，体部内面積ナ長石◎海綿骨針PL59

土師質土器B（17．5）もっ。体部は外傾して立ち上がデ。底面外周部へラ削り後，磨にぷい黄橙色P62　50％

C〔16．1〕り，口綾部で膨らむ。目線端部

は肥厚する。

き。 普通 覆土

外面多量の煤付着

3

内耳鍋A〔27．2〕体部～口縁部片。休部は内攣し日録部内e外面，休部内面横ナ長石◎海綿骨針PL59

土師質土器B（13．4）て立ち上がり，口綾部に至る。デ。内耳部外面に指頭による窪赤褐色 P6315％

目線端部は肥厚する。 みを施す。 普通 覆土

外面煤付着
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第相　国　第　号溝出土遺物実測緊

10cm

L‥‥…1－－士一一一一1－‥」

第2号溝（第160◎162図）

位置　調査区の西端部，Bli5区。

規模と形状　上幅1～1．2恥　下幅0．2～0．35恥　深さ約60cm，全長11．2mの直線状である。断面形はUあるいは

Ⅴ字状で，底面は丸味を帯びている。

方向　N－130－W

覆土　自然堆積と考えられる。
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土層解説

A

l　黒　　色　焼土粒子・ローム粒子極微量

2　黒　　色　ローム粒子中量

3　黒　　色　ローム粒子極微量

4　黒褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

5　黒　　色　ローム粒子少量

6　極暗褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

B

l　黒褐色　ローム粒子極微量

2　黒　　色　ロームブロック少畳，ローム粒子微量

3　黒　　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

4　黒　　色　ロームブロック・ローム粒子少量

5　黒　　色　ロームブロック中量，ローム粒子少量

6　極暗褐色　ロームブロック中量，ローム粒子少量

7　黒　　色　ローム粒子少量

遺物　土師質土器片80点，陶器片3点，縄文土器片51点，土師器片34点，須恵器片9点が出土している。第162

図6は土師質土器の揺鉢片である。

所見　本跡は，出土遺物から中世（15世紀）の溝とみられる。その性格については不明であるが，第1号溝と

時期や方向が同じで，規模や形状も近似していることから一連のものである可能性がある。

第162図　第2号溝出土遺物実測図

、＼＼恕虹＿l C二才ノ5

・タ
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第2号溝出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 。色調 。焼成 i 備　 考

第162図

1

内 耳 鍋 B （8．3） 底部～休部下位片。 底部 に丸昧 体部内面横ナデ。体部下端へラ 長石e石英eスコリア P L 59

土師質土器 C 〔18．0〕 をもち，休部は外傾 して立ち上 削 り後，ナデ。 にぷい黄橙色 P 64 10％

がる。 普通 覆土

休部外面煤付着

内 耳 鍋 B （9．3） 底部～体部下位片。 底部に丸味 休部内面横ナデ。 底血外周部へ 長石 。石英 P L 58

2
土師質土器 C　は7．6〕 をもち，休部は外傾 して立ち上 ラ削り後，ナデ。 にぷい黄橙色 P 65 10％

がる。 普通 覆土

休部外面煤付着

内 耳 鍋 A 〔35．4〕 休部，目線部片。休部 は内攣 し 口縁部内 。外面，休部内面構ナ 長石 e石英 P 66 10％

3
土師質土器 B （12．6） て立ち上がり，口縁部で膨らむ。 デ。目線部 と休部 との境 に 1条 にぷい黄橙色 覆土

目線端部は肥厚する。 の沈線が巡る。 普通 外面煤付着

内 耳 鍋 A 〔38．0〕 休部上位，白線部片。休部は外 目線部内 。外面，休部内面構ナ 長石 魯石英 P L 59

4
土師質土器 B （5．0） 傾 して立ち上がり， 口縁部で膨 デ。日録部と休部との境に 1条 にぷい黄橙色 P 67 10％

らむ。目線端部は肥厚する。 の沈線が巡る。 普通 覆土

外面煤付着

皿 B （1．4） 底部，休部下位片。 底面外周部 体部内 e外面横ナデ。足貼付後， 長石 P L 59

5
陶　　 器 C 〔7．5〕 に足をもち，休部は外傾する。 棒状工具による押圧を加え る。 灰黄色 P 68　 5 ％

底部回転糸切り。見込み部 にわ

ずかに粕付着。

良好 覆土

′′　∴言

今回の調査ではラ井戸2基を確認した（SE－1ヲ　2）。以下タ　その特徴や主な遺物について記載する。

第　号井評　第蟻図）

位置　訝査区の中央部北側　Bが6区。

規模と形状　掘り方の上面は長径2．9m，短径2．4mの楕円形である。断面形はラッパ状で，確認面から1。2mの

深さの所に膨らみをもっ。深さは確認面から且。95mまで掘り下げたが9底面には達しなかった。

覆堂　8層からなる。小礫を含む層があり，一部人為堆積の可能性があるが，その他は自然堆積とみられる。

遺物　土師質土器片息8嵐縄文土器片飢点　弥生土器片　嵐土師器片1点が出土している。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，小礫微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ロームブロック少量

3　暗褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子中量

5　暗褐色　ローム粒子多量，小礫中量

6　褐　　色　ローム粒子多量，ロームブロックe小礫少量

7　褐　　色　ローム粒子多量

8　褐　　色　ローム粒子多量，ロームプロ・ソク少量

所農　本跡は9底面まで掘り下げることができなかったため確実な時期は不明であるが，出土遺物から中世の

井戸と推定される。
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第163図　第1号井戸・出土遺物実測図

第1号井戸出土遺物観察表

了

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （皿 ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 1 6 3 図
内 耳 鍋 A 〔3 6 ．釦 体 部 ， ロ 綾 部 片 。 休 部 は 外 傾 し ロ 縁 部 内 ・外 面 ， 休 部 内 面 横 ナ 金 雲 母 ・ ス コ リ ア P 6 9　 5 ％

1 土 師質 土 器 B （ 8 ．2） て 立 ち 上 が り， 口 綾 部 で 膨 ら む 。 デ 。 に ぷ い 橙 色 覆 土

ロ 縁 端 部 は 肥 厚 す る 。 普 通 外 面 煤 付 着

2

火　　 鉢 B （ 5．9） 底 部 ～ 休 部 下 位 片 。 休 部 は 外 傾 休 部 外 面 構 ナ デ 後 ， 横 S 字 状 の 長 石 ・石 英 ・雲 母 P L 5 9

土師 質 土器 C 〔3 7．0〕 し て 立 ち 上 が る 。 沈 線 文 及 び 円 形 の 刺 実 を 伴 う 小 浅 黄 橙 色 P 7 1　 3 ％

突 起 を 貼 付 す る 。 普 通 覆 土
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第2号井戸（第164図）

位置　調査区の中央部北胤　B2g6区。

規模と形状　据　方の上面は長径やm　短径。mの大規模な楕円形である。断面形はラッパ状で撃　確認面か

ら且。2mの深さの所に段をもっ。深さは確認面から2mまで掘り下げたが9　底面には達しなかった。

覆土19層からなる。小礫や砂を多量に含む層があり，一部人為堆積の可能性があるが9　その他は自然堆積と

みられる。

土層解説

1　褐　色　Ag－Kp微量

2　褐　色　小礫◎砂多量

3　黒褐色　ロームブロック少量，ローム粒子微量

i

4　黒褐色　礫少量，ローム粒子微量

5　黒褐色　ロームブロック。ローム粒子少量，焼土粒子微量

6　褐　色　含有物なし

7　黒　色　焼土粒子。ローム粒子微量

し、、恥鵬

2m

』二二二二二豊二二二二二』

第相　国　第　号井戸◎出土遺物実測図

●
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8　褐　色

9　黒　色

10　褐　色

は　橙　色

12　褐　色

13　黒　色

小礫◎砂多量

炭化粒子・ローム粒子微量

Ag－Kp微量

含有物なし

含有物なし

ローム粒子多鼠　ロームブロック中量，焼土粒子微量

14　黒　色　ローム粒子多量，Ag－Kp微量

15　褐　色　Ag－Kp多量

16　黒褐色　ローム粒子少量

17　明褐色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

18　黒　色　ローム粒子微量

19　褐　色　含有物なし

遺物　土師質土器片蟻点　縄文土器片　点　須恵器片1点が出土している。

所農　本跡は9　底面まで掘り下げることができなかったため確実な時期は不明であるが，出土遺物から中世の

井戸と推定される。

第2号井戸出土遺物観察衰
図版番可 器 種 計測値（cm） 器形 の特 徴 手法 の特徴 胎土 e色調 。焼成 備　　 考

内 耳 鍋 A 〔31．0〕 目線部片。 日録部 に膨 らみ を も 目線 部内 。外面，体 部 内 血構 ナ 小礫 。長石 ・雲母 P L 59

第164図　 土師質土器

1
B （4。8） つ。 デ。 浅黄橙色

普通

P 72　 3 ％

覆土

外面煤付着

5　遺構外出丑遺物（第温6　◎柑図）

当遺跡の遺構外からは学　縄文時代から中世にかけての遺物が出土している。主な遺物を一覧表で記載する。

遺構外出土遺物観察表

図版番 号 器　 種 計測値（cm） 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎 土 ・色調 e 焼成 備　　 考

第16 5図
－ 厚 さ　0．9 目線部片。 目線部 に隆帯 が巡 り， 目線部内面に稜がある。隆帯に沿 っ 長石 。雲母 e 石英 P L 6 0　 T P 6 6

1
縄文土器 て 2 条の有節沈線 が施 され る。 にぷい橙色　 普 通 1 ％　　 表土

2
－ 厚 さ 1．0 目線部片。 口縁部 に隆帯 が巡 り， 口縁部内面に稜がある。隆帯 に沿っ 長石 。雲母 ・石英 P L 60　 T P 7 3

縄文土器 て 2 条の有節沈線が施 され る。 にぷ い橙色　 普通 1 ％　　 表採

3
－ 厚 さ　0．9 波状 目線部 片。目線部 に刻 み目のあ る隆帯が巡 り，降帯 にそ って不 長石 e 雲母 P L 6 0　 T P 64

縄 文土器 明瞭 な沈線 が施 され る。 にぷ い橙色　 普通 1 ％　　 表土

4
縄文 土器

厚 さ 1．0 胴部片。断面三 角形の隆帯 に沿 って 1 条 の有節沈線が施 され る。 長石 。雲母

暗赤褐色　 普通

P L 6 0　 T P 75

2 ％　　 表土

5
縄文土器

厚 さ　0．9 胴部片。刻 み昌のあ る隆帯 に沿 って 2 条 の有節 沈線が施 され る。 長石 ・雲母 eスコリア

暗赤 褐色　 普通

P L 6 0　 T P 7 7

1 ％　　 表土

6
－ 厚 さ　0．7 胴部 片。低 い不明瞭 な隆帯問 に弧状の貼付文が施 され， 隆帯 に沿 っ 雲母 e長石 e 石英 P L 60　 T P 6 8

縄文土器 て 2 条の波状沈線が巡 る。 暗赤褐色　 普通 1 ％　　 表土

7
－ 厚 さ 1．0 胴部片。 刻み 臼と平行沈線及 び刻 み 臼のあ る隆帯 によ って文様が描 雲母 ・長石・スコリア P L 60　 T P 76

縄 文土器 か れる。 黒褐色　 普通 2 ％　　 表土

8
－ 厚 さ 1．1 胴部片。地文 に縄 文が施 され，垂下す る隆帯と 2条の有節沈線によっ 長石 e 石英 e 雲母 P L 60　 T P 67

縄文 土器 て文様が描か れ る。 にぷ い橙色　 普通 2 ％　　 表土

9
－ 厚 さ　0．9 波状 口縁部片。縄 文を地文 と し， 目線部 に隆帯 を貼付す る。隆帯上 長石e雲母 。スコlけ T P 6 3

縄文土器 面に は波頂部 で渦巻文 とな る沈線 と円形 の刺実 が施 され る。 灰黄 褐色　 普通 2 ％　　 表土

1 0
－ 厚 さ　0．9 目線部 片。目線部 に縄文 を もっ隆帯が巡 り， 口縁部 内面 に稜がある。 長石 ・雲母 。スコリア P L 6 0　 T P 6 5

縄 文土器 隆帯 下に は地文 に縄文 が施 され，平行沈線 による文様 を措 く。 暗赤褐 色　　 普通 1 ％　　 表土

1 1
深　　 鉢 B （5．7） 底部，胴部 下位片。体部 はわずかに外傾 しなか ら立 ち上 が る。地文 小礫 ◎石英 ◎長 石 P L 5 9 e 6 0　 P 8 5

縄 文土器 C 〔8．0〕 に単節縄文 が施 され9　3 条 の平行 沈線が垂下す る。 暗赤褐色　 普通 10％　　 表土

12
－ 厚 さ 1．3 波状日録部片。口縁部に隆帯を貼付 し，上面に は波頂 部で渦巻 文 とな 長石 ・石英。スコリア P L 60　 T P 7

縄文土器 る沈線が施され る。胴部は縄文を地文と し，沈線 に よる文 様を描 く。 灰黄褐色　 普通 2 ％　　 表採

－255－



遜転 ．、．？

≡尊王
1＿ペ

r・．・．。．＿，こ．ここ一°・ピー‾h－．’‾一°‾‾‾‾‾‘‾

＿．＿＿しこ．ラし＿＿‾し一．ニー・・J．1′ヽ一一こ

二∴二十

＼、二三

第165図　遺構外出土遺物実測図（1）
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第166図　遺構外出土遺物実測図（2）
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図版番号 器　種 計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第165図

13
縄文土器

厚さ1．0 口縁部片。隆帯による渦巻文が施される。 小礫・長石・雲母

にぷい橙色　普通

PL60　T P74

100　　表土

14
縄文土器

厚さ　0．7 ロ縁部片。縄文を地文とし，隆帯による渦巻文が施される。 長石・雲母・スコリア

灰黄褐色　普通

PL60　TP72

1％　　 表採

15
縄文土器

厚さ1．0 胴部片。縄文を地文とし，微隆起線による文様を描く。 長石・雲母・スコリア

灰黄褐色　普通

PL60　TP69

1％　　 表土

図版番号 器　種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

16

高　　 杯 B （4．4）脚部，杯部片。断面形が台形の 杯部，脚部外面パケ目整形。底 長石・スコリア・石英 P L59

土師器 E　　2．3 低い脚部をもつ。塔部は外傾し面丁寧なナデ。 にぷい橙色 P74　20％

て立ち上がる。 普通 表土

蓋の可能性あり
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形の特徴 手 法の特 徴 胎土 傍色調 欄 成 ！ 備　 考

第165図

17

鉢 A 〔18．2〕 底部～ 目線部片。 底 部 に丸 味 を 口縁部内 e外血　 体 部 内而横 ナ 小磯 ◎海綿骨針　　 P L 59

土 師 器 B　 13．1 もっ。体部 は内攣 しな が ら外 傾 デ。 体部外面縦方向 のへ ラ削 り。 橙色　　　　　　　 P 76　 40％

C 〔9．5〕 し，日録部 は外反 す る。 目線 に

ゆがみがあ る。

普通　　　　　　　 表土

18

鉢 A 〔23．4〕 底部 ～目線部片。 体部 は外 傾 し 目線部 内 診外面横 ナデ。 体 部 内 長石 。雲母 。スコリア　 P L 5 9

土 師 器 B　 21．5 て立 ち上が り，体部 上 位 で最 大 面上位横 ナデ， 下位磨 き。 休部 にぷ い黄褐 色　　　 P 75　 40％

C　 13．8 径 となる。 日綾部 は内攣す る。 外面中位以下横方 向のへ ラ削 り。 普通　　　　　　　 表土

内面黒色処理。 外面上位煤付着

19

襲 A 〔16．0〕 口縁部，体部上位片 。 休 部上 位 目線部内 。外面構 ナデ。 目線 端 長石。雲母 eスコリア　 P 77　 5 ％

土 師 器 B （5．1） で内傾 し， 目線部 で外 反す る。 部側 面に棒状工貝 に よ る沈線 が にぷい褐色 表土

白線端 部を上方 につ まみ上 げる。 巡 る。 普通

20

土不 A 〔14．3〕 休部， 目線部片。 休部 は直線 的 目線部，体 部内 。外面構 ナデ。 長石 ・石英　　　　 P 80　20％

須 恵 器 B （4．1） に外傾 して立 ち上が り， 目線部 明オ リー ブ灰色　　 表土

に至 る。 普通

21

塔 A 〔14．4〕 底部～ 臼縁部片。平 底 で， 休部 口縁部，体部 内 e外 面 横 ナ デ。 小礫 ◎長石　　　　 P 84　 50％

須 恵 器 B　　 4．9 は直線的 に外傾 して立 ち上 が り， 底部 回転 へラ切 り。 灰オ リーブ色　　　 表採

C　　 8．6 目線部 に至 る。 良好

22

杯 A 〔は．2〕 底部 ～口縁部片。平 底 で， 休 部 目線部 ，体部内 。外 面憤 ナデ。 小礫 e 長石 。石英　 P 86　30％

須 恵 器 B　　 3．8 は直線 的に外傾 して立 ち上が り， 底部回転 へ ラ切 り。 灰色　　　　　　　 表土

C 〔7．0〕 目線部 はわずかに外反す る。 良好

第166図 内 耳 鍋 A 〔33．0〕 休部～ 口縁 部片。体 部 は内 攣 し 目線部 内 ・外 面構ナ デ。 体 部外 長石 。雲母 。スコリア　 P 78 1 0％

23 土師質土器 B （15．0） なが ら外傾 し， 目線部で膨 らむ。 面縦方向 のナデ。 橙色　　　　　　　 表土

日録端部 は肥厚 する。 普通

24
脚付土器

土師質土器

B （8．8） 脚部片。脚部 は直線 的 で， 断 面 表面 ナデ。指頭痕 を残 す。 小礫 e 砂粒 e 長石　 P L 59

形 が三角形で ある。 にぷい橙色　　　　 P 83　 3 ％

普通　　　　　　　 表土

25

蓋 B （2．6） 天井部， つ まみ部片 。 天井 部 は 天井部回転 へ ラ削 り。 長石　　　　　　　　 P 87 10％

須 恵 器 平坦 で， 中央部が 突出 す る宝 珠 褐灰色　　　　　　 表土

形のつ まみが付 く。 良好

賓 B （5．1） 体部上位，頸部下位 片 。 体部 上 頸 部内 。外面構 ナデ。 体 部外 面 長石 e 石英　　　　 P 82　 5 ％

26 須 恵 器 位 は内傾 し，頸部 は直立 する。 平行 叩 き。 黄褐色　　　　　　 表土

良好

賓 A 〔17．2〕 日録部 片。 目線部 は外反 し， H 目線部 内 e 外面横 ナデ。 長石 ◎石英　　　　 P 88　 5 ％

27 須 恵 器 B （4．9） 線端部 に縁帯 が巡 る。 黄 灰色　　　　　　 表土

良好

図版番 号 種　 別
計　　　 測　　　 値 巨 土 地点

備　　　　　　　　　　　　 考長さ（cm）！幅 （cm ）
厚さk 壷 重量 ①

28 打製石 斧 （ 4．9 ） （ 4．8 ） 可 （33・4 ） 表　　　 採 P L 59　 Q 13　 粘板岩

29 凹　　 石 12．9 13．5 9．2 13 01．2 ！表　　 採 Q 12　 砂岩

30 円板状石製品 （ 6．1 ） （ 4．6 ） 0．8 （19．0 ） 表　　　 土 P L 59　 Q lO　 緑泥片岩　 孔及 び挟 りあ り　 石製模造品か

31 円板状石製品 （ 4．4 ） （ 4．3 ） 0．3 （13．1 ） 表　　　 土 P L 5 9　 Q ll 粘板岩　 孔及 び挟 りあり　 石製 模造品か

32 丸　　 革丙 4．1
2可　 0・8

1 5．8 表　　　 土 Q 9　 粘板岩　 裏面に 3 か所の紐孔 あり

33 鉄 砲 玉 径　　 1．4 1 0．3 表　　　 土 M 3　 鉛製

34 銅　　 銭 径　　 2．3 0．1 3．0 表　　　 土 M 4　 青銅製　 開元通 賓
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第4節　　まとめ

後側遺跡では，縄文時代から中世に至るまでの各時代の遺構や遺物を確認した。それらの調査成果を時代ご

とに記載してまとめとしたい。

（1）縄文時代

第8号住居跡1軒と第6，7，11，13，14，15，39，45，46，50，53号土坑11基が該期の遺構である。第8

号住居跡は炉体土器を伴う石組炉で，東北地方南部の中期大木式等にみられる複合炉と同様な構造をもっ。ま

た，炉体土器についても体部の文様に大木8b式の影響が強く認められることから，当時当地域が東北地方南

部の大木式文化の影響下にあったことを示す好例である。土坑については阿玉台式期の第6号土坑と時期不明

の陥し穴である第14号土坑を除いて，時期は加曽利EI～Ⅱ式期のものと考えられる。その形態には，（a）円

形で壁が内傾するフラスコ状のもの，（b）円形で壁が直立するもの，（C）円形あるいは楕円形で壁は直立し底面

中央部に深い小ピットをもっものがある。さらに（C）には壁際に大小のピットをもっものがあり，形態はさら

に細分される。これらの土坑はその形態から貯蔵穴の可能性が高いが，同時期に多様な形態をもっことは該期

がそれ以前に盛行したフラスコ状土坑から（C）のような中央部に小ピットをもっ形態の土坑に変化する時期で

あることと関係していると思われる。つまり，該期が貯蔵穴形態の変換期であり，その試行錯誤の状況が当遺

跡の土坑の多様性につながっていると考えられる。

今回の調査では，該期の住居跡は1軒しか確認されなかったが，遺構の配置から考えて調査区の南西側台地

上にはさらに多数の住居跡があるものと推定される。

（2）弥生時代

遺構は確認されず，土器片が表土及び後代の遺構覆土中から少量出土しているのみである。土器片は細片が

多く時期を特定するのが困難であるが，大半は後期の十王台式のものとみられる。

（3）古墳時代

第3及び5号住居跡の2軒が該期の遺構である。出土遺物からみると，両住居跡とも7世紀前半に位置付け

られ，規模及び平面形は一辺約3．7mの方形でほぼ同様である。また，竃の構造についても火床部に掘り込み

がなく，煙道部が壁外に突出しないで急傾斜で立ち上がるなどの共通性がみられる。しかし，両住居跡は2m

しか離れておらず同時に存在していたとするには近接し過ぎており，主軸方向や竃の位置などにも若干の違い

が認められることから時間差があるものと考えられる。

（4）奈良◎平安時代

第1，2，4及び6号住居跡の4軒が該期の遺構である。出土遺物から，4軒とも8世紀後半に位置付けら

れる。4軒は竃の構造については，古墳時代のものに比べて煙道部が壁外に突出し，緩やかに立ち上がるとい

う共通性をもっ。しかし，第1，2，4号住居跡と第6号住居跡では，前者が一辺約3．5～3。8mの方形である

のに対して，後者は長軸〔5．6〕m，短軸4．6mの長方形であり，規模や平面形において大きな違いがある。主軸

方向についても，第6号住居跡は他の住居跡より大きく西に傾いており違いがみられる。また，第4号住居跡

と第6号住居跡は2mしか離れておらず同時に存在したとしては接近し過ぎており，これらのことから両者の
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問には時間差があるものと考えられる。

注目すべき遺物としては丸鞘がある。表土中からの出土品であるため明確ではないが，今回の調査で確認さ

れた奈良◎平安時代の住居跡が8世紀後半の時期に限られていることから，この丸柄もほぼ同時期のものと考

えられる。当時，当地域に律令制に規定された役人が存在していたことの証拠となろう。また，粘板岩という

軟らかい岩石を使用しているとはいえ，非常に丁寧な仕上げがなされていることや裏面に紐孔があり革帯本体

への取り付け方が推定できる例として，当時の工芸技術を知る上でも貴重な遺物である。

今回の調査では該期の住居跡は調査区の東側だけに偏って確認されたことから，調査区の東側に集落が形成

されていたものと推定される。

（5）中世

第17号土坑，第1，2号溝及び第1，2号井戸が該期の遺構である。第1，2号溝は出土遺物の時期が同

様であること，規模や形態が近似すること，また方向も一致していることから，一連のものである可能性が高

い。あるいは方形に巡っている溝なのかもしれない。その性格については城館跡に伴う堀，あるいは墓域を画

する溝などが考えられるが明確ではない。ただし，該期のものとみられる焼土や炭化物が投棄された性格不明

の第17号土坑や第1，2号井戸はこの溝の区画内に存在しており，溝と何らかの関係があるものと考えられ，

その性格を考える上で重要である。

以上をまとめると，後側遺跡においては，今回の調査で縄文時代中期の約4，500年前頃から中世（15世紀）

の約500年前頃までの生活の痕跡を確認することができた。当遺跡では，縄文時代中期には集落が形成され，

多数の貯蔵穴を構築して定住生活を営んでいたことが明らかになった。その後3，000年ほどの問集落が形成さ

れることはなかったが，古墳時代後期（7世紀前半）及び奈良◎平安時代（8世紀後半）には再び集落が形成

されるようになり，多数の住居が構築された。住人のなかには役人であったものもいたようである。9世紀以

降になると集落は途絶え，当遺跡は中世（15世紀）になって城館あるいは墓域として利用されるようになった

のである。
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